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１






　うわー。なんか駆かけ落おちみたいだなー。

　リティーヤはぼけーっとそんなことを考えながら汽車に揺ゆられていた。

　車内には頭を抱かかえたロードマスターと泰たい然ぜん自じ若じやくとしたヤムセがいて、リティーヤはロードマスターの隣となりにちょこんと座らされていた。車窓の光景は市街地から郊こう外がいへと移ろい、さらには鉄橋に差し掛かかり、汽船の浮うかぶ大きな川を越こえていくが、そんな光景を眺ながめる余よ裕ゆうもない。

「オルドゥナに捕つかまったらボク生なま爪づめ剝はがされるよ……」

　頭を抱えたまま呻うめくようにそう呟つぶやいたのは、ロードマスターだった。リティーヤは元室長のこんなにも項うな垂だれた姿を見たことがなかった。テヨルに怒おこられた時だって、ここまで落ち込んではいなかった。

　そんな彼の向かいの座席に座るヤムセが、相変わらず貸本を読みふけって答えた。

「捕まらなければいいんです」

　むちゃくちゃだ。リティーヤはそう思ったが、ロードマスターもやはり同じように思ったらしい。がばりと顔を上げ、ヤムセに嚙かみついた。

「そんな犯罪者みたいなこと言って誤ご魔ま化かさないでよ！　剝がされるのはボクの爪なんだよ、キミの爪だってタダじゃ済まないだろうけど！」

　元室長の必死の抗こう議ぎを涼すずしい顔で聞いて、ヤムセはまたページをぴらりとめくる。

「十六の子どもが泣きじゃくっていたから手を差し伸のべただけです。これが罪ですか？」

「うわあああああもう何カッコつけて言ってんのー！　やだこの子の相手ー」

　ロードマスターがまた頭を抱えて叫さけんだ。なんだか状じよう況きようが混こん沌とんとする一方に思えたので、リティーヤは、おずおずと手を挙げて口を挟はさんだ。

「先生、あたし、もう十七です。十六じゃないです。あと、子どもかどうかは先生の判断でいいですけど、泣きじゃくってはいません」

「泣いていただろうが」

「……な、泣きじゃくってはいないです」

　ヤムセがちらりと目を上げ、不服そうにリティーヤを見た。リティーヤは怯ひるまずにヤムセを見つめ返して言った。

「えと、そりゃ色々思うところはありましたけど、そこは堪こらえて、我が慢まんしてたんです。それを先生が我慢しきれなくなってあたしをここに連れ込んじゃったんですよね？　それをあたしのせいにされたくないです」

「我慢？　あれでか」

「す、少なくとも声上げて泣いてないし、洟はなみずも啜すすらないようにしてたし、涙なみだっていってもほんのちょっとです！」

「だから？」

「だから、その……我慢……して、お別れ、しようと……」

「結局なんなんだ」

　ヤムセが面めん倒どう臭くさそうに言って本を閉じ、ふんぞり返って尋たずねてきた。

「《学アカ園デミー》に戻もどりたいのか？」

「う……」

「何にせよ今は戻らせんぞ」

　そう言い足を組む。その拍ひよう子しにリティーヤの足にヤムセの靴くつが当たる。いたっ、とリティーヤは顔をしかめるが、ヤムセは謝りもしない。わざとだったのかもしれない。

　リティーヤはヤムセとその靴をじろじろと見て言った。

「……なんですか、戻らせんって。ほんっと先生ってエラソーですね」

「リスクを冒おかして連れ出したんだ。何も問題が解決していないのに手放せるか」

「だからっていつまでもってわけにはいかないでしょ」

「……だから、言っただろう」

　今は、と。

　そう、彼は言ったのだ。今は戻らせんぞ、と。

　リティーヤは僅わずかに唇くちびるを嚙んだ。

　別れはいつかやってくる。それは、変わっていないのだ。

「だが、今は」

　ヤムセが呟く。その目が真しん摯しな光を宿してリティーヤを見つめる。

　リティーヤも同じようにヤムセを見つめて、頷うなずいた。

「今は、一いち蓮れん托たく生しよう、ですね」

　ちらりと、ヤムセの口元が笑ったように見えた。そしてたぶん、リティーヤの口元も。

　不意に、ぱんと膝ひざを一つ叩たたいて、ロードマスターが顔を上げた。

「──わかった」

　彼は後こう悔かいや怒いかりや不安をひとまず押しのけることにしたらしく、冷静に状況を分ぶん析せきして言った。

「次の駅には調査委員会がもう電報を打ってるだろう。駅までは行けない。そうだね、ヤムセ」

「ええ。手前で降りましょう」

「降りる……？　汽車を停とめるんですか、無む理り矢や理り？」

　だが、そんなことができるのか。リティーヤは混乱して尋ねた。

　ヤムセが、膝の上に載のせていた貸本を鞄かばんにしまい込み、何をバカなことを、とでも言いたげな目でリティーヤを見た。

「停めはしない。ただ降りればいい」

「………………それって」

　まさか、とリティーヤは青ざめた。

　ヤムセは鞄を手に立ち上がると、今度は窓に手をかけ、それを押し上げた。

「ちょ、せん、せ……」

　汽車はちょうど鉄橋の中なか程ほどまで進んでいた。地上のレールを行くのとは別の、金属を思わせる硬かたい振しん動どうが足あし下もとから衝つき上げてくる。

　そして、ヤムセはロードマスターと視線を合わせ一つ頷くと、窓から身を乗り出して──

　あっさり、飛び降りた。

「せんせえっ!?」

　リティーヤは窓まど枠わくに飛びつき、ヤムセの行方ゆくえを確かめようとしたが、果たせなかった。

「はい、キミもね」

　ロードマスターがそう言うなり、さっとリティーヤの腰こしを抱えて、続けて窓から飛び降りたからだ。

　そう。

　飛び降りたのだ。

　鉄橋を疾しつ走そうする汽車の上から。

　気温は日々上じよう昇しようしているとはいえ、まだまだ冷たい川のど真ん中へと。

「ひっ──」

　リティーヤの悲鳴は、最後には水の跳はねる音にかき消された。




「──というわけで、」

　魔ま導どう書しよ調査委員会事務局の長たるグレイビルは、局長室で執しつ務む机の椅い子すに座り、難しい顔で報告を聞いていた。

「ロードマスター一行はアムブールからハイドデーンまでのどこかで汽車から脱だつ出しゆつしたと考えられます。線路伝いに徹てつ底てい的てきに調べたところ、報告書にありますポイントで川から何者かが上がった痕こん跡せきが見つかりました。気温の低いこの季節ですから、他ほかに遊泳者はおりません。おそらくロードマスター一行と見て間ま違ちがいないかと」

　提出された報告書を繰くりながら、グレイビルは確かく認にんする。

「川に飛び込んだというのか？　いったいどれほどの高さから落ちたのだ」

「衝しよう撃げきに耐たえられない高さではありません。実際に試ためしてみたところ、結界を張れば冷たい水に身体からだをさらすことなく岸辺までたどり着くことも可能でした」

「試したのか……」

　まだまだ寒さのぶり返す冬の終わりに寒中水泳をしたという部下の言葉を聞いて、感心するよりも呆あきれて声を漏もらす。

　部下の方は、整った顔をにこりともさせずに言った。

「試しました」

「……それで、臨検の方は」

「ご命令通り、主要な街かい道どうと鉄道に網あみを張っております。川から一番近い町のホテルはすべて一いつ軒けん一軒しらみつぶしに調べましたが、それらしいのが引っかかったという報告はありません」

《学園》は東部においては強大な影えい響きよう力を持ち、各国政府を通じて警察組織を利用することもできる。リティーヤらを追う包ほう囲い網もうはほんの僅かな時間で整えられた。

　それなのに、消えた三人の行方はまったく摑つかめていない。

　グレイビルは、喉のどの奥から、獣けものの唸うなりのような声を漏らした。

「《学園》に知られていない協力者がいたんだろう。ロードマスターとヤムセだ。彼らにとって東部で身を隠かくすのは難しいことではない」

　執務机の前に立つ部下──ゼストガは言った。

「追うことができないのならおびき寄せるか先回りするかしかありません。しかし彼らがおびき寄せられることはないでしょう。ヤムセさんはリティーヤさんをアムブールで誘ゆう拐かいした時点で、他のすべてを失う覚かく悟ごをしています。彼の周りに他に守るべきものは存在しません。ご実家の方に働きかけるのも無む駄だでしょう。ヤムセさんを《学園》というしがらみから解放したのは我々です。あの人にはもう恐おそれるものはないんです」

「言われずともわかっている」

　グレイビルの声には、苛いら立だちが滲にじみ出ていた。

　リティーヤは魔導書調査委員会の管理下に置かれていたから、彼女を誘拐されたのはグレイビルの責任問題になる。リティーヤの珍めずらしくおとなしい態度に油断していたせいもあるが、それ以上にヤムセという男を読み間ま違ちがえていた。リティーヤを巡めぐり何度か対立してきたグレイビルも、まさかヤムセがここまでの暴挙に出るとは考えていなかった。ユローナ絡がらみのことを除けばヤムセは冷静で、どれほどこちらが挑ちよう発はつしようと一線を踏ふみ越こえることはなかった。

　ところが、今まで留まってきたその一線を、ヤムセはいきなり軽々と飛び越えたのだ。

《学園》を完全に敵に回すことの意味を、彼ならば十分に知っているはずなのに。

　グレイビルは肉の間に埋まい没ぼつしそうな目を細め、まるでそこにヤムセがいるかのように虚こ空くうを睨みつけた。

「あの男を見誤った。やつならどこにだって逃にげられるだろう。ロードマスターの手助けまであるのだ。海を渡わたって南方大陸にでも逃げられたら手出しのしようがない」

「逃げません」

　いつになくきっぱりとした調子で、ゼストガは言った。グレイビルが、おや、という目で彼を見る。

「ヤムセさんは逃げません。そのためにリティーヤさんを連れ去ったのではありません。ここで大陸を出るのは単に《学園》から逃げるだけではありません、真実から逃げることになるのです。ラガロ以来、我々が追い求めてきた真実から」

「……ではどうすると？」

　答える前に、ゼストガは一つ息をついた。ゼストガは誘拐の現場にいた。気付くべきヤムセの意図に気付けなかったこと、その挙げ句リティーヤを目の前でみすみす奪うばわれたこと。ゼストガにしてみればどちらも腹立たしい事実だったが、誘拐以来、一度も取り乱したりはしなかった。ヤムセが動いた今、そんな余よ裕ゆうはないのだと、はっきりわかっていた。

　だからこの時も、彼は感情を排はいして答えた。

「ヤムセさんは〈昼〉の台座の次の出現場所に現れます。《風と八月党》は四つの石板を持ってそこに行かねばなりませんし、彼らが行くのなら我々も行くことになります。四つまで集まったのであれば、それらを台座に戻もどすことで、たとえ完全でなくとも、何らかの現象は発生するかもしれません。我々はそのような制せい御ぎよされざる事態を許すわけにはいきませんし、それはヤムセさんにしても同じでしょう。あの人も《風と八月党》にこの大陸の命運を預けるつもりはないはずです」

「《風と八月党》の邪じや魔まをしに、やつもリティーヤとともに現れる、ということか」

「そして、石板の奪だつ還かんのために。石板が敵対組織の手にある現状では、《学園》におけるリティーヤさんの自由は保障されません」

「……おまえは、やつがリティーヤを《学園》に戻すつもりだと考えているのか？」

　その問いへの答えを、ゼストガは一いつ瞬しゆん迷った。

　迷った末に、頷うなずいた。

「リティーヤさんは何度も言っています。《学園》で魔ま術じゆつ師しになりたいのだと。それを捨てさせるつもりは、ヤムセさんにはないように思います。リティーヤさん次し第だいですが、石板が《学園》の下に戻り、自分の自由が保障されるのなら、《学園》に戻る道を選ぶのではないでしょうか？　そうしなければヤムセさんと《学園》との関係は決けつ裂れつしたままですし、それをリティーヤさんは望まないはずですから」

「……互たがいを想おもい合う師し弟てい愛か。美しいことだな」

　突つき放すようにグレイビルは言い、椅子の肘ひじ掛かけに肘を載せ、頰ほお杖づえをついた。

「だが、やつは、リティーヤも石板もこちらに寄よ越こすつもりはないかもしれない。そうだろう？」

「その可能性もあります。それはそれで傲ごう慢まんなあの人らしい気もします。でも、どちらにしても目的地は同じです」

「台座の出現場所、か」

　グレイビルは頰杖をついていた手で肘掛けを摑み、ひょいと身軽に椅子から下りた。でっぷりと肥えているように見えるが、その目は鋭するどく、動きも決して鈍のろくはなかった。彼は魔導書調査委員会の実務部門を率いる事務局長であり、《学園》でも有数の武ぶ闘とう派はとして知られていた。

「ロードマスターは出現場所を知っているはずだ。やつの最終的な目的地がそこだというのはあり得る話だ。だがそれなら人員はすでに派は遣けんしている。出現まではあと二週間だ。おまえはその間、《学園》からの道程でやつが立ち寄りそうなところを洗い出せ。やつはもう《学園》を離はなれたのだから、遠えん慮りよはいらん。あらゆる手を使って、やつの思考を追え。《学園》の誰だれも、もはややつを庇かばうことはできん」

「……出現場所はどこですか」

「西部だ。ベルライン連れん邦ぽうの地方都市さ。クラスターという名前だ」

　クラスター。その都市の名前をゼストガは口の中で繰り返した。

　グレイビルはコート掛かけからコートを手に取りながら付け加えて言った。

「私もこれから直接クラスターに向かう。《風と八月党》から石板を奪還するため、特別チームが組まれたのだ。魔導書調査委員会を中心に、内部調査局やあちこちの人間を入れてな。指揮は私、サブリーダーは残念ながら内部調査局のご老人だ」

「ヴォルド局長ですね」

「そうさ。そしておまえもチームの一員に選ばれた」

　ハッとして顔を上げるゼストガに、コートを羽織ったグレイビルはにやりと笑いかけた。

「クラスターまでの道のりでヤムセを捕つかまえられなければ、そのままクラスターに来て我々と合流しろ。雪せつ辱じよく戦せんといこうじゃあないか」





２






　そこは温かみのある、重じゆう厚こうな家具の置かれた応接間だった。陽光の降り注ぐ窓辺は様々な植物の鉢はちで占しめられ、温室のような緑の一角を作り出している。その気持ちの良い窓辺に用意されたソファにちょこんと座り、リティーヤは呆ぼう然ぜんとしていた。

「まあまあまあまあ！　ぼっちゃま、お待たせしてしまい申し訳ありません！」

　そう叫さけんで、部屋に突っ込んできた人物がいたのだ。

　それは、まるまると太った中年の女性だった。色つやの良い顔に素す晴ばらしい笑えみを浮うかべ、彼女は椅い子すから立ち上がったヤムセの身体からだをがしっと力強く抱だいた。ヤムセが痛みに顔をしかめながら挨あい拶さつを口にする間も、彼女は彼の頰ほおにキスの雨を降らせる。

「久しぶりだな、呼び戻してしまってすまなか──」

　彼女はヤムセの肩かたを摑み、その顔を見上げて叫んだ。

「本当にぼっちゃまですわ！　まったく何年もお顔も見せてくださらなかったと思ったらいきなりいらっしゃるんですもの、乳母やはびっくりいたしましたわ！　しかもなんですか、」

　彼女はヤムセの言葉をほとんど聞かずに彼の身体を放り出し、ぐるんと身体の向きを変えて、自失するリティーヤの手を取った。

「こんな可愛かわいらしいお弟子でしさんと愛の逃とう避ひ行こうだなんて！　ぼっちゃまのお子様のお世話をするというのがわたくしの長い間の夢でしたけれど、それが本当に叶かなってしまうんですね！」

「待て、これは単に──」

「わかっておりますわ、ご主人様には内ない緒しよですわね。大だい丈じよう夫ぶです、このラウレリート屋や敷しきの者は皆みんなぼっちゃまの味方ですわ！」

　どん、と彼女は自分の巨きよ大だいな胸を叩たたいて、請うけ負おった。彼女の声に応こたえて、開け放たれたままの扉とびらから覗のぞいていた使用人たちも、おお、と小さく声を上げて拳こぶしを振ふり上げた。リティーヤは呆あつ気けにとられ、ヤムセは頭の痛そうな顔で額を押さえ俯うつむいていた。




　手分けして準備を整えるためにロードマスターと一いつ旦たん別れたのは、南部に入ったところだった。リティーヤとヤムセの方はそのままデイロックに入り、このラウレリート屋敷へとやってきた。

　屋敷はデイロックの辺境、谷間に広がるラヴグレイ家の広大な所領にあった。

　つまり、ここら一帯がヤムセの父の土地なのだ。

　客間の窓から、まだ雪深いその谷間を眺ながめ、リティーヤは背後のヤムセに声をかけた。

「凄すごい人気ですね」

「九歳までほとんどここで過ごしたからな」

　ヤムセはソファにもたれ、疲つかれた声でそう答えた。リティーヤが窓から離れ背後に回ると、彼は首だけ曲げて顔を仰あお向むけた。真上から見下ろすリティーヤの長い髪かみを、邪魔そうに摘つまむ。

「でも、大丈夫なんですか？　先生のお父さんに内緒のままで」

「ばれる前に出て行く。用事が済み次第──」

「用事？」

　ヤムセはそれには答えず、弄もてあそんでいたリティーヤの髪を払はらい除のけて立ち上がった。ソファの上に放り出していたコートを手に取る。

「少し出る。おまえはここにいろ。万が一父が来てもおまえなら邪じや険けんにはされんだろう」

「はあ？　時間かかることなんですか？　先生？」

「夜には戻る」

　ヤムセはさらりとそう言う。まあ、次の移動のための準備でもするのだろう。あるいはもっと危険のあることで、そのためにリティーヤを置いていくのかもしれないが──。

「ご自由にどうぞ。あたしは誘ゆう拐かいされた身ですから」

「そういえばそうだったな」

　ヤムセは、ふ、と僅わずかに笑い声を漏もらしてコートに袖そでを通した。

「ならばおとなしく監かん禁きんされていろ」




　不思議なものだ、とリティーヤはしみじみ思う。

　指導教官と教え子としての出会いは十ヶ月ほど前に遡さかのぼる。雪を割って花が咲さき始めた頃ころだった。リティーヤが基き礎そ課程を修しゆう了りようし専門課程に進んだその日、ヤムセは彼女に《学園》の徽き章しようを手て渡わたし、自分が指導教官だと言ったのだ。何事につけ唐とう突とつで、ぶっきらぼうな男だった。凶きよう悪あくな女魔術師ユローナをおびき寄せる餌えさに使われたこともあったが、ユローナの攻こう撃げきから身を挺ていして庇ってくれもした。ユローナのこと、姉のこと、《学園》のこと、色々なことで彼は悩なやんでいたし、苦しんでいた。リティーヤはその一いつ端たんに触ふれることはあったが、踏ふみ込むことは許されていないように感じて、それが寂さびしくもあった。

　自分たちの間には様々な感情があった。十ヶ月前には想像もしていなかった感情があった。

　単に時間の流れのせいではない。経へてきた事件が互いの傷をえぐり出し、それが自分たちを対立させもしたし、近づけもした。そして結局自分たちは揃そろってここにいる。

　一人になったリティーヤは室内を見回した。そこはリティーヤのために用意された客室で、ヤムセの部屋は一つ上の階にあった。きちんとカバーで覆おおわれたベッド、軽食を摂とれるような小さなテーブルと椅子、それにソファのセットがある。あちこちにかけられた房ふさのついた細かなレース編みのカバーは手作りと思われ、家具の一つ一つも、よく手入れされ長く大切に使われてきたもの特有の温ぬくもりがあった。こぢんまりとした、優やさしい部屋だ。

　リティーヤはとりあえず扉の前に置きっぱなしだった荷物の整理をしようと、鞄かばんを部屋の真ん中へ持ってきて開けた。そもそもヤムセの見送りに駅に来ていただけだったので、荷物は一いつ切さい持ってきていなかった。鞄もその中身も道中揃えたものばかりだ。石せつ鹼けんやタオル、着き替がえといった、ただ乱雑に鞄に押し込んでいたものを引っ張り出し、一つ一つたたみ直したり、詰つめ直したりしていく。鞄の一番底から出てきたのは《学園》の制服だった。制服では目立つからと、ロードマスターが出発後すぐに新しい服を一ひと揃そろい用意してくれたため、制服は鞄の底に押し込められていたのだ。

　上着を広げ、両手で肩のところを摑つかんで目の前にかざした。

　その制服に、リティーヤは自分の何もかもがある気がした。

　ミカと過ごした基礎課程の六年間、ヤムセやテヨル、バドを困らせてばかりいた専門課程の十ヶ月。《キツネ》との再会と別れ。

　別れ──。

　リティーヤは制服をできるだけ丁てい寧ねいに畳たたんだ。

　この一週間はヤムセとロードマスターのペースで振り回されて、一人でこうしてぼんやり荷物の整理をする時間などなかった。……過去を振り返り、思い出をなぞることも、後こう悔かいすることも、失ったものの重みを再確かく認にんすることも、できなかった。

　忙いそがしいのはいいことだ。慌あわただしく、考える暇ひまもなく時間が過ぎていくのはいいことだ。

　リティーヤは鞄の底に制服をしまった。

《キツネ》は死んだ。

　七年前数ヶ月をともに過ごし、年月を経て今度は人の姿を取って現れた彼は、死んだのだ。

　胸にぽっかりと穴が空いたようで、そこを覗き込むと虚きよ無むを見つめているような、不安な、恐おそろしい気持ちになる。まるで自分の一部がなくなったみたいだった。それでもリティーヤはその闇やみを覗き込んだ。虚無の正体を、わかっていたからだ。

　胸を切り裂さくような痛みが、はっきりとそのことを教えていた。

　リティーヤは、彼が好きだったのだ。

　弟みたいに、彼を愛していた。

　彼との日々を、大切に思っていた。

　だから、彼が失われたことで、自分の人生までえぐられたように感じるのだ。

　リティーヤは震ふるえる手で鞄を閉じ、鞄を枕まくらのようにして突つっ伏ぷした。長い金きん髪ぱつが鞄から床ゆかに垂れた。顔はその金髪と鞄で隠かくれ、たとえ誰だれか入ってきたとしても疲れて寝ねているだけに見えたかもしれない。

《キツネ》がリティーヤに望んでいたのはリティーヤが自由に生きることだ。それを手に入れるためには、《学園》にも《風と八月党》にも負けてはいられない。ヤムセやロードマスターにすべてを任せてはダメだ。《キツネ》と過ごした日々は失われてなんかいないと、自分自身に証明しなければならない。彼によって与あたえられた力を使って運命を切り開くことで、自分はきっとそれを証明できるはずだ。リティーヤはそう確信していた。

　……ただ、時間が必要なのもわかっていた。ヤムセが帰ってくるのは夜だ。その前には立ち直れる。夜には、リティーヤは顔を上げられる。

　だから、今は。

「……ふ……」

　肩で息いきをして、か細い嗚お咽えつを吐はき出した。

　今、彼女を押さえつけるものは何もなかった。ロードマスターもヤムセもおらず、支えてくれる人も心配してくれる人もおらず、自由にたっぷりと虚無の沼ぬまに浸ひたっていられた。

　その午後の時間を、リティーヤは純じゆん粋すいに《キツネ》のためだけに使った。




　泣き疲れて、いつの間にか眠ねむっていたらしい。気が付くとベッドの中でシーツにくるまっていた。鞄の上に突っ伏していたはずなのに。リティーヤは重くなった瞼まぶたを持ち上げ、ベッドに肘ひじをついて身体からだを起こした。部屋のカーテンはまだ開いていて、淡あわい夕暮れの光が差し込んでいた。その時人の気配を感じて、リティーヤはベッドの上で振り返った。

「せんせ……？」

　だが、振り返った先にいたのは、恰かつ幅ぷくの良い中年女性だった。ヤムセに抱だきつき、キスの嵐あらしを食くらわせていた、乳う母ばだったという女性だ。彼女はにっこりと笑って、ベッドのそばに置かれた鞄を指した。

「勝手なことをとは思いましたが、荷物は詰め直しておきましたよ。疲れてたのかしら？　ここにいる間は、ゆっくり休んでくださいね」

　頼たよりになりそうな太い腕うでで、彼女はリティーヤの肩かたを押さえて優しくベッドに横たわらせた。

「あの……はい。ありがとうございます」

　リティーヤは目がまだ赤いかもしれないと思い、ちょっと目を伏ふせてそう答えた。それから、自分が目の前の女性に勘かん違ちがいされたままなのを思いだし、ハッとしてまた顔を上げた。

「あ！　ええと、あたし違ちがうんです。説明しそびれちゃったんですけど、先生は単純にあたしが困ってたから連れて来てくれただけで。そういう、ええと、先生の子どもを産む人間じゃないんです、ごめんなさい！」

　相手を失望させるだろうとは思ったが、黙だまったままだとヤムセまで困らせることになりかねない。それに婚こん約やく者や恋こい人びとだと思われて、良い扱あつかいをされるいわれはないのだ。

「いいんですよ、お嬢じようさんがそういう相手じゃないのはもうわかってますから」

　だが、女性はあっさりそう言った。

「ぼっちゃまから説明していただきました。こちらこそ申し訳ありません！　そうですよ、ぼっちゃまと……なんて、もったいないお嬢さんですものね。でも、あんまり可愛かわいくて」

　にっこりと笑って、リティーヤの頰ほおを冷たいタオルで拭ふいてくれる。

「ぼっちゃまにとって、大事なひとなんだろうっていうのは一目でわかったもんですから。ほら、あの方、お小さい頃からそうなんですよ、大事な相手に対してもどこかひねくれていらして。ご主人様もそうでしたから、似てしまわれたんでしょうね。ぼっちゃまにお会いするのはわたくしももう七年ぶりになりますけど、そこは変わっていらっしゃらなくて」

　ヤムセはこの屋や敷しきで、慈いつくしまれて育ったのだろう。彼は愛され、そしてそれを擲なげうったのだ。

　女性は、リティーヤの頰や目元や額を、タオルで優しく撫なで上げていく。

「あなたにとっても、ぼっちゃまは大事な人なのかしら。そうだといいんですけれど」

「はい」

　リティーヤは、疲ひ労ろうと眠ねむ気けのせいか、自分でも思ってみなかったほど、素す直なおに答えた。

「先生と離はなれることになった時、自分の身体が半分になっちゃったみたいな気持ちになりました。その時あたしは凄すごく大変な状じよう況きようになっていて……先生は、そういうあたしを放っておけなくて、助けてくれたんです。それで、先生も危険なことになってしまって……」

「あらあら、大だい丈じよう夫ぶですよ、ぼっちゃまなら多少の危険はなんてことありません。セリネ様から直々の手ほどきを受けたんですから。セリネ様のことはご存じ？」

「お姉さんですね、先生の……」

「ええ。ぼっちゃま、あの調子だと今もすごくわがままで、自分勝手なんでしょうね。あなたを助けたのも、きっとぼっちゃまが勝手に判断してなさったことでしょう？　わかりますよ、困った方です。あなたを困らせることもあるでしょうね。でも、情が深いお人なんですよ」

　彼女は少しだけ悲しげに言った。

「情が深くて、激しくて……そのせいで、悲しい出来事が、二重に悲しくなるようなこともありました」

　彼女がどの出来事について語っているのか、リティーヤはわかった気がした。ヤムセはユローナによって姉を失っている。そしてそのためにユローナを仇かたきとして追い、この国を離れて《学園》に戻もどったのだ。

　当時の彼は、きっとひどい有様だったに違いない。

　リティーヤは彼女の手に手を重ねた。彼女の手は硬かたく、ひび割れ、長年の働きのためにすっかり年をとっていた。

「先生は、大丈夫です。大丈夫じゃない時は、あたしがついてます……って、いや、いても何ができるかなんてわかんないですけど。でも、先生が何か必要な時は、あたしがそれをあげるんだって思ってます……えっと」

「そうですね」

　女性はまた力強い笑えみを浮うかべ、リティーヤの頭を子どもにするように撫でた。

「ぼっちゃまのこと、好きでいてくれてありがとうございます」

「え？　あ、はあ、いや……はい」

　何な故ぜかしどろもどろになって、リティーヤは焦あせった。好き……まあ、そうだ。否定することはない。好きじゃなかったら、彼の力になりたいなんて思わないはずだ。大事な存在で、好き、それでいい。ただ、なんとなく恥はずかしいだけで……。

　リティーヤは視線を逸そらし、頭を搔かいて、話を逸らせないものかと別のことを口にした。

「その……っと、そうだ、先生は戻ってないんですか？」

「ええ。お墓はちょっと離れたところにあるものですから」

「は──」

　墓。

　アイスブルーの目を見開き、リティーヤは女性を見つめた。女性はその視線を受け止め、微笑ほほえんだ。その顔には、深い傷のように痛ましい、悲しみが刻まれていた。

「ぼっちゃまは、セリネ様に会いに行かれたんですよ。七年ぶりに」




　ヤムセは雪を除のけた小さな墓の前に花を供えた。故人の愛した可か憐れんな雰ふん囲い気きの花々は、今の空のような深い紺こん碧ぺきのリボンにまとめられ、しおらしく墓の前に横たわった。

　日が沈しずみ、空には星が一つ二つと瞬またたき始めていた。空気は澄すみ、痛いほどに凍いてつき、日中の気温でゆるみ始めていた雪や氷は、今再び凍とう結けつし始めていた。ヤムセは白い息を漏もらして、《蛇のスネーク目連隊・アイズ》の印が刻まれた墓石の右みぎ肩かたを撫で、最後に残っていた雪をこそげ落とした。墓の主は二一五年に死んでいた。死んだ時彼女は今の弟よりも若かった。彼は姉の頰にキスする弟のように、身を屈かがめてその墓の肩の辺りに軽く口づけた。

　谷間を見下ろす墓地は森の奥にあり、彼の馬はその外れで木に繫つながれておとなしく待っていた。彼は挨あい拶さつを済ますと、そばの雪面に突き刺さしていたスコップを手に取り、墓の裏に回った。深く積もった雪にスコップを突き刺し、黙もく々もくと雪を除け始める。地面は凍結したまま、まだ春の目覚めは遠そうだった。彼は力を押さえた魔ま術じゆつを幾いくつか使い、その硬さを緩ゆるめ、あるいは土を砕くだき、少しずつ掘ほり下さげていった。

　──そして、地面から覗のぞく布の切れ端はしを見つけ、屈み込んで丁てい寧ねいに土をどけ、布で包まれたものを、掘り起こした。

　両手で抱かかえられるほどの大きさのそれから、布を取り払はらう。

　現れた石板の欠片かけらは、月の光を鈍にぶく反射して輝かがやいた。




　屋敷に戻った頃ころには真夜中を過ぎていた。リティーヤは寝ているだろうと思い、ヤムセはまっすぐに自分の部屋に戻り、コートを脱ぬぎ捨てただけでベッドに腰こしを下ろした。

　手の中には、石板の欠片があった。

　三階にある部屋はベランダを有し、カーテンの隙すき間まから、満月に近い月の光が差し込んでいた。彼が子ども時代を過ごした部屋だったが、十年以上前に手が入り、ベッドや他ほかの家具も子ども用から客用に取り替かえられている。名残なごりを留めるのはベッドの配置くらいだろうか。彼はベッドからベランダの方を見た。

　……漏れ入る月の光が、影かげを作っていた。

　木の影かと一いつ瞬しゆん思ったが、そうではない。いや、確かに揺ゆれる影の一部は木の枝なのだが、その上にまたがり、動く人間がいるのだ。

　ヤムセは息を吞のんで腰を浮かした。その瞬しゆん間かん、ベランダの方から、ぱきぱき、どん、というような音が聞こえてきた。落ちた──そう、落ちたのだ。枝から、その人ひと影かげが、ベランダに。

　彼は石板をサイドテーブルの上に放り出し、ベランダに駆かけ寄って窓の掛かけがねを外した。勢いよく窓を開ける。カーテンが、夜風を受けてばさりと広がり一瞬視界を隠かくす。枝から落ちた誰だれかは、その影の中で蠢うごめき、呻うめき、顔を上げる。

　アイスブルーの、不思議と温ぬくもりを感じさせる目が、僅わずかに潤うるんで彼を見上げた。

「こ……腰を打ちました」

　それは、潤んだ目と腰を押さえた姿勢から、見ればわかる。

　枝から落ちてベランダにしたたかに腰を打ち付けたリティーヤは、痛そうに顔をしかめて、立ち上がった。寝ね間ま着きの上にショールを羽織っただけの恰かつ好こうで、ついた雪や巻き込んでしまった小枝を払い落としている。ヤムセは黙ってそれを見ていた。

「いや、はは、ほら、窓から外見てたら、先生が帰ってくるの見えて。それで……先生？　いや、そんな黙り込まないでくださいよ。ちゃんと、ほら、『だからといって窓から入るバカがいるか』とか、そういういつもの……先生？」

　ヤムセはリティーヤを見下ろし、その頰にぺたりと手を押し当てた。リティーヤはきょとんとしている。ヤムセは彼女の姿を見つめた。華きや奢しやで、すらりとしているが、背はそう高くはなく、表情はまだ少しあどけない。これはリティーヤだ。そうだ。リティーヤに決まってる。

　共通点なんか、金きん髪ぱつくらいしかない。

　……一瞬見み間ま違ちがったのは、あの視界を覆おおったカーテンのせいだ。そうに決まっている。

　ヤムセは立ちつくすリティーヤから顔を背そむけ、ベッドに戻って腰を下ろした。

　俯うつむき、両手を組んで額を支える。

「……先生？」

「なんでもない」

「んなわけ、ないでしょ……」

　リティーヤが、心配そうに呟つぶやく。冷たい風が吹ふきこむことに気付いてか、彼女は振ふり返って窓を閉めたが、そのままその場に立ちつくしていた。

　しばらくもじもじしてから、ヤムセに声をかけてきた。

「その。今日、行ってたところと関係あるんですか。何か、あったのなら……」

　おずおずと、慎しん重ちように、しかしはっきりとそう訊きいてくる。彼の沈ちん黙もくにもめげずに。

「よかったら、教えてください」

　ヤムセは顔を上げた。月光の中で、リティーヤは真っ直すぐに彼を見つめて立っていた。変わったな、と彼は思う。以前ならば、リティーヤはなれなれしい態度はとっても、彼の個人的な問題に踏ふみ込むのは避さけていた。どんなに親しくてもそれが境界線だと、彼女は思っていたのだ。彼もその距きよ離り感かんが心地ここちよかった。

　だが、まあ。

　自分たちには色々ありすぎた。誘ゆう拐かいまでしておいて、それまでの距離感を押し通すのも、無む茶ちやがあるだろう。

「……昔、その窓から入ってきた人間がいた」

「え？　ああ、今のあたしみたいに……ってことですか」

「ああ」

　ヤムセは諦あきらめ、あっさりとその名を口にした。

「ユローナだ」

　どくん、と鳴ったリティーヤの心臓の音が、聞こえた気がした。
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　ユローナが出しゆつ奔ぽんした後の話だ、と彼は言った。

「二一四年、私はデイロックに呼び戻もどされた。その頃《蛇の目連隊》で頭角を現していたのが姉のセリネで、イルザークのバカはセリネにすっかり心しん酔すいしていた……まあ、昔からそうだったが、よりひどくなっていた」

　ヤムセは当時のことを思い出したのか、幾いく分ぶん苦々しげに言った。姉を持ち上げまくる旧友の存在は、彼には少々鬱うつ陶とうしいものだったのだろう。

　リティーヤは手招きされて、ヤムセの隣となりに腰を下ろした。拳こぶし二つ分ほどの距きよ離りがあったが、それが適切な距離なのか、リティーヤにはよくわからなくなっていた。ヤムセに言われてサイドテーブルの上のランプに火を入れた。小さな明かりは、互たがいの顔の造作を見分けられる程度の光量でしかなかった。

　ぼんやりとしたオレンジ色の光の中で、ヤムセは淡たん々たんと話を続けた。

「その頃、私は何もかもにうんざりしていてどうでもよくなっていた。《蛇の目連隊》や故郷に溶とけ込むつもりもなかった。これからどうするのか、ずっとデイロックで過ごすのか、それも考えてはいなかった。セリネはその私を皆みんなの中に投げ込み、ここに馴な染じませようと、少し強ごう引いんなやり方で気を遣つかってくれた」

　……強引？　リティーヤの疑問に気付いたのか、ヤムセは具体例を挙げてくれた。

「他の隊員たちに私をしごかせたんだ。諦めて自ら膝ひざをつくのは嫌いやだったし、隊員たちのしごきよりその後の姉の折せつ檻かんの方がずっと恐おそろしかったから、毎回傷だらけになるまでやった」

「……ああ、はい」

　セリネのことは人づてに聞くばかりではあったが、もはや会うことができないのが悔くやまれるような、やっぱり会うのは怖こわいような気持ちになって、リティーヤは曖あい昧まいに頷うなずいた。

「私がここで生きていく上で足りなかったのは、覚かく悟ごだとか決意だとかいうものだった。セリネはそれをわかっていて、私にそういうものを持たせたかったんだろう。ここで生きていくことを教えたかったんだ。この国で、あの《連隊》の中で」

　だが、彼はこの国で生きる道を選ばなかった。ヤムセの目には悲ひ壮そう感も後こう悔かいもなかった。彼は変わらず、淡々と続けた。

「もうすぐ一年が経たつ頃、当時の《連隊長》が死んだ。彼は石板の欠片の所有者でもあったから、次の所有者を決める武ぶ闘とう会が開かれることになった。いつものように国の内外の有力者や魔ま術じゆつ師し組織に声をかけ、挑ちよう戦せん者を募つのった。そうはいっても実際にはどうせまた《連隊》が優勝し、欠片の所有権は《連隊》内で継けい承しようされるだけだろう。誰もがそう思っていた。優勝者として有力視されていたのは、セリネだ」

　セリネ。乳母やの口からも出たその名前を、リティーヤは胸の中でだけ繰くり返した。

　彼女の運命を、リティーヤはその結末だけ知っている。

「……それが、二一五年の夏だ。私たちは大会に出るため、開かい催さい地に近いこの屋や敷しきに移動した。私はデイロックに戻った後も、普ふ段だんは首都か、《連隊》の本ほん拠きよ地ちのある別の土地にいることが多かったから、ここに来るのは久しぶりだった。乳母のセデリンはやっぱり大おお騒さわぎして迎むかえてくれて、私たちは……私と姉はそれぞれの部屋に引き取って休んだ。私はこの部屋だ」

　ヤムセは部屋の天てん井じように顔を向けた。あまり広くもない、子ども部屋にはちょうどよかっただろう部屋は、今の彼には少し手て狭ぜまにも見えた。彼はまた気け怠だるげな目を、あのベランダへ向けた。

「……真夜中の少し前だった。ベランダから音が聞こえた。小さな音だ。おまえがさっき立てたような、騒さわがしいものじゃない」

　悪かったですね、ともう少しで言いそうになった。だがリティーヤは口を閉とざし続けた。何か口を挟はさめば、彼は考えを変えてこの話をやめてしまうかもしれなかった。

　ヤムセはリティーヤが無言でむくれていることにも勿もち論ろん気付いているようだった。僅かに口元を緩ゆるめ、しかし一瞬でまた無表情に戻った。

「夏で、日中に窓を開けていたから、掛けがねは外れたままだった。最初に白い手が見えて、窓が開いた。カーテンが風を受けて翻ひるがえった。外の緑の匂においが入ってきた」

　ヤムセの目はベランダを見つめている。思い出したことをありのまま、一つひとつ、語っている様子だった。もしかしたら、そうすることしかできないのかもしれない。脚きやく色しよくも省略もせず、記き憶おくしているままを語るしか──。

　リティーヤにも、彼の語る光景が目に見えるようだった。美しい夏の夜の、心地よい風。谷間を吹き抜ぬける、緑の匂いのする風。実際に木の葉の一枚か二枚は紛まぎれ込んできたかもしれない。そしてそれと一いつ緒しよに部屋に忍しのび入ったのは──。

「カーテンが落ち着いた時、ユローナが窓の前に立っていた」

　彼を置いて《学園》を出た、師。

　ヤムセは黙だまり込んだ。リティーヤ同様、彼の中でもその光景が繰り返されているのだろう。美しい女魔術師は、カーテンの陰かげから現れた。十代のヤムセは、驚きよう愕がくする。

「三年ぶりだった」

　二十代のヤムセは、当時を思い返してそう言った。

「彼女はひどく怒おこっていた。私が《蛇の目連隊》に身を寄せていることを聞きつけて、ここまで会いに来たと言っていた。……私に、ここで何をしているのかと詰きつ問もんしてきた」

　その目にも、その声にも懐なつかしむ様子は欠片かけらもない。彼は当時の怒いかりや苛いら立だちを思い出したのか、眉まゆを顰ひそめ、奥歯をきつく嚙かんでいた。

「……私も言った。今いま更さら何をしにきたんだと。会いたくもなかった。もう私は彼女を待ってはいなかった。セリネやイルザークのおかげで、ここで生きていく覚悟ができつつあった。三年も経ってから、彼女はやってきた。これまでだって何度も会いにくる機会はあっただろうに。私はたぶん、彼女を恨うらんでいたんだ」

　ヤムセの言葉は彼の感情を映して尖とがっていた。当時の彼の苛立ちも怒りもこの比ではあるまい。きつい目で、彼は彼女を睨にらみ、弾だん劾がいしたに違ちがいない。

「彼女は会いにくるつもりはなかったと言っていた。私が《学園》で魔術師としてやっていくのならそれでいいと思っていたと。だが私は《学園》から逃にげ出してしまった。魔ま術じゆつを捨てようとしていた。魔術を忌いみ嫌きらう《蛇の目連隊》に所属するというのは、そういうことだ。私が魔術から離はなれるのを彼女は許せなかった。気配を察してセリネがそこの扉とびらから飛び込んできたのは、ちょうどその時だ。セリネはすでに剣けんを抜いていて、ユローナに何者かと問い質ただした。私は何かひどく嫌な予感がしてユローナを見た」

　俯うつむき、彼は額を押さえた。目を伏ふせ、吐はき捨てるように言った。

「ユローナはセリネを見て嬉うれしそうに笑った。あの時、セリネを獲え物ものと定めたんだ。そして窓から外に飛び降り、姿を消した。……あの時の私の態度だけで、ユローナにはわかったんだろう。セリネが私にとってどういう存在か、ということが。私は次の大会に出ないようセリネを説得しようとした。だがセリネは聞いてくれなかった。それはそうだ、《蛇の目連隊》の幹部が、一人の魔術師に目をつけられたからといって戦いを放ほう棄きすることなどない。セリネは大会に出て、そしてユローナも出ていた。どこだかの貴族の代理という名目で。本当に代理だったのか、なりすましていたのか、とにかく出てきた。そしてセリネと対戦し」

　リティーヤは膝の上で拳を作った。もう喋しやべらなくてもいいと言いたくなった。わかっていた。

　だが、彼は最後まで言った。

「……彼女を殺し、返り血と自分の血で真っ赤になったまま、また姿を消した。石板の欠片には手をつけもしなかった。ユローナの目的は私だった」

　ヤムセの声はやっと落ち着いてきた。脱だつ力りよくしたような嘆たん息そくをして、彼は俯けていた顔を上げた。長い、長い話のために、彼は少し疲つかれているように見えた。

「私はユローナの目もく論ろ見み通り、《蛇の目連隊》での立場も失ったし、そこにいるつもりもなくなっていた。セリネの仇かたきを取るために、ユローナを追わなくてはならなかった。そのための一番の近道は《学園》に戻ることだった。イルザークはセリネの死を目の前で見て半はん狂きよう乱らんだった。葬そう儀ぎの後、《学園》に戻ることを話したら、やつは本当に仇を見るような目で私を見て、私こそがセリネの仇だと言った。私はイルザークと別れて、《学園》に戻った」

　ヤムセはまたベランダに視線を戻していた。カーテンが揺ゆれ、翻り、白い手が伸のびて。そうして現れる美しい女性。その光景は彼の中に刻み込まれて決して消えないに違いない。彼はぽつりと言った。

「ついていったって良かったんだ」

　白い手が、彼女の静かな眼まな差ざしが、リティーヤにも見えるようだった。

「確かに三年前とは状じよう況きようは変わっていた。私は《蛇の目連隊》で居場所を見つけつつあった。ここで生きていこうという考えを、やっと持ち始めた頃ころだった。だが、別にそれを投げ捨てたって良かったんだ。そうしなかったのは、私のバカバカしい……矜きよう持じのせいだ」

　無限の悲しみを映して、彼の目は夜空のように透すき通とおって静かだった。

「三年間、彼女は私を迎えに来なかった。私が魔術師になるのであればどういう状況であろうと、自分の下もとでなくとも良いと考えていたのだ。彼女には、魔術師としての私が重要だった。私はそれが嫌だった。私の人格も、選せん択たくも、何もかもを否定されたと思った。私は彼女に認めてもらいたかった。……おまえが欲しいのだと、かき口く説どかれたかった」

　はっきりとした物言いだった。リティーヤはたじろぎ、思わず彼の顔から視線を逸そらして俯いた。これは彼の秘密なのだ。踏ふみ込んだのはリティーヤだ。だから、もう一度、目を上げて彼を見た。

「私が《学園》に戻もどると、彼女は会うたびに私を挑ちよう発はつするようになった。彼女は私が欲しいと言った。求めたあの時に言ってはくれなかったのに、何もかもをぶちこわしておいてからそう言うんだ。私がもう自分のものにはならないとわかっていて。そういう彼女を私はひたすら憎にくんだ。だが……」

　ヤムセの言葉が不意に途と切ぎれた。彼はずっとベランダの方を見つめていた。窓も閉ざされ、揺れるわけもないカーテンを見つめていた。リティーヤは彼の目を見上げ、その夜初めて、彼の背中に触ふれた。

　励はげますように、いとおしむように、ゆっくりと背中を撫なで上げた。

　それに誘さそわれたように、ヤムセはまた口を開いた。

「あの夏の夜……ユローナがその窓から入ってきたあの夜、私は……」

　なんて奇き妙みような関係なんだろう、とリティーヤはヤムセの背を撫で、その目を見上げながら思った。なんて奇妙な関係なんだろう。自分たちは──そしてヤムセとユローナは。

　ヤムセはゆっくりと、長く否定してきた想いを口にした。




「私は、彼女が好きだったんだ」




　まるで煌きらめく砂糖の結けつ晶しようのように、その言葉はリティーヤの胸にころんと転がり落ちてきた。

　リティーヤは目を閉じた。彼の言葉を、想おもいをかみしめ、感じた。それはとても綺き麗れいな、純じゆん粋すいな結晶だった。

　リティーヤは目を開け、ヤムセを見た。ヤムセはリティーヤを見ていて、目が合うと微かすかに笑った。初対面ならばきっとわからなかった、いや見せてももらえなかった、穏おだやかな、ささやかな笑えみにつられて、リティーヤも口元をほころばせて、頰ほおを濡ぬらしていた涙なみだを拭ぬぐった。

「へへ。なんか泣いてました」

「妙みようなやつだ」

「そうですね」

　第三者への想いを聞くことでこんなふうに思うなんて奇妙なことだと思う。だがリティーヤは、このとき確かにヤムセの心に触れられたと思ったし、それを許されるのはごく僅わずか、本当に、ごくごく僅かな人間の特権なのだということもわかっていた。いや──僅かどころではない。彼がこの話をするのはきっとこれが初めてだ。最後の想いを口にする時のヤムセの躊躇ためらいが、それを示している。彼はこの話を、リティーヤ以外の誰だれにも言っていない。彼のこれまでを考えると、自分ですら認めていなかったはずだ。それをリティーヤがいたから、リティーヤが訊きいたから、初めて認めて、語ってくれたのだ。

　胸から喜びが溢あふれそうだった。自分たちはこんなにも近づけたのだ。決けつ裂れつし、対立し、一度築き上げた信しん頼らいをぶち壊こわし、それでもこんなにも、はっきりと、彼の心に触れられるようになったのだ。リティーヤは胸が苦しくなって、また少し泣いて、あはは、変ですね、と呟つぶやいた。

　そして、その時になってはたと困った。まだヤムセの背に手を当てたままだった。引っ込めるべきなのか迷う一いつ瞬しゆんに、ヤムセもその戸と惑まどいに気付いて、彼女の腰こしに腕うでを回し、抱だき寄せ、開いていた拳こぶし二つ分の距きよ離りを詰つめた。

「お。わ」

「続けろ」

　姿勢を崩くずしかけたリティーヤを支え、ヤムセはそう言った。続けろ？　とリティーヤがぽかんとする間に、彼はリティーヤの肩かたにもたれかかってきた。重いというほどではないが、しっかりとした体重を感じる。リティーヤは呆あきれて、言われたようにもう一度背をゆっくりと撫で始めた。

　自分たちの状況がおかしくて、思わず笑い声を上げてリティーヤは言う。

「先生、子どもみたいですね」

「うるさい」

　ヤムセも、この屋や敷しきの中では子どもに戻るのかもしれない。リティーヤは心地ここちよい重みと温ぬくもりを感じながら、母のように、姉のように、妹のように、それからもしかしたら恋こい人びとのように、彼の背中をゆっくりとさすり続けた。




　ドアの開く音で目が覚めた。その前にノックもあったのかもしれないが、リティーヤは寝ねていてよくわからなかった。

「んにゃ」

　半分寝ね言ごとめいたことを呟いて、ベッドの上にのそのそと身体からだを起こす。毛布にくるまったリティーヤの上に、窓からの光がさんさんと降り注いでいた。太陽の角度からすると、もう時計もかなり回った時間だろう。結局昨夜は話し続けていつの間にか寝てしまったのだ。

「……ちょ……ヤムセ……」

　聞き慣れた男性の声が聞こえる。普ふ段だんとは違ちがって、妙に上うわ擦ずっているが。リティーヤは目を擦りながら振ふり向むいた。

　ロードマスターが、ドアから一歩入ったところで固まっている。いつものよれよれのコートで、髪かみもぼさぼさだ。よく屋敷に入れてもらえたものだ。ヤムセからあらかじめ屋敷の者に知らせがあったのだろうか。ヤムセはロードマスターを招き入れ、ドアを閉めると、首を痛そうにごきりと鳴らした。

　ロードマスターはベッドの上のリティーヤを指さし、そのヤムセに言った。

「〈昼〉魔ま力りよくを使っちゃったとか？」

「違います」

　ヤムセはそう答え、ソファの上に放り出していたタイを手に取る。

「じゃあ、なんでこの子がベッドの上にいるの」

「話していたら寝込んで、面めん倒どうだったから放置しただけです」

　ヤムセはすでに新しいシャツに着き替がえていた。タイを締しめながら、あっさりそう答える。ロードマスターは引きつった顔で叫さけんだ。

「それにしたってあの恰かつ好こうはまずいよ、ヤムセ！」

「……子どもが眠ねむり込んだだけです」

　ロードマスターの言いたいことがわからない。リティーヤは寝ぼけたまま、何がいけないのかと自分の姿を見下ろした。まあ、髪が寝ね乱みだれているのは仕方ないし、ショールがいつの間にか床ゆかに落ちているのもありそうなことだ。下は寝ね間ま着き一枚だが、別に──。

　寝間着一枚。

　薄うすっぺらい寝間着は、首とか肩の辺りがすうすうする。あと、リティーヤは寝ね相ぞうが悪いのでめくれて腿ももが出ていた。

　まあ、確かに多少問題があったかもしれない。

　リティーヤはめくれた裾すそを戻しながら、ヤムセを擁よう護ごした。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ロードマスター。これは単にあたしが部屋から寝間着で来ただけです」

「夜よ這ばいに!?」

　……世間一いつ般ぱんでは自分の昨夜の行動はそう呼び慣らわすのか、とリティーヤはぼんやり思った。

「いや、そんないいもんじゃないですけど。とにかく、話していただけですし、別に今までだってあたしが《凍こごえの呪のろい》になるたびに似たような事態になってたんですから大丈夫ですよ」

「それで、何か知らせがあったのでは？　電報が来たと言ってらしたでしょう」

「え？　ああ、まあ、そうなんだけど……」

　リティーヤはベッドの下に落ちていたショールを拾って羽織った。さて、日も高くなってしまったし、窓から戻るとかえって目立ちそうだ。かといってヤムセの部屋の扉とびらからこんな恰好で出ていいものか悩なやみながら、ベッドの上に座り直した。
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「電報って何かあったんですか？」

　リティーヤにまでそう訊かれ、ロードマスターもこの話を続けるのは諦あきらめたらしい。溜ため息いきを一つ漏もらして答えた。

「テヨルから連れん絡らくがあった。魔導書調査委員会はここを嗅かぎ当てた。さっさと離はなれた方がいい」

「わかりました。もう用は済みましたから、一時間後には出発できます」

「へ？」

　ヤムセの答えに驚おどろいたのはリティーヤだ。そういえばヤムセは用事を済ませたらさっさとここを離れるというようなことを言っていた。用事とは、いったいなんだったのだろうか。

「いつの間に何をしたんですか？」

「それだ」

　ヤムセは上着に袖そでを通しながら、リティーヤのそばを目で示した。リティーヤは彼の視線を追い、サイドテーブルの上に置かれたものに気付いた。

　それは、布に包まれた、ごつごつした平たいものだった。両手に収まるほどの大きさだ。

「？　これ、なんですか」

　手に取り、布を除のけると、中から石板の欠片かけらが転がり出てきた。

　施ほどこされた縁ふちの装そう飾しよくに、リティーヤは覚えがあった。石の質感も、知っている。刻まれた文字のその均一な深さ、欠片の形状、何もかも一度見たものだった。

「これ……！」

《グリーンワードの魔導書》、〈昼〉の石板──それも、古王国の首都フレアバタンの地下で、リティーヤとユローナが手を伸のばし、摑つかみ取ろうとした欠片だ。

　あの時欠片を摑んだのはユローナだ。彼女はヤムセに欠片を託たくし、地下に口を開いた亀き裂れつ深くに落ちた。ヤムセはその残された石板を《学園》に届け出ず秘ひ匿とくしていた。そこまではリティーヤも知っている。

　ロードマスターがリティーヤのそばへやってきて、石板をしげしげと眺ながめて訊いた。

「これ、魔力どうやって封ふうじたの？」

　ロードマスターもまた、南部に入るまでの道中で、秘匿した欠片の存在についてヤムセから教えられている。最初にそれを教えられた時彼が浮うかべた、喜ぶべきなのか怒おこるべきなのか呆れるべきなのかわからない、という複雑な表情は、リティーヤも覚えている。それでもその鷹おう揚ような性格ゆえか豊富な経験ゆえか、彼も今は問題解決に頭を切り換かえているようだ。

「《蛇の目連隊》の欠片に施されているのと同じ封ふう印いんをしました。まず漏れません」

　身み支じ度たくを調ととのえたヤムセが、ソファに腰を下ろし、面めん倒どう臭くさそうに言った。

　リティーヤは欠片を包む布が土で汚よごれ、濡ぬれていることに気付いた。確か昨日ヤムセの乳う母ばは彼がセリネの墓参りに行ったと言っていた。あるいは墓の近くに、彼はこれを埋うめていたのかもしれない。《学園》の外での任務も多い彼のことだ、機会はあったのだろう。

　……どんな気持ちで、彼はこれを埋めていたのだろう。

　ユローナが残したものを、姉の近くに。

　そして、この石板を、彼は──。

「……ヤムセ、やっぱりこれ持っていくつもりなの？」

「ええ」

　ロードマスターの問いに、ヤムセはただそう答えた。

《風と八月党》党首であるシルルトが、四つの石板を持ち去る直前、ヤムセとリティーヤにだけ聞こえるように囁ささやいたのだ。

『四つ目を人の姿に戻もどしたければ、五つ目を持って、台座においで』

　四つ目とはリティーヤの親友であるミカを指し、五つ目とはヤムセが隠かくし持っていたこの欠片を意味する。ミカはユローナの記き憶おくを受け継ついでおり、ヤムセが石板を秘匿していたことにも気付いていたというから、《学園》上層部ですら知らなかった五つ目の石板の在あり処かをシルルトが知っていたのは、ミカの記憶を読んだためだろう。

「ミカって子を人に戻せるものなら戻してあげたいところだけどね、でもシルルトがどうやって戻すつもりなのか、わかってないんだ。持っていって、奪うばわれれば、あちらに欠片が五つ揃そろってしまう。……危険性、理解してるよね？」

　リティーヤが、思わず口を挟はさむ。

「渡わたさなきゃいいんですよ。五つ目をちらつかせれば、《風と八月党》に接せつ触しよくできますよね？　そうしたら、彼らがミカをどうやって元に戻すつもりなのか、意図を探さぐることはできます。交こう渉しようの間に石板をこっそり奪っちゃうとかもできるかもしれませんし」

「危険は大きいよ。シルルトの魔力って今とんでもないことになってるし」

　まあ、ボクのせいなんだけど。ロードマスターが溜息混じりに呟つぶやく。ヤムセがソファに深くもたれ、気怠げに言った。

「そのためにロードマスターにお願いしていたことがあったと思いますが」

　ロードマスターは、北部で別れたイルザークと連絡を取るために別行動を取っていたのだ。リティーヤはヤムセの言葉でそれを思いだし、勢い込んで尋たずねた。

「イルザークさん、ケガはどうなんですか!?」

「それはよく知らない。直接会ったわけじゃなくて、人づてにやりとりしただけだから。一応こっちと落ち合う手段は教えたよ。ただ、彼はヤムセと色々あったみたいだしね。ミカちゃんのこともあるから動くことは動くだろうけど、単独行動に出てもおかしくないんじゃない？」

　ロードマスターは近くにあった椅い子すを引き寄せて座り、欠片をテーブルの上に丁てい寧ねいに置いた。

「連絡を取ってくださったのなら大丈夫です。後はどうとでもなります」

「……ほんとにー？」

「あの、イルザークさんが頼たよりになるのはわかりますけど、他ほかの《蛇の目連隊》の人とかは頼れないんですか？　前に連隊長さんて人とも先生話してたじゃないですか。舞ぶ踏とう会で」

「それはボクが反対」

　リティーヤの意見はロードマスターにあっさりと却きやつ下かされる。

「彼らだって自分たちの利益のために存在してるんだ。魔ま術じゆつ師しと組むことはまずないし、この事情を……つまり、《学園》から石板がすべて奪われて、四つまで《風と八月党》の手にあり、彼らがそれを台座に戻そうとしている、ってことを知ったら、どういう行動に出るかわからない。ひょっとしたら、《風と八月党》に味方するかもしれないし、そうでなくとも、《風と八月党》から石板を奪って自分たちで管理しようとするかもしれない。もしもそうなったら、彼らを止められる者は誰だれもいない。彼らは強すぎる。均きん衡こうを破は壊かいするほどにね」

「うーん……でも《風と八月党》よりはいいかもしれませんよ？」

「かもね。でも、《蛇の目連隊》の中にも強きよう硬こう派はがいる。今の《連隊》を見ると、そういう連中がしっかりと制せい御ぎよされているとは言い難がたいんだ。彼らを信用する気はないよ」

　リティーヤは舞踏会のことを思い出した。言われてみれば、向こうの逆げき鱗りんに触ふれたとはいえ、リティーヤも《連隊》の人間に襲おそわれたことがある。鉄の結束で知られる《蛇の目連隊》も、内部に目を向ければ色々な考えの人間がいるのだ。

　だが、それは《学園》にしても同じことのような気がする。

「……ロードマスターは、石板は《学園》が持っているのが一番いいって思うんですか？」

「ボクが判断できる中では、ね。長くいたから、あそこの良いところも、悪いところも見てきた。問題はあるよ。特定の内部組織が暴走することもあるし、派は閥ばつ対立がひどい混乱を巻き起こすこともある。でも、学長といえども他の魔術師を完全に無視することはできないし、派閥も互たがいに牽けん制せいしあっているから石板絡がらみの大問題を簡単に解決することはできない。オルドゥナに引き渡しさえすれば、ゆっくりと時間をかけて調べて、結論を出していくことになるだろう。その間、石板は内部の者でさえ手出しできないくらい安全に保管される。もう他の組織に奪われるようなへまはしない」

　ボクのえこひいきかもしれないけどね、と言ってロードマスターは笑った。

「しかし、判断には情報が必要です」

　ヤムセが淡たん々たんとそう言った。ロードマスターも頷うなずく。

「わかってる。石板をどうするのかは、キミの言う遺い跡せきに行ってからもう一度話し合おう」

「遺跡……？　遺跡ってなんのことですか？」

「へ？　ヤムセから聞いてないの？　《大図書館》だよ。《ヘビの一族》の都跡あとにある、前ぜん人じん未み踏とうの古代遺跡。ここからだと汽車で二日くらいかかるかな」

　リティーヤはヤムセの方をじろりと睨にらみつける。勿もち論ろん、ヤムセは不ふ機き嫌げんそうに睨み返す。

「聞いてません。先生ってあたしに大事なこと何も言いませんから！」

「誘ゆう拐かいされた人間が積極的に行き先の選定に関かかわっていたらまずいだろうが」

「それでも説明くらいはしてください！」

　ロードマスターが、師し弟ていの睨み合いを気にせず説明した。

「《大図書館》には大陸中のあらゆる情報が集まっていたって話で、《グリーンワードの魔導書》関係の情報もあるみたいなんだ。台座の出現場所に行く途と中ちゆうに立ち寄れるしね、行ってみようかと」

　リティーヤはそれを聞いてロードマスターの方を振ふり返った。

「《グリーンワードの魔導書》の情報も？　そんな重要な遺跡が、前人未踏なんですか？」

「入れなかったんだよ。魔ま術じゆつで封じられていてね」

「でも、それなら今だって状じよう況きようは変わらないですよ」

「キミがいるじゃないの。扉とびらが開かないのは複雑な封じがされているんじゃなくて、単に四つの魔ま力りよくに反応する作りになっているから、〈昼〉魔力が失われて開かなくなっただけだろう、って説があるんだ」

　つまり、〈昼〉魔力を持つリティーヤがいれば扉が開くということだ。

「はあ……でも、それって確かなことなんですか？」

「ユローナはその遺跡を研究していた」

　突とつ然ぜん現れた名前に息を吞のみ、リティーヤはその名を発したヤムセの方を振り向いた。ヤムセは落ち着いた様子で説明した。

「今の入り口の封ふうじの話も、《大図書館》に石板に関する情報があるというのも、彼女の結論だ。石板だけではなく、あらゆる《ヘビの一族》の魔導書や魔術関係の資料が集められていたらしい。《ヘビの一族》は、そこで高度な魔術の研究をしていたそうだ」

「そう……なんですか」

　ヤムセがあまりに淡々としているので、リティーヤは彼が無理に感情を落ち着かせているのかと思ったが、そういうわけでもないらしい。ユローナについて語る時いつも現れるとげとげしい雰ふん囲い気きが、今はなかった。

　ロードマスターが、ちょっと困った顔で懸け念ねんを付け加えた。

「まあ、ユローナの研究は彼女の出しゆつ奔ぽん以来否定されてきたから、あんまり検証されてなくてね。絶対確実、ってわけじゃないけど、今の状況で取れる行動としては、アリかなと」

　それでも、ヤムセが主張しているということは何らかの確信があるのだろう。

「わかりました。情報収集は重要ですもんね。じゃあ、一路《大図書館》へ！」

「……おまえが指揮を執とるな。反対していたんじゃないのか」

「それは先生がちゃんと説明してくれなかったからです。あたしだって今回はミカのことがあるんですから、必死にもなります」

「リティーヤ……」

　ロードマスターが気き遣づかうような声をかけてきた。リティーヤは慌あわててぶんぶんと首を振る。

「あ！　いや、先生やロードマスターがミカのことを第一目標に置いてないのはわかってます。それは当たり前のことで……大陸全体の話をしているのに、あたしはミカのことばっかりで、申し訳ない気もするんですけど。でも、それがあたしにとっての、現実かな、って……」

「……無論、我々にとってはおまえの友人のことは本題ではない。だが」

　ヤムセは腕うでを組み、面めん倒どうそうないつもの顔で、言った。

「おまえの友人が助かる道もついでに模も索さくする。ついでだがな」

「……先生」

「だからおまえは黙だまってついてくればいい」

「…………えー！」

　リティーヤは思わず叫さけんだ。なんだそれは。

「ダメです。ミカの問題はあたしが考えます。だからちゃんとあたしにも色々説明してください！　あたしのアイディアが必要な時だってありますよ！」

「誰がおまえに頼るか。誘拐されたのだからそれらしく振る舞まっていろ。《学園》に戻もどった時におまえが自主的に私に従って動いていたとなれば、共きよう謀ぼうの疑いをかけられるぞ」

「う……いや、でもダメ！　です！　知る権利を主張します！」

「……その知る権利を勉学の場で行使しようと思わなかったのかおまえは」

　言い合う師弟を尻しり目めに、ロードマスターはテーブルの上の皿に残っていたパンを摘つまんだ。

「仲がいいのは良よいことだけどさ、ボクおなか空いたなあ。ちょっとボリュームあるもの食べたいんだけど」

「食堂に行けば食事が用意してあるはずです」

「ん？　ロードマスター、そのパンなんですか？」

　リティーヤはロードマスターがちぎって口に入れているパンを指して尋たずねた。テーブルの上にはパンとコーヒーの簡単な食事が用意されている。確か昨夜はなかったはずだ。

「屋や敷しきの者が持ってきたんだ。おまえが寝ねている間に」

　……コーヒーカップは二つあった。はたして、最初からそう予想して二つ持ってきたのか、それともリティーヤが寝ていることに気付いてもう一客持ってきたのか。

　リティーヤは、とりあえずどうやって誰にも見られずに自分の部屋に戻るか考えなくて済んだんだな、とだけ思うことにした。

「西部の出現場所に台座が現れるのは、正確にはいつになるんですか？」

　リティーヤは立ち上がってそうロードマスターに尋ねた。手にしたパンを飲み込むことに集中していたロードマスターは、しばらくもごもごと口を動かしてから答えた。

「んぐ。あと八日。遺跡までは汽車で二日、そこから四日で次の出現場所の町に行ける」

「西ベルラインのクラスターという町だ」

　ヤムセは、何な故ぜかその町の名を口にする時、僅わずかに躊躇ためらいを見せた。リティーヤはそれに気付いたが、それより今は残された時間の方が気になった。

「八日……」

　その日はあっという間に来てしまうだろう。

　不安が影かげを落とす前に、リティーヤは背筋を伸のばして大きな声を出した。

「まあ、とにかくご飯です、ご飯！　人間、ご飯を食べれば色々頑がん張ばれるものなんです！」

「それは同意」

　ロードマスターは笑えみを零こぼして立ち上がり、ヤムセは呆あきれた視線をその二人に送りながらも、ドアノブに手をかけた。
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「こ……これはまさか」

　グラスは赤い液体で満たされていた。炭酸の気き泡ほうがその底部から間断なく浮うき上がる。鼻を近づけると、甘あま酸ずっぱく、僅かに青あお臭くさい匂においがする。グラスを傾かたむけ液体を口に含ふくめば、予想通りの、野生的な果実の味が広がった。リティーヤは確信し、グラスをがんっと置いて叫んだ。

「ご主人！　これ、本物ですね！」

　声をかけられた店主は、カウンター越ごしに怪け訝げんそうな顔を向けてきた。

「ソーダ割りですよ。お客様のご注文の品ですが、何か問題でも？」

「いやだってまさか南部でこんなものが飲めるとは思わなくて！」

　リティーヤは興奮して言った。隣となりでホットミルクを舐なめていたロードマスターが、ひどく不気味なものを見る目でリティーヤと彼女の手元の飲み物とを見比べた。

「え……何？　キミと何か関係あるの、その不気味な名前の飲み物」

「ええ。今を遡さかのぼること十ヶ月くらい前、あたしは東部のとある町で、露ろ店てんのおばちゃんに声をかけられ、この飲み物の原料となる実の、広報宣伝部長に就任したんです！」

「広報……？　ええと、じゃあ、もしかしてその……名前も？」

「お！　わかりますか？　いやあ、やっぱりセンスが光るってやつですね！　そうです、原料となった実は、ある女魔ま術じゆつ師しの名前からつけられていて、その実を原料に造ったこのお酒は、あたしが命名したんです」

　にっこりと機き嫌げん良よく笑い、リティーヤは言った。

「《名酒ユローナ汁じる》って！」

　ロードマスターは苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔をした。リティーヤは彼の前にユローナ汁のソーダ割りをずずいと押し出した。

「どうぞ、飲んでみてください！　いやあ、実はそれなりにアルコール分あるんで、あたしこれ以上は飲めないんですよねー。どうぞどうぞ遠えん慮りよなく！」

「いや……でもなんか妙みような成分抽ちゆう出しゆつされてそうで……ボクはちょっと……」

「えー。遠慮なんかしないでください。あたしはもう嬉うれしくて！　だって、遠く離はなれた南部にまで、この《ユローナの赤い実シリーズ》が流通してるなんて。あ！　他ほかにもあるのかも。あたし色々考えたんです、《ユローナの雫しずく》とか《ユローナ挟ばさみ》とか。感かん慨がい深ぶかいですよねえ」

「いや、なんか気持ち悪くなってくるからあんまりその名前連呼しないでくれる？」

　ロードマスターは本当に気持ち悪そうに言って、自分の前に置かれたグラスをさりげなくリティーヤの方に押しやった。

「ええ？　《ユローナ汁》のどこが変だって……あ、もしかして《ユローナの雫》の方ですか？　あー、確かにこれはちょっと安直っていうか、もっと捻ひねったものの方が良かったかなとは思ってるんですけど。もしくはもっとストレートに、《生ユローナ一〇〇％》とかの方が──」

「だから勘かん弁べんしてってば！　なんかすっごい光景を想像しそうになる自分がいて嫌いやなの！　お願い、その口を閉じて！」

「……そんなあ」

　何がいけなかったというのだろう。自分のところに戻ってきたグラスを見つめて、リティーヤはさすがにしょんぼりと肩かたを落とした。

「どうした」

　背後から、声がかかった。

　リティーヤはぱっと背後を振ふり返った。店の片かた隅すみで見知らぬ男と話していたはずのヤムセが、リティーヤの後ろに立って訝いぶかしげな顔で彼女を見下ろしていた。

「ロードマスターがあたしの飲み残し飲んでくれないんです」

「そうだよ、そもそも、それ飲み残しだよね？　飲み残しを仮にもお世話になってる人に勧すすめるのってどうなの、ねえ？」

　ヤムセは黙ってリティーヤの前に置かれたグラスに手を伸ばしたが、匂いを嗅かいだ途と端たん、非難含ぶくみの目でロードマスターを見た。

「……こいつにアルコールを飲ませないでください。強くはないんです」

「あ、飲酒年ねん齢れいはクリアしてたからつい、っていうかそれどころじゃなくてさ」

　ヤムセはロードマスターの申し開きをろくに聞かず、グラスに口をつけた。

「あ」

「先生、ありがとうございます！」

「……妙な味だな、なんだこれは」

　ヤムセはそう呟つぶやきながらも、もう一口飲んだ。今度は一息に残りを飲み干すつもりらしく、勢いよく──。

「《ユローナ汁》のソーダ割りです」

　ぶ。

　グラスの中で《ユローナ汁》のソーダ割りが逆流した。ヤムセはげほげほとむせ、液体は半分ほども床ゆかに零れてしまった。あーあ、もったいない……と言いかけて、リティーヤもやっと彼の噴ふき出した理由に思い当たった。

　ユローナ。

「！」

　名前の由来になったユローナは、彼の因いん縁ねんの相手なのだ。

「ご……ごめんなさい、先生っ、あたし……」

「なん、げ、ほ、なんだと？」

「リティーヤがつけた名前らしいよ……東部で。で、それがこっちまで流通したみたいで……」

　ロードマスターは同情の目でヤムセを眺ながめつつ説明した。ヤムセは店主の貸してくれた布ふ巾きんで手や口元を拭ふき、リティーヤはむせるヤムセの背をさすった。

「あ、あたし、先生を傷つけるつもりなくて……」

「……傷つける？」

　ようやく落ち着いてきたヤムセが、怪訝そうな目でリティーヤを見た。リティーヤも同じく不思議そうな顔でヤムセを見た。

「だって、あたしがユローナの名前出したから動どう揺ようしたんじゃないんですか」

　ヤムセは、相変わらず怪訝そうな顔だ。ロードマスターは首を振り、リティーヤに言った。

「いや、なんていうか、それどころじゃないんだってば」

「え？　ユローナ関係ないんですか？」

「っていうかむしろその後の言葉の方が問題かな……いや、組み合わせの問題か。いやもうどうでもいいから黙だまってくんない？　ねえ？」

「言葉？　組み合わせ？　『ソーダ割り』って、噴き出すほど斬ざん新しんな言葉じゃないですよね？」

「…………ええと、ヤムセ、話しあいは無事に済んだの？」

　ロードマスターがリティーヤの言葉を無視して、ヤムセを彼らの間の椅い子すに座らせた。ヤムセは半分ほど空になったグラスをカウンターに置き、咳せき払ばらいを一つして答えた。

「はい。彼女の残したノートを受け取りました」

「ノート……？　そういえば、あの人どういう人なんですか？」

　リティーヤは、頭を巡めぐらし店の片隅を見やった。隅すみのテーブルには先さき程ほどまでヤムセと話していた男性が、背中を丸めて座っている。仕立ての良い黒い上着を着てはいるが、その後ろ姿はひどく疲つかれ、年を食っているように見える。

　ヤムセが答えた。

「ユローナの父親だ」

　リティーヤは息を吞のみ、振り向いてヤムセの顔を見つめた。

「ユローナは正魔術師になった頃ころから、父親と頻ひん繁ぱんに接せつ触しよくするようになった。その頃彼は事業に失敗し、莫ばく大だいな負ふ債さいを抱かかえていた。親しい人間は、ユローナを父親の世話をよく見る優やさしい娘むすめだと言った」

　無感動に、首を振る。

「だが、実際は勿もち論ろん違ちがった。彼の破産は彼女が裏から取引銀行に手を回したせいだし、彼女はそうやって落ちぶれた彼を憐あわれみ幾いくらかの小こ遣づかいをくれてやることで、彼を踏ふみにじっていた。私もちらりとしか聞いたことがなかったが、彼女は両親との折り合いが悪く、一いつ緒しよに暮らしていた頃はひどく苦しめられていたらしい。そのささやかな復ふく讐しゆうのつもりだったのだろう。母親の方は彼女が《学園》に来てすぐ死んでしまったから、父親をターゲットにしたわけだ」

　衝しよう撃げきから顔を歪ゆがめて黙り込んでしまったリティーヤを見て、ヤムセは呆あきれた顔をした。

「ユローナはもう死んだ。ユローナの復讐はもう終わったんだ。彼は知人の援えん助じよで新しく事業を始めると言っていた。おまえがそんな顔をするようなことは、もう起こらない」

　リティーヤはそれでもうまく表情を変えられず俯うつむき、随ずい分ぶん前に聞いた話を思い出していた。

　昔、ヤムセがユローナとの交こう渉しようのために、ユローナの父親を『保護』したことがあったという。父親の身み柄がらを押さえ、ユローナに対する人ひと質じちにしたのだと言われていたが、今の話を聞く限りでは、父親はユローナへの人質にはなりそうにない。

　──いや。だからこそ、人質になりえたのかもしれない。

　ユローナが父親を憎にくみ、長く彼を苦しませたいと思っていたのなら、他人の手でその復讐劇に幕を下ろされるのは絶対に避さけたかったに違ちがいない。たとえば彼を殺されないまでも、完全な保護下に置かれ、自分の手出しできない状じよう況きようにされたら、それはやはり復讐劇の終わりを意味する。

　そういう思考が働くのなら、十分に父親はユローナに対する人質になる。

　ヤムセは、それを理解していたのだ。

　姉の仇かたきとしてユローナを追い、彼女のことを考え、調べ、その気持ちに寄り添そって、行動を予測した。ヤムセはユローナを理解しようとしていて、少なくとも、一部は理解できていた。

　リティーヤはもう一度、ユローナの父親がいたテーブルを見た。だが、そこにはもうあの疲れたような背中は見あたらなかった。今話をしていた間に、出ていってしまったのだろう。

「……彼はユローナの死を悲しんでいた」

　リティーヤの心を見み透すかしたように、ヤムセが言った。

「だからこれ以上彼に何も知らせる必要はない。ユローナがしたことを彼はよく知らない。そのままでいいんだ」

　そのまま、悲しいままで──。

「……でも、せめて」

　リティーヤは、カウンターに向き直り、グラスに半分ほど残った赤い液体を見つめて呟いた。

「《ユローナ汁じる》の存在だけでも教えてあげたかったな……」

「…………何？」

「え。あ、ですから、娘さんは死んじゃったけど、娘さんの名前のついた商品がこれからも大陸中に広がっていくって知ったら、ちょっとは励はげませるかな、と……」

　ヤムセはうんざりした顔になった。ロードマスターが彼を慰なぐさめるように、肩を叩たたく。

「とりあえず、こんなものの存在を知らずに済んだだけ、おとーさんも幸せなんじゃない？」

「？　ロードマスター、何言ってんですか？」

「いや、っていうかキミは正気なの？」

「何がですか。まあ、《ユローナ汁》の他ほかにもユローナの名を冠かんした商品は色々あるんで、そのどれか一つがお父さんのところに辿たどり着く可能性は、かなり高いんですけどね。む、そう考えるとお父さんに救いの日が訪おとずれるのもそう遠くないですね！　良かったぁ！」

「……姉の仇とはいえ哀あわれになってきた……」

　ヤムセが、妙みようにぐったりした様子でそう言った。





２






《ヘビの一族》がいた頃、大陸中央部から南部に至る地域は鬱うつ蒼そうとした森に覆おおわれていた。しかし大寒波によって気候は激変し、木々は葉や花をつけることができなくなり、弱った株は病に冒おかされついには倒たおれた。北の方から寒冷化した気候に適した種が流入してくると、植生は変わり、湖こ沼しようを幾つも抱えた広大な森林も、草原や湿しつ原げんとなっていった。

「これ、どうすんですか」

　リティーヤは思わずそう漏もらした。

　そこは、かつて《ヘビの一族》が都の一つを置いた土地だった。建築物の多くは《ヘビの一族》の魔ま術じゆつによって補強され、豪ごう雪せつにも屈くつすることなく往時の姿を留めているが、長い年月をかけた植物の繁はん茂もや土ど砂しやの堆たい積せきには抗あらがえず、一見するとそこに建物があるかどうかわからない地区も増えていた。

　その塔とうは、そういった地区を越こえた先にあった。巨きよ大だいな塔だ。石を積んだ壁へき面めんはきわめて堅けん牢ろうで、主がいなくなって二世紀を経へた今でも、侵しん入にゆう者を許さない。見上げて目に入るところに窓もなく、およそ入り口と言えるのは正面の鉄てつ扉ぴだけ。

　リティーヤは、その扉とびらの前に屈かがみ込み、慰みにこんこんと表面を拳こぶしで叩いた。

　両開きの扉は、土砂に埋うもれていた。

　季節ごとの河川の氾はん濫らんが、土砂をここまで押し流してくるのだ。長い年月をかけて堆積した土砂は、なまなかなことではどけられそうもない。扉は腐ふ食しよくが進み、美しい模様が浮うき出されていたはずの表面も、コケや枯かれた植物のツタなどで覆われている。雪はそのかさを減じてはいたものの、まだかなり残って進路を遮さえぎる。ヤムセはその様子をじっくり眺めて呟つぶやいた。

「上流の保水能力が落ちて、水がここまで来るようになったんだろう。寂さびしい光景だな」

「いやいや……訊きいているのはこの扉の開け方ですって。うんちくは要いりません」

「ユローナの研究が正しければ、問題なく入れるんだけどね」

　ロードマスターが磁針とノートを片手にそう付け加えた。手にしているのは、ヤムセがユローナの父から受け取ったノートだ。……リティーヤはふと、ヤムセがいったい今ユローナについてどう思っているのか、疑問に思った。ユローナについて語る最近の彼の態度には、憎ぞう悪おも怒いかりもあまり感じられない。あのノートを扱あつかう時も、ひどく丁てい寧ねいな手つきで、優しいとさえいえるほどだった。

「なんだ」

　黙ってノートばかりを見つめているリティーヤに、ヤムセがそう声をかけてきた。リティーヤはびくりと震ふるえて顔を上げ、咄とつ嗟さに思い浮かんだことを口にした。

「あ、その……先生はノートをあの人が持ってたって、どうして知ってたのかな、と……」

「だってヤムセはユローナの追っかけみたいなもんだもん」

　ロードマスターが、ヤムセとは違ってきわめて事務的にノートを繰くりながら答えた。

「七年前の、デイロックから戻もどったばかりの頃って、特に凄すごかったよ。正直ボクは引いたね」

　あんまりな説明だ。ヤムセが、さすがに訂てい正せいするように言った。

「以前、彼と話したことがある。その時教えられた」

「あ」

　……彼らにまつわる話が脳のう裏りを過よぎり、リティーヤの表情は一いつ瞬しゆん凍こおり付いた。ヤムセも当然それに気付いただろうが、特に気にしたふうもなく淡たん々たんとした態度を貫つらぬいた。

「ユローナは七年前までは父親の家を書庫代わりに使っていた。《学園》の人間が張り付くようになってからは直接的な接触を断ったから、その頃の資料がまだ家にあった。古い資料だが、すぐに手の届く資料の中ではこれが一番信しん頼らいできる」

「……ユローナの研究、信頼しているんですね」

　リティーヤは思わず口に出してそう言ってしまったが、ヤムセは平然と頷うなずいて答えた。

「研究者としての彼女は優ゆう秀しゆうで、私は短期間とはいえ彼女の弟子でしだった。それだけの話だ」

　それはただの事実だった。その単なる事実を、何気なく口にできるようになるまで、彼には長い時間と辛つらい葛かつ藤とうが必要だった。

　彼がその葛藤にケリをつけられたことを良かったと思いながらも、リティーヤは彼らの関係に、なんとなくもやもやした感情を抱えてもいた。

　ロードマスターが、ノートを繰りながら言った。

「ユローナは色々手を出してたからね。使い魔関連の研究から始まって、《始原のキツネ》も追ってたみたいだし、その過程でこの遺い跡せきにも目をつけたんだろう。ま、ここに関して言えば、どんな魔ま術じゆつ師しだって一歩中へ踏ふみ込めたら、って思ってるんだけどね。何しろ《ヘビの一族》の知識の集積所だ……と、これだね。えーと、扉のくぼみに手を置いて、命じよ」

「くぼみ？」

　リティーヤは扉をもう一度まじまじと見た。表面は錆さびとコケとツタですっかり覆い隠かくされ、くぼみなど、影かげも形も見あたらない。仕方なしに、時間をかけて表面のツタをむしり取る。

「あ、これですかね」

　くぼみは、雪面に近いところにあった。元々は扉の真ん中にあったのだろう。雪を搔かいてくぼみ全体を露ろ出しゆつさせると、それはちょうど人の顔ほどの大きさで、掌てのひらの形に浅くへこんでいた。

　リティーヤはしゃがみ込み、掌をくぼみに押しつけた。

　その途と端たん、掌から腕うでを伝い首の後ろを通って頭のてっぺん、また背中を伝って足の先まで、びりっと電流のようなものが走った。うなじの毛が逆立ち、鳥とり肌はだが立った。目がちかちかする。

「な……今なんかっ」

「あ、ここの施し設せつ、使用者の魔ま力りよくを使って扉の開閉とか書しよ籍せきの検けん索さくとかするんだ。だから〈昼〉魔力がないと扉が開かないみたい。もう終わった？　それじゃ《ヘビの一族》の言葉でどうぞ」

　電流が走ったような感覚は過ぎ去ったが、リティーヤの視界はまだちかちかという光で覆い尽つくされていた。瞬まばたきを繰り返し視力を取りもどそうとしながら、リティーヤはたどたどしい発音でその言葉を発した。

「《道を開け》」

　扉が光を放った。

　そして、まるで空気に溶とけるように、消えた。

「へ……？」

　扉が開いたのではない。消えたのだ。

　扉によって侵入を阻はばまれていた土砂と雪が、ざらりと崩くずれて一部が中へ落ちた。

　闇やみが、ぽっかりと口を開けてリティーヤらを待っていた。




　闇は歩を進めるとともに青白い光によって払はらわれていった。

　リティーヤの歩みに合わせて、壁かべや床ゆかや天てん井じようにぎっしりと書かれた原始文字が、ぼんやりとした青白い光を放ち、行き先を──といっても数歩先程度だが──を照らすのだ。

　窓も、扉も、分ぶん岐きもない通路が、真っ直すぐに続き、やがて終わった。

　リティーヤは、通路の先に広がっていた、あまりに広大なホールを前に、ただ立ちつくした。

　そこには、一冊の本もなかった。

　まるでダンスホールのように何もなく、ただ冷たい石の床と壁とドーム型の天井があるだけだった。壁や天井には相変わらず原始文字が書き込まれているが、それだけだ。何も──。

　いや、あった。

　ホールの中央に、磨みがき込まれた黒い石でできた、台座のようなものがあった。フレアバタンの地下で一度だけ見た、〈昼〉の台座に少し似た雰ふん囲い気きがあったが、それよりも小さく、リティーヤの腰こしほどまでの高さしかなかった。

「んーと、別の遺跡で見たことあるな、コレの同型。あの時は入り口が壊こわれてて入れたんだけど、コレは動かせなくて──リティーヤ、台座に手を置いて、命じて」

　リティーヤは台座にそろそろと近づき、ロードマスターに言われた通り、手を置いた。再び、あのびりっとした感覚がある。まだ慣れることができず、眉み間けんをしかめて呟く。

「ええと……《書を示せ》」

　──ひいぃぃぃぃん、という耳鳴りのような音が聞こえた気がした。

　そして、次の瞬しゆん間かん、リティーヤの周囲に本が現れた。一冊や二冊ではない。数百、数千の本が、一いつ瞬しゆんで現れて床という床を埋め尽くした。リティーヤが呆あつ気けにとられる間にも、本は次々と現れては積み重なっていく。ホールの床いっぱいに、本が溢あふれていくのだ。

「り、リティーヤ！」

　悲鳴じみたロードマスターの声に驚おどろいて、リティーヤは背後を振ふり返った。

　ロードマスターは……本の中に埋もれていた。どうやら積み上がった本が倒れかかってきて、それを支えようとして下敷きになったらしい。いつの間にかホールの入り口に避ひ難なんしていたヤムセが、数万の本の向こうから口元に手を当ててリティーヤに言った。

「限定しろ、リティーヤ。ロードマスターが圧死する」

「げ、限定!?　えーと……《グリーンワードの魔導書》……ああっ、《ヘビの一族》の言葉でなんて言うのかわかりませんっ！」

「適当でいい、適当で」

　リティーヤがおたおたする間にも、ロードマスターはどんどん本に埋もれていく。リティーヤの方からは、本に阻まれてどうなっているのかもうわからなくなった。呻うめき声が聞こえるから、生きてはいるだろうが……あ。

　声が聞こえなくなった。

「く……っ、《いーからあたしの欲しい本だけ出して！》」

　リティーヤが苦くるし紛まぎれに叫さけぶと同時に、周囲にうずたかく積もっていた本が消えた。

　リティーヤはもう一度ロードマスターの姿を捜さがした。彼は、通路側へ逃のがれようとしていたのか、そちらを向いて床に突つっ伏ぷしていた。動きはない。ヤムセがそっと近寄って、そばに屈かがみ込んで様子を見た。心配するリティーヤに、ヤムセは落ち着いた声で言った。

「残念ながらご存命だ」

「なんだいヤムセその言いぐさは！」

　ロードマスターが叫んで起きあがる。リティーヤはやっと胸を撫で下ろした。

「なんだ、良かった……ロードマスターも人ひと騒さわがせですね」

「いや、待ってリティーヤ！　キミがあんなおおざっぱな指定の仕方するからだよね!?」

「だってこんなことになるなんて思ってませんでしたもん」

　別に言い訳するつもりもなく、リティーヤはしれっとした顔でそう言った。ヤムセはそれを見て、うんうんと頷いている。

「ロードマスターとリティーヤなら、こんな結果になる気がしたんです」

「……それで先に逃にげたの、ヤムセ？」

「それはともかく、出てきた本を見てみましょう」

　ヤムセはロードマスターの抗こう議ぎを無視して、台座の方にやってきた。リティーヤも彼の視線を追って、台座の上に残された四冊の本を見つけた。飾かざり気けのない革張りの表紙がつけられた、辞典のように分厚い本だった。まったく同じ装そう丁ていのそれが、四冊。

「……これが、」

　リティーヤは手を伸のばし、おそるおそる、一冊の表紙に触ふれた。埃ほこりも積もっておらず、大して劣れつ化かもしていないようだった。書庫に保管されていて、使用者の命令に応じて転移される仕組みなのだというロードマスターの説明を聞きながら、両手でしっかりと抱かかえる。手首に負担がかかるほどの、ずっしりとした重みがあった。これが四冊。手分けして、三人で読み進めても今日一日かかるかもしれない。

「そういえば、リティーヤ──」

　ヤムセが、隣となりに並んで、同じようにその本を見つめて言った。

「おまえ、言語関係は単位取れているのか」

　……ぴらりと開いたページは、《ヘビの一族》の古代文字と、魔ま術じゆつにも使われる原始文字で埋うまっていた。

「あ……あは、は……」

　リティーヤは、乾かわいた笑いを浮うかべて誤ご魔ま化かした。

　勿もち論ろん誤魔化し切れず、ヤムセに冷たい目で睨にらまれたが。




「うぐ……っ、言語二種類とか方言とか古語とか……頭がなんか多次元世界的な状態に……っ」

　リティーヤは床に座り込み、携けい帯たい用の小型の辞書を片手に本を読んでいた。今まで読んだところでは、どうやらこれは《ヘビの一族》がこの大陸に移住してきた頃ころの出来事をまとめた本らしい。とはいっても歴史書ではなく、もっと煩はん雑ざつな一次史料の寄せ集めのようなもので、航海日誌やら往復書簡やらが当時の文章のままに載のっていたりする。当然だが、読みにくい。

「普ふ段だんの授業をきちんと聞いていないからだ」

　向かいに座り、別の本を読んでいるヤムセに、冷たい目でそう言われる。彼はすでに一冊読み終わりそうだったが、リティーヤはまだ一章も読み終わっていない。

　リティーヤは、また、うう、と呻いた。

「だって、原始文字ならまだしも、《ヘビの一族》の古代文字なんて、そうそう使わないんですもん……それになんか記述に矛む盾じゆんが多くて」

「甘ったれたことを言うな。実際今必要とされているだろうが」

「でもロードマスターと先生がいるんですから、今回は別に……」

「いつまでも我々がそばにいるわけではない」

　ぐ、と言葉に詰つまってヤムセの顔を見る。彼は幾いくらか怒おこったような目で彼女を見ていた。

「一人前の魔ま術じゆつ師しになりたいのなら、これくらい読めるようになれ」

　彼らは、いなくなるのだ。

　それは遠い未来のことではなくて、ほんの少し先のことだ。《風と八月党》から石板を奪うばい返し、ミカを取りもどしたら、リティーヤは《学園》に帰る。ヤムセとも、ロードマスターとも、それでお別れだ。

「そんなの、大だい丈じよう夫ぶですもん」

　リティーヤは視線を落とし、ページの文字を追いながら言った。

「むしろ、先生の方が大変なんじゃないですか？　あたしみたいな有能な教え子がいなくなって──やっぱりあたしの助力が必要だった、なんて後からわかっても遅おそいんですからね」

　ヤムセが、ふ、と笑う気配があった。

「せいぜいその日が来るのを楽しみにしている」

　笑えみを含ふくんだ声を聞いて、ああ、彼はきっと寂さびしいのだろうな、と思った。強がって、矛盾を抱えている人なのだ。別れの時が本当に来たら、きっと寂しそうな顔をするだろう。辛つらそうな目をするだろう。そして他ほかの誰だれが気付かなくても、リティーヤだけはそれに気付くのだ。

「先生の意地っ張り」

「自分のことだろう」

　リティーヤは、ふんと鼻を鳴らして、辞書を開いた。俯うつむいた拍ひよう子しに垂れてくる邪じや魔まな髪かみを指でかき上げる。ヤムセがその一瞬の仕草に目を留めたのにも気付かず、文章を読んでいく。

「でもほんと大変なんですから。記録がおかしいんです。これじゃあすごく気温が低いことになっちゃうし。そりゃ、化石ができるくらい前の時代ならそういうこともあったみたいですけど、《ヘビの一族》が移住した頃にそんな気候のわけがないのに」

「おまえが計算を間ま違ちがえているんだろう。《ヘビの一族》は低温下では長期間活動できない」

「わかってますよ！　だからおかしいって──」

「待って、リティーヤ」

　自分の本を読み終わり、四冊目に手を伸ばしていたロードマスターが、突とつ然ぜん顔を上げて、大きく見開いた目でリティーヤを見た。

「今、なんて言ったの」

「え？　ですから、気温の書き方が変なんです。今より寒いことになっちゃうんです。これじゃあ《ヘビの一族》が生きていけませんよ。それに気温が低いから《扉とびら》を作ったとか言ってるんですけど、意味が通じなくて」

　ロードマスターとヤムセは顔を見合わせ、リティーヤと彼女の抱える本のそばに飛んできた。




　要するに、こういう話だ。

《ヘビの一族》が大陸にやってきた当時、大陸は彼らの元々住んでいた場所よりも寒くて住めたものではなかった。だから彼らは最初の冬がやってくる前に《扉》を作り、それによって魔ま力りよくを大陸中に満たし、大陸の気候を改変した。大陸は暖かくなり、住みよくなったし、《ヘビの一族》は元いた場所でのように魔術を使えるようになった。

「《グリーンワードの魔導書》は、人間が名付けた名前だ。《ヘビの一族》は別の名前で呼んでいたはずだ。それがたぶん、この《扉》というものなんだろう。《扉》は《グリーンワードの魔導書》、四つの石板と台座を意味するんだ」

　ざっと本を読んだロードマスターが、顎あごに手を当て考え込みながら言った。

「それに、ここに書いてある気温。これが元々のこの大陸の気候だとしたら、今の寒冷化は、単に大陸が元の気候に戻もどりつつあるだけってことになる」

「そんな、それじゃ……」

　リティーヤは言葉を詰まらせた。今まで信じていた世界がひっくり返ったようなものだった。リティーヤだけではなく、《学園》の魔術師なら誰でも、大陸は不自然に寒冷化しており、自分たちはそれを食い止めねばならないと思っていた。寒冷化前の温暖な気候こそが、大陸本来の、あるべき姿なのだと考えられていた。当時の史料を読んで、意味が通じない、矛盾が多い、と思ったのは、リティーヤの中にそういった固定観念があったからだ。

　ところが、恵めぐまれた環かん境きようは《ヘビの一族》が生み出した、いわば歪ゆがんだ環境だった。

　その環境に戻ろうとする自分たちの行いこそが、自然のあり方に逆行するもの、不自然なことだったのだ。そして、ひいては人類の存在こそが──。

「寒冷化が間違ってたんじゃなくて、あたしたち人類の存在が間違ってたの……？」

　否定されるべきは寒冷化ではなく、この気候変動に耐たえられない人類だったのか？　気が付けば、リティーヤの身体からだはかたかたと震ふるえていた。

　だが、その震える背中を、ヤムセがどんと小こ突づいた。平手ではあったがかなり衝しよう撃げきが強く、リティーヤは一いつ瞬しゆん息が止まって、それからげほごほと咳せき込む。

　ヤムセはそのリティーヤに、大丈夫か、などと声をかけることもなく、いつもの調子で自分の考えだけを語った。

「怯おびえることではない。単に大昔の環境が判明しただけだ。間違ってるだの間違っていないだのは人間の価値観に過ぎん。我々は生存のためになすべきことをするだけだ」

「げほ……っ、はいはい、そうですねっ！　先生はほんっとこういう場面で迷わないですねっ」

　リティーヤは半ば自や棄けになってそう怒ど鳴なった。おまえが惑まどわされすぎなんだ、とヤムセは涼すずしい顔で言った。

「でね」

　ロードマスターが、本のページをぱらぱらと繰くりながら言った。

「リティーヤが読んだのは、《扉》を作る前、元々の大陸の環境についての一次史料が主かな。で、後半には、望ましい気候モデルについて幾つか。一方、ボクが読んだのは《扉》の製造方法ってところで……でも、核かくになる技術についての記述が欠けてる。ヤムセの方は？」

「《扉》の維い持じ・管理についてです」

「最後の一冊は、原生生物をいかにして新しい環境に適応させるか、って話みたいだね」

　つまり、今この場に現れている四冊の本は、《グリーンワードの魔導書》、《ヘビの一族》が言うところの《扉》について、その作り方や管理の仕方、環境に与あたえる影えい響きようまで、概がい略りやくをまとめたものなのだ。まさしく、リティーヤらが求めていた情報がここにある。

「……でも、足りない」

　考え込んだ顔のロードマスターが、瓶びん底ぞこのような眼鏡めがねを指で押し上げて呟つぶやいた。

「データは取れてるけど、具体的な力の制せい御ぎよ方法についてまったく触ふれられていない。もっと情報が欲しい。いや、あるはずだ」

「リティーヤ。やってみろ」

　リティーヤは頷うなずいて立ち上がると、台座に近づいてその上に手を置いた。

「《《扉》について、もっとたくさん情報をちょうだい》」

　だが、そう命じてもそれ以上本が現れることはない。リティーヤは眉まゆを顰ひそめた。

「命令の仕方が悪いのかな？」

「廃はい棄きの可能性は？」

　ヤムセが空っぽの台座の上を見つめ、そう呟いた。

「《ヘビの一族》の中で《扉》に関する情報がどれほど厳しく管理されていたかはわかりませんが、少なくとも、人類は彼らが《扉》によって環境を改変していたなどとは知らなかった。《扉》のことは人類に伏ふせられていたということでしょう。〈昼〉の台座が人目に触れないよう使い魔によって転移されているのも、彼らが滅めつ亡ぼう前に組み込んだ命令だと考えられます。ならば、彼らは滅亡の前に機密情報についてもすべて廃棄しようとしたかもしれません」

「えー！　でもそれっておかしくないですか？　そもそも、《ヘビの一族》の間違いで人類も大陸も大変なことになってるのに、それを解決するヒントを残していくこともしないなんて」

　リティーヤは憤ふん慨がいしたが、ロードマスターは冷静だった。

「でも、強大すぎる力だから、ヒトには制御できないって考えかもね。それに、この大陸の気候は元々彼らが作り出したもので、後から入植した人類はその恩おん恵けいにあずかっていただけだ。彼らはボクらに対してまで責任を負っているわけじゃない」

　うぐ、とリティーヤも文句を飲み込む。

「廃棄したってのが正しいかどうかはわかんないけどね。とにかく、概略だけは残っていたんだ。それでよしとしよう。これ以上調べる時間も人手もないよ」

　もう数日で、台座は西部に現れる。リティーヤらは、それまでに、目的地にたどり着いておかねばならない。ロードマスターは決断するとてきぱきと本とメモを拾い集め始めた。

「じゃあ、この四冊は持ち出して、道中解読を進めながら──あ」

　絶句するロードマスターの手元を覗のぞき込み、ヤムセもちょっと顔をしかめた。何事か、とリティーヤもその手元を覗き込む。

　ロードマスターは本の一冊をひっくり返し、その裏表紙を見ていた。そこにははっきりと、《禁帯出》と書かれている──特とく殊しゆな魔ま術じゆつ文字でだ。文字はほのかに赤い光を放っている。

「え、でも別に持ち出して誰に怒おこられるわけでもない……ですよね」

　ロードマスターは、からかうような目でリティーヤを見た。

「前にコレと同型のシステムを見たって言ったでしょ。システム自体は動かせなかったけど、台座の上に何冊か本が残ってて。で、持ち出し禁止の本を持ち出そうとしたボクの同どう僚りようがね、出口で弾はじき飛ばされちゃったんだ。《ヘビの一族》は情報の保守には熱心だったから。たまには電流が流れるような仕し掛かけもあったとかなんとか──でもやってみないとわかんないよね。ってことでよろしく、リティーヤ」

「ええええええっ、あたし!?」

「できるだけ書き写していきましょう」

　ヤムセが疲つかれた声でそう言い、ロードマスターが、くすくすと笑いながら頷いた。

「だね。追っかけもいるみたいだし、詳くわしい解読はそっちに任せるってことで。リティーヤが命じれば、扉は開いたままだろうし、彼らも入ってこられるでしょ」

「追っかけ……？」

　リティーヤは、ロードマスターの言わんとするところを理解できずに首を傾かしげた。
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　十名程度の集団が、隊列を作って雪原の道なき道を進んでいる。揃そろいの外がい套とうはリティーヤには見慣れた支給品だ。腕うでに巻いた腕わん章しようも、ちらりと見える。それから銀ぎん髪ぱつの、整った顔も。

「確かにこりゃ熱ねつ烈れつな追っかけですね……」

　リティーヤは望遠鏡に片目を押し当てたまま、うんざりした声を上げた。そこは遺い跡せき都市と街かい道どうの中間地点を流れる川の縁ふちで、リティーヤは生おい茂しげる木々の一本によじ登り、対岸の様子を見ているのだった。望遠鏡は、対岸の土手とちらほらと見える瘦やせた木々の向こうに、遺跡へ向かって移動する黒い集団がいるのを教えてくれていた。

　木の下にいたヤムセが、彼女の垂れた足を見上げて言った。

「もう下りろ。レンズの反射で気付かれる」

　常緑樹を選んだため葉で身を隠かくすことはできたが、安全とは言い難がたい。リティーヤは言われるままに枝を選んで地上に下りた。最後はちょっと高さのあるところから飛び下りたため、まだ積もったままの雪に膝ひざまで埋うまってしまい、ヤムセの手を借りるはめになる。

「あっ。ブーツ脱ぬげました」

「見ればわかる。早く履はけ」

　ヤムセが仏ぶつ頂ちよう面づらで肩かたを貸してくれる。リティーヤはそれに甘えて体重を預け、ストッキングについた雪を払はらい落とした。

「アレ、あたしを追ってる《学園》の人たちですよね。ゼストガさんもいました。ロードマスターが言ってたのは、詳しい解読はあの人たちがやってくれるってことですか？」

「あちらの方が人手があるからな」

　リティーヤは、ブーツをひっくり返し、中に入り込んでいた雪を振ふり落としながら言った。

「入り口の開け方とかも、あのノートの通りでしたね。これで、ユローナの研究が正しかったって証明されたことになるんですね」

　肩を貸してもらい、距きよ離りはごく近かったので、リティーヤにはヤムセが一瞬呼吸を止めたのがわかった。彼はリティーヤの横顔を間近で見て、それから、視線を雪の上に向けて呟いた。

「そうだな」

　呟くその声には落ち着いた響ひびきがあり、もはや怒いかりも憎にくしみも窺うかがえなかった。ユローナへのそういった強きよう烈れつな悪意を、ヤムセは消化しつつあるらしい。それを確かめた時、リティーヤの中に、再び、もやもやとした疑念がこみ上げてきた。

　怒りと憎ぞう悪おが駆く逐ちくされつつあるのなら、好意は、どうなったのだ。

　ユローナへの好意は、憧どう憬けいは、彼の中でどういう扱あつかいを受けているのだ？

　それはもしかして、今も彼の中に息づいているのではないのか？

　リティーヤの手が届かない、心の奥底に──。

「良かったですね」

　リティーヤは笑え顔がおらしきものを作ってそう言い、ヤムセの肩から離はなれてブーツを履いた。

　その時、ロードマスターが、別の場所に隠していた馬を引いて土手の向こうから現れ、彼らに合流した。
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　夢なのかと思った。

　それもただの夢ではない。明け方に見るような、悪夢と呼ぶのもはばかられる、意味不明の混こん沌とんとしたやつだ。もしもこれが自分の深層意識なのだとしたら自分はいったいどんな人間なのかと頭を抱かかえたくなる、あの手のやつだ。

　そういう、夢のような奇き怪かいな光景を前にして、ゼストガは扉とびらを開けた状態で固まった。

　そこはクラスター市内にあるホテルで、《学園》から派は遣けんされた特別チームのうちおよそ半数が泊とまっていた。表向き調査名目での滞たい在ざいということになっていたが、《風と八月党》を警けい戒かいし、特別チームのメンバーは二つのホテルに分かれていたし、一目で《学園》の人間とわかる目立つコートも着てはいなかった。今この瞬しゆん間かんのゼストガもそうで、彼はそこそこの仕立ての上着とシャツとズボンを身につけ、タイを締しめていた。

　扉の向こうは二つのベッドルームがある客室で、廊ろう下かから入ってすぐの部屋には居い心ごこ地ちの良さそうなソファや幾いくつもの椅い子す、大きなテーブルやガラスの容器に入った観葉植物があった。椅子には、この特別チームを率いるグレイビル、ヴォルド、ヴォルドの副官として付き従うバドが座っていて、暖だん炉ろの前の一番居心地の良いソファには、やたらと細い男がいた。

　その男はひどく細かった。まるで枝でできた胴どう体たいに枝でできた腕と足を組み合わせたような、細くて長い男だった。頭部も同様で、瘦せた、面長の顔立ちをしていた。

　だから、一いつ般ぱん的なサイズのその面は、彼の顔を覆おおい切れていなかった。

　厚紙に、年配の女性の顔が描えがかれた面だ。絵そのものは大変精密で、かつモデルの雰ふん囲い気きをよく表していた。たぶん、このモデルとなった女性が、最近お気に入りの画家に描かせたものだろう。あまり面識があるわけではないゼストガにも、モデルが誰だれかはすぐにわかった。

《学園》の第十八代学長、オルドゥナだ。

　面に描かれた目は瞳ひとみの部分が切り取られ、その奥の目が、じろりとゼストガを見た。

「何してる。さっさと扉を閉めろ」

　出てきたのは、当たり前だが野太い男の声だ。ゼストガは言われるままに後ろ手で扉を閉めた。この特とく徴ちよう的な肉体の持ち主が誰であるのかは、声を聞く前からわかっていた。

「こ、コール兄弟……ですよね、いったいどういうことなんですか」

　コール兄弟は双ふた子ごの魔ま術じゆつ師しで、特殊な魔術を使うことで、遠えん距きよ離りでも視覚と聴ちよう覚かくを共有できるのだ。おかげで貴重な連れん絡らく担当官として、大陸各地で《学園》のために働いている。

　この特別チームにも確かにその兄の方が入っているのだが……。

「俺に訊きくな。学長のご希望だ」

　コール兄は、ぶっきらぼうにそう言った。テーブルの向こうで肘ひじをついていたグレイビルが、代わりに説明してくれた。

「学長が、自分がそこにいるような存在感が欲しいとおっしゃってな。コールに面を持たせて、報告会では面をつけるよう命じられたのだ。いいから来い、そこらに座れ」

「は……はい」

　ゼストガは面めん食くらいながらも、命じられるままにグレイビルの隣となりの椅子に座った。斜ななめ右向かいにはバド、一つ椅子を挟はさんで斜め左向かいにはテーブルに足を載のせたヴォルドがいる。グレイビルはコールの方を向いて、まるでそこにオルドゥナ本人がいるかのように言った。

「では第二回の報告会を始めます。まず、《大図書館》で発見された古文書についてですが、解読が進み情報が増えましたので、それをゼストガから」

　話を振られて、ゼストガは立ち上がった。コールは仕草も真ま似ねるよう命じられているのか、オルドゥナがよくするように足を組み、それまでとはまったく違ちがう口調で語った。

「《グリーンワードの魔導書》が、大陸の環かん境きよう改変のために作り出されたものであることはすでに報告を受けています。それ以降、新たに判明したことだけを報告してください」

　どうやらコールは、口調もオルドゥナを完かん璧ぺきに模も倣ほうしているらしい──というか、することを強要されているらしい。

　異常な状じよう況きようではあったが、仕事は仕事だ。

　ゼストガは、できるだけコールの面と視線を合わせないように気をつけて、報告を始めた。




「以上の数値から、我々は、現在の状態が続けば魔ま力りよくは均きん衡こうを失い、暴走に至るとの結論を得ました」

　そう締めくくり、資料から顔を上げると、コールは俯うつむき、考え込んでいる様子に見えた。おそらく、オルドゥナが《学園》本部の学長室でそうしているのだろう。窓の前に置かれたあの大きな椅子に座って。

　その光景がまざまざと浮うかび、奇怪な恰かつ好こうのはずのコールがオルドゥナ本人に見えてくる。ゼストガは美的感覚の危機を覚えて、急いでまた視線を逸そらした。

「では、その資料によれば、《グリーンワードの魔導書》のシステムは遠からず崩ほう壊かいするのですね」

　オルドゥナの口調で、コールがそう言った。ゼストガはハッとして顔を上げ、思案げに俯くその横顔を見て答えた。

「時期はわかりません。近年の観測データから考えても、その時が近づいていることだけは確かですが、あるいはその前に寒冷化が進み、人も住めない土地になるかもしれません。わかるのは、もしも均衡が崩くずれれば、魔力が荒あれ狂くるい、この大陸全体が極地のような状態になるということです。最初のエネルギーの放出だけでも、かなりの被ひ害がいが予測されます」

　資料もデータも足りず、正確な数字は出せていないのが気がかりだった。不安を煽あおるような表現になった可能性を気にして、ゼストガは急いで付け加えた。

「ただ、あくまでこれは今回の資料から判明したもので、裏付けは──」

「学長」

　だが、グレイビルが椅子に深く腰こし掛かけたまま、ゼストガの言葉を遮さえぎって言った。

「現在の特別チームの目的は第一に石板を奪だつ回かいすること、第二にリティーヤの身み柄がらを確保することであり、石板奪だつ取しゆ後は速すみやかに《学園》に帰き還かんするよう命を受けております。しかし、果たして我々にそれほどの時間が残されているのでしょうか？　出現した台座の観測など、今回できることはまだ他ほかにもあります」

「シルルトの力を見誤ってはいけません」

　オルドゥナが──いや、コールの被かぶった面が、グレイビルの方を向いた。面には、その穴の奥にオルドゥナのあの力強い目があるような感覚を喚かん起きさせる、不思議な迫はく力りよくがあった。

「今回のチームにはあなたやヴォルドを始め、精せい鋭えいをそろえています。あなた方ならば必ずや石板を奪取してくれると信じています。しかしシルルトと正面から事を構えてはいけません。……そうなっても、最終的な勝利はもぎ取れるでしょう、しかし犠ぎ牲せいは避さけられないのです。今《学園》の戦力を大きく低下させるわけにはいきません」

　まるで目の前にオルドゥナがいるかのように、グレイビルは頭を垂れた。

「出過ぎたことを申しました。お許しを」

　女王に忠誠を誓ちかう騎き士しのような態度ではあったが、僅わずかな棘とげを感じて、ゼストガはちらりとその横顔を盗ぬすみ見みた。だがグレイビルはその時には棘も何もかもしまい込み、話を変えていた。

「ご苦労ゼストガ。それでは次にクラスター市内の現状についてですが──」




　報告会の後、コール兄がぶつくさ言いながら面を抱えて部屋を出て、ヴォルドが厭いや味みを言い残してバドと部屋を出ると、グレイビルは苛いら立だたしそうに書類をテーブルに叩たたき付けた。残って片づけをしていたゼストガは、目だけを動かしてグレイビルを見やった。

「どうしてあのご老人やバドがこのチームに加わっているのだ。リティーヤの身柄確保も、石板奪だつ還かんに次ぐ任務だろうに、あの二人を入れるなどと！」

　グレイビルは鼻息も荒あらく言い捨てた。ゼストガは彼の散らかした書類をかき集める。

　ヴォルドはヤムセの師であり、バドはヤムセとリティーヤの研究室の先せん輩ぱいだ。つまり、ヤムセに味方してこちらの情報を流したり、邪じや魔まをしたりする可能性があるのだ。勿もち論ろんオルドゥナもそれは理解しているだろうが、それでもなお、石板の奪回においては有用な人材であると考えて、特別チームに入れたのだろう。実際、《風と八月党》のクラスターでの隠かくれ家がなど、彼らがいなければ摑つかめなかっただろう情報もある。

　結局、ヤムセ捜そう索さくに関しては情報がヴォルド側に漏もれないようにうまくやれということだ。グレイビルに今回の指揮が回ってきたのも、この辺りの事情があるのだろう。リティーヤと四つの石板とでは、優先順位としては圧あつ倒とう的てきに石板が上だから、オルドゥナの判断は理解できる。

「ヴォルドさんでしたら、やり過ごしていれば近いうちに引退なさるのでは？　前の襲しゆう撃げきで大おお怪け我がを負われてましたし」

「は！　どうだかな。あの人は最初からずっと今の地位に戻もどることを考えていたんだ。我々の動きを摑みながら見み逃のがしていたのも、きっとそのせいだ」

「我々の？　ああ、内部調査局の前の局長を脅おどした件ですか」

　以前、グレイビルは不ふ祥しよう事じをネタに内部調査局を動かし、ヤムセや研究室を告発しようとしていた。ヴォルドはそれを事前に突つき止とめていながらグレイビルに横やりを入れなかったのだ。

「そうだ。何な故ぜあの人が我々の動きを黙もく認にんしているのかと不思議だったが、なんのことはない、アレが原因で内部調査局の局長が更こう迭てつされて、自分に局長の打だ診しんが来るのを狙ねらってのことだったのだ」

　論理の展開に無理がある。ゼストガは集めた書類の端はしを揃そろえながら、あまり相手を刺し激げきしないように言った。

「それは単に、あの人の趣しゆ味みでは？　状況が混こん沌とんとしている方が好みでしょうから」

「趣味だと!?　我々はあの老人の趣味に付き合わされているのか!?」

　刺激しないように、とは思ったのだが、どうやら火に油を注ぐ結果になったらしい。ゼストガはグレイビルがそれ以上わめき散らす前に、強ごう引いんに話題を変えた。

「そう──いえば、ヤムセさんたちについてなんですが」

「居場所がわかったのか？」

　発散しそこなった怒ど気きがこもっているかのように、その確かく認にんには妙みように勢いがあった。ゼストガはさらなる火種を作る前に、首を振ふった。

「いえ。居場所に関してはまだですが、一つ試ためしてみたいことがありまして」

　ようやく、グレイビルの目から怒いかりの色合いが幾いくらか減る。彼はぱちくりと瞬まばたきを一つ二つして、ゼストガの方へ身を乗り出した。

「なんだ」

「稚ち拙せつな罠わなですよ。でも彼らも西部では東部ほどの人脈や情じよう報ほう網もうがあるわけではありません。そして台座の出現を控ひかえ、少なからず焦あせっているはずです。だからこそ、稚拙な罠でも成功の可能性が出てくるかと思いまして」

　言ってみろ、とグレイビルは言って椅い子すに深くもたれた。脚あしがぎいと重そうにきしんだ。

　明け方の夢のような始まり方をした会議は、今ようやく現実的なものとなって、ゼストガの手の届くところに下りてきたらしい。ゼストガはやっと幾らかの充じゆう実じつ感かんを得て、この作戦を伝えるにはどの言葉から始めるべきかと思考を巡めぐらせ、唇くちびるを舐なめた。

「狙いはロードマスターです。まず──」




　名前を呼ばれてバドは立ち止まり、振り返った。

　彼を呼び止めたのはコールだった。コールはオルドゥナの面をぶら下げて、そのひょろ長い脚を動かし、大おお股またで廊ろう下かを歩いてきた。

「おい、伝言を受け取ったぞ。おまえ宛あてだ。『帰ってくんな』だとよ」

　バドは礼も言わずに肩かたをすくめるだけでまた歩き出した。少し先の方で立ち止まって話を聞いていたヴォルドの横を通り過ぎる。コールは追っていってバドの背に声をかけた。

「誰だれからかとか訊きかんのか」

「わかってる」

「誰からだよ」

　ヴォルドが、面おも白しろがってコールに尋たずねた。バドが嫌いやそうな顔で振り返る。

「ボス」

「テヨルですよ」

「だろうな。何したんだ、バド──あ。待てよ、アレか。チームから外したことか」

「へえ、そんなことがあったんですか」

「ああ、バドの頼たのみでな。研究室に誰もいないのはまずいでしょうからとかなんとか理由こじつけてたっけな。まあなんだ」

　ヴォルドはバドに追いつくと、肩に腕うでを回し、にやにや笑いを浮かべて彼の顔を覗のぞき込んだ。

「てめえのそういうとこ嫌きらいじゃないぜ、偽ぎ善ぜん者臭くさくて」

「テヨルの方がおまえより強いだろ。彼女が来た方が良かったんじゃないのか」

　コールは後ろからのんびりついていって、不思議そうに問いかけた。ヴォルドが下げ卑びた笑えみを見せる。

「だからこいつは偽善者だって話だよ」

「ボス、任務の内容を考えてください。情報収集できる人間がいないと話になりません」

　そのやりとりから多少の事情を察して、コールはああなるほどと口中で呟つぶやく。つまりは男が抱いだくささやかな義務感の問題だ。

「おまえも面めん倒どう臭くさいやつだな」

　そう声を掛かけると、新局長の下で内部調査局の立て直しに辣らつ腕わんを振るう補ほ佐さは、もの凄すごく嫌そうな顔でコールを睨にらみつけた。





２






　クラスターという名前は知らなかった。ひょっとしたら一度か二度は聞いたことがあったかもしれないが、街角を見て、ああ、ここだった、と思い出した時でさえ、その名前は目の前の景観から浮ういて感じられたから、たぶん、当時の自分はここがなんという名前の都市なのか知らなかったのだ。

　ただの偶ぐう然ぜんなのか、それとも、リティーヤがこの地で〈昼〉魔ま力りよくを得たことと、何らかの関係があるのか──それはわからない。だが、確かに、そこは二一五年にリティーヤが《キツネ》と数ヶ月を過ごし、虹にじドロさんに出会った町だった。




　冬は終わりに近づいていたが、空は白くのっぺりとした雪雲で覆おおわれていた。真冬のそれと違ちがってぼたぼたと降ってくる湿しめった雪は、舗ほ装そうされた道にまだら模様を描えがいては消えていく。

　リティーヤはカーテンの隙すき間まから街角の様子を眺ながめ、窓を溜ため息いきで白く曇くもらせた。

　大陸南部と西部はロッド山脈と呼ばれる険しい山々で分断されている。クラスター市はそのロッド山脈を抜ぬけて南部へと至るリトルロッド街かい道どうの起点にあり、交通の要よう衝しようとして発展してきた。借りたアパートメントは駅前通りから一本外れたところにあり、子どもたちが遊ぶ声と時折馬や荷車が通り過ぎる音の他ほかは、静かなものだった。

「あまり窓まど際ぎわに寄るな」

　食しよく卓たくに向かって座ったヤムセが、リティーヤの方を振り向きもせず言った。リティーヤはどうして見てもいないのにそんなことがわかるのだと訝いぶかりながらも、カーテンをぴったりと閉めて、さらに壁かべ際ぎわに移動してから反論した。

「わかってますよ。《風と八月党》とか、《学園》の特別チームとか、色々来てるんでしょ。ここにあと二日で台座が現れるから。あたしだって一応気をつけてます」

「軍隊も展開している。おまえの目は節穴か」

「軍──ベルラインの？」

　言われて初めて、リティーヤは今日通ってきた駅前通りでもしょっちゅう軍服姿のグループを見かけたことを思い出した。

　やっぱり節穴だ、とでも言いたげに──というか、目が完全にそう語っている──ヤムセがリティーヤをじろりと見た。

「あれ？　あ、そっか。前も普ふ通つうにいたから気にならなかったんだ」

　リティーヤは理由に思い当たってぶつぶつと言った。リティーヤがかつてこの町で数ヶ月を過ごした時にも、市内には軍人の姿がよく見かけられた。だがそれは当時ベルライン周辺が戦争の直後だったか真っ最中だったかできな臭かったり治安が悪化したりしていたためで、このクラスター市自体に軍隊の駐ちゆう屯とん地ちがあるとかいうわけではなかったのだ。

　リティーヤの呟きに、ヤムセは何も言わなかった。リティーヤも、特にそれ以上言げん及きゆうしなかった。ヤムセがこの町のことを覚えているのか、忘れてしまったのかリティーヤにはわからなかったので、今の沈ちん黙もくも、わかっていて口を噤つぐんだのか、会話を切り上げたかっただけなのか、判断がつかなかった。まあ、どっちだって別にいいや、と結論する。

「それで、どうして、軍が動いてるんですか？」

「古王国の依い頼らいだろう。ベルラインは前の戦争で古王国の支し援えんを受けていた」

「古王国が……？」

　リティーヤの兄ファルクロウは、南部の大国・古王国の内務省特務警察部に所属する捜そう査さ官かんだ。反応したリティーヤをちらりと見て、ヤムセが説明する。

「古王国のレッドロック家はユローナの『〈昼〉魔ま術じゆつ研究』を所有している。今回の台座の出現についても把は握あくしているんだろう、《貴ハウス族・オブ・院ローズ》の魔術師を入れた内務省のチームを派は遣けんしてきた。前回は首都の真下で出現した台座を観測できなかったからな、今回こそはと意気込んでいるはずだ」

「内務省……ってことは、お兄ちゃんも!?」

「それはわからん。台座の出現場所はクラスターの地下に残る遺い跡せきの一角だ。ベルライン軍を動かしたのは、その遺跡に通じる道を押さえるためらしい」

「よその国や組織に邪じや魔まされないで、台座の観測と調査をするためだろうねー」

　丁てい寧ねいに口元をナプキンで拭ぬぐいながら、ロードマスターが言った。リティーヤとヤムセは外に出たついでに、屋台で軽食を買ってきており、ほんの五分前までこの食卓の上にはソーセージやら魚のフライやらサンドウィッチやらスープやらが山と積まれていたのだが、今は見事にロードマスターの胃い袋ぶくろに収まっていた。

「彼らが台座を守ってくれるのならそれでも良いいけど、《風と八月党》が出てきた場合には無理をせず退くかもしれないな。古王国の情報収集能力からすると、《風と八月党》が《学園》を襲しゆう撃げきしたって情報も、その時《学園》にかなりの被ひ害がいを出したって情報も漏もれてるだろう。だとすると、そんな面倒臭そうな相手とまともにぶつかって被害を出したいとは思わないはずだ。もしも今回ダメでも、次の機会を待てばいいんだもん。彼らは台座を調べたいとは考えてるけど、石板が四つまで《風と八月党》の手にあるとは思っていないから、《学園》やボクらとは危機感が違うんだよ」

「じゃあ、古王国を当てにするってわけにもいかないんですね……ん？」

　リティーヤは、ふと食卓の上のものを確かく認にんし、悲鳴を上げた。

「えっ!?　ロードマスター、あたしの芥け子しの実のパンは!?」

「食べちゃった。だって昨夜から何も食べてなかったんだもん」

「噓うそ！　今ほんのちょっと目を離はなしただけじゃないですか！　ひどい！」

「名前書いておいてよ」

「パンに!?」

「ボクは必ず書いておくよ、食べ物から目を離す時には」

　自じ慢まんげにロードマスターが胸を張った。リティーヤは頭に血が上って一いつ瞬しゆん言葉も忘れた。その瞬しゆん間かん、肩を押されて無む理り矢や理り椅い子すに座らされる。勿もち論ろんヤムセだ。

「先生っ、なんでロードマスターに言ってくれなかったんですかーっ」

「うるさい黙だまれ」

　いつもの調子で彼は淡たん々たんと言い、リティーヤの椅子を前へ詰つめ、テーブルと椅子の間にリティーヤの胴どう体たいをしっかり固定した。

「それで《風と八月党》の隠かくれ家がについてですが」

　もがくリティーヤを無視して、椅子の背を摑つかみ固定したヤムセは、ロードマスターにそう尋ねた。ロードマスターは椅子の横に置いた鞄かばんから丸められた紙を取り出して机の上に広げた。この辺りの地図と建物の見取り図だった。

「市外だね、北の方。《風と八月党》がただの芸術家集団だった頃ころ、支援者の一人が所有していた屋や敷しきだよ。建設当時の設計図だから、今は改装して幾いくらか変わってる可能性もある」

「よく手に入りましたね」

「うん、でもちょっと危険なとこ踏ふんだかも」

　ロードマスターは食後のコーヒーをのんびり啜すすり、次の瞬しゆん間かん吐はき出しそうな顔をした。

「匂においが普通だったから油断した……これリティーヤ淹いれたの……？」

「ロードマスター、危険なところとはどういうことですか」

「あ、ボクらのこと捜さがし回ってる人がいるみたい」

「？　それなら、今までもずっとそうでしたよね？」

　ヤムセの手が緩ゆるんだ隙すきを衝ついて、椅子を後ろに引き、胴体を圧あつ迫ぱくから解放したリティーヤが、不思議に思ってそう尋たずねた。

「いや、今までのは単に人捜しだから、これこれこういう容姿と名前の人を見かけたら教えてね、っていうやつ。今度のはもうちょい範はん囲い狭せまくて、つまりボクらがどうしてもこの町で情報収集しなくちゃいけないってこと見み越こして、これこれこういう情報を求めてる人がいたらもれなく教えてね、って言ってるの」

「情報……」

　確かに、今リティーヤらは情報を求めていた。彼らがここに来たのは、シルルトの石板を手に入れるためだ。交こう渉しようだけなら、《風と八月党》と接せつ触しよくのある人間に言こと伝づてを頼たのめばいいが、石板を奪うばいたいのなら、アジトの場所くらいは知っておかねばならない。

「一応《学園》にいた時に調べられるだけ調べておいて、《風と八月党》の隠れそうな場所とかはわかってたんだけど。どうやら現地警察が《風と八月党》の支し援えん網もう潰つぶしにかかってるみたいで、そっちは潰されてて、予備の方にいたんだ。まあ、古王国がやらせたんだろうね。彼らは《風と八月党》がユローナの『〈昼〉魔術研究』を奪っていったの知ってるわけで、それなら当然《風と八月党》の目的は台座ってことになるから。台座を狙ねらうライバルを排はい除じよしたかったんだろうけど、おかげでボクらとしてはここの情報通を頼たよるしかなかったってわけ」

「日数が限られている以上選せん択たく肢しも限られています。仕方ありません、尾び行こうがなかったのですから今はまだこの宿は知られていないと見なして、計画を詰めてしまいましょう」

「やっぱり、交渉は先生が行くんですか？」

　ヤムセは図面と幾つかのメモに目を通していきながら、顔も上げずに答えた。

「ああ。やつが私に持ってきた話だ。シルルトには私が直接接触し、引き出せる情報があるなら引き出す。石板からミカを元に戻もどす目算があるのかどうかも確認する。その上で──」

「──あたしが石板を見つけて奪う、んですね？」

　ロードマスターが頰ほお杖づえをついて、ひどく憂ゆう鬱うつそうに言った。

「あのさ、本気でやるの、この計画……」




　つまりはこういう計画だ。

　ヤムセがシルルトを交渉のために市内に引っ張り出し、その隙に残る人間が屋敷に忍しのび込んで石板を探し出す。これならシルルトの情報も探さぐれるし、潜せん入にゆうの間、屋敷からシルルトを引き離しておける。

「ロードマスターには五つ目の欠片かけらを死守してもらいます。五つ目は我々の生命線になりますので」

「うん、やっぱり消去法であたししか残らないですね。ロードマスター、諦あきらめてくださいよ」

　リティーヤは指を折って数え、頷うなずいた。彼女の中ちゆう途と半はん端ぱに曲げられた指を見て、ヤムセが眉まゆを顰ひそめる。

「一応訊きくが、三人分の仕事の割り当てを考えるのに指を折る必要があるのか？」

「あと気配隠す魔術も使うんです」

　リティーヤがヤムセの話を聞かずに、台所で新しくコーヒーを淹れているロードマスターにそう話しかける。ロードマスターは台所からサーバーを片手に戻ってきた。コーヒーをサーバーからカップに注ぎ、気のない様子で口を開く。

「アレね。《キツネ》がよく使ってた、自分の存在を他人の意識から外す魔術」

「はい。先生が前に使ってたやつです。あれを使えば潜入は簡単だし、見取り図があるから欠片の場所の大体の予測もつけられますよ」

「……まあね」

　リティーヤはコーヒーは少なめにしてもらって、ミルクをたっぷり半分くらい入れる。

「あ、そういえばシルルトが交渉の場に石板持って来ちゃうっていう可能性ってあるんですか」

「屋敷を安全な場所と認識しているなら、そこから持ち出す真ま似ねはしないだろう」

　ヤムセがそう答えた。ロードマスターも頷く。

「もしそうなったら移動中とか襲撃の機会はむしろ増えるし、別の計画を考えておけばいい。シルルトが石板を保管してる屋敷にヤムセみたいなのを入れるとも思えないし、確かにやってみて損はない、だろうね……なんか凄すごく怖こわいけど」

　ロードマスターはそう言って、ヤムセのカップを彼の前に置く。ヤムセは礼を言いつつ、砂糖に手を伸のばした。また砂糖まみれにするのか、とロードマスターがげんなりした顔でそれを眺ながめていた。

　リティーヤは胸をどんと叩たたき、力強く言う。

「大だい丈じよう夫ぶですって！　あたしに任せてください、必ずミカを見つけ出します！」

　だが、ヤムセがロードマスターの予想通り角砂糖をどぽどぽと投入しつつ、そのやる気に水を差した。

「おまえだけに行かせるわけではない。イルザークを向かわせる」

「って、イルザークさんはあたしたちがクラスターに入っても連れん絡らくくれないじゃないですか」

　イルザークにはロードマスターがクラスターでの連絡の取り方を教えているという話だったが、リティーヤらが一昨日おととい深夜にクラスターに入って以来、彼からの連絡は一いつ切さいない。

「私が今晩中になんとかする」

「はあ……当てがあるってことですね？　あたしも行きましょうか？　先生とイルザークさんだけだと、いっつも殺し合いになってるじゃないですか」

「まだどちらも死んでいない。それにおまえがいるとできない話をする」

　ヤムセは、砂糖の溶とけきっていないコーヒーを飲みながら、顔色も変えずに言った。おそらく、セリネのことを話すのだ。確かに、それならリティーヤがそばにいてはいけない。

「んじゃヤムセに任せるけど、無理そうなら作戦二パターン考えておく？」

「必要ありません。それから、クラスターには《風と八月党》の息のかかった業者がいたはずですね？　その業者に我々が《風と八月党》と接触したがってると伝えましょう。石板を見せる必要があるならそうしてください。シルルトには渡わたさないように」

「わかった。そっちはやっとく」

「石板を取りもどした後はどうするんですか？　台座が現れるのって、もうすぐですよね」

「ここを発たつ。おまえはイルザークと行動しろ。私とロードマスターも後から合流するが、おまえたちだけで先に行ってもらう可能性も──」

「先生も一いつ緒しよです」

「……わかった、一緒だ」

　答えるまでに、一瞬の間があった。たぶん、ヤムセは本当はもっと噓がうまい。リティーヤは、自分を相手にするとつい隙を見せてしまうヤムセに、胸の苦しさを覚えながらも、怒おこったふうを装って指し摘てきした。

「噓うそダメですよ、先生っ」

「少なくとも私かロードマスターのどちらかは市内で合流する。そうでなくてはその後の不安が大きいからな」

　ロードマスターは自分で淹れたコーヒーの匂いを嗅かいで、溜ため息いきを吐ついた。

「あー、これが人の飲み物だよ。嗜し好こう品ひんだよ。リティーヤの淹れるのは、あれはなんていうか、」

「罰ばつゲーム」

「そう！　罰ゲームだね」

「そうやって話逸そらす……」

　リティーヤはぶちぶちと言いながら、自分のミルク入りコーヒーをごくりと飲んだ。

「わかりました。とりあえず先生が鋭えい意い努力するってことでいいです。あたしとかいない方が先生も逃にげやすい場合もあるでしょうし。で、その後の『不安』ってどういうことですか？」

「《学園》と交渉しないといけないでしょ」

「……やっぱり、《学園》に石板預けるんですね」

　他ほかに当てがないからね、とロードマスターがコーヒーをまた一口啜すする。

「決めるのは、シルルトがミカをどうやって人に戻すつもりなのか確かめてからにしたいけど。でも、《大図書館》でも手がかりはなかったし、そうなると石板を取りもどしただけじゃ彼女を助けたことにはならない。今のところ石板について一番研究が進んでるのは《学園》だし、他に預けるよりはいいと思うよ。ボクやヤムセがいつまでも所持できるわけじゃないし」

「……うん、そうですけど」

　リティーヤはミカの件について《学園》がしたことを忘れたわけではなかった。ミカが石板の欠片と知った《学園》は、彼女を追うために説得要員ではなく戦せん闘とう要員を送り込んだ。そうやって送り込まれた内部調査局は、ミカを保護したユローナとの交渉に応じようとせず、そのせいでミカを取りもどす機会を失った。

《学園》は、石板に戻ったミカをどうするだろうか？

　衝つき上げてきた不安に、リティーヤは唇くちびるを嚙かんだ。

　不安は幾いくつもある。

　ミカを元に戻す方法がわからない。《学園》にはミカを元に戻すつもりがないかもしれない。《学園》の誰だれかが、石板の力を使って暴走させてしまうかもしれない。また《風と八月党》のような組織が石板を盗ぬすみ出すかもしれない。

　だが、石板をリティーヤやヤムセが持ち続けることが不可能なのも、事実だ。《学園》を初めとするあらゆる魔ま術じゆつ師し組織や各国政府に常に狙われ続けることになる。四つ、あるいは五つの石板を個人が持ち続けるのはあまりに責任が大きすぎる。どこかの組織や政府に託たくすのなら、よく知っている《学園》に託すべき──ロードマスターの話は、理解できる。

　衝しよう動どう的な不安に負けて、状じよう況きようを読み違えてはいけない。

　不安要素があるのなら、それに対して手を打てばいいだけの話だ。

　リティーヤは一つの決断を下し、顔を上げた。

「ってことは、今度はあたしが頑がん張ばる番なんですね。ロードマスターや先生が頑張ったみたいに、今度はあたしが頑張って、《学園》に留まってミカを守らなくちゃ。それができる魔術師にならなくちゃいけないんですね」

「キミがそこまで自分を縛しばり付けることはないよ。ボクもオルドゥナと交こう渉しようするし──」

「でも、ミカはもう《学園》の人間じゃないし、あの子を人間に戻もどすことに《学園》は積極的じゃないですよね？」

　石板に人格があっても、扱あつかいに困るだけなのだから。

　ロードマスターは言葉に詰つまり、リティーヤを見つめて首を振ふった。

「……そうだけど、それじゃあキミに苦労を全部背負い込ませることになる」

「だから、あたしはロードマスターとか先生とかが頑張ったみたいに、頑張るだけなんですってば。別におかしいことじゃないですよね？　あたし、ミカを放っておけないんです。先生とかロードマスターとかがあたしのためにしてくれたみたいに、あたしも──」

「おまえはまだ子どもだ」

　ヤムセはひどく不ふ機き嫌げんそうな顔で、吐き捨てるように言った。

「誰かを助けたい？　その前に自分の身を守ることだけを考えろ。《学園》はおまえのような子どもが誰かを庇かばいながら生き抜ぬける場所ではない」

　カッ、とリティーヤの顔に血が上った。ヤムセの言葉が事実を表しているだけに、羞しゆう恥ちと悔くやしさとが胸に鋭するどく衝き上げてきた。知らず、椅い子すから腰こしを浮うかす。

「ヤムセもさ、リティーヤがそばにいてくれた方が安心できるんじゃない？」

　だがその時、ロードマスターが、いきなりそんなことを言った。リティーヤは驚おどろいて一いつ瞬しゆん怒いかりも忘れ、椅子にまたすとんと腰を下ろした。

　ロードマスターは、仏ぶつ頂ちよう面づらのヤムセに話しかけていた。

「リティーヤが心配で誘ゆう拐かいしちゃうくらいなんだからさ」

「ダメですよ、ロードマスター。先生にこれ以上迷めい惑わくかけられません」

「一生をこいつのお守りで終える気はありません」

　リティーヤとヤムセはほぼ同時にそう言っていた。リティーヤはさすがにヤムセの言葉にかちんと来て、師を睨にらみつける。

「最近は時々あたしが先生のこと助けてあげてるじゃないですか。そのうち逆転しちゃってからやっぱりよろしくお願いしますなんて言ってきても遅おそいんですからね！」

「発言に一いつ貫かん性がないな。私に迷惑をかけていることは自覚しているんだろうが」

　リティーヤは鼻白みながらも、唇を尖とがらせて反論する。

「そ、それはですねー、今はまだ迷惑かけることもあるってのはわかってて、それなら一応遠えん慮りよしておくのが大人の対応かなって！」

「何が大人だ。自分で自分の面めん倒どうも見られない子どもだろうが」

「う、それは──」

「ヤムセってリティーヤのこと何かにつけて子ども扱いするようになったよね。なんでわざわざ口に出すようになったの？」

　突とつ然ぜん、ロードマスターが何気ないようすでそう言った。リティーヤは驚き、瞬まばたきを繰くり返し、しかし思い当たるところもあって頷うなずいた。

「あ、言われてみればそうですね。先生……先生？」

　ヤムセは、何な故ぜか凍こおり付いたようにロードマスターを見ている。ロードマスターは眉まゆを上げ、不思議そうな──というか、からかうような顔だ。

「今気付いたの？」

「あの、何か今の話で先生が固まる箇か所しよってありましたっけ？」

　リティーヤは一人だけ置いて行かれた気分で、ロードマスターとヤムセの顔を交こう互ごに見る。ロードマスターの言葉通り、ヤムセは誘拐以来、リティーヤを子ども扱あつかいするようなところが目立っていた。勿もち論ろん、ヤムセに助けられている現状ではリティーヤだって自分のことを大人だと主張する気にはなれないが、客観的に考えて、子どもだと強く主張できる年でもないと思う。

　だが、なんだってそれを指摘されたくらいで、ヤムセがこうも動どう揺ようしているのだろうか。

　ロードマスターはリティーヤの疑問には答えず、話を戻して言った。

「ま、リティーヤの覚かく悟ごはわかったよ。そう決めてるならそれでいいと思う。でも、戻ってしばらくはおとなしくしてた方がいいね。ミカ君のことは、機会を窺うかがっていけばいい。それは決して卑ひ怯きようなことじゃなくて、より確実に目的を達成するためのやり方なんだよ。リティーヤがそれを覚えられるのなら、バド辺りも協力してくれると思う」

　リティーヤの意思を尊重し、そう言ってくれたロードマスターに対し、リティーヤの中に感謝の気持ちがこみ上げてくる。だがそれはそれとして、やっぱりヤムセの話は気になる。

「えーと、それで、結局先生の──」

「ところでロードマスター」

「ああもう、先生！　またぁっ！」

　リティーヤはついに立ち上がり、テーブルにばんと手をついた。弾はずみでカップが跳はねる。だがリティーヤはその直後、溜ため込んでいた不満を再び飲み込んだ。ヤムセの目が、これまでになく真しん剣けんだったのだ。どくりと鳴る心臓を胸の上から押さえ、彼の言葉に意識を集中させる。

　ヤムセは口を開いて言った。

「ロードマスター。私のリンゴの甘あま煮にとクリームチーズのタルトはどこですか」

「あ、あれさっき一いつ緒しよに食べちゃった」

　ヤムセが真剣な、冷たい目で、ロードマスターを睨み続けている。ロードマスターは素知らぬふりでコーヒーを美う味まそうに飲んでいる。

　リティーヤは真ま面じ目めに話しているのが心底ばからしくなって、椅子に座り込んで頭を抱かかえた。




　借りているアパートメントをヤムセが出て行ったのは、夜も随ずい分ぶん更ふけた頃ころだった。

　話し合いは結局あれから大して進展もなく終わり、リティーヤは自室に引き払はらって寝ねる準備をしていた。ドアを開ける音に気付いて窓に駆かけ寄り、そっと覗のぞくと、通りを歩いていくヤムセの姿が見えた。おそらく、宣言通りイルザークを仲間に引き入れるために出かけていったのだろう。リティーヤはその背を見送り、しばらくぼうっとしていた。明日のことを考えると、到とう底てい眠ねむることなどできそうになかった。

　目に付いたのは、数日前にヤムセから借りたユローナのノートだ。

〈昼〉魔ま術じゆつについての記述もあるから読んでみたいと言うと、すぐに貸してもらえた。リティーヤはそれを手に取り、ヤムセがいつもするように、そっと、触ふれるか触れないかの力加減で、表紙に書かれた文字をなぞった。

　ざっと目を通しはしたものの、まだ精読はしていなかった。ユローナの書いたものを読むというよりは、ヤムセの心に触れるようなつもりで、リティーヤは慎しん重ちように、ノートを開いた。

　特とく徴ちよう的な書き方のやや右上がりの文字。様々な数式と、魔術のための式。リティーヤはそれらを見つめ、ゆっくりと読み解いていった。
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　川にかかる橋を渡わたってきた人物は、橋のたもとに佇たたずむヤムセを見て、一度立ち止まった。それからまた気を取り直した様子で歩き出し、今度はヤムセのすぐ目の前で立ち止まる。くすんだ金きん髪ぱつと、愛あい嬌きようのある顔立ちが、街灯の明かりに照らされる。

　男は──イルザークは、困ったように、微笑ほほえんだ。

「俺の居場所、どうしてわかった？」

　空々しい笑えみだった。

「情報屋は変えていなかったらしいな」

「あいつが売ったのか。後金払はらうんじゃなかったよ……それで、俺をどうしたいんだ？」

　イルザークは一見丸まる腰ごしに見えたが、肩かたに円えん筒とう形の鞄かばんを提さげている。愛用のサーベルは、その中だろうか。極地で重傷を負ってからそう日数が経たっているわけではない以上、全快とは言えないはずだが、その身のこなしに違い和わ感かんはなかった。

「……話がある」

　ヤムセはそう言い、背を向けると、川に沿って延びる道を選んだ。しばらく後に、イルザークがついてくる足音が聞こえた。足音は石いし畳だたみから、地面を直接踏ふむ音に変わった。解けた雪が地面を柔やわらかくし、足音も水っぽかった。

　川沿いの道には街灯が並びある程度の明るさがあったが、ヤムセはさらに立ち並ぶ倉庫と倉庫の間を抜け、細い路地に入って立ち止まった。

「明日、《風と八月党》の隠かくれ家がに潜せん入にゆうする。手を貸せ」

　振り返り、単刀直入にそう言う。

　イルザークが、その剣けん吞のんな目つきとは不釣つり合いな、明るい声で尋たずねた。

「何のために？」

「石板を取りもどす」

「で、その後は？」

「《学園》に託たくす。ミカが人に戻もどる方法は、《学園》が探すだろう」

「なんだそれ」

　イルザークは、顔を歪ゆがめるようにして笑い飛ばした。

「《学園》がミカを元に戻すわけがない。俺がどうして《学園》を信用できる？」

　目は、勿論、にこりとも笑ってはいなかった。

「私が《学園》から約束を引き出す。石板がこちらにある以上、条件を飲ませることは可能だ」

　イルザークはヤムセの胸に指を突つきつけて言った。

「納なつ得とくできない。《学園》が約束を守るとは思えない。ミカについては、俺が持って行かせてもらう。俺の選んだ魔ま術じゆつ師しに調べてもらう。それなら協力してもいい」

　ヤムセはイルザークの指を振ふり払った。

「確実にそれが《学園》の敵対者に渡らないという保証ができるか？　石板が学外にある限り、リティーヤは石板を得るための鍵かぎとして狙ねらわれる可能性がある。是ぜ認にんできん」

「……おまえはつまり、自分の教え子のためにミカの可能性を潰つぶそうってのか？　信じてもいない《学園》にミカを預けて。リティーヤに教えてやりたいよ、おまえの今の台詞せりふ！」

　ヤムセはうるさそうに眉を顰ひそめた。

「ミカの可能性を潰しているのは貴様だろう。どんなつてがあるか知らんが、《学園》以上に石板の研究が進んでいる組織などない。個人にしても同じだ。ミカを助けたいのなら《学園》に預けろ。《学園》で無理なら他ほかでも無理だ。《学園》の体質自体が信用できないなら、いっそ貴様が《学園》に雇やとわれろ。外部の一いつ般ぱん人も《学園》は助言者として入れている。対魔ま術じゆつ師し戦せん闘とうの専門家の意見は重宝されるだろう。貴様の微び罪ざいも帳消しだ」

　イルザークは、はっ、と笑った。

「ふざけるな。誰だれが《学園》に」

「ミカのためでもか」

　イルザークは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまったように口を噤つぐむ。だがすぐに再び口を開いた。

「……ならおまえはリティーヤがミカの立場だったら、どうしたって言うんだ。おとなしく《学園》に引き渡したって言うのか？　そんなわけないだろう！」

「私は魔術師だ。組織に頼たよらずとも自分でできることは多い。貴様は違ちがう」

「だから《学園》しかないのか？　研究なら他よ所そだってできる。俺の目の届くところで──」

「彼女の保護者にでもなったつもりか？」

　イルザークはヤムセの胸むな倉ぐらを摑つかんだ。視線がぶつかる。

「俺は彼女に対して責任を負っている。彼女を《風と八月党》の中に飛び込ませた」

「貴様はミカに対して何も負ってはいない。逆だ。貴様はミカに負わせてきたんだ」

　意表を突かれたのか、イルザークの目が見開かれ、その力が一瞬緩ゆるんだ。ヤムセはその瞬しゆん間かんをついて彼の手首を摑み、自分のシャツから彼の手を引き離はなそうと力を込めた。

「貴様がもしも本当にミカに対して責任を感じているのなら、もっと理性的に考えて判断をするはずだ。落ち着いて考えるための十分な時間はあったはずだ。それでも貴様は協力を拒こばむ。一人で助けられると考えているのか？　幾いくら護ご符ふがあるからといって、貴様一人では話にならん。貴様のはただの自己満足だ。ミカを助けたいわけではない」

「違う!!　勝手な、」

「それなら貴様の計画を聞かせてもらいたいものだな。どうするつもりだ？　シルルトに取り入るか？　力ずくで石板を奪うばうか？　できることは限られている、貴様に選せん択たく肢しはない」

「勝手な思いこみを偉えらそうに喋しやべるな！」

「ミカに負ってる？　貴様がどうしてミカについていったか、私にわからないとでも思っているのか？　貴様はミカに何もかも任せたんだ。自分の行く末さえ、彼女任せにしてきた。生きる意味さえ。セリネの時と一緒だ。導くふりをして、すがっていただけだ」

　言葉よりも早く、イルザークの拳こぶしがヤムセの頰ほお目がけて飛んできた。ヤムセは咄とつ嗟さに腕うででそれを防ぎ、逆に相手の鼻っ柱目がけて肘ひじを打ち込んだ。イルザークは避よけきれずにそれを顔面で受けながらも、さらに一歩踏み込んで、ヤムセの身体からだに肩から体当たりをした。ぬかるんだ道に足を滑すべらせたのもあり、ヤムセはそばの倉庫の壁かべに後頭部と背中を打ち付けた。イルザークは重い拳の一発を最初の予定通り頰に食くらわせた。

「おまえに言われることじゃない！」

　イルザークが、目を見開き、拳を震ふるわせ、叩たたき付けるように叫さけんだ。

「何もかも捨てて《学園》に戻ったおまえに……！　あの後の、今の、俺がわかるわけがない！」

　イルザークの鼻は打だ撃げきのために赤くなり、目の下の辺りも腫はれ始めていた。鼻血を乱暴に拭ぬぐう。壁にもたれ、その様子を見て、ひどい面だな、とヤムセは思った。彼自身の口の中にも血はにじみ出ていた。殴なぐられた時に、頰の内側でも嚙かんだのだろう。

「何があった」

「あんな組織、百年前に壊かい滅めつすべきだったんだ！」

　声は、月も見えない雪雲の下で、微かすかに震ふるえていた。

「何が強者こそ正義だ──旧きゆう態たい依い然ぜんとした、バカな組織さ！　セリネ様はどうにかしようとしていたが、俺じゃ無理だった！　あの人のやり残したことを俺が代わりにやり通したかった。でも、結局あの人が残していったものを、俺は何一つ守りきれなかった！」

「当たり前だ」

　ヤムセは、血の混じった唾つばを傍かたわらの地面に吐はき捨てた。

「貴様はセリネではない。セリネのしようとしたことをするのは無理だ」

「じゃあどうしろって言うんだ！」

「同じ事を繰くり返すな」

　こうして話をする間にも、頰がじんじんと腫れてくるのがわかった。熱く、痛かった。加減もせずに殴りやがって、と口中で呟つぶやくと、イルザークは、こっちはまだ体力も回復してないんだ、お互たがい様さまだと吐き捨てて、また血を拭った。ヤムセは彼を睨にらみつけた。

「ミカにセリネを重ねるのはやめろ。セリネの時のように無理をしてもどうにもならん。貴様は自分にできることだけを考えろ。我々に協力して、石板を《風と八月党》から取り戻せ。今、それ以上のことは貴様にはできない」

「違う！　俺は彼女を──」

「イルザーク」

　その時のヤムセの呼びかけは、セリネの、呆あきれた呼びかけに少し似た響ひびきを持っていた。

　そしてその声から逃のがれるようにイルザークは背を向けた。路地から出て行こうとする旧友の肩を、ヤムセは無む理り矢や理り摑んで、自分の方を振り返らせた。

「わからないふりをするのはもうよせ」

「やめろ！」

　振り払はらわれる前に、ヤムセはイルザークの頰を殴りつけた。先さき程ほど自分がされたように。

　イルザークの身体はよろめき、傍らに積み上げられていた木箱に足を取られてそこに倒たおれ込んだ。ヤムセはその上にのしかかるようにして胸倉を摑んだ。

「私は多少なりとも貴様に責任を負っている。セリネが死んだ時貴様の前から逃にげたのは事実だ。だからせめてもの償つぐないの代わりに、わからなければ何度でも言ってやる」

「やめろっ！　それ以上一言でも……っ」

　イルザークの手がすがりつくようにヤムセの腕を摑んだ。ヤムセは到とう底てい償いとは思えない無む慈じ悲ひな目でイルザークを見下ろし、その懇こん願がんを聞き入れず、はっきりと言った。

「おまえにできることは、もうない」

　イルザークの手から力が抜ぬけた。

　まるでナイフで斬きりつけられたかのようにイルザークは身を竦すくめた。泥どろでズボンやコートを汚よごしながら、子どものように小さく、丸くなる。手が自身の髪かみを摑むように頭を抱かかえ、俯うつむき、肩かたを大きく震わせて息をする。

「やめろ……」

　出てきた声はか細かった。

　ヤムセは旧友と同じように泥にまみれて、その場に膝ひざを突き、彼の肩に触ふれた。

「これが限界だ。おまえでは彼女を助けられない」

「言うな！」

「何度でも言う、と言っただろう。私はもうご免めんだ」

　肩を、無理矢理引き寄せる。首の後ろに腕を回し、頭を抱え込む。もがくイルザークの抵てい抗こうをねじ伏ふせ、ヤムセは忌いま忌いましげに言った。

「おまえに道を誤らせるのも、あのバカ弟子でしを助けられないのも、ご免だ」

　イルザークが、激情を堪こらえるように奥歯を嚙みしめた。全身の筋肉が強こわ張ばり、空気が張りつめた。彼は決断しようとしていた。セリネと、ミカと、自分の矜きよう持じと、その他色々なものを抱え込み、それらのせめぎ合いの中で、決断しようとしていた。

　そして、彼はようやく、絞しぼり出すような声で言った。

「……わかった」

　ヤムセは、ふっと息を吐いて目を伏せた。

　だが、イルザークの言葉には続きがあった。

「だから、この腕を解いてくれ」

　ヤムセは言われたとおりに腕を解いて、イルザークを解放した。

　イルザークは、地面に手をつき、脱だつ力りよくしたようにしばらくその場に蹲うずくまっていた。

「……おい？」

「おまえ、こういう人間じゃなかっただろう……」

　震えるような声だった。

　イルザークは、がばりと顔を上げると、泣きそうな様子で言った。

「他人に積極的に触さわるとか関かかわるとか、する人間じゃなかっただろう！」

　ヤムセはぼんやりと理由を考え、他ひ人と事ごとのように言った。

「影えい響きようされたんだ」

「誰にだよ！　卑ひ怯きようだ！　不意討うちすぎる！」

「む？　つまり、おまえは」

　ヤムセはまだ蹲ったままのイルザークの前に屈かがみ込み、その顔を覗のぞき込んだ。

「頭を撫なでられる方が良かったのか」

「断じて違う！」

　伸のびてきた手を振ふり払い、イルザークは立ち上がって泥を叩たたき落とした。ヤムセも同じように立ち上がり、泥を叩いて落とそうとした。まだ濡ぬれた泥はコートにへばりつき、叩いたり払ったりしたところで、汚れが伸びただけだった。

「だいたい嫌いやなら振り払えば良かっただろう」

「力が入らなかったんだ……」

　イルザークは感かん触しよくを思い出しでもしたのか、ぞっとした顔で口元を押さえ、ヤムセを見た。恐おそろしげな、畏い怖ふというよりは恐きよう怖ふの念を映した目だ。

「ヤムセ、おまえ……セリネ様に似てきたか？」

「年々似なくなってきていると嘆なげいていたのはおまえだろう」

「そうだよ！　見た目じゃなくて、こう……言動……？」

「よせ」

　ヤムセの制止にも拘かかわらず、イルザークは震えながら何事か呟き続ける。

「いや、別に大好きだったセリネ様に似てきたんだからむしろ喜ぶべきこと……なのか？　あれ？　でもどうして俺今こんなに寒気が……？　待てよ、何か変、」

「美化して余計なことは忘れてたならそのままでいろ」

　ヤムセはイルザークの頭を平手で叩き、泥にまみれたコートのポケットから、イルザークに渡わたす地図とメモを取り出した。




　ノックが聞こえてきた。

　軽い足音からノックの主が誰だれか、ヤムセにはわかっていた。彼は、入れ、とだけ言い、髪を拭ふく作業を続けた。

「せんせ、戻もどって──うわっ、なんですかその顔」

「夜中だぞ。何の用だ」

「あ、ちょっと。それより傷見せてくださいよ。喧けん嘩かしちゃったんですか？」

　リティーヤは前回の経験を踏ふまえてか、寝ね間ま着きの上から袖そでを通すガウンを着ていた。確かにショールよりは安定性があるが、結局その下が寝間着であることには変わりがない。ぱたぱたと柔やわらかなスリッパの音をさせて歩いてきて、ベッド脇わきに立つヤムセの頰ほおに手を伸ばす。ヤムセはその手を振り払った。

「治してあげますよ」

「自分でできる」

「じゃあ治させてください。あたし治ち癒ゆ魔ま術じゆつってどうもよくわかんなくて。先生なら失敗したら自分で治せるじゃないですか」

「人を実験台に使うな」

　ヤムセは呆れてそう言い、ベッドに腰こしを下ろしかけ──これではリティーヤがまたベッドで眠ねむりこけかねないと気づき、思い直して、サイドテーブルに腰こし掛かけた。リティーヤは小首を傾かしげつつも、また手を伸ばして、ヤムセの頰に触れる。

「治させてくれるんですか？」

「いきなり実践よりはマシだと思っただけだ」

　リティーヤはくすくす笑って礼を言い、少しの精神集中の後、魔術を使って彼の傷を治していった。腫はれ、熱を持っていた頰から、痛みが少しずつ引いていく。ヤムセは半ば目を閉じた。リティーヤの声が、幻げん聴ちようのように聞こえてくる。

「イルザークさんに殴なぐられたんですか？」

「……そうだ」

「どうしてすぐに治さなかったんですか？」

「あいつの怪け我がを治したくなかったからだ」

「はあ？」

　目を開けると、リティーヤは啞あ然ぜんとした顔でヤムセを見つめていた。

「イルザークさんも怪我したんですよね？　先生がやったんですよね？　それを治すの嫌で、かと言って自分だけ治すのも気が引けてそのままにしてたんですか。アホですねえ」

「おまえはどうしてそう一言多いんだ」

　リティーヤは腫れの引いたヤムセの頰をぺちぺちと叩たたいて言った。

「はい、終わりましたよー」

「……そもそも何の用で来たんだ」

「あ。えっとですね」

　リティーヤはガウンのポケットに手を突つっ込み、そこから小さな金属細工を引っ張り出した。

「これ」

　リティーヤが突き出してきたそれを受け取り、ヤムセはサイドテーブルのランプの明かりで照らして見た。それは、金属製の栞しおりだった。ページに挟はさまれる部分は薄うすく、本の背表紙にかかる部分には鎖くさりが繫つながり、その先で小さな赤いガラス玉が揺ゆれている。少し子どもっぽくも見えるが、金属の描えがくラインは美しかった。

　ヤムセは、どこかでそれを見たことがあるような気がした。

「確か、ユローナのノートに挟まっていたな」

　ノートといっても背表紙もある、分厚いものだ。要所要所には付ふ箋せんが貼はられてはいたが、それとは別に、この栞が挟まっていたのだ。

「このまま残ってたってことは、先生もしかして気付いてないのかな、って思って」

「何の話だ」

　ヤムセは訝いぶかしく思いながらも、栞をもう一度観察した。赤いガラス玉、薄い金属部分──ふと、その金属部分に何やら刻み込まれた文字があることに気付いた。光にかざし、目を細める。

　ユローナへ。ヤムセより。

　ふ、と彼は目を見開いた。今の今まで、すっかり忘れていた。これは彼が刻んだ文字だ。《学園》に来たばかりの頃ころ、授業で身の回りのものに原始文字を刻んで魔ま力りよくを付ふ与よするという演習があったのだ。彼は自分の持ち物だった栞に《幸運》の原始文字を刻んで、ユローナに渡した。

　渡したのだ。

　十歳のヤムセが、ユローナに。

　ヤムセにとってユローナは、自分を見みい出だし、《学園》に連れてきた先せん輩ぱい魔ま術じゆつ師しであり、それ以上に近しい存在でもあった。ユローナもことあるごとにヤムセを構った。美しく有能な魔術師に声をかけられることで、彼の幼い自尊心はしばしばくすぐられた。

　だが、これを渡したとき、彼女はひどくつまらなさそうな顔をしていたはずだ。彼女は大変な気分屋で、そのうえ彼の心を思いやるなんて真ま似ねはしてくれなかったので、そういった表情をすぐに表に出していたのだ。

　つまらなさそうな顔を、していたのに。

「持って……いたのか」

　出てきた声は掠かすれていた。リティーヤの表情が僅わずかに曇くもったが、彼は気付かなかった。

「何年前のものだ。よく、取っておいたものだな……」

　ユローナが父親の屋や敷しきを書庫代わりにしていたのは、ヤムセが父親に接せつ触しよくした七年前までだ。このノートはその少し前に書かれたものだった。その頃、すでに《学園》を出てセリネを殺していたユローナは、どういうわけか彼の贈おくった栞を持ち続けていたのだ。

「あのね、先生。あたし思うんですけど」

　リティーヤが、俯うつむき、言葉を選びながら言った。

「ユローナは、お父さんのこと、憎にくんでたって言われてますけど、それは本当だと思うけど、もしかしたら、愛してもいたんじゃないでしょうか」

　ヤムセはリティーヤを見た。彼がサイドテーブルに腰掛けているせいで、彼女の顔はいつもより近い位置にあった。俯いているため、視線は合わない。だが、悲しそうな目をしていた。

「大好きだけど、愛してるけど、傷つけちゃうこと、最近わかってきたんです。ちょっとだけ」

　それはヤムセ自身が彼女に──そしてユローナにぶつけた感情のことを言っているのかもしれない。おそらくリティーヤは、誰かをそんな形で愛したことはまだない。

「憎しみだけで、そこまで……裏から手を回して破産させた上に、しょっちゅう会いに行って面めん倒どう見るなんて、できるのかなって思ったんです。もしかしたら、もっと小さい頃に手に入れられなかったものを、そうすることで、手に入れたかったのかなって。優やさしさとか、関心とか」

　あるいは、愛だとか。

　リティーヤの口から出たその言葉が、耳じ朶だを掠めるようにして彼の鼓こ膜まくに届く。

「なんだか色々考えてて。それで、そうしたら、先生のことも、そういうのじゃないかなって思えてきたんです。ユローナは、先生を、結構好きだったんじゃないかな、って。勿もち論ろん、後こう継けい者しやと思ってたっていうのはあると思うんですけど、そういうのだけじゃなくて、もっと個人的な感情として。だから、あんなやり方でも本気で先生に関かかわり続けたんじゃないかなって……ううん、もしかしたら、それ以外のやり方がわからなかったのかも。お父さんの時と同じで」

　言ってしまうと、リティーヤは、照れ臭くさそうに笑って、顔を上げた。

「なんて。ユローナに聞かれたら、すっごくバカにされそうですけど」

　ヤムセは黙だまってリティーヤの顔を見つめていた。視線に気付いて、リティーヤはまた目を逸そらそうとした。ヤムセの右手が伸のび、その甲こうがリティーヤの右頰に触ふれ、そうさせまいとする。

　リティーヤはそれに抗あらがい、目を逸らしたまま言った。

「先生、今もユローナのこと好きですか？」

「好きだった、と言ったんだ。今もそうだとは言っていない」

「……そう、でしたね」

「どうして目を逸らす」

　弟子でしに呆あきれる師の声、にはならなかった。問いつめるような声は、ここで発するべきものではない、とぼんやり思った。そう思いながらも、ヤムセは手をリティーヤの頰から離はなせなかった。指の背で頰を擦こすると、彼女はその指を避さけるように首を逆方向に曲げ、ついに彼の手を振ふり切ってドアの方へぱたぱたと逃にげていく。

　そのまま出て行ってしまえ、とヤムセは心の中で呟つぶやく。

　だが、リティーヤはドアの前で立ち止まってしまった。この部屋にまだ何か未練でもあるかのように、俯いて、動かない。

　ヤムセは仕方なく身体からだを起こし、彼女のそばに行ってドアノブに手をかけた。

「イルザークさんは」

　リティーヤの手が、その手に重ねられた。

「力を貸してくれるんですか」

「大だい丈じよう夫ぶだ。さっさと出てけ」

　ヤムセはぶっきらぼうに言い、ノブを回そうとした。リティーヤの手がそれを止める。ずっと俯いていた顔を上げて、彼女は真っ直すぐにヤムセを見た。

「ロードマスターに怒おこられるからですか？　この間は部屋に置いてくれたじゃないですか」

「あれはおまえが勝手に寝ね入いったんだろうが。四歳児か何かのように」

「あたしってそんなに子どもですか」

　ロードマスターは本当に余計なことを言った。ヤムセは心底そう思った。

「子どもだと言われたくないのなら、いつまでも男の部屋にいるものじゃない」

「先生の部屋にいられなくなるなら、子どものままでいいです」

　──即そく答とうだった。

　まるで最初から答えなど用意されていたかのように、リティーヤは間をおかずにそう言った。

　そこにはあまりに真しん摯しな響ひびきがあって、一いつ瞬しゆん彼は言い返す言葉を失った。視線を逸らすことすらできず、青くすっきりとした色合いのその目を、魅み入いられたように見つめていた。潤うるみ、揺らぐ目には、感情が溢あふれ出す寸前で留まっているような、危あやうさがあった。胸にじわりと、その目が入り込んできたような感覚を覚えた。

　だから、その後のリティーヤの行動を、予測も、回かい避ひもできなかった。

　リティーヤは彼のシャツを摑つかんだかと思うと、つま先立ちになって頰ほおにキスをしたのだ。温かく、柔やわらかな感かん触しよくが頰にあって、穏おだやかな石せつ鹼けんの香かおりと彼女自身の甘い匂においとが鼻先を掠め、すぐに離れていった。

　リティーヤがかかとを再び床ゆかにつけるまで、ほんの一瞬のことだった。

　彼女は僅かに上気した顔で、揺れる目で、ヤムセを見た。どこか思い詰つめたような表情だった。だが、ヤムセと再び目が合うと、突とつ然ぜん目を見開き、彼を突つきとばした。

「ち、違ちがっ！　なんかだからちょっと隙すきがあったのでつい！　いやただの、ただのおやすみのキスみたいなものでそれ以上の他意はないっていうか！」

　涙なみだ目めで、そうまくしたてて、今度は自分からドアノブに飛びつく。

　だが、その時にはヤムセの手は、ドアノブを固定する方向に力をかけていた。

「ちょ、先生っ、ドアっ」

　ヤムセは左手でノブを押さえ、右手で暴れるリティーヤの肩かたを摑み、その身体をドアに押しつけた。みし、とドアが微かすかにきしむ。ロードマスターは用事があって外に出ているはずだ、という思考がヤムセの頭の片かた隅すみに浮うかんで消えた。リティーヤはドアとヤムセの身体に挟まれて、最後の抵てい抗こうとばかりに左の拳こぶしを振り上げた。だがその拳をヤムセは右手であっさり摑み、ついでに捻ひねり上げてドアに押しつける。暴れる膝ひざの間に足を入れる。

「わ、ぁあっ!?」

　リティーヤは観念したように、あるいはもうどうしていいかわからないのか、ぎゅっと目を閉じた。

　ヤムセは身体を屈かがめ、その額に軽く口づける。

　それだけで、解放する。

　リティーヤが、おそるおそるといった様子で目を開け、自分の無事を確かく認にんする。

「……………………あれ？」

　ヤムセはドアノブに手を掛かけ、ドアを開けながら言ってやった。

「おやすみのキスだろう？」

　リティーヤはしばらくぽかんとヤムセを見ていたが、やがてその顔が、歪ゆがみ始める。

「お……あ……ああ……うわああああっ！」

　自分の身に降りかかったのが想像していたようなことではなくキス一つに過ぎなかったことを理解した途と端たん、彼女は顔どころか鎖さ骨こつの辺りまで真っ赤にして、部屋を転がり出て行った。

「ガキが」

　ヤムセはそれを見送り、ぼそりと呟いた。

『先生の部屋にいられなくなるなら、子どものままでいいです』

　そんな台詞せりふは口にするものじゃない。少なくとも、あんな状じよう況きようでは。

　ヤムセはドアを閉め、疲つかれ切ってベッドに腰こしを下ろした。

　──子どもだと、声こわ高だかに主張しなければ、手放せなくなりそうだった。

　自分が一時的に彼女を保護しているのは、彼女が子どもで、助けが必要だから。だから当然この件が終わったら《学園》に帰すのだ。少し心が引っかかるのは、ただの庇ひ護ご欲よくに過ぎない。

　そう、自分自身に、言い聞かせていた。

　だが、実際には彼女は子どもと言える年ねん齢れいではないし、自分も、そう思ってなどいなかった。この感情は庇護欲などではないし、当然、子どもだからなんて言い訳も通用しないのだ。

　ヤムセは自分の手を見つめた。この手で彼はリティーヤの身体を摑み、押さえつけた。ゆっくりと指を曲げ、拳を作る。見えない、けれどかけがえのない何かを摑み取るかのように。

　目を上げれば、リティーヤの残していった栞しおりがサイドテーブルの上に放置されていた。

　……一つ、簡単な事実だけが、はっきりと彼の中にあった。

　これは、教え子に向けていい感情ではない。ユローナにかつて抱いだいていた執しゆう着ちやくと同様、憎ぞう悪おに転化した瞬しゆん間かん、これが彼にどういう行動を取らせるか、もうわかっているのだから。

　だから、そう、この手を放そう。

　ヤムセはゆっくりと、おずおずと、曲げた指を伸ばしていった。

　掌てのひらの中には、ただしめやかな夜の空気だけがあった。




　心臓がおかしくなってしまった。

　リティーヤは自室に飛んで帰り、ベッドの上に飛び乗って毛布を被かぶった。ランプはつけていなかったが、街灯の明かりが薄うすいカーテンを透すかして忍しのび込んでいた。

　短期間に、二度までもヤムセの部屋に行ってしまった。

　別にそんなことは目新しいことではない。これまでだって、ヤムセの部屋に行くくらいはよくあった。主に早朝とかであって、夜は少ないが。

　だが、これまでとは、違ちがう。

　これまでは言い訳ができた。何も決定的なものは露ろ呈ていしていなかったから。自分たちの間にあるのは居い心ごこ地ちの良い師し弟てい関係だけだと言えたから。指導教官の部屋にちょっと用事があって行っただけ、そう言えた。だが今はできない。押さえつけられた手首や、触れられた感触の残る額や、頰や、なんだかもう色々熱くてどうしようという全身が、そういう言い訳が言い訳に過ぎないということを、リティーヤ自身に強きよう烈れつに教えている。

「子どもだって、言ってたのに」

　リティーヤは小さな声で呟いた。

　子どもにも、教え子にもしないようなことを彼は自分にした。

　あれは一種の警告だったのかもしれない。押さえつけられたら抵抗もできない、そんな状況を作り出すなと、彼は言いたかったのかもしれない。リティーヤだって、ヤムセが男性だということくらいは理解している。しっかり、はっきり、理解している。深夜の訪問は、幾いくら用事があるからといって、他人にはしないことだ。ヤムセが相手だからしたのだ。

　それは、別に、彼とならそういう危険なことにはならないと安心しているから、ではない。ヤムセは色々と危ない人だ。機き嫌げんの悪い時など、どんな目に遭あうかわかったものではない。

　そうではないのなら、どういうことだ？

「！」

　リティーヤは答えに思い至って、もう少しで悲鳴を上げそうになってしまった。




　ヤムセとなら、いっそのこと、そうなってしまっても──。




　リティーヤは毛布を頭の先まで引き上げて、ベッドの上で小さくなった。

「待てあたし。待て！　良くないっ！　相手が先生だからって良くない、全然良くないよね!?」

　幾ら、別れが目前に迫せまっているからといって、そういう刹せつ那な的な行動は、よろしくない。気がする。少なくともリティーヤのこれまでの価値観にはそぐわない。そういう発ほつ作さ的なことは、むしろヤムセとのこれまでの関係を裏切る行こう為いにも思えた。

　熱がぶり返す。肩にも手首にも頰にも額にも、彼は触ふれていった。ドアに押さえつけられ、腿ももと腿とがぶつかり合った。互たがいの呼吸が入り混じるほど、近くに触れ合ったのだ。リティーヤは俯うつむき、顔を手で覆おおった。長い金きん髪ぱつが指に絡からみ、毛布から零こぼれ、シーツの上に乱れて広がった。顔に血が上って、うなじの辺りから燃え出しそうだった。

　ヤムセは師だ。だが、もうそれだけの存在としては見られない。死んだユローナに嫉しつ妬とするくらいに、別れるのならその前に奪うばわれたいと思うくらいに──いや、ユローナから彼を奪いたいと思うくらいに、自分は女で、彼は男でもあったのだ。

　だから、リティーヤは熱と絶望でぐちゃぐちゃの胸から、声を絞しぼり出した。

「もう、部屋には行かない……！」

　行けるわけがない。彼は警告したのだから。




「えー……何かすごく気まずい空気が流れてる気がしなくもないけどボクの気のせいだよね？」

　ロードマスターが笑え顔がおでヤムセに尋たずねた。笑顔といっても、完全に作った笑顔だ。ね？　ともう一度念を押されて、ヤムセは、さあ、とロードマスターの目を見て言った。

「心当たりがありません」

「へえええ？　あ、そうなんだあ。昨夜何かあったとか、そういうことはないんだよね？」

「何か？　ありませんね」

「ろ、ロードマスター。それで、向こうからの返事はどうなったんですか。シルルトからの」

　話が進みそうになかったので、リティーヤが無む理り矢や理り軌き道どう修正を試みた。ロードマスターは怖こわい作り笑顔のまま、ぐるんっと首を回してリティーヤの方を向いたが、彼女も何も言う様子がないのを見て取ると、諦あきらめた様子で笑みを消し、天てん井じようを見上げた。

「わかったよ。シルルトね。返事は来たよ。会談に乗ってきた」

「何時に、どこで──」

「十時。今から三時間後」

　素そっ気けなく答え、食しよく卓たくの上に彼自身で用意した朝食の皿を引き寄せ、籠かごからライ麦パンの塊かたまりとナイフを手に取る。ヤムセはすでに自分の皿に糖衣がけされたペストリーを山盛りに取り分けている。リティーヤは空腹を覚えながらも、確認せずには食事を摂とる気にもなれなかった。

「どこでですか」

　ロードマスターが、切ったパンにチーズとハムを載のせて答えた。

「向こうの屋や敷しき」

「え……!?」

　しかし、それでは向こうは隠かくれ家がをこちらに教えたということだ。石板を置いている隠れ家の場所を。ロードマスターは、オープンサンド状態になったパンにぱくりと食いつきながら、憂ゆう鬱うつそうに頰ほお杖づえをついた。

「なんだろねー。こっちが隠れ家見つけたことばれたのかな。でもだからって石板にヤムセ近づけるような真ま似ねしないよねー。石板がよそにあるってのも考えたけど、特とく殊しゆな儀ぎ式しきのための道具も運び込まれてるし、間ま違ちがいないと思うんだけどなあ」

　正直気持ち悪い、と零こぼす。

「ヤムセとリティーヤをさっさと屋敷で捕つかまえる気なのかな、とも思ったけど。会談場所が向こうの屋敷ならなおのこと、ヤムセが石板持ってのこのこ交こう渉しように行くわけないじゃないか。つまりこれじゃあ、石板は手に入らないんだ」

　ヤムセが交渉に行く間、石板はロードマスターが守ることになっている。確かに、ヤムセやリティーヤを捕まえたところで石板は手に入らない。

「でも、あたしたちを人ひと質じちにロードマスターに石板寄よ越こせって要求するかも……」

「えー。リティーヤは無事だよ、イルザークが来てくれるなら。ヤムセ一人が捕まっても、ボクは要求飲めないなあ。五つ目がシルルトの手に落ちたら、確実に台座に戻もどすでしょ。そしたら〈昼の王〉の誕生だよ。運良く魔ま力りよくの暴走は避さけられたとしても、ろくでもない改変は起こっちゃうかも。それくらいならボクはヤムセ見殺しにするねえ。っていうか自分でなんとかしてほしい」

「無論、なんとかします」

　ヤムセは甘いペストリーの上にさらにハチミツをかけ砂糖をまぶすという荒あら技わざを見せつけながら、むっつりと怒おこった顔でそう答えた。

「交渉場所を屋敷に指定してきたのは、シルルトが石板から離はなれたくなかった、石板を動かしたくなかったからだとも考えられます。ロードマスターの動きが使い魔などで見張られている可能性もあります。行動にはくれぐれも気をつけてください。それから脱だつ出しゆつの手配を」

「うん。わかってる。あれ、リティーヤ全然食べてないじゃないの。今日は大変な一日になるからね、しっかり食べておきなよ」

　昼食も、下へ手たをしたら夕食まで抜ぬくことになりかねない。リティーヤは話も一段落ついた様子だったので、とりあえずパンを取ろうとした。

　どん、とハチミツと砂糖で重くなったペストリーが目の前の皿の上に置かれた。

　リティーヤがきょとんとして見上げると、別のペストリーに同じようにハチミツを塗ぬりたくっていたヤムセが、振ふり向むきもせずに言った。

「食っておけ」

「……………………これを？」

　リティーヤの目にはそのペストリーは砂糖の塊にしか見えない。

「摂せつ取しゆ栄養素的にすごく問題ありそうなんですけど」

「糖分がないと頭が働かんぞ」

「先生はなんでもかんでもやりすぎなんですよ」

　リティーヤはペストリーをつまみ上げ、表面につけられた砂糖とハチミツを一口舐なめ取るように食べた。──と、その拍ひよう子しに頰ほおについたハチミツをヤムセの指で拭ぬぐわれる。ヤムセが拭ったそれをぱくりと口に含ふくむさまに、リティーヤは何な故ぜだか一いつ瞬しゆん引きつけられ、慌あわてて目を伏ふせた。

「……昨夜だけど、ほんとに何もなかったよね？」

　その時、妙みように複雑そうな顔で師弟のやりとりを見ていたロードマスターが、同じ話を蒸むし返してきた。ヤムセが淡たん々たんと対応する。

「ありません。それより今日の各自の行動をもう一度確かく認にんしておきましょう。リティーヤは昨日教えたことをたぶん忘れてます」

「あたしだってそんな大事なこと忘れません！　えーとまず合図を待つ……んですよね？」

　言ったとおりでしょう、とヤムセがロードマスターに目交ぜした。ロードマスターは次のパンを取りながら、肩かたをすくめた。ボクは知らないよ、キミの教え子でしょ、とでも言いたげに。
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　屋敷は、クラスター郊こう外がいの森の中にあった。

　ヤムセはゆったりと椅い子すに座って、向かい合って座るシルルトを見つめていた。

　約束の時刻、屋敷を訪おとずれたヤムセが案内されたのは、広々とした応接室だった。暖だん炉ろの向かいの壁かべには一点の絵画が飾かざられ、シルルトはその絵のそばで、彼を待っていた。

「……では、欠片かけらはここには持ってきていないのだね？」

　シルルトは美男と言ってもいいくらいの男だった。やや瘦やせ気味で、肌はだの色も白すぎはしたものの、それがロードマスターとはまた違ちがう、艶つやめいた陰かげのある美しさを作り出していた。月の光しか浴びたことがないかのような病的なまでに白い肌には、午前中の優やさしい光ですら刺し激げきが強すぎるように思われる。だがシルルト自身はそんなことには無む頓とん着ちやくに、レースのカーテン越ごしの陽光を浴び、そのひどくしわがれた独特の声で囁ささやくように話し続けた。

「四つ目を人の姿に戻もどしたければ、台座の出現場所に来い……確か私はそう言ったのだったね。でも手みやげは必要だと言ったはずだよ？」

　ヤムセの前に美しくカットされたグラスが置かれる。窓からの光がグラスに入った液体の揺ゆらぎをテーブルに映していた。ヤムセをこの部屋に案内した若者は、グラスと水差しを置くと、静かに部屋を出て行った。

「我々が欠片を所有していることはすでに仲ちゆう介かい者に確認させたはずだ。欠片は仲間に持たせている。私の身に何かあれば、行方ゆくえはわからなくなる」

「……仕方ないね」

　ヤムセの対応くらいは見み越こしていただろうに、シルルトは溜ため息いきまでついてゆっくりと足を組み替かえ、椅子の背にもたれた。ヤムセは、そういった余興を無視した。これはまともな組織同士の交渉などではない。向こうのやり方に付き合う義理もなく、単刀直入に言った。

「こちらも確認したいことがある。あの少女を元に戻す方法を知っているのか？」

「簡単だよ。願えばいい」

　シルルトはテーブルに映る水の揺らぎに目を留め、口元に笑みを浮うかべる。

「〈昼の王〉になれば、世界を望むように作つくり替えられる。君たち《学園》は、ただの迷めい信しんだと言うけれどね──いや、そういえば君はもう《学園》の人間ではないのだったね。ならばこの取引における問題が、一つ減ったことになる」

〈昼〉の石板を台座に戻せば、〈昼の王〉となり、四分の一秒だけ世界を望む形に作り替えることができる。それはかつて《キツネ》がリティーヤにも語っていたことだ。《学園》では公式にはただの迷信とされているが、実際一人の少年が〈夜〉の台座に触ふれて〈夜の王〉となりシルルトやロードマスターという分身を生んでしまったように、世界のありように大きく手を加えることは可能なのだろう。ミカを、もう一度世界に送り出すことも。

「君が石板の欠片を渡わたしてくれたら、私たちが石板を台座に戻そう。その時、ミカという少女を再生することも可能だよ」

「何の保証もなしに、欠片を渡すことはできない」

　ヤムセはシルルトから視線を逸そらさずに言った。ヤムセは、シルルトは勿もち論ろん、周囲のすべてに注意を払はらっていた。一方、シルルトは相変わらずつかみ所のない曖あい昧まいな表情で、悠ゆう然ぜんと椅子に深く腰こし掛かけている。

「そうかな。そうかもね。なら、君が石板を台座に戻してもいいよ」

　──ヤムセは一瞬、相手の意図をはかりかねた。

「君が嫌いやならあのお弟子でしさんでもいい。リティーヤと言ったね」

　シルルトは《風と八月党》の手で石板を台座に戻したがっている──ヤムセはそう考えていた。ロードマスターもそうだろう。

　ところが、実際にはそうではないとシルルトは主張している。

　望みを叶かなえられる、その甘い誘さそい文句を口にしておいて、自分の望みを叶える気はないとは。

「石板を自分たちの手で戻すのが目的ではないのか」

「私はたぶん〈昼の王〉になることはできないよ。〈王〉になれるのは一人一回だけ、それ以上は身体からだが保たない──《学園》の元副学長から、聞いたことはなかったかな？」

「だが、そうであっても仲間に戻させようとするはずだ」

　微笑ほほえみ、まるで教本を読み上げているように、なめらかに、感情を込めずにシルルトは言う。

「誰だれが〈王〉になるかは、些さ細さいな問題だ。我々《風と八月党》は、《始原のキツネ》の言葉に従うだけだ。石板が台座に戻って気候が回復すればそれでいい。失われてしまった熱を取り戻し、この世界を完成させるんだ。その時こそ、人類の新たなる時代が始まる。大陸は安定を取りもどし、高度な魔ま術じゆつが復活し、豊かな文明が築かれる」

「台座に石板が戻れば気候は逆ぎやく戻もどりするぞ。備えがなければ、収しゆう穫かく量は激減し、おそらくは大規模な飢き饉きんが起こる」

「だから？」

　シルルトは、不思議そうに訊きき返し、小首を傾かしげた。その仕草だけは、どこかロードマスターと似通っているものがあった。

「我々には備えがあるよ。それ以外の人間は、《キツネ》や代弁者たる我々の言葉を聞こうとせずに備えを怠おこたってきた。ならばその代だい償しようは払わなくてはならない。それだけのことだ」

　ヤムセはいちいち挑ちよう発はつに乗ったりはしなかった。ただ目を細め、相手を批判的に眺ながめた。

「それは《風と八月党》としての主張だろう。貴様自身はどうなのだ。《キツネ》を殺しておきながらその言葉を信じ続けるなど、筋が通らん。……《キツネ》のことは、仲間には、いったいどう説明した？　我々が殺したとでも言ったのか？」

「ふふ」

　噴ふき出すように、さもおかしそうに、シルルトは肩を震ふるわせ、笑った。

「誤解があるようだね、彼は死んでなどいない。そんなことが許される存在ではないんだ」

　ヤムセの頭に、シルルトが極地で姿を消す前、付き従っていた少年の顔が浮かんだ。リティーヤはその少年を《キツネ》の変名であるバゼルと呼んだ。ヤムセもちらりと見ただけだったが、よく似ていたように思う。死んでなどいない──それは真実か。いや、死体は確認した。ならば、生きていると見せかけているだけなのか？

　探さぐるヤムセの視線を無視し、シルルトは突とつ然ぜん椅い子すから立ち上がり、背後の壁にかけられていた絵画を仰あおぎ見みた。部屋は天てん井じようがかなり高く取られていたのだが、絵はそれでもその高さの半分以上を占しめていた。抽ちゆう象しよう的な筆ひつ致ちの油絵で、画面右手には一人の男と一いつ匹ぴきのキツネ、左手には悪夢のような様々な出来事が描えがかれている。どうやら、キツネが男をそちらに導いているか、そちらの方向を指し示しているところらしい。あるいは、その出来事について語っているのかもしれない。

　男とキツネは、おそらくは、ラガロと、《始原のキツネ》だ。

《風と八月党》は、そもそも《始原のキツネ》を描いた絵画《風と八月》から名前を取っている。絵が反社会的だとされ処分を受け、結成後間もなく地下に潜もぐることになったため、怪あやしげな連中がくっついてきたらしいが、本来的には芸術家の集団だ。《風と八月党》の初期の後こう援えん者が所有していた屋や敷しきなのだから、当時の絵が残っていてもおかしくはない。

　シルルトはその絵の下に立ち、絵を見上げて言った。

「何な故ぜ、《風と八月》という名の絵が処分されることになったか、知っているかい？」

「……反社会的な表現があったということだ。ラガロかキツネを、当時の権力者になぞらえて描きでもしたのだろう」

「違うよ」

　シルルトはヤムセを振ふり返った。白と黄色を基調とした絵の中に、シルルトの白い顔も髪かみも埋まい没ぼつしそうだった。

「真実を描いたからだ。《キツネ》がラガロに残していった、予言を描いたんだ。予言は一つ二つと当たり、ついには時の権力者を怒おこらせた。何故ならその絵には、彼の破は滅めつすらも描かれていたから。画家たちは、絵を守ろうとしたそうだ。贋がん作さくを作ってね。この絵はそういう贋作の一つだって言われてる。さあ──」

　シルルトは、微笑んだ。楽しそうに、おかしそうに、どこか超ちよう越えつ的な視点から人々を見下すように。

「近寄って見てみたらどうだい？　この絵が贋作か本物か、よく見てみればわかるよ。もしも本物なら、君のことも描かれてるに違いないからね。遠くからではぼやけて模様のように見えても、近寄れば、真実の姿がわかるんだよ」

「答えろ」

　ヤムセは惑まどわされることもなく、シルルトの目だけを見て言った。

「《風と八月党》としての答えではなく、貴様の答えを知りたい。何故台座に石板を戻もどしたがる？　何故、他人にそれを任せても平気だと言う？　願いを叶えたいのではないのか？」

「……私も真実を見た一人だった、というだけのことだよ。絵で見たわけではないけれどね」

　シルルトは、それだけ言った。引き結び、僅わずかに口角をつり上げた唇くちびるからは、それ以上の言葉を引き出せそうにない。

「話にならん」

　カツ、とかかとを床ゆかにたたき付けるようにして音を立て、ヤムセは椅い子すから立ち上がった。大おお股またで歩いて、暖だん炉ろの前に立つ。春はまだ遠い。火は絶えることなく燃え続けていた。その薪まきの奥に揺ゆらめく熱を感じながら、シルルトを振り返る。双そう方ほうの距きよ離りは、いまやはっきりと広がり、断絶していた。

「貴様は《キツネ》によって〈王〉になれとそそのかされ、〈夜〉の台座に触れたのだろう。そんな人間が、利用する以外のどんな目的で《風と八月党》に近づく？　《風と八月党》の目的は、貴様の目的ではない。自身の目的すら言わぬ相手に欠片かけらを渡すことはできん」

「君たちの答えは最初から決まっていたんじゃないのかい？」

　風が出てきたのだろうか。雲が流れて太陽を隠かくした。屋敷全体が影かげに包まれ、部屋の明度が変化する。

　その中で、シルルトの目だけが、静かな輝かがやきを映してヤムセを見つめる。

「ここに来たのは、情報が欲しかっただけだね？」

　お互たがい様さまだ。この会談で素す直なおに合意に至るわけがないのは、向こうもわかっていたはずだ。

「ならば、貴様が欲しかったものはなんだ？」

「私の？　勿論、欠片さ」

「今私を拘こう束そくしたところで欠片は手に入らん」

「わかっているよ。だが、君を拘束すれば、少なくとも君らの戦力を大おお幅はばに削けずることはできる」

　ふ、とヤムセはその口元に笑えみを浮うかべた。無意識のうちに、呼吸をするように自然に。双そう眸ぼうが凄せい絶ぜつな輝きを宿す。

「そう簡単にいくと思うな」

　大気が振しん動どうする。日も陰かげり、もはや暗い庭を見せるばかりの窓ガラスが震える。シルルトの強大な魔ま力りよくが、魔術の発動前から幾いくつもの衝しよう撃げき波はを生み出し、周囲にあるあらゆるものを破は壊かいしていく。ガラスの水差し、グラス、テーブル、椅子、絨じゆう毯たん、壁かべ紙がみ、そして窓ガラス──シルルトのそばにあるものから、順じゆん繰ぐりに粉々に砕くだけ、あるものは塵ちりになる。

　ヤムセは右手を前に突つき出して結界を張りつつ、左手に攻こう撃げきのための魔力を集中させていく。

「屋敷を壊こわしたくないのか？」

　結界と魔力を維い持じしたまま、嘲あざけるように、挑発する。

「その規模で、私をどうこうできるとでも思っているのか」

「楽しいことを言うね」

　シルルトは笑みを深め、高めた魔力を解放する──。

　魔術の発動に巻き込まれた《風と八月》は、泣き女の声のような音を上げて塵になった。




　合図は煙けむりだ。

　ヤムセが、暖炉の中に色つきの煙を出す発はつ煙えん物を投げ込み、それが煙えん突とつを通って屋敷の上空に出た時が作戦開始のタイミングだった。屋敷の煙突から赤みがかったその煙が立ち上るのを確かく認にんして、リティーヤはすぐさま森の中の隠れ場ば所しよを飛び出し、裏手の窓から屋敷に潜せん入にゆうした。威い力りよくを弱めた衝撃波で窓の掛かけがねを外すくらいは、リティーヤにだってできるのだ。事前にヤムセに目め眩くらましの魔術をかけてもらっていたから、彼女の姿に気付くことができた者はいなかった。

　屋敷全体が大きく縦に揺れたのは、リティーヤが屋敷に入り込んで間もなくのことだった。おそらく、ヤムセがシルルトとぶつかったのだ。リティーヤは足を踏ふん張って衝しよう撃げきに耐たえると、混乱する人々を尻しり目めに、再び駆かけ出した。そういった揺れだけではなく、屋敷内には火の手も上がっていたらしく、火事だ、という叫さけびも聞こえていた。戦いの余波か、そうでなければ陽動作戦でイルザークがぼや騒さわぎを起こしたのだ。

　あらかじめ目星をつけていた扉とびらは、奥まった場所にあった。

　廊ろう下か側から掛けられていた錠じようを手早く外して中へ飛び込む。扉の向こうは廊下に比べると暗かったが、目の前から続く階段のところどころに燭しよく台だいが置いてあり、足あし下もとは見えた。

　リティーヤは扉を閉めると、音を立てないように、できる限り素す早ばやく、階段を下り始めた。

　階段の終わりは、柱の並ぶ、天井の低い空間になっていた。かなり広く、本来は倉庫としてでも使われていたのだろう空間だ。その床に何本もの蠟ろう燭そくが立てられ、円を描いている。

　そしてその円の中心に、リティーヤに背を向けて座る小こ柄がらな人物がいた。

　長いプラチナブロンドを二つに分けて頭の高い位置で結ゆい上げ、華きや奢しやな肩かたにマントをかけている。汗あせで後おくれ毛のはりついたうなじは細く、その人物が少女であることをはっきりと表している。

　後ろ姿だけで十分だった。それはリティーヤの前でイルザークを撃うって去った、ロリロナだった。ロリロナは前まえ屈かがみになって前方に両手をつき、一心にぶつぶつと何かを呟つぶやいている。漏もれ聞こえてきたのは《ヘビの一族》の使っていた言葉で、彼ら特有のしゅうしゅうという発音が耳に付いた。彼女の前には赤い布が敷しかれ、その上に石板が置かれている。割れた部分を合わせて復元しているが、右みぎ隅すみの一ヶ所だけが欠けている。

「ロリロナ！」

　リティーヤの声を聞いて、ロリロナはようやく口を閉じ、背後を振り返った。マントの下には以前にも見かけたフリルで飾かざられた露ろ出しゆつの多いドレスを着て、顔立ちも相変わらず愛らしかったが、つり上がった眉まゆの下にある眼まな差ざしの輝きだけは、どこか違ちがっていた。単に鋭するどいのではなく、熱に浮かされたような、とろけそうな輝きがあった。顔を上げ、リティーヤを見ていたが、その右手は先さき程ほどからずっと石板の上に載のっていた。

「何しに来たの」

　昂たかぶった目に、到とう底てい少女とは思えぬ艶なまめかしい笑みを浮かべてそう尋たずねてくる。

「石板を取り戻しによ！」

　リティーヤの言葉に、ロリロナは、アハ、と楽しげに笑う。

「バカね。この石板はもうアタシのもの。アタシが〈昼の王〉になるのよ」

　突とつ然ぜん魔ま力りよくの激しいうねりを感じて、リティーヤの肌はだは粟あわ立だった。火傷やけどしそうなほどの熱風がロリロナと石板からリティーヤへと吹ふき付けてきた。リティーヤの中にある〈昼〉魔力がその熱の影えい響きようを最小限に留めはしたものの、常人ならば息をした途と端たんに肺が焼けそうな空気だ。

　石板から引き出された〈昼〉魔力が、ロリロナを中心に噴ふき出している。

「待っ──あんた、今封ふう印いんを解いたわねっ!?」

「アハハ！　味わわせてあげる──特別にね！」
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　次の瞬しゆん間かん、ロリロナは右手を石板に置いたまま、左手をリティーヤに向かって突き出した。その指から噴き出す力を察知し、リティーヤは咄とつ嗟さに〈夜〉魔力で防護結界を張る。リティーヤの結界に、それまでとは比べものにならない温度の熱風がぶつかり、撥はね返されて、周囲を荒あれ狂くるった。床に敷かれた布は着火した次の瞬間には燃もえ尽つき、それでも収まらない超ちよう常じようの炎ほのおは、ロリロナの足の上を舐なめるように這はい上がっていった。だがロリロナは恐おそれることなく炎の這い上がるままにして、肌を伝って手ての甲こうにまで辿たどり着いたその炎を見て、微笑ほほえんだ。

　ロリロナが手の甲にまで燃え広がった炎にふっと息を吹きかけた。途端に彼女の全身を包もうとしていた炎が、消えた。

「どう？　アタシの炎は」

　ロリロナがそう言ってリティーヤを見た。ぞくりとするような流し目だった。

「綺き麗れいでしょ。素す敵てきでしょ。アタシはアンタよりずっと凄すごいの。この四つの欠片かけらの力を手に入れたの。そう、アタシが〈王〉になるのよ、党首様もあの御お方かたもそうおっしゃったわ。石板を奪うばいに来たんでしょうけど、今いま更さら来たってもう遅おそいの。石板はアタシのものになったのよ」

　熱も収まり、リティーヤはやっと結界を解除して滴したたる汗を拭ぬぐった。

「あんたが〈昼の王〉ってどういうことなの!?」

「悔くやしいの？　もっと悔しがってごらんなさいな。アタシの力にびっくりした？　アタシを怖こわがった？　もっと怖がればいいわ。怯おびえて震ふるえてみなさいよ。どうやって忍しのび込んだか知らないけど、謝ってここを出て行くなら、今なら許してあげる。最近アタシは機き嫌げんがいいの」

　目の前の少女は、リティーヤがかつて言葉をかわしたロリロナとは違っていた。人形のような綺麗な顔で、リティーヤをすっかりバカにして表情も変えずに淡たん々たんと話したあの姿とはかけ離はなれていた。今のロリロナは表情豊かだったが、その表情には歪ゆがみが混ざり込んでいた。目つきや声の不安定さが、リティーヤをも不安な気持ちにさせた。イルザークを撃ったロリロナが、リティーヤに対して手加減などするわけがない。リティーヤはロリロナの感情を逆さか撫なでしないよう、慎しん重ちように語りかけた。

「ねえ、シルルトは危険ってわかってるから、あんたに押しつけてるだけじゃないの？　〈王〉になるのがどれくらい危険なことか、説明はしてもらってるの？」

「シルルト様もあの御方もアタシならできるって言ったわ」

「あの御方……」

　リティーヤは相手の言葉に違い和わ感かんを覚えて、その言葉を繰くり返した。あの御方、シルルト様とあの御方。つまりシルルト以外にもう一人誰だれかが、ロリロナに命令しているのだ。

「誰よ、それ」

　ロリロナは、くくく、と少女らしからぬ笑いを漏らした。

「あの御方よ。決まってるわ。アタシを導いてくださるの。あの御方はアンタじゃなくてアタシを選んでくださったの」

「誰のこと？　あたしも知ってる人なの？」

「アハハッ！」

　ロリロナはおかしそうに笑った。

「あの御方はあの御方よ。すべての始まりにあって、アタシたちを導いてくださる御方。アタシたちを新しい世界に連れて行ってくださる御方。アタシを救ってくださった御方……決まってる、それが誰かなんて！」

　ぞくりとリティーヤの背筋を冷たいものが這い上った。ロリロナがここまで心しん酔すいし、盲もう目もく的てきな信しん頼らいを置いているのは、一人しか思いつかなかった。だが、その一人は、すでにこの世にはいないはずなのだ。

「《キツネ》は……死んだのよ？」

「バカじゃないの？」

　ロリロナは、心底リティーヤを軽けい蔑べつしきった目でそう言った。

「あの御方が死ぬわけないわ。永遠に生き続けるの。あの御方だけが最後の真実なの」

「違う、あいつは死んだよ。あたしは確かく認にんしたもの。身体からだが冷たくなって、ぐにゃってして、息をしていなくて、心臓も動いていなくて、目も全然動かなかった。あいつは死んでた」

「本当にアンタはバカなのね。あの御方は新しい姿でアタシの前に現れてくださったわ。アタシの前に、アタシにふさわしい美しい姿で現れてくださったの。ねえ、アンタのためじゃないわ、アタシのために！」

「それは《キツネ》じゃない！」

　リティーヤの脳のう裏りに、シルルトが去り際ぎわ連れていた少年の姿が思い浮うかんだ。真しん鍮ちゆうのような金色の目をした年下の少年。彼は何の感情も映さない目でリティーヤを見て、去っていった。あの顔をリティーヤは確かに知っていた。あれはかつて《キツネ》が《学園》内部に潜もぐり込むために変じた姿だ。

　だが、《キツネ》が死んでいる以上、あれは《キツネ》ではないはずなのだ。

　ロリロナは不快そうに眉を顰ひそめた。

「アタシを騙だまそうとしてるの？　冗じよう談だんじゃないわ。アタシはアンタなんかに騙されない。これ以上アタシを騙そうとするなら殺すわ。あの男みたいにね」

「誰……誰か殺したっていうの！」

「は！　アンタだって見てたでしょ、アタシがあのミカって女に駆け寄った男を撃ったの！」

　リティーヤはロリロナが人を殺したわけではないとわかって、ほっと息を吐はいた。

「イルザークさんなら生きてるよ」

「!?」

　ロリロナの目が見開かれた。唇くちびるがわなわなと震え始める。顔が蒼そう白はくになる。

「なん……ですって、なんであの男が生きてるのよ！　噓うそ吐つかないで！」

「怪け我がなら治ったもの。うちの先生が会って……」

「噓だ！　あいつが……、あいつが生きてたらアタシはっ！」

　撃ち殺したと思った相手が生きていたと知らされて、どうしてここまで動どう揺ようするのだ？　リティーヤは困こん惑わくしつつも、ロリロナに向かって手を差し出した。

「本当だったら。ほら、今ならまだ間に合う。アンタは誰も殺してないよ。だから──」

　ロリロナは伸のびてきたその手を振ふり払はらい、石板を庇かばうように背筋を伸ばした。

「これ以上アタシを騙そうとするな！　どんなに綺麗な言葉を連ねても無む駄だだ！　アタシはもう騙されない！　あの男が騙そうとしたみたいに、アタシを騙すなあっっ！」

「イルザークさんはあんたを騙してなんかないよ！」

「噓だあああああっ！」

　血の滲にじむような叫さけびだった。ロリロナの身体から、怒ど気きのように熱く激しい魔ま力りよくが溢あふれた。リティーヤはハッとした。この魔力の大きさでは屋や敷しきそのものが吹き飛びかねない。そうなれば、術者であるロリロナ自身も無事では済むまい。

「ロリロナ、やめなさい！」

「二度とアタシに命令できないようにしてやる！」

　怒いかりと自信に満ちたその声が大気を震わし、同時に火花が幾いくつも散って目を焼くような光が石板から溢れ出た。暴走する。リティーヤは直感的に理解した。

「やめなさい！」

　リティーヤは叫んだ。溢れ出る魔力を意志の力でねじ伏ふせ、無む理り矢や理り押し戻もどす。閉じた瞼まぶたの裏を貫つらぬくような光は急速に収束し、小さな点となって石板の中に吸い込まれていった。

　石板が揺ゆれ、互たがいにぶつかり、かたんと音を立てて静かになった。

　力は、完全に抑おさえ込まれ、封ふうじられていた。

　光が消えた時、ロリロナは放心した表情でへたり込んでいた。自分が完全に支配下に置いていたと思っていた力を、リティーヤに強ごう引いんに押し戻されて封印されたのだ。ショックを受けもするだろう。

　リティーヤは呆ぼう然ぜんとするロリロナの肩かたを摑つかんで自分の方を向かせ、その目を見み据すえて強い口調で言った。

「いいよ、じゃああんたの前に現れたのが《キツネ》だってことにしてあげる。あたしやイルザークさんはあんたを騙そうとしてるって考えてもいいよ。でもさ、他人の話をしたいんじゃないの、あたしはあんたの話を聞きたいの。あんたは本当に〈昼の王〉になることを選んだの？　命令されたから、じゃ選んだことにならない。あんた自身は何を選ぶの？」

「アタシ……？」

　ロリロナの目に焦しよう点てんが合う。リティーヤはたたみかけるように尋たずねた。

「あんたは、本当にそれを望んでるの？」

「アタシは〈昼の王〉にならないといけないのよ、決まってる……！」

「決まってない！」

「だってそうしないと誰もアタシを愛してなんかくれない！」

　……それは、強く、純じゆん粋すいな思いだった。

　そしてシルルトは、彼女の言う『あの御方』は、ロリロナのその思いを利用しているのだ。リティーヤは悔しさで胸が張り裂さけそうになりながら、ロリロナの額に手を置き、意識を集中して言った。

「わかった。ありがとう。今は休んでて」

「……？」

　ロリロナの瞼が下がる。力が抜ぬけて、膝ひざが曲がる。リティーヤは倒たおれそうになるその身体を抱かかえようとした。だが、それが限界だった。ロリロナと重なり合うように床ゆかに突つっ伏ぷす。すでに熱が上がる前兆である寒気が背筋を這はい上り、震えを止められなくなっていた。〈昼〉魔力を押さえ込んだ反動が、全身に鉛なまりのような重さと寒気を与あたえていた。

「リティーヤ！」

　自分を呼ぶ声が、遠のく意識の隅すみで聞こえた。リティーヤは彼の腕うでの感かん触しよくを久しぶりに感じながら、苦く笑しよう気味に漏もらした。

「遅……い、ですよ」

「待たせちゃったね」

　夢の縁ふちで、イルザークの声が、優やさしくそう囁ささやいた。
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　あと少しだった。

「楽しみすぎてしまったかな」

　シルルトはまだかろうじて原形を留める応接間に立っていた。家具はすべて砕くだけるか壊こわれるかして隅に押しやられ、壁かべも一部は剝はがれていた。柱と天てん井じようの半分程度は残っているが、外の大気はほとんど遮さえぎられることもなく部屋に吹ふき付けてくる。風は強く、雲はまた流れ、今は太陽が出ていた。

　ヤムセは、すでにそこにはいなかった。

　とどめのつもりで放った魔ま術じゆつを、《蛇の目連隊》の護ご符ふを持った男に邪じや魔まされたのだ。ちらりとしか顔は見ていないが、あれは、ミカと行動をともにしていたイルザークだ。今はヤムセの仲間になったらしい。

　その後、ヤムセは煙えん幕まく代わりにシルルトの真上の天井を魔術で壊し、イルザークとともに姿を消してしまったのだ。

　屋敷から消えたのがそれだけではないことに、彼も気付いていた。屋敷の人間が消し止めているが、ぼや騒さわぎもあったのだ。偶ぐう然ぜんとは考えにくい。そちらに他ほかの目を集めておきたかったということだろう。そこまでして狙ねらうものは、一つしかない。

　だが、彼は笑えんだ。

「それでいい。その方が面おも白しろい」

　その時蝶ちよう番つがいの壊れた扉とびらがきいと音を立てて動き、陰かげから一つの小こ柄がらな人ひと影かげが現れた。

　それは、金きん髪ぱつの少年だった。半ズボンにソックスを履はいて、シャツにベスト、細いネクタイという恰かつ好こうだった。少年の、あらゆる感情を拒きよ絶ぜつするような真鍮色の目が、ふいと動いてシルルトの姿を捕とらえる。

「お目覚めですか？　夢は、ご覧になりましたか？」

　シルルトは穏おだやかにそう尋ねた。責める口調ではなかった。むしろ労いたわるような、優しさに満ちていた。少年はシルルトの方を向いてはいたが、実際には別のもの──たとえば夢でも見ているような目をしていた。だが彼が見ているのは夢ではなかった。

「また、あの青い目の女を視た。ここに来ていたな」

　水すい晶しようを思わせる、澄すんだ高音の声だった。その表情も相まってどこか硬かたく、人形じみている。

「来ていたのかもしれませんね、私は見ておりませんが。どのような内容でしたか？」

「何が面白いのだ」

　シルルトはふっと目を見開き、先さき程ほどの自分の独白を思い出し、微笑ほほえんだ。

「おや。聞かれていましたか。面白いと申しましたのは、二つ理由がありまして。一つは、そうでなければ五つ目の石板が手に入らぬからです」

　少年は黙だまってシルルトを見ている。発言を促うながしているのだ。シルルトは少年から室内に視線を向け、その荒あれ方を眺ながめて言った。

「というのは、彼は五つ目の石板をこちらに明け渡わたす気がなかったからです。この屋敷にも持ち込んではいませんでしたし、交こう渉しよう役の彼を捕らえたところで情報を吐はかせることは不可能だったでしょう。彼の目的はこちらの情報や意図を探さぐることと、残る四つの欠片かけらを強ごう奪だつすることです。ならば盗ぬすませればいいのです」

　くるりと振り返って少年を見る。少年は、彫ちよう像ぞうのように無表情のまま、彼を見続けていた。

「我々は彼を追つい跡せきすればいいわけです。彼はこの町を逃にげ出す前に五つ目の石板のところに行くでしょう。勿もち論ろん彼は我々の追っ手から逃のがれようとするでしょうが、罠わなはもう張っています。というわけで、こちらが五つ目の石板を手に入れるには、元からこうするしかなかったのです」

　少年はわかったのか、わからないのか、特に表情を変えないまま、また口を開いた。

「それでは、もう一つとはなんだ」

　シルルトはにっこりと微笑んで言った。

「獲え物ものは元気な方が追い詰つめた時の楽しみが大きいのですよ。さあ──それで、夢みらいの内容は？」




　ヤムセは、不ふ機き嫌げんだった。

「なんだって《風と八月党》の人間まで連れて来るんだ」

　そこは屋や敷しきから市内へ抜ける馬車道だった。数年前にもっと幅はばの広い街かい道どうができてからはあまり使われなくなった旧道だ。ヤムセとイルザークは、今はそれぞれの馬にぐったりした少女二人を乗せて市内へ向かっているところだった。

　ロリロナの身体からだを袋ふくろに詰めて、荷物のように自分の後ろで鞍くらにくくりつけたイルザークは、あまり揺れが激しくならないように気をつけながら、手た綱づなを操あやつっていた。

「仕方ないだろ、放っておいたら石板奪うばわれた責任取らされて殺されるかもしれないし。《学園》かどっかで保護してもらえばいいだろ」

「この忙いそがしい時に──」

　ヤムセの荒あららげた声に気付いたのか、鞍の上で彼の胸に身体を預けていたリティーヤの肩が、ぴくりと動いた。ヤムセは舌打ちを飲み込み、代わりに後方のイルザークを振ふり返って尋ねる。

「物はどこだ」

「そっちの鞍。リティーヤのそばの方がいいかと思って」

　鞍につけられた鞄かばんを覗のぞき、確かにそこに目的のものが収まっているのを見て、ヤムセは頷うなずく。

「よし。まずは市内に出て合流──」

　風が吹き抜けた。

　ヤムセもイルザークも、同時に手綱を引いた。視線の先で、旧道は坂を下り、新しい街道にぶつかっていた。舗ほ装そうされたその道に蹄ひづめの音が響ひびき渡り、市内へ向かう道から、騎き馬ばの一隊が風のような速さで現れた。

「やあ、間に合いましたね」

　そして、その中から進み出た馬上の人物が、ヤムセに向かってにこりと愛あい想そ良く笑って言ったのだった。

「捜さがしてましたよ、ヤムセさん。《学園》の学生を誘ゆう拐かいした罪と契けい約やく違い反はんであなたの身み柄がらを拘こう束そくさせていただきます」

　罪人相手にも丁てい寧ねいなことだ、とヤムセは綺き麗れいに整った相手の顔を眺めて胸中で一人ごちた。

　ゼストガの隣となりにいた魔導書調査委員会の人間が片手を上げ、魔ま術じゆつ師したちに合図を下した。




　ドアに触ふれた瞬しゆん間かん、嫌いやな予感が背筋を駆かけ抜けた。

「────」

　その動物的な直感を信じ、ロードマスターは身を翻ひるがえした。そこは小さなレストランの入り口で、その二階には彼らの今後の切きつ符ぷと偽にせの身分証を手配してくれている男がいるはずだった。一応顔見知りで、昨日《学園》が嗅かぎ回っていると教えてくれたのも彼だった。西部の地方都市にそうそう顔見知りの情報屋や手配師がいるわけでもなく、信用出来る人間も、時間もなかったロードマスターは、彼に逃とう亡ぼうのための手配を頼たのんだのだ。

　頼んでしまったのだ。

　おそらく、最初から罠だったのだ。

　ロードマスターに疑ぎ心しん暗あん鬼きを起こさせ、その男を使わせるための。

　ドアが内側から開いて、手が伸のびてロードマスターの肩かたをしっかりと摑つかんだ。太く、力強い指だった。この背中に迫せまる威い圧あつ感かんには覚えがある。他の誰だれかなら、まだマシだった。隙すきを衝ついて逃げることも考えられた。

　相手が、この《学園》で一、二を争う武ぶ闘とう派は局長でなければ。

「逃げられると思わんで欲しいものですな？」

　ロードマスターの肩を摑むと同時に流れるような動作で腕うでを捻ねじり上げ、全体重をかけて一いつ瞬しゆんで彼に膝ひざを突かせたグレイビルが、満足そうに言った。
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　目が覚めたらベッドの上だった。

　まあ、その状態には〈昼〉魔ま術じゆつを使うようになってすっかり慣れてしまったので、リティーヤも特に驚おどろきはしなかった。ベッドに手を突ついて飛び起きると、毛布がずれて床ゆかに落ちた。身体はおおむね回復していた。そう長時間寝ねていた感覚はなかったが、平熱近くまで戻もどっているようだ。前に石板を封ふう印いんした時も回復に大して時間はかからなかったから、今回もそうなのだろう。単に、慣れたせいもあるかもしれない。

「やっとお目覚めですか。間ま抜ぬけな寝ね顔がおをいつまで見なければならないかと思っていましたよ」

　穏やか、かつ厭いや味みったらしい男の声が、そう言った。顔を見る必要もなく、リティーヤには相手が誰かわかった。声が違ちがっていてもわかっただろう。寝込んでいたリティーヤにこんな言葉の選び方をする知り合いは、一人しかいない。

「ゼストガさん……」

　ほとんど絶望とともにリティーヤはその名を呟つぶやいた。ゼストガはベッドの傍かたわらに椅い子すを置き、そこに腰こし掛かけてリティーヤを眺めていた。視線が合うと、彼は口を開いた。

「今は魔導書調査委員会があなたを拘束しています。あなたの元指導教官と、そのオトモダチも。イルザークさんでしたっけ。それからあのロリロナという子と、」

　──五つの石板と、ロードマスターも。

　淡たん々たんと、そう言った。

　その整った顔には、いつもの愛想の良さそうな笑えみも、人を小こ馬ば鹿かにしたような表情も、浮うかんではいなかった。口調はいつも通りなのに、表情は硬かたく、声も平へい坦たんな感じに聞こえた。

「《風と八月党》の屋敷から出たところを捕つかまえさせてもらいました。皆みなさんご無事ですよ、とりあえずは。今は話を聞かせてもらっています。ここはクラスター駅前のホテルで、僕はリティーヤさんが目覚めるのを待って、お話を聞かせてもらおうとしていたわけです」

　リティーヤは目の前が真っ暗になったような感覚に襲おそわれて、ベッドに手をついた。

　ロードマスターが持っている五つ目の欠片が、リティーヤたちの生命線だったのだ。

　最善は五つの欠片を渡す代わりにミカの保護を取り付けることだった。《学園》もまた《風と八月党》の隠かくれ家がを見張っていたらしいことはわかっていたから、ひょっとすると四つの石板を奪った後、《学園》と鉢はち合わせてしまうかもしれないとは思っていた。その時はロードマスターの持つ五つ目を使ってできるだけ良い条件を──ミカや自分たちの処しよ遇ぐうについて──引き出すつもりだった。

　だが、五つの欠片かけらすべてを奪われた以上、条件などつけられない。

「よくもあのシルルトから盗み出せたものですね。その点については純じゆん粋すいに敬意を表しますよ」

　ゼストガはそう言うが、勿論リティーヤは嬉うれしくなどない。そのさらに裏をかかれ、リティーヤたちのみならず、ロードマスターまで捕まったというのだ。

　そこまで考えて、リティーヤははたと気付いた。これはゼストガの話だ。まだ頭から信じるわけには──。

　だが、顔を上げたリティーヤは、部屋の隅すみにまとめられた荷物に気付いてしまった。アパートメントに置いてきたはずの荷物の他ほかに、ぼろぼろのマフラーがあった。あの赤と緑の妙みような柄がらのマフラーは、ロードマスターのものだ。リティーヤの視線に気付いて、ゼストガが言った。

「荷物の置き場がなかったのでこちらにすべて移させてもらいました。リティーヤさんの着き替がえもその中から用意させてもらいました」

　言葉も出ないリティーヤに、僕は一いつ旦たん外に出るのでとりあえず着替えてください、と言い置いて、ゼストガは部屋を出た。




　用意されていたのは、《学園》の制服だった。リティーヤが鞄の一番底にしまっておいたものだ。ゼストガの言う通り、彼らがリティーヤらのアパートメントから運び出しここまで持ってきて、開けたのだろう。そして制服を見つけたのだ。

　リティーヤは久しぶりの制服に少しだけ違い和わ感かんを覚えながらも、深呼吸を一つした。そうして無む理り矢や理り気持ちを引き締しめて、仕上げに徽き章しようを胸につけた。

　ゼストガは室内に戻ると、ドアを閉めてリティーヤを正面から見た。

　日は随ずい分ぶん長くはなったが夕刻が近づいている。東側を向いた窓から入る光は、すでに弱い。ゼストガの銀ぎん髪ぱつからは、いつもより色が抜ぬけて見えた。彼は椅子に座り、テーブルを挟はさんで向かいの椅子をリティーヤに勧すすめてから、手帳とペンを取り出した。

「まず、幾いくつか事務的なことをお訊ききします。リティーヤさんは、《学園》に戻るつもりはあったんですか？」

　リティーヤは勧められた椅子に浅く腰掛け、手帳を気にしながらも、話し始めた。

「……ミカを取り戻したら、帰ろうと思ってました。石板が《学園》に戻れば、あたしの行動も前くらいの自由は確保できるはずだし」

「はい、ダメー。不正解ー」

「だ、ダメ!?」

　ゼストガは、ペンでこめかみを押しながら、頭が痛そうな顔で言った。

「ダメです。今の質問の答えは、誘拐されてたので《学園》に戻る戻らないの選せん択たく肢しはなかった、です。そうですよね？」

　言われてみれば、建前上はその通りだった。リティーヤはごくりと唾つばを飲み込み、ぎこちなく口を動かした。

「ゆ、誘拐されてたので戻りたかったけど戻れませんでした」

「はい、上出来です。では次ですが──」

　ゼストガはメモを取りながら、次々に質問を投げかけてくる。リティーヤはそのたびに必死になって寝ね覚ざめの頭を回転させて答えていく。リティーヤはヤムセに誘拐されていたのであって、一いつ緒しよになって逃にげていたわけではない。それがリティーヤの立場の前提になっているのだ。

「──こんなものですかね。思いの外しっかりした受け答えでしたね」

　一通り、考えられる限りの質問をしたゼストガが、ペンを置いた。

「一応言っておきますが、誰に訊かれても今と同じように答えてください。わかってますね？」

　多大な不安が残ったが、リティーヤはとりあえず頷うなずいた。

「わ、わかってます」

「それじゃ、僕はこれで」

　ゼストガはペンと手帳を上着の胸ポケットに入れながら立ち上がった。

「！　待ってください、話しておきたいことがあります。《キツネ》は……死んだんですよね？」

　ゼストガが、驚いた顔でリティーヤを見た。

「なんですって？」

「ロリロナが言ってたんです。《キツネ》が生きてるみたいなこと。それに、あたしも極地でシルルトと一緒にいるバゼルを見たんです。《キツネ》はその時にはもう死んでたはずなのに」

「……死亡は我々が確かく認にんしましたよ」

　ゼストガは少し考えてから言った。

「しかし、報告しておきましょう」

　また彼が背を向けようとするので、リティーヤは慌あわてて声をかけた。

「あと、訊きたいことが──」

　ゼストガはリティーヤの目の前で、指を二本立てて見せた。

「質問は二つまでなら答えてあげます」

「《学園》はミカの石板を人に戻す方法を見つけていますか？」

「いいえ」

　ゼストガは先さき程ほどまで座っていた椅子の背に肘ひじを乗せ、体重を預けてリティーヤの顔を覗のぞき込んだ。

「《学園》にはミカさんを人に戻す利点はありません。優ゆう秀しゆうとはいえ一いつ介かいの学生です。しかも出しゆつ奔ぽん者。たとえ人に戻す方法が見つかったとしても、現状ではその方法を試ためすとは思えません」

「……どうしてロードマスターまで捕まったんですか？」

「五つ目の石板を持っているのはロードマスターかヤムセさんだろうと思いましたから」

「!?　どういう……ことですか。五つ目があるって、最初からわかってたって言うんですか？」

　ゼストガは探さぐるような目でリティーヤを見つめてから、また口を開いた。

「少し長い話になります。そもそも、ヤムセさんが立ち寄った場所が気になったんです。デイロックと、《大図書館》。デイロックに寄ったのは準備を整えるためとも考えたのですが、《大図書館》で調べていたのは、残っていた資料からしても石板と台座のことでしょう？」

「これから台座の出現場所に行こうっていうんですから、別に普ふ通つうのことじゃないですか？」

「ヤムセさんが単に石板を《風と八月党》から奪うばおうとしていたなら、その必要がありますか？　大事なのはどうやって台座の出現前に石板を奪うかであって、石板を奪った後どうするかではないはずです。《大図書館》に寄る暇ひまがあるのなら、さっさとクラスターに入って《風と八月党》の情報を集めることを優先すべきです」

　リティーヤは言葉が出て来なかった。確かにゼストガの考えは正しい。

「ミカさんを人に戻もどすため、というのも考えましたが、それも石板を奪った後で十分です。だとすると、クラスターで台座と石板の関係に踏ふみ込む可能性があったと考えられます。四つしか揃そろっていない状態でヤムセさんたちが台座に石板を戻すとは考えられません。それでは何が起こるかわからないからです。何も起こらないかもしれないし、制せい御ぎよされない力が溢あふれてしまうかもしれない。ならば当然、五つ目があるはずです」

「うぐ……」

　ゼストガは、今度は指を一本だけ出してリティーヤに示した。

「さて、五つ目はユローナと一緒に消えたままです。ヤムセさんの目の前で。ここで一つの可能性が持ち上がります。ヤムセさんが実はあの時欠片かけらを手に入れることに成功しており、それを隠し持っていたという可能性です。確かヤムセさんはあの件の後デイロック方面に任務で出ています。その時よく知った土地のどこかに欠片を隠したとしたら？　そして、数日前にデイロックに行った時にそれを回収した」

　リティーヤは何も言わなかった。口を噤つぐんで、軽く唇くちびるを嚙かんでいた。

「要は、ヤムセさんは台座との接せつ触しよくの可能性を考えていて、そのためにデイロックに隠かくしていた欠片を持ってクラスターに入ったのではないかということです。そうであるなら、五つ目の欠片は安全性から考えてヤムセさんかロードマスターが持っているということになります」

　ほぼ当たっている。リティーヤは、視線を逸そらしてもごもごと言った。

「それ、変ですよ。別に、台座に石板を戻すために調べてたとは限らないじゃないですか。実際違ちがいますし。だいたい、どうして先生が台座を石板に戻すんですか」

「実行するかどうかはともかく、可能性を考える程度はあると思いますけどね。だって台座に石板を戻してしまえば、リティーヤさんは自由になりますよ。〈昼〉の台座が機能して魔ま力りよくが戻れば、リティーヤさんの〈昼〉魔力の重要性が薄うすれますからね」

　ゼストガの答えに驚おどろいて、リティーヤは目を開いて彼の顔を見た。がたっ、と音を立てて、椅い子すから立ち上がる。

「そん……っ、そんなことのために先生は台座に石板を戻したりしません！」

「そんなことのためにご自分の人生棒に振ふってるんですよ、あの人は」

　鈍にぶい刃やいばを胸に突つき立てられたように感じた。痛む胸を押さえようと持ち上げた手が、震ふるえている。かろうじて胸むな元もとのシャツを摑つかむ。徽章が、冷たく指に触ふれる。

「そう、です、けど」

「本当に理解してますか？」

　ゼストガは、立ち上がったリティーヤに合わせて、屈かがめていた身体からだを起こした。

「どれだけ思われているんですか、あなた」

　本気で、気のせいだとか誇こ張ちようだとかではなく、目め眩まいがする。

　一方の手を、テーブルについた。

　ゼストガに言われるまでもなく理解していると思っていた。

　だが、ひょっとしたら、自分は何一つわかってなどいないのかもしれない。

「帰ってくるつもりがあるのなら、自分でケリを付けてください」

《学園》に戻るなら、リティーヤは今胸に渦うず巻まく感情を捨てなければならない。ヤムセの思いも自分の思いも諦あきらめ、擲なげうたねばならない。

　彼の心に触れられたと思った。彼に求められている、互たがいに必要な存在だと確信した。

　その相手を、失うのだ。

「優やさしくしませんよ、僕は」

「あたしだって離はなれたくなんか……っ！」

　漏もれた言葉は絶ぜつ叫きようじみた響ひびきを持っていた。目を硬かたく瞑つぶる。自分の今の惨みじめに震える手や胸を見ずに済むように。

「優しくしませんよ。慰なぐさめも、労いたわりもしませんよ。ちゃんと向き合って、消化してきてください。《学園》に戻るつもりなら」

　ゼストガは、本当に冷たくそう言った。

「僕は、あなたを追いかけました」

　冷たい、突き放すような言い方なのに、声は掠かすれていた。感情を抑おさえ、冷静になろうとして、なれずに零こぼれだしている声だった。

「あなたを攫さらわれた直後は、自分への怒いかりが爆ばく発はつしそうで、本当にどうしようもありませんでした。その後は必死でした。ヤムセさんが何を考えて、これからどう行動するのか。今までの行動にはどういう意図があったのか。この一週間は、リティーヤさんのことよりヤムセさんのことの方をたくさん考えていたでしょうね、嬉うれしくもありませんが。あなたを追うためです」

　ゼストガの心が痛くて、リティーヤは身を竦すくめた。

「ヤムセさん自身に対して恨うらみも多少はありましたからね。石板とあなたを奪えば少しはその気が紛まぎれるかと思いました。そんなことはまったくありませんでしたよ。石板は《学園》に持ち帰るだけです、あなたは……どうしてでしょうね、あなたを取り戻せたとは、これっぽっちも思えないんです」

　はあ、という、どうしようもない溜ため息いきが聞こえてきた。ゼストガは、天てん井じようを仰あおいだのだろうか。声が少し遠くから聞こえた。

「もうこれ以上どうしたらいいかわからないんです。僕ではどうしようもできません。あなたの気を紛らわせるくらいはできますよ。そばにいて、気持ちが変わるのを待って、我が慢まんして、支えてあげますよ、全力で。でもそこまでです。あなたにどうにかしようという意思がなければ、僕の手助けなんかまったくの無意味です。あなた自身にしか解決できないんです。これは」

　リティーヤに背中を向け、彼はドアへ向かった。足音が遠ざかり、ドアが開き、閉じる音がして、リティーヤは床ゆかにしゃがみ込んだ。

　唇を嚙み、目眩が治まるのを待ちながら、ただ一人、リティーヤはそこに蹲うずくまっていた。




　ロリロナは、昔、どぶ川に棲すむ魚のような生活をしていた。汚きたない水と空気のせいで傷つきながらも、それにすがって生きるより他ほかない生活だ。飢うえも寒さも日常だった。病は皮ひ膚ふ一枚隔へだてただけですぐそばにあり、死は薄はく氷ひようの下にあった。その生活からロリロナを掬すくい上げたのが、《始原のキツネ》と呼ばれる男だった。男はロリロナの青い目を気に入って、綺き麗れいだと言ってくれた。ロリロナは彼に恋こいをした。彼からの愛が欲しかった。彼は愛してくれた。

　そう思っていた。

　ロリロナと似た目をした女、リティーヤが現れるまでは。

　でも、結局《キツネ》はリティーヤではなくロリロナを選んだ。今の《キツネ》はリティーヤのことなど興味もないし、見向きもしない。ロリロナのこともあまり構ってはくれないが、ロリロナを信しん頼らいして〈昼の王〉に選んでくれたのは彼なのだ。

　だから、幸せだった。

　ロリロナは取り押さえられ、床に頰ほおを擦こすりつけられながらも、声の限りわめいた。

「アンタなんか何度でもぶち殺してやる、アンタだけは絶対に、許さない！」

　少女特有の甲かん高だかい声に辟へき易えきした顔で、監かん視しはロリロナを押さえつけ、後ろ手に縛しばり上げた。ロリロナの首にはすでに魔ま術じゆつを封ふうじる枷かせがはめられていた。華きや奢しやな少女には必要ないと判断したのか、それまでロリロナは手て枷かせも足あし枷かせもはめられずに、ホテルの一室らしい部屋に閉じこめられていた。だから、ロリロナは、今目の前に悲しそうな顔で立っている男がやってきた時、彼に摑みかかったのだ。ペンを握にぎって、それで喉のどか目玉を突き刺さしてやるつもりで。

　男は自分の足あし下もとに転がっていたペンを拾い上げ、それをそばの書き物机の上に置いた。

　困りますね、とかなんとか、監視が文句を言っている。ロリロナに対してではない。この監視は、ロリロナとまともな会話ができるとは考えていないだろう。何しろ彼女は彼と顔を合わせてからずっと、何を訊きかれても言われても、罵ののしり言葉ばかりを返してきたのだから。

　だから、彼はロリロナではなくて、今ペンを机に置いた、この男に言ったのだ。男は申し訳なさそうな笑えみを作った。どうやら、本来この場に入ってこられるような人間ではないらしい。一応許可はもらいましたよ、と男は本当なのか噓うそなのかわからないことを言った。

　くすんだ金きん髪ぱつの、二十代の男だった。

　ロリロナはその顔を知っていた。弱ったふりをして、手当てをさせるだけさせて、さっさと裏切り逃にげていった男だ。ミカとかいう、石板になった女の仲間だ。

　名前は、そう、イルザーク。

　イルザークは、床に押さえつけられたロリロナの前に屈み込み、微笑ほほえみかけてきた。

「俺を助けてくれたのは君だろう？」

　ぴく、とロリロナの頰が引きつるように動いた。

「……ありがとう。お礼も言えなくてごめんね」

　ロリロナは頭の中が真っ白になった。礼を言われたというよりは、ひどい悪事を暴あばき立てられた気分だった。実際、彼を助けたのはロリロナにとってとんでもない悪事だった。こんな男を助けるなんて、こんな男から必要とされたがっていたなんて、それではまるで、本当は自分が弱くて、ちっぽけで、助けを求めてるということを声こわ高だかに主張してるみたいだ。

　彼女は顔を蒼そう白はくにし、目を見開いて叫さけんだ。

「アタシはアンタなんか助けてない！」

「俺をかくまって、手当てをしてくれたのは君だろ。覚えてるよ。あの場面で他にいないよ。シルルトと、君しかいなかったんだから」

「違ちがうっ、助けるつもりなんかなかった！　あれはただ、ただ……」

　ロリロナの声が尻しりすぼみに小さくなる。イルザークは穏おだやかな笑みを浮うかべ、監視を手伝って彼女を椅子に座らせた。

　椅子の肘ひじ掛かけに手をつき、顔を覗のぞき込んでくる。

「俺がいきなりいなくなったせいで、びっくりさせちゃったみたいだね。君が俺を撃うった理由はわかったよ。そうでなくとも君は《風と八月党》の人間なんだから、俺を撃つのは仕方ないよ。でも大だい丈じよう夫ぶだ、俺はこの通りぴんぴんしてる」

「こ……これ以上アタシを騙だまそうとするな！　アタシはもう騙されない！」

「ロリロナ、っていうのが君の名前だったね。党首がそう呼んでた。ロリロナ、怖こわがることはないよ。俺は君の助けになりたいだけだ」

「噓つき!!」

　断罪するように、ロリロナは声を張り上げた。

「アタシは知ってる、アンタの狙ねらいは石板の欠片かけらだ！　あの女が石板になったから！　でも党首様を困らせたり、《キツネ》を傷つけたりしたって、アタシを手て懐なずけて情報を手に入れたって、あの女は元には戻もどらない！　絶対にだ、ざまあみろ！」

　イルザークはロリロナの顔を見つめていた目を悲しそうに伏ふせ、身体からだを起こして彼女から離れた。図星だったのだ、とロリロナは思った。だから逃げたのだ。

　彼はロリロナの背後に立つ監視に、またあの申し訳なさそうな笑みを向けた。

「悪いね。刺し激げきしただけみたいで」

「知り合いだかなんだか知らないが、さっさと自分の部屋に戻ってくれ。あんたは部外者だ。……北部連合の後ろ盾だてがあるからといって、あまり我々を甘く見ない方がいい」

　頭の上を通り過ぎていく会話を聞いて、ロリロナはホッとする。

「ほら、やっぱりそうだ！　アンタはアタシから話を引き出そうとしただけだろ、アタシの味方なんかじゃない、アンタはアタシの力になんかならない！」

　助けなんかないとわかった時に安あん堵どするために、ロリロナは他人に一いつ切さい期待をしない。信用もしない。例外は《キツネ》くらいだ。シルルトのことも、ロリロナはよくわからない。

　だからホッとしたが、同時にむしゃくしゃもしていたし、悲しくもあった。絶望していた。愛されないのは慣れているはずなのに、痛くてロリロナは泣く寸前のように顔を歪ゆがめていた。

「アタシはアンタなんか、要いらない！」

「それなら、その方がいいよ」

　イルザークはそう呟つぶやいた。

　ロリロナにはその意味がわからなかった。彼は助けようと言い、自分は拒きよ絶ぜつし、攻こう撃げきしたのに。どうしてそれで、双そう方ほうの結論が同じなんてことがあるのだ。

　彼は最後にロリロナをもう一度見て、悲しそうな顔で微笑んだ。

「俺みたいなろくでなしの助けは、借りずに済むならその方がいい」
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　ヴォルドは部屋に入ると同時に言った。

「チャンスだ。今脱だつ出しゆつすべきだ」

　コールを交えて会議をした、広めの部屋だ。ゼストガは報告を終えたところだった。ヴォルドはずかずかと部屋に入ってくると、グレイビルのすぐそばに来て、机に手をついて相手の顔を覗き込んだ。

「今クラスターに陣じん取どってる古王国の連中から情報が入った。やたら強力な魔術を使う男のガキが、やつらを台座の出現場所周辺から追い払はらったらしい。ガキの外見は前に《学園》に潜もぐり込んでた《キツネ》の特とく徴ちようと一いつ致ちする。襲しゆう撃げきは昼過ぎ。おそらくやつは今台座のそばだ。今ならやっかいなのはシルルトだけだ」

　ヴォルドが口早に語るその内容に耳をそばだて、ゼストガは思わず疑問を零こぼす。

「《キツネ》は死んだはずでは……？」

「ヴォルド局長、困りますぞ」

　リティーヤの《キツネ》の話をゼストガから聞いた時は顔色も変えていなかったグレイビルが、ゼストガの様子をちらりと見て、迷めい惑わくそうに顔をしかめた。ヴォルドは、へっと鼻で笑う。

「おーっと、悪いな。回りくどい言い方してる時じゃねえと思ってよ。こいつくらいには言ってんのかと思ってたぜ。ヤムセもやつの生死は疑ってるみてえだしな。まあ、とにかく脱出だな。準備はだいたい終わっている、やつらに襲撃される前に、さっさと──」

　早さつ速そく汽車の手配でも考えているらしいヴォルドを手で制して、グレイビルは言った。

「それは早計というものでしょう。まだやることが残っています」

「おいおい、石板は五つ揃そろったんだ。ならそれで終わりだ。石板を手に入れた後は、速すみやかに《学園》本部へ、ってのがオルドゥナの命令だろうが」

「しかし、あの少女の尋じん問もんが終わっていません。追っ手についての情報など、得難がたいものが手に入るかもしれません。失礼」

「おい！」

　グレイビルは立ち上がり、ヴォルドの横を通り過ぎるようにして部屋を出て行ってしまった。残されたヴォルドは、舌打ちして椅い子すを蹴けり倒たおす。

「なんだってんだ、あいつは。時間がねえぞ。シルルトとぶつかるバカはしたくねえ」

　ゼストガは呆ぼう然ぜんとグレイビルを見送ってから、ヴォルドに尋たずねた。

「まさか、《キツネ》が本当に生きているのですか？　ロリロナがリティーヤさんに言っていたそうです。《キツネ》が生きてるって──」

「話聞いてなかったのか？　てめえの局長が秘密だって言ってただろ」

　それは肯こう定ていに近い発言だった。《キツネ》は生きているのだ。ゼストガは椅子から腰こしを浮かしたが、どこに行くというあてがあるわけでもなかった。

　そして視線を机の上に戻し、愕がく然ぜんとした。

　グレイビルが部屋を出るまではそこにあったはずのものが、今は欠けているのだ。

「！」

　ゼストガはヴォルドに説明もせずに部屋を飛び出した。

「おい、何だって──」

　ヴォルドもそこまで言って続く言葉を飲み込んだ。

　机の上には白い布の上に四つの石板の欠片が置いてあった。リティーヤらを捕とらえた時に取り上げたものだ。四つ。ヴォルドもまた目を見開き、舌打ちした。

　ロードマスターを捕らえた時に回収した欠片が一つ、足りなかった。




　グレイビルが入った時、彼女は部屋の真ん中に置かれた椅子に座り、後ろ手に縛しばられ、俯うつむいていた。長いプラチナブロンドを二つに分けて頭頂近くで結ゆい上げ、フリルとリボンの多用されたドレスを着ている。

　監かん視し役を一いつ旦たん脇わきに下がらせ、グレイビルはテーブルに手をついた。伏せられた少女の顔を覗き込む。

「おまえが《風と八月党》の用意した〈昼の王〉だな」

　同時に廊ろう下かからドアを乱暴に叩たたく音が響ひびく。鍵かぎのかかっていなかった扉とびらは強ごう引いんに開けられ、ゼストガが飛び込んできた。

「グレイビル、待ってください、それは！」

「ゼストガ、黙だまっていろ」

　グレイビルは少女を見つめたまま、懐ふところから包みを取り出した。それを机の上に置き、布を取り去る。ゼストガが素す早ばやく扉を閉め、その扉からそれ以上誰だれも入って来られないよう、背で押さえる。何な故ぜなら今グレイビルが少女の前に転がしたものは、石板なのだ。〈昼〉の石板の欠片の一つを、グレイビルは机の上に置いたのだ。

　監視も息を飲み、少女は初めて顔を上げ、石くれを見た。

　冷たいアイスブルーの目が、見開かれる。

「欠片……！」

「そうだ、欠片だ。これはおまえの組織が保管していた。おまえがそばにいた。石板から力を引き出し〈昼〉魔ま術じゆつを使ったというのは本当か？　どのような訓練をした？　シルルトはどこまでわかっている？」

「アタシの欠片かけらだ！」

　ロリロナがぎらぎらと輝かがやく目でグレイビルを睨にらみつけた。石板が一いつ瞬しゆん、とくんと脈打つように赤い輝きを放つ。グレイビルは机にいっそう体重をかけ、少女の方に身を乗り出した。

「おまえは〈昼〉魔術を使えるのか？　石板を台座に戻し、その力を制せい御ぎよして〈昼の王〉となるというのか？　かつて〈昼〉の石板に触ふれて魔ま力りよくを暴走させた者なら知っている。石板から力を引き出し従えるのは難しい。おまえにそれが可能ということは、シルルトが何か教え込んだな？　言ってみろ、どうやった」

「これはアタシの石板の欠片だ、アンタたちのものじゃない！」

　とくん、とくん、とくん、と石板が心臓の鼓こ動どうのような間かん隔かくで瞬またたく。光り、消えて、また光る。ゼストガは上うわ擦ずる声を上げた。

「やめてください、グレイビル！　ここはただのホテルなんです！　力が暴走したら……」

「力はまだ封ふうじられている。我々は情報を得なければならん」

「帰き還かんしてからでも遅おそくはありません！」

「遅すぎる。《大図書館》で見つけた資料の内容を説明したのはおまえだろう」

　その通りだ。ゼストガも資料の内容は把は握あくしている。だが、それとグレイビルの行動が結びつかない。

「わからんのか」

　その声は低く、抑えられてはいたが、よく通って誰の耳にもはっきりと届いた。

「石板は五つある。時間はない」

「不ふ均きん衡こうが続くと崩ほう壊かいするという話ですか!?　しかし、性急に結論を出すわけにはっ！」

「自分の結論を忘れたのか、ゼストガ。我々は幸運なだけだったのかもしれない。それが今後も続くとは限らん。そして、もしも《学園》に石板が戻もどれば、それを台座に戻すには長い会議、会議、会議が必要だ。それを待つ暇ひまが、本当にこの大陸にあるのか？」

「だからといって今台座に戻すおつもりだとおっしゃるのなら、それは大変な間ま違ちがいです！」

　グレイビルはゼストガを振ふり返った。局長の目に見み据すえられ、ゼストガは怯ひるみそうになったが、なんとか持ち直して言葉を続ける。

「《学園》の決定を待つべきです。今〈王〉になれば、それは《学園》の決定に逆らうということになります」

「そんなものを恐おそれて、この機会を逸いつするつもりはない」

「それは、《学園》からの離り反はんを意味します……」

　ゼストガの言葉に、グレイビルは目を細め、ほう、と呟いた。ゼストガの背筋にぞくりと寒気が走った。グレイビルは本気だ。力ずくで止められるだけの力量はゼストガにはない。

　グレイビルはゼストガに背を向けた。

「いけません！」

　その時いっそう強きよう烈れつな光が、石板から放たれた。石板を中心に熱風が巻き起こり、カーテンを舞まい上げ、脇に寄せた書き物机の上の書類を巻き上げた。竜たつ巻まきのような熱風から身を守るため、ゼストガやグレイビルは顔を腕うでで庇かばわねばならなかった。光は今や目を焼くほどだった。

「おまえは台座の力も制御できるのか？　さあ、石板から力を引き出す方法を示せ！」

「こうだ！」

　ロリロナの首にかけられた枷かせに、びき、と大きなひびが入った。

「！」

　ロリロナは突とつ然ぜん立ち上がった。彼女の腕を拘こう束そくしていた縄なわが、一瞬で発火して炭になった。自由になった手を石板に伸のばす。

　だが、その手が石板に触れることはなかった。

　その前に、グレイビルの大きな手が、石板をつかみ取って自分の方へ引き寄せたのだ。

　じっ、という音とともに、肉の焦こげる臭においが周囲に漂ただよう。熱を発した石板が、グレイビルの手を焼いたのだ。だが彼はロリロナを見据えたまま石板に手を置いていた。ロリロナは空を切った手で拳こぶしを作り、嚙かみつきそうな目でグレイビルを睨みつけていた。

「〈昼〉の魔力が、拘束の魔力を上回ったか」

　グレイビルの目には、狂くるおしいまでの輝きがあった。彼はまるで痛みなど感じていないかのように、石板の上に置いた手をどかそうとせず、ロリロナと睨み合いを続けた。

「面おも白しろい。それだけの力を引き出せるというわけか」

　一度光の消えた石板が、グレイビルの手の下で、再びちらちらと瞬き始めた。

「娘むすめ。もう一度だけ言う。教えろ。そうすれば、解き放ってやってもいい」

　光はとくんとくんと鼓動のリズムで瞬きを繰くり返す。徐じよ々じよにその光が強く、大きくなっていく。少女はそれをじっと見つめ、初めて戸と惑まどった声を上げた。

「教えろ、ですって？」

　光が、強くなる──。

「アンタ、もうやってるじゃない」

　──ぞくりと、魔ま術じゆつ師したちの背筋を悪お寒かんが駆かけ抜ぬけた。

　急速な変化は、その直後に訪おとずれた。

　光が先さき程ほどのように、いや先程よりも強くなる。熱風が再び巻き起こる。宙に舞まっていた書類の一枚に、突然ぼっと火がつく。グレイビルが舌打ちして石板から手を離はなすが、光も熱も収まる気配を見せない。石板が机から床ゆかに落ち、絨じゆう毯たんに火がつき──。

「結界だ！」

　グレイビルが怒ど鳴なり、〈夜〉魔力による結界を張る。自分たちではなく、石板を包み込むように。意図に気付いてゼストガと監視の魔術師もそれに従う。三重の結界は光すら閉じこめた。書類と絨毯を燃やす炎ほのおを足で踏ふみつけて消し、グレイビルは闇やみ色の結界を睨みつける。

　その時、扉が揺ゆれた。誰かが廊下側から体当たりしたような衝しよう撃げきだ。声が響く。

「開けて！」

　リティーヤの声だった。ゼストガが扉に飛びついて開け放つと、転がり込んできたリティーヤは床に張られた結界に気付き、その傍かたわらにひざまずいて手をかざす。

　精神集中のためか一瞬目を閉じ、彼女はほうと息を吐はく。

「良かった。封ふう印いんは解けてません。一いつ瞬しゆん緩ゆるんだだけですね。もう落ち着いてきてます」

「……結界を解け」

　グレイビルは自身も結界を解きながら、ゼストガらにそう命じた。絨毯はほとんど炭化していたが、結界に守られて床ゆか材ざいは焦げただけだった。

　グレイビルの命令に従って、監視が書き物机の上から新しい枷をつかみ取り、慌あわただしくそれをロリロナの首にはめ直した。ロリロナは手負いの獣けもののように獰どう猛もうな目を、今はリティーヤに向けていた。だが、リティーヤがいるせいか、それ以上〈昼〉の石板から力を引き出すことは断念したようすだった。

　ロリロナの首にもう一度枷がはまると、ようやくグレイビルはリティーヤを一いち瞥べつして言った。

「何故ここにいる？　見張りはどうした」

「俺が連れてきたんだよ、てめえが欠片かけら持ってったからな。念のためってことさ」

　戸口に腕を組んでもたれていたのは、ヴォルドだ。

「まったくもって適材適所だよ。石板の奪だつ還かんに、野心家の指揮官をあてがうとはな」

　彼は口元を歪ゆがめ、強烈にそう皮肉った。




　リティーヤは何度もちらちらとグレイビルの手を見た。掌てのひらの皮ひ膚ふは爛ただれ、おそらくは凄すさまじい痛みを伴ともなうものだったはずだが、グレイビルはその手を冷やそうともしなかった。だらりと垂らしたまま、無事な左手で椅い子すを引いて腰こし掛かける。

　そこは、ロリロナを監かん禁きんしている部屋と同じ階にある、広めの部屋だった。リティーヤは包んで持ってきた石板の欠片を、指示された通り机の上に置いた。机の上には他ほかに四つの欠片があった。

　綺き麗れいに揃そろった五つの欠片を見つめ、思わずごくりと喉のどを鳴らす。

「もう一度だけ言ってやるよ」

　ヴォルドは閉めた扉とびらの前に立った。かなりの長身であるため、そうやって仁に王おう立ちになると、相当な威い圧あつ感かんがあった。

「今すぐ帰還だ。嫌いやならふん縛じばる」

　グレイビルは椅子に座り、黙だまり込んだままだ。石板からは目をそらし、かといってヴォルドを睨にらみ返すでもなく、顔を背そむけている。

「いいだろう、それが答えってこったな」

「ま、待ってください、その」

　間に挟はさまれたリティーヤは前に出ようとするヴォルドの胸を押さえて彼を制した。ヴォルドが不ふ機き嫌げんそうに彼女を睨みつける。

「ああ？　ひっこんでろ」

　グレイビルに対する怒いかりや苛いら立だちが、そのままリティーヤに向かってきた。リティーヤは背中やら脇わきの下やらに冷たい汗あせを搔かく。

「お、おおう、いや、しかしこの状じよう況きようでぶつかってたらダメですよ。えーと事情はなんとなくわかってきましたが。あの、グレイビルさん」

　リティーヤはグレイビルの方を振り返って言った。

「とりあえず、その手治しませんか？」

　グレイビルは右手を持ち上げ、その掌を見つめて言った。

「このままでいい。まだな」

「でも痛いですよね……」

「治ち癒ゆ魔ま術じゆつがあるからといって、痛みまで忘れることは許されん」

　取り立てて真しん剣けんな声でもなく、むしろ気のない様子だったが、その言葉は厳しいものだった。

「痛みを忘れないように……ですか？」

「……話をしたい。二人でだ」

「おーい、俺の話聞いてんのか？」

　ヴォルドが迫はく力りよくのある笑えみで言った。グレイビルはようやく彼の方を見る。

「申し訳ないが、少し時間をいただきたい」

「信用できっか。こいつに何する気だ。魔術で操あやつるか？」

「あの、ヴォルドさん。あたしもちょっとグレイビルさんと話をしてみたいかなーとか」

　ヴォルドは眉まゆを顰ひそめてリティーヤを睨にらみつけた。リティーヤはその迫力に負けそうになりながらも頼たのみ込む。

「えっと、何かあったら声上げるんで助けに来ていただけると嬉うれしいです……」

「俺を便利な誰だれかと一いつ緒しよにすんな。何かあったらてめえごとぶち殺すぞ」

「う。はい……」

　彼が出て行き、扉が閉められると、部屋にはリティーヤとグレイビルの二人が残された。

　机を挟んで向かい合い、リティーヤは一度深呼吸し、顔を上げてグレイビルと目を合わせる。

「それで、お話っていうのは」

「あれはロリロナが暴走させたのではないそうだ」

　他ひ人と事ごとのように、グレイビルはそう言った。火傷やけどをした手で、拳を作る。痛みが走るのか、一いつ瞬しゆんだけ顔をしかめる。

「うわっ、無理は……」

「私がやったのか？」

　リティーヤへの問いかけとも、自問とも聞こえた。グレイビルは握にぎり拳を見つめている。リティーヤは自分が止めても彼が従おうとはしないだろうことを理解し、溜ため息いきをついて言った。

「たぶんそうだと思います。石板って結構所持者の記き憶おくとか意思とか吸い込んじゃうみたいなんです。極地で《キツネ》の過去を見ることができたのもそのせいだと思うんですけど。さっき石板に触ふれた時も、意思を感じました。魔術を使う時って意思とイメージが必要じゃないですか。そういうやつです。ロリロナのものじゃないです。ってことは、触れてたグレイビルさんの……」

「意思か」

　握りしめた拳が微かすかに震ふるえる。力を込めているせいか、それとも痛みのためか。

「私の意思とはどんなものだった？　君はわかったのか」

「よくはわからないです。ただ、石板から力を引き出そうとする意思です。それから……」

　リティーヤは言いよどんだ。グレイビルが目を上げ、彼女に話を促うながす。

「なんだ」

「その……あたしの感じたことなんで正確じゃないかもですけど。あの、石板を支配しようっていうような意思も感じました。〈昼の王〉への意思のようにも……感じられました」

　グレイビルは嘆たん息そくし、拳を左の掌で包み、俯うつむいた。

　リティーヤは相手の考えがわからないまま、言葉を選んで喉から押し出す。

「もしもグレイビルさんが〈昼の王〉になろうとしてたらの話なんですけど、今回はやめた方がいいと思います。〈昼〉の台座に限った話じゃないですけど、台座の力って凄すごくて……それで人生を狂くるわされた人もいます。準備も何もなしに突つっ込むのは危険すぎると思います。それに、石板を台座に戻もどしたら温暖化して、混乱が起きちゃうんじゃないですか？」

「だが、そうしなければ遠からず滅ほろぶとすれば？」

　リティーヤは一瞬言葉を失う。

　グレイビルは、リティーヤを試ためすように言った。

「君たちも《大図書館》の資料を見たはずだ。我々はあれを詳くわしく調べた。何がわかったと思う？　《ヘビの一族》の魔術の精せい妙みようさだ。石板や台座の一部が失われた状態で、よくもまあ二百年も保ったものだ。あれはもういつ完全におかしくなるかわからない。欠けたものを回復させなければ、大陸は魔ま力りよくの暴走によって滅ぶだろう、おそらくはそう遠くない未来に」

「それは……でも、もっと詳しく調べてからでも遅おそくは」

「君自身ならどうだね？　この大陸を救えるか？　救おうとは思わないのかね」

　リティーヤはグレイビルの言葉に困こん惑わくしながらも、自分にわかることだけを言った。

「そんなのできるわけないです。たった一人の人間に一つの大陸を救うなんてこと。あたしはその場その場であたしにできることをするだけです」

　グレイビルは、苦く笑しようした。眉を顰め口元を歪めた笑みは、どこか悲しげでもあった。

「今日ほど、己おのれの欲よく望ぼうの大きさと器うつわの卑ひ小しようさを知ったことはない」

　欲望──。

〈昼〉の石板が五つ揃った。あと一日で台座が現れる。

　それは途と方ほうもない誘ゆう惑わくだった。自分の意志と少しの行動で、〈昼の王〉になることができる。〈昼〉の魔力を手に入れて、それを自在に操りさらには伝説にあるように、世界を作つくり替かえることすら可能かもしれない。あらゆる名めい誉よと権力が彼の手に入るかもしれない。

　何より、謎なぞに包まれたあらゆる真実を、手にできるかもしれない。

　その誘惑に惑まどわされたとしても、誰が非難できるだろう。

「私はただの管理職だ。大陸を救うなどできるわけもない。正しいのは君だ。今から《学園》に帰き還かんする。ヴォルド局長を呼んでくれ」

「！　は、はい！」

　リティーヤはグレイビルの気が変わらないうちに、急いで扉を開けてヴォルドに声をかけようと思った。だが、その前に一瞬立ち止まり、振ふり返る。

「一人なら無理ですけど、それは一人じゃなければ可能かもって思います」

「？」

「だから、グレイビルさんたちも、あたしたちも、魔ま術じゆつ師しじゃない人たちも一緒に頑がん張ばれば、大陸だってきっと救えますよ。みんなで一緒に、どうしたらいいか考えればいいんじゃないですかね？　ってことで、きちんと考えに集中できるように、傷を治すことをお勧すすめします」

　リティーヤはにこりと笑ってそう言った。呆あつ気けにとられた顔のグレイビルを尻しり目めにドアに手をかけ、ノブを回す。

　その直後、魔導書調査委員会の魔術師の一人が、部屋に飛び込んできた。荒あらい呼吸をして、足ももつれてふらふらだ。リティーヤは彼を抱だき留とめるような恰かつ好こうになって、たたらを踏ふむ。

「え、ど、どう──」

　魔術師は掠かすれる声を張り上げ、グレイビルに向かって叫さけんだ。

「橋が破は壊かいされました！　街かい道どうは行けません！」




　リティーヤは部屋に戻された。部屋には後からイルザークとロードマスターがやってきたが、ヤムセはまだ別室に拘こう束そくされているようだった。

「橋が落ちたのは、街道の方ですよね？　鉄道が無事なら脱だつ出しゆつできるんじゃないですか？」

　リティーヤは落ち着かずに部屋をうろうろし、ロードマスターとイルザークに尋たずねた。ロードマスターは椅い子すに座り、イルザークはドアの前に腕うでを組んで立っていた。答えたのはロードマスターの方だった。

「橋は爆ばく破はされたんだ。人じん為い的にね。火薬が見つかったらしいよ。橋を落としたのが《風と八月党》かその協力者たちだとすると、ボクらは鉄道の方に追い込まれたことになる。たぶん待ち伏ぶせがあるね」

　クラスターから東部へ向かうなら、リトルロッド街道を通って南部大街道に出るか、鉄道を使うかしかない。この辺りは東をベルライン山地、南をロッド山脈に遮さえぎられていて、リトルロッド街道と鉄道は、そこに通されたほとんど唯ゆい一いつの道なのだ。

　街道が人為的に破壊されたのならば、それは鉄道にリティーヤらを追い込むための罠わなだ。

「鉄道は山の中を通っていく。峡きよう谷こくの上をね。狙ねらいどころは幾いくらでもあって、ボクらは客車の中に閉じこめられて、抵てい抗こうもできないってわけさ」

　谷底に落下していく汽車を想像し、リティーヤはぶるりと震えた。

「西と北は……」

「そっちに抜ぬけるとかなり遠回りすることになる。それはそれで危険だよ。西部や北部は、まだどこに《風と八月党》の協力者が潜ひそんでるかわからないんだ」

「嫌いやな立地ですね……」

「切り通しがある」

　それまで黙だまって話を聞いていたイルザークが、口を開いた。

「ロッド山脈の東の岩がん壁ぺきを抜ける、古い切り通しだ。《ヘビの一族》の時代からあったもので、この辺りの人間も昔はそれを使って山を越こえていたんだ。狭せまいし、襲しゆう撃げきされたら鉄道と同じくらい逃にげ場ばがないけど、反はん撃げきできるだけマシだと思う」

　どちらにしろ、あまり楽しい事態にはなりそうもない。リティーヤはうんざりしてきた。

「結局シルルトには襲おそわれそうですね……」

　まあね、とロードマスターは頷うなずく。

「ただ、たとえば二手に分かれて石板をそれぞれが分けて持っていくとか、できることはある。最低限、台座が出現して消えるまでの間、欠片かけらを一つだけでも守りきればいいんだ。そうすれば、シルルトは石板をすべて台座に戻すことはできない。一部だけでも戻されればどんな影えい響きようが出るかわからないけど──とりあえず、シルルトの仲間が〈昼の王〉になるっていう状じよう況きようは避さけられる」

「そして決着は次回に持ち越し、ですね」

「そう。次の台座が現れるまでの間に、《風と八月党》の動うごきを封ふうじるなり、石板を奪うばい返すなり、機会は広がる。まあ、確かにその意味では、道が二つあるのは重要だね。分かれられれば、シルルトはどちらかにしか対応できない。もう片方はたぶん逃げ切れるだろう」

　とはいえ──とロードマスターは溜ため息いきを吐つく。

「安全性を無視していいってわけじゃない。どっちも危険ってのは困りものだ。……汽車ごと落とされるのは勘かん弁べんしてもらいたいから、切り通しに一グループ、西か北の経路にもう一グループってのが現実的かな。でも遠回りは、安全圏けんに脱出するまで時間がかかるってことなんだ。現れた台座が消えるまでに何日かかかるから、その間に捕つかまったら意味がない」

　ロードマスターは《学園》の人間ではないから、勿もち論ろん一いつ切さいの決定権はない。グレイビルやヴォルドが決定することだ。だが長い《学園》での生活の癖くせは抜けないようで、彼は本気で悩なやんでいた。

　リティーヤにしても、同じだ。《学園》に捕まってしまったのは失敗だったが、今はとにかく、《風と八月党》に石板を奪い返されないことだ。石板を《学園》に持ち帰ることは、リティーヤらにとっても、非常に重要なことなのだ。

「市内に潜せん伏ぷくして、《風と八月党》をやり過ごすのは……？」

「いや……特別チームはそこそこ大所帯だし、どうしても目立ってしまう。こっちの居場所は向こうに割れてるって見た方がいいね。向こうとしてはできることならおびき出して軍も人目も気にせずに済む郊こう外がいでケリをつけたいところだろうけど、こっちが動かないならこのホテル襲撃するだけでしょ。散開すれば各個撃げき破はをくぐり抜けて欠片の一つ二つ死守できるかもしれないけど、そうなると、今度は向こうを追いつめてしまう。最悪、町のど真ん中で魔ま術じゆつ使われて一いつ般ぱん人を人ひと質じちに脅きよう迫はくされるとかね。ボクらが町を出ていかないと、今度は橋じゃ済まないよ」

　確かに、《風と八月党》も、シルルトも、石板のためなら手段を選ばないだろう。リティーヤは唇くちびるを嚙かむ。

「せめて、三つ目の、もっとマシな道があればいいんでしょうけど……。クラスターに、そういうのに詳しい人っていないんですか？　協力してくれそうな人」

「クラスターを本ほん拠きよ地ちにしてる逃がし屋もいるみたいだけどね、紹しよう介かいがないと厳しいよ。ああいうのは信用が大事だし、《学園》は本来的には逃がし屋を追う方が多いから。あ……っていうかイルザーク君、キミ、確かフレアバタンから逃げる時に逃がし屋使ってたよね？　結構顔広いんじゃない？」

「あの時は、ですよ。南部は知り合いが多いので見つけられたんです。クラスターでこの短時間に見つけるのは難しいですね。二、三日あればまた違ちがってきますが。俺としても、この場は《学園》に協力したいんですけどね」

「おんや。ミカの石板にこだわってないの？　《学園》に条件なしで取られちゃうよ」

「《風と八月党》からもう一度奪うよりは、《学園》からこの道中で奪う方が楽ですよ」

「あ、そう来たか。北部連合の後ろ盾だてがあれば少なくとも君が拘束されることはないしね……」

　二人の会話を半ば聞き流しながら、リティーヤは、ん、と小首を傾かしげた。

「逃がし屋……クラスター……の、逃がし屋？」

　クラスター。

　今いま更さら言うことでもないが、それがこの都市の名前だ。

　その名前を、まったく別の場所で聞いたことがあるような気がする。

　クラスター……黄たそ昏がれ通り？

「！　パブ！」

　いきなりリティーヤが叫んだので、イルザークもロードマスターも驚おどろいた様子で彼女を見た。

「ナントカの木ってパブがあるはずです、黄昏通りに！　ああっ、何の木だっけ！」

　ナントカ、の詳しよう細さいを思い出そうとリティーヤは頭を押さえて呻うめいた。

「木なんです。何の木だったっけ。こう、美お味いしそうな感じの──」

「……くるみの木ってパブならあるけど」

　呟つぶやいたのはイルザークだった。リティーヤは顔を上げて彼を指さし、こくこくと頷いた。

「そうだ、くるみの木！　それです。そのパブで、逃がし屋と連れん絡らくが取れるんです」

　最後の希望を託たくして、彼女は一息に言った。

「トラリズ家の逃がし屋親子と！」




　トラリズ家の逃がし屋親子というのは、八歳か九歳くらいの娘むすめブローシズと、三十代とおぼしき父親アヴォロットの逃がし屋コンビだ。どんな状況からでも必ず逃がす、というのが売りで、実際《風と八月党》も彼女らの手引きで《学園》からの脱出に成功している。

「《学園》から逃げる手助けをした連中だぞ」

　トラリズ親子を雇やとい入れることに不満を抱いだく人間は多かった。いや、会議用の部屋に集められた特別チームの人間の大半が不満そうだった。

　だが、グレイビルは違っていた。

「彼らは良くも悪くもプロフェッショナルだ。以前《風と八月党》の仕事を受けたからといって、今の依い頼らい主を裏切るような真ま似ねはせん。彼らの能力については、我々が一番よく知っているのではないか？」

　グレイビルはこの特別チームの指揮官だ。すでに彼の決定によりトラリズ親子に使いが出されていた。今は《風と八月党》や逃とう走そう経路についての情報を集めつつ、その使いの帰りを待っている状態だ。

「それにしても、どうしてトラリズ親子との接せつ触しよく方法なんぞ知っていた？」

　リティーヤは疲ひ労ろうもあって末席でおとなしくしていたが、グレイビルに声をかけられて顔を上げた。

「あ。前に会ったことがあって。デイロックの舞ぶ踏とう会でなんですけど。その時教えられたんです。可愛かわいい子でしたっけー。あれで逃がし屋なんてよくやってますよね」

「……ただの変態ババアだ」

　ぼそりと呟かれたその言葉に、リティーヤは首を捻ひねる。

「？　すっごく若い子ですよ、人ひと違ちがいでもしてるんじゃないですか？」

　だが、そう言ってもグレイビルは嫌そうな顔で首を振ふるだけだ。

　さらに話を訊きこうとしたその時、扉とびらがノックされた。

　部屋に案内されて来たのは、話題の主である、少女と父親だった。

　ブローシズは、リティーヤの姿を室内に見つけて、にっこりと微笑ほほえんだ。今日は赤毛の上に美しい毛皮の帽ぼう子しを被かぶり、毛皮で縁ふち取どりされた赤いケープを身につけている。父親の方は品の良い紳しん士しといった出いで立ちで、コートを脱ぬいで脇わきに抱かかえていた。

「南部大街かい道どうまで我々の逃とう亡ぼうを助けて欲しい」

　親子を迎むかえたグレイビルは、単刀直入にそう言ったが、ブローシズは惚とぼけて小首を傾げる。

「橋が落ちたそうねえ。今日はお出かけは諦あきらめた方がいいんじゃないかしら？　たまには家の中でゆっくり過ごすのも悪くないわ、ねえ？」

「幾いくらだ」

「うふふ」

　ブローシズは笑った。リティーヤが驚くような、大人びた、妖よう艶えんとさえ言える笑えみだった。

「言っておくけど、私たちのこれまでの幾つかの仕事を見み逃のがしてやるなんて言っても無む駄だよ。私たちは捕まっても逃げ出すもの。どこからでも。どんな状況からでも」

「仕事の話をしろ。幾らで動く」

　グレイビルは事務的な態度を崩くずさなかった。ブローシズは小さな肩かたをすくめる。

「少し遊んでくれてもいいじゃない。あなたたちが私たちに何か頼たのみ事をするなんて、そうあることじゃないんだから。ねえパパ？」

「そうですね、母上。でもあまり焦じらすのも可哀かわい想そうですよ」

「まあ、パパったら優やさしいんだから」

　目を丸くしたブローシズに微笑みかけ、アヴォロットはグレイビルに目を向けた。

「お受けしましょう。あなた方をここから逃にがしてさしあげますよ。勿論お代は戴いただきますが」

　それが答えだった。グレイビルは深く嘆たん息そくして頷うなずき、リティーヤも胸を撫なで下ろした。





３






　トラリズ親子が提案したのは、切り通しに一班を向かわせ町を出ると見せかけて、それを囮おとりに全くの別ルートから本命の班が町を抜ぬけるという作戦だった。囮のルートに切り通しが選ばれたのは消去法だ。汽車に乗っていては逃げ場がないという点と、西や北へ抜けるのも遠回りになりすぎるという点から、危険はあっても他ほかよりはマシという判断だった。

　切り通しは襲しゆう撃げきされる可能性が高かったため、戦せん闘とうに慣れた者を中心に班が組まれた。シルルトをよく知るロードマスター、それに指揮官であるグレイビルとヴォルドも含ふくまれているから、これを囮と見み抜ぬくのは難しいだろう。

　切り通し班に入れられたイルザークは、道案内のアヴォロットやグレイビルらとともに、隊列の前方にいた。

　広いところでも馬を二頭並ばせられる程度の幅はばしかない険しい道は、時々急な角度で折り返している。左右に迫せまる岩がん壁ぺきは人馬の視線の遥はるか上、雲がかかるほどの高さまで続き、すでにかなり低い位置にあった太陽は、岩壁に遮さえぎられてすっかり見えなくなっていた。

　馬を繰あやつり、宵よい闇やみに近いほの暗い道の先を見み据すえて、アヴォロットが言った。

「ここを抜けられれば、まともな街道に出ます。そこまで行けば小道を行くも街道を行くも自由です。追っ手は聞き込みをするか、人手を幾つもの方向に割さくか、はたまた勘かんに頼たよるかしなければなりません」

　グレイビルが同じように薄闇を見据えて──あるいはこちらは視力を強化する魔ま術じゆつでも使ったかもしれないが──アヴォロットに確かく認にんした。

「この切り通しはどれくらい続く」

「半日ほどで川沿いの平へい坦たんな道に出ます」

　その答えを聞き、イルザークは岩壁を見上げ、呟いた。

「上から狙ねらわれたらおしまいだ」

「大だい丈じよう夫ぶです、高さがありすぎます。上からでは、我々の姿なんて雲に阻はばまれて見えませんよ。それに、半日続くといっても、あと少し行けば──」

　切り通しに入って、何度目かの曲がり角を曲がったところだった。アヴォロットは急に手た綱づなを引いた。後に続いていた者たちも、ぶつかりそうになりながら同じようにした。アヴォロットは目を見開き、驚きを表して、正面を見ていた。

「あと少し行けば、なんだって？」

　イルザークも、同じ方向を見据えながら、諦め混じりに尋たずねた。

　アヴォロットは、驚きつつも、どこか達観した様子で言った。

「《ヘビの一族》の時代の地下道にぶつかっていて、そこから近道ができたのですが……どうやら、それを使って先回りをされてしまったようですね」

　彼らの視線の先には、仮面で目元だけを隠かくし、薄い笑みを浮うかべて立つシルルトと、その部下たちがいた。彼らの後ろに口を開けているのが、その地下へ下りるという入り口だろう。イルザークはサーベルを抜き、魔ま術じゆつ師したちも迅じん速そくに防護結界の準備に入った。

「仕方ないな」

　イルザークが呟き、最初に馬の腹を蹴けった。シルルトの指先が魔術のために妖あやしく蠢うごめき、突とつ風ぷうが狭せまい切り通しを吹ふき抜けた。直前に完成した幾つもの結界がそれを阻むが、魔術は威い力りよくを殺そがれつつも魔術師たちをなぎ倒たおし、吹き飛んで岩壁に背中を打ち付け悲鳴を上げる者もいた。一方のイルザークは護ご符ふによって守られ、突風は彼を避さけるように二手に分かれる。シルルトを庇かばおうと前に出た《風と八月党》の男たちを馬で飛び越こえ、あるいは悠ゆう々ゆうと蹴け散ちらし、彼は鞘さやから引き抜いたサーベルを振るう。シルルトが微笑む。男たちの目と目が合い、強力な魔術と魔術がぶつかり合い、大気が乱れ、彼らの頭上で黒雲が音もなく膨ふくれあがっていった。




　良くある山やま越ごえのためのトンネルよりも、それはずっと広く、明るかった。

　三階建ての建物ほどの高さと、馬車が四台以上余よ裕ゆうを持ってすれ違ちがえるだけの幅を保って延びる、地下の大街道だ。壁かべはなめらかなモルタル塗ぬりで、手の届かない高い位置に、ガラスに入った明かりが等とう間かん隔かくで灯ともっている。果ては、見えない。

　クラスターの地下を走る地下道だ。

《ヘビの一族》によって作られた当時の幹線道路の一つで、リティーヤらはブローシズの案内によって共同墓地に隠された階段を通り、ここまで下りてきたのだ。

　これが、切り通しを囮に彼らが選んだ、本命の逃走経路だった。

　リティーヤは、どこか見覚えのあるような──以前この町にいたのだし、その時地下に紛まぎれ込んだこともあったのかもしれない──壁や天てん井じようを眺ながめながら、馬を走らせていた。

「驚おどろいてるの？」

　楽しそうな含み笑いを漏もらして、隣となりに並ぶポニーの上からブローシズが尋ねてきた。案内人である彼女は集団の先頭を走っている。どうやらリティーヤは、周囲の光景にぼうっとして、速度を出しすぎていたらしい。慌あわてて速度を緩ゆるめる。

　ブローシズはリティーヤに微笑み、話しかけてきた。

「クラスターは《ヘビの一族》の遺い跡せきの上に作られた町よ。彼らは地下にも地上と同じように町や道を造ったの。中でもこの道は前の時代には、幹線道路みたいなものだったのよ」

「うん。でもどの道がどこに通じてるか、きちんと把は握あくしている人間はいない……でしょ？」

　リティーヤが、ブローシズ自身がグレイビルに対して言ったことを繰り返すと、彼女は満足げに微笑んだ。

「私とパパの他には、ね。それにしてもよく覚えていたわね、私がデイロックで言ったこと」

　リティーヤは、あはは、と笑って頭を搔かく。

「店の名前思い出すのに苦労したけどね。ブローシズこそ、よくあの時教えてくれたね。あたしが《学園》の魔術師だって知ってたのに。追われるとか思わなかったの？」

「こういう商売は、お客の見み極きわめが大事なの。私たちのことを求めている人には、必要な情報を教えるのよ」

「え？　そんなにあたしお客になりそうに見えた？」

「お姉さんみたいな人が、《学園》みたいなきちんとしたところにずっと収まってるなんて変だもの」

「……そんなことはない、と思うんだけど」

「でも、予想外れちゃったかもね」

　ブローシズがそう言って、前方に視線を戻もどす。

「何か知らないけど、そんな重要そうなものを預けられるくらいなんだもの。《学園》の人間として、認められてるのね」

　言われて、リティーヤは首を捻ひねり、自分の背中を見た。彼女は丈じよう夫ぶなキャンバス地と革かわでできたナップサックを背負っていた。見た目よりは軽いが、少々かさばる。

　ブローシズには詳しよう細さいは伏ふせられているが、中には、石板の欠片かけらが四つ納められている。

「グレイビルさんに託たくされた時はほんとどうしようかと思ったけどね……」

　リティーヤはぼそぼそと呟つぶやいた。勿もち論ろん、クラスターに信用できる協力者がいない以上、誰だれかが持っていかねばならないのだが、グレイビルはその運うん搬ぱん人にリティーヤを選んだのだ。石板に何かあった時に対応できるのは彼女だけだから仕方ないのだが、正直恐おそろしい。

　残る一つの欠片はグレイビルら、切り通し組の誰かが持っている。万が一地下でリティーヤらが捕つかまった場合でも、五つ揃そろうのを防ぐための、保険のようなものだ。

　本命である地下組には、リティーヤの他、バドやゼストガ、一時的に拘こう束そくから解放されたヤムセがいる。

　それから、ロリロナも。

　ちらりと後方を振ふり返ると、ロリロナは調査委員会の魔術師たちの馬に挟はさまれて、用意された馬に乗っていた。手を拘束する縄なわは解かれているが、コートの襟えりで隠れた首には枷かせがはめられ、相変わらず魔術は封ふうじられている。それでも馬に乗る彼女は顔を上げ、強ごう情じようそうな表情をいささかも崩くずさずに真っ直すぐ前を見ている。微かすかな笑えみさえ口元に浮かべて。

　その笑みを見ていると、リティーヤは不安になってきた。思わず、ブローシズに確認する。

「ねえ……あたし、何か忘れてないかな？」

「はあ？」

　当たり前だが、ブローシズはわけがわからないといった様子だ。

「何か、忘れてる気がするの。すごく大事な……」

「不安があるのは当たり前よ。相手が相手だもの。でも、私の仕事を信用して欲しいわ」

　不満そうに、ブローシズはそう言った。確かに、リティーヤがここで不安になるのはブローシズの仕事を信用していないことになる。

「うん……そうだね」

　だが、そう答えても、心の中の不安はなくならない。この右手に託された石板や、ヤムセとの別れや、彼の今後が気がかりなのか、それとも──。

　それとも、何か、他ほかにあるのか。

「リティーヤさん、ちょっと」

　同じく先頭集団にいたゼストガが、急に馬を近づけてきた。リティーヤはブローシズから少し距きよ離りを取り、ゼストガと並んだ。

「ホテルで、《キツネ》のことを教えてくださいましたね。本当に死んでいるのか、と」

「はい……」

「……確かな話ではありませんが、彼は、生きているかもしれません」

　生きている──リティーヤの頭の中に、その言葉が鳴り響ひびいた。

「でも、あたしたちは確かにあいつが死んだのを確認して……！」

「極地であなたが見たという少年はどう説明します？　クラスター入りした古王国のチームが、その少年に襲おそわれたそうです。少年は彼らを台座の出現場所から追い出したそうですよ。たった一人でね。《キツネ》の他に、そんなことができる者がいますか？……それに、局長たちは何か確信があるようです。彼らはその少年とぶつかるのを避けています」

　だが、それでは意味が通じない。彼は死んだのだから。

　これはどういうことだ？　リティーヤは必死で頭を巡めぐらせた。極地で見た、バゼルの姿を思い返した。彼はどうしてバゼルの姿をしていたのだろう。あれは《キツネ》が《学園》に潜もぐり込むために作り出した姿だ。あれを、あのバゼルの姿を知っているということは。

「記き憶おくの……継けい承しよう……」

　ぽつりと口から零こぼれ出た言葉が、信じられなかった。だが、リティーヤは実例を知っている。ユローナは、ミカを後こう継けい者しやと定め、自らの記憶を受け継つがせたのだ。同じような魔ま術じゆつが、《ヘビの一族》の時代にもあったとしたら？

　記憶や魔ま力りよくを引き継がせることができれば、肉体が滅ほろんだとしても《キツネ》は蘇よみがえる。

　そして、そうであるならば。

「いけない……」

　リティーヤの呟きを聞いて、ゼストガは、え、と訊きき返してきた。

　だが、もう何もかもが遅おそすぎた。

「止まれ！」

　鋭するどい声が、地下道に響き渡わたった。先頭集団にいたバドだ。リティーヤはすぐさま手た綱づなを引いた。先を駆かけていたブローシズも手綱を引いて馬を止まらせながら、前方を見つめて呟いた。

「噓うそでしょ……」

　そばにいたゼストガと、最さい後こう尾びから馬を走らせてきたヤムセは、彼女たちを守るように前へ出た。他の者たちも、おのおの散開し、戦いに備えた。

　さりさりと砂を踏ふむ音が、前方から近づく。

　そして、等間隔につけられた明かりが照らす中、その少年は現れた。

　黒いマントを身に着け、白い顔になんの表情も浮かべず、ただ人間たちを見て、佇たたずんでいる。

　少年は、一人だった。

「どうして、ここがわかったっていうの？　ホテルを出る時も、町中でも、誰にもつけられてなんかなかった。誰にも見られてなんかなかった」

　ブローシズの声は、驚きのためか掠かすれていた。彼女の言葉通りだろう。魔術で何重にも警けい戒かいしていたし、ヤムセなどの勘かんの良い人間も揃っていた。それなのに、誰も気付かなかった。

　つまり、少年は、彼らの後をつけたわけではないのだ。

　リティーヤがその答えを呟く。

「先回り……してたのね」

「どうやって!?　道は幾いくつもある、分ぶん岐きは無数といってもいいわ！」

　ブローシズが、鋭く叫さけんだ。リティーヤは少年を見つめたまま、忘れていた一つの事実を思い出していた。

「あんたは……未来が見えたんだったわね……」

　未来視。

　それが、《ヘビの一族》が《キツネ》に与あたえた能力の一つだ。リティーヤがその危険性に気づけなかったのは、そしておそらくは局長たちですら読み間ま違ちがえたのは、《キツネ》がその力を近い未来を見るために使ったことがほとんどないからだ。彼はいつももっと遠くを、運命とさえいえるほど遠い未来を見ていた。

　こんな使い方はしなかった。

　こんな、自らをシルルトの駒こまに貶おとしめるような使い方は。

「見えたのね。あたしたちがこの道を通るのが」

　少年は、初めてリティーヤに目を留めた。表情筋が凍こおり付いてしまったかのように、彼は些いささかも表情を変えなかった。彼はリティーヤの背負う鞄かばんを見つけ、抑よく揚ようのない声で呟いた。

「石板を出せ」

　目め眩くらましのために、他にも同じような荷を持つ者はいたというのに。

　彼は視線をリティーヤに据すえたまま、右手を軽く挙げた。ひゅ、という音とともに、大気の刃はが魔ま術じゆつ師したちの間を駆け抜ぬけ、リティーヤに迫せまった。リティーヤは防護結界を張ろうとしたが間に合わなかった。刃はリティーヤの馬の腹帯と背負っていた鞄の肩かたベルトを切り、慌あわてたリティーヤは姿勢を崩して馬からずり落ちた。幸い受け身は取れたが、次の瞬しゆん間かんには馬に踏まれそうになり、鞄を引きずって急いでその場を退しりぞいた。

　その時には、魔術師たちの作り出した衝しよう撃げき波はが立て続けに少年の小さな身体からだを襲っていた。足あし下もとがえぐれて音を立てて床ゆか材ざいが砕くだけ、塵ちりになる。粉ふん塵じんに紛まぎれたヤムセが間をおかず迫り、馬上からサーベルを振るう。おそらくは魔術が込められた一いち撃げきだ。触ふれただけで肉体を切り裂さき、あるいは血液を凍り付かせる一ひと振ふりだ。さらに二人、騎き馬ばで少年に接近している。

　少年は初めてリティーヤから視線を外し、ヤムセを見て腕うでを振り上げた。

　その瞬間、少年を取り囲んでいた魔術師たちの馬がいなないて、後あと脚あしで立ち上がった。振り落とされる者も鞍くらになんとか留まる者もいた。

　ヤムセは暴れる馬から自ら飛び降り、着地と同時に地面を蹴けって少年に再び迫った。懐ふところに入って少年のがら空きの胴どうを一いつ閃せん。

「！　先生っ」

　しかし少年は人とは思えぬ動きを見せ、一いつ瞬しゆん早くサーベルの柄つかを握にぎるヤムセの手を摑つかんでいた。強力な〈夜〉魔力がその手から直接注ぎ込まれるのがリティーヤにもわかった。心臓まで凍いてつかせるほどの力だ──。

「やめて！」

　リティーヤは知らず叫んでいた。大気を操あやつり、風の刃を少年目がけて放つ。少年の手ての甲こうが切り裂かれて血が飛ぶ。ヤムセはリティーヤに向かって叫んだ。

「逃にげろリティーヤ！」

　だが、少年の注意はすでにリティーヤに注がれていた。

　少年は肉にく食しよく獣じゆうのように素す早ばやく、音もなくリティーヤに迫った。リティーヤは肩ベルトの切れた鞄を胸の前で抱かかえ、彼に背を向け逃げ出した。落ちていた馬具に足を取られて転ぶ。

　リティーヤが膝ひざを突ついて半身を起こした時には、少年はリティーヤの背中にのしかかり、その手で、鞄を抱える彼女の左手首を摑んでいた。

　鞄から、左手が引きはがされる。

「！」

　放すまいともがき、右みぎ腕うで一本でも鞄を抱え込もうとする──だが少年の手が、今度はリティーヤの肩を摑んだ。無む理り矢や理り上半身だけ仰あお向むけにされる。リティーヤは鞄をいっそう強く抱だき締しめる。自分を覗のぞき込む少年と、間近で目が合う。

　少年の、何の感情も映していない、金属質の輝かがやきを宿した目が、リティーヤを見ていた。

　その顔をあらためて見つめ、こくり、とリティーヤの喉のどが鳴る。

「バゼ、ル」

　その名前にも、何の反応も示さない。彼は本当に《キツネ》なのか？　リティーヤは信じられなくなった。《キツネ》がこんな顔でこんなふうにリティーヤを見るのか？　違う。これは《キツネ》ではない。見た目はバゼルでも、その中に《キツネ》はいない。

　ならば、いったい、誰だれだ──。

　リティーヤの肩を摑んでいた少年の手が、今度は鞄にかかった。リティーヤは必死で抵てい抗こうしようと身をよじった。だが少年の指は、そっとなぞるだけで鞄のキャンバス地を引き裂いていき──。

　その時、傷ついたままの手でサーベルを構え、ヤムセが背後から少年に斬きりかかった。

　少年は振ふり返って再び魔術でヤムセを吹ふき飛ばした。見えざる手で殴なぐりつけられたようにヤムセが姿勢を崩くずして地面に転がった。それでもヤムセの一撃は、僅わずかに少年の肩かた口ぐちを切り裂いていた。

　リティーヤが戦せん闘とうの混乱と恐きよう怖ふの中でそれを見つけられたのは、偶ぐう然ぜんだった。

　だがその意味を理解できたのは、生き抜こうと必死だったからだ。

　少年の切り裂かれたシャツの隙すき間まから、古い傷のようなものが覗いていた。

　ちょうど、彼の左の肩のところだった。リティーヤは身体を捻ひねってその傷をよく見た。それは、ただの傷ではなかった。治りかけたものを、上から何度かなぞったような、醜みにくい傷だ。

　原始文字だった。

　かぎ爪づめを交差させたような形。

　花を意味する原始文字だ。リティーヤはその文字が与える効果を一瞬ですべて脳のう裏りに蘇らせた。短い期間だけ咲さき誇ほこる花が表すのは、瞬しゆん時じの崩ほう壊かい、一瞬の美、変化、それから──。

「忘ぼう却きやく……」

　リティーヤは右手を伸のばして少年のむき出しの肩に触れた。少年はヤムセからリティーヤへ視線を戻もどした。

　彼が次の魔術を使う前に、リティーヤは素早く魔術をその傷に叩たたき込んだ。

「癒えろ」

　治ち癒ゆの魔術はリティーヤには高度すぎて、まだ苦手だった。だがほんの小さなひっかき傷を治すくらいはできる。治りかけては上からまたなぞられたその傷を塞ふさぐ程度は、できたのだ。

「！」

　少年は予想外の事態に驚おどろいたのか、身体を起こしてリティーヤの手を振り払はらった。だが効果はすでに現れていた。少年は自分の肩を見た。肉が盛り上がり、傷は急速に塞がっていく。

　ほんの僅かな赤い盛り上がりを残して、原始文字は消えた。

「……あ……？」

　少年は目を見開いた。その喉から、奇き妙みような声が漏もれた。

「あ、あお、あうううっ!?」

　どこか人にん間げん離ばなれした、獣けもののような声だった。少年は肩を押さえてもがき、次には頭を搔かきむしって地面に蹲うずくまった。ヤムセを始めとした魔術師たちがその周囲を警戒して取り巻き、リティーヤは息を詰つめて、自分の行こう為いの結果を見ていた。

「何をしたのですか」

　リティーヤの腕を摑み、身体を起こすのを手伝ってくれたのは、ゼストガだった。

「傷を……治しただけです。肩のところに、忘却の原始文字があって」

「忘却？」

　訊きき返してから、ゼストガも《キツネ》の身に施ほどこされていた仕し掛かけに気付いたのだろう、ハッとしたように呟つぶやいた。

「記き憶おくを封ふうじられていたのですか？　誰に──まさかシルルトに？」

「……わからないです。魔ま術じゆつを使ったり、バゼルの姿を取ったりしていたってことは、一部は記憶もあったと思うんですけど、あたしのことは覚えていないみたいだったから……」

　その時、突とつ然ぜん少年は一ひと際きわ鋭するどく絶ぜつ叫きようした。まるで獣の咆ほう哮こうだった。リティーヤは身を竦すくめ、ゼストガは防護結界を張った。その直後、衝撃波が彼らを襲おそい、かろうじて結界で直ちよく撃げきを防ぎはしたものの、リティーヤもゼストガもなぎ倒たおされて、その場に伏ふせた。

　少年は、ぎらぎらと燃える目で周囲を睥へい睨げいし、吐はき捨てるように言った。

「二本足どもが」

　それは先さき程ほどとは違って、確かに意志を感じさせる声だった。だがリティーヤの良く知る《キツネ》の言葉とは違った。

　少年はそのまま身を翻ひるがえしたかと思うと、通路の奥へ飛ぶような速さで走っていった。特別チームの誰も、それを追うことはできなかった。ヤムセも負傷のためにその場ではそれ以上動けない様子だった。リティーヤは彼に駆かけ寄った。

「大だい丈じよう夫ぶですかっ？」

「石板は無事か！」

　ヤムセは自分の安否よりも、まずリティーヤにそう訊いてきた。リティーヤは左手に持った鞄を掲かかげて見せた。

「大丈夫ですよ、ほら──」

「リティーヤさん！」

　ゼストガが、悲鳴じみた声を上げて、鞄を指さした。

　鞄には、おそらく先程の騒そう動どうでついたのだろう、横一文字に大きな亀き裂れつが入っていた。

　そして、その中に収まっているべきものが、なくなっていた。

　リティーヤは周囲を見回し、石板とそれを包む白い布を捜した。だが、どこにもない。リティーヤが落馬したところにも、《キツネ》と争った場所にも──。

「蹄ひづめの音だ！」

　誰かがそう叫さけんだ。リティーヤは耳を澄すました。確かに、蹄の音が聞こえた。ここから遠ざかっていく。少年の消えた闇やみへ向かって、誰かが馬で駆けていく。

　誰が？

　リティーヤはもう一度周囲を見回した。案の定、一人の人物が欠けていた。

「ロリロナ！」

　リティーヤが叫ぶのとほぼ同時に、他ほかの者たちも事態を理解していた。動ける者は馬に跨またがった。擦すり傷きず程度で済んだリティーヤが、先頭を切って馬を走らせた。

　ロリロナが、石板を奪うばって《キツネ》を追いかけた、その方向へ。




　状じよう況きようは膠こう着ちやくしていた。

　そもそも、二つの集団がぶつかるには、その道は狭せますぎた。シルルトの魔術は強力ではあったが、力加減を間ま違ちがえば、自分たちや目当ての石板をも一いつ緒しよに埋うめかねないため、彼が全力を出すことはなかった。極地で使っていたような〈夜〉魔術も、こういった開けた場所では屋内ほど威い力りよくを発揮できない。《学園》の魔ま術じゆつ師したちはそれをかろうじて受け止め、撥はね返すことができたが、同じようにこちらの魔術も相手の防護結界を打ち破ることはできなかった。

　魔術によって砕くだかれ、剝はく落らくした巨きよ大だいな岩がん盤ばんの陰かげで、《学園》の魔術師たちとその囚とらわれ人たちは、身を寄せ合い話し合った。

「面めん倒どう臭くせえ」

　ヴォルドは道を塞ぐ落石に背を預け、そう呟いた。

「面倒臭えよ、もういい、ここぶっ壊こわそうぜ。誰かが防護結界張っておけば生き埋めも免まぬかれるだろ。こっちは人数がいるんだ、それを利用しねえ手はねえだろ」

「シルルトはどうせ生き残るよお」

　数歩先の岩いわ陰かげでそう反論したのは、ロードマスターだ。

「道潰つぶして遺い跡せきの入り口なくなったらどーすんの。あそこから地下へ潜もぐれば、シルルトの目を誤ご魔ま化かせるかもしれないんだからさ。ね、そうだよね、アヴォロット」

　アヴォロットは彼らの後方で、曲がり角に身を隠かくしていた。角から頭だけ突つき出して答える。

「そーでーす。あの中に入ってしまえば道は複雑に入り組み、ボクらがどこへ逃にげるか彼らには予測がつきません。あそこまで逃げ込めばこちらの勝ちですよ、頑がん張ばってくださいね」

「完全に他ひ人と事ごとだな……」

　ヴォルドがアヴォロットを半眼で睨にらみつけた。

　グレイビルはロードマスターの隣となりで岩から僅かに頭を出し、敵の頭上の岩がん壁ぺきを魔術で崩ほう落らくさせつつ言った。

「何にせよあの男をどうにかかわさねばならん。ああ洞どう窟くつの目の前に陣じん取どられたのではろくな魔術が使えんぞ」

「んー。むしろこの状況だからこそって手が一つあるけど──イルザーク君、キミ走れる？」

　イルザークは少し先の岩壁に張り付くようにして戦せん況きようを窺うかがっていたが、ロードマスターから声をかけられて小首を傾かしげた。

「確かに俺なら魔術は撥ね返せますが、岩が転がってきたらおしまいですよ」

「それはヴォルドがなんとかする。たぶん」

「おいおい、俺かよ」

「ボク魔術使えないもん。グレイビルは今から教える手順でボクに魔術かけて。ヴォルドはイルザークの援えん護ごね。岩飛んできたら砕くかなんかして。イルザークはとにかく肉にく薄はくすること」

「──待ってください、何か嫌いやな予感がしますが、この作戦、あなたはどう動くのですか」

　ごにょ、とロードマスターがグレイビルに耳打ちする。グレイビルの顔色がさっと変わる。

「本気で言っているのですか!?　幾いくらあなたであっても──」

「はーいイルザーク君、キミのタイミングで動いていいよ」

「了りよう解かい」

　イルザークは短く答え──次の瞬しゆん間かんには、サーベルを手に魔術の飛び交かう中へ飛び出していた。同時にロードマスターはグレイビルに魔術の細かい指示を出し、グレイビルは罵ば声せいを飲み込んで指示に従う。敵陣じん営えいの魔術によってイルザークに降り注ぐ大小の岩を、ヴォルドが的確に吹ふき飛ばし、あるいは砕いて無効化していく。

　イルザークは、シルルトへの進路を邪じや魔まする《風と八月党》の魔術師を一人、サーベルの柄つかで殴なぐって気絶させ、さらに魔術が通じないと悟さとって銃じゆうを構えた相手の側頭部に蹴けりを食くらわす。二人が倒れ、道が開けた。シルルトまでは、あと一歩。

　その一歩が遠かった。

　頭上で、ど、という音が響ひびいた。視界が突然暗くなったが、イルザークは一いつ切さいの回かい避ひ行動をしなかった。

　その時降ってきた岩は、回避行動すらばかばかしくなるほどに、巨大だった。

　牛三頭分の体積があった。

「！」

　ヴォルドの魔術が岩を砕いた。無数のつぶてがイルザークの上に降り注ぐ。だが、それでも大きい。拳こぶし大の石が頭にぶつかれば、無事では済むまい。

「グレイビル！」

　ヴォルドが名前を叫ぶと同時に、グレイビルも魔術を放った。〈流れ〉魔術によって、砕けた石の一部が吹き飛ばされる。

　イルザークのサーベルがシルルトの喉のど元もとを掠かすめた。

　だがつぶての幾つかは吹き飛ばしきれずに、イルザークの背中をしたたかに打ち据すえた。どっ、と重みが背中にかかり、イルザークが姿勢を崩くずす。

　シルルトはその隙すきを衝ついて、華きや奢しやな短たん剣けんでイルザークの喉のどを搔ききろうとする。

「っ！」

　姿勢を崩し、サーベルを振ふり下ろした状態のイルザークに避よけるすべはない。

　その瞬間──。

　シルルトの腕うでが、短剣ごと搦からめ捕られた。

　肩かたを背後から押さえられ、腕を捻ひねり上げられ、短剣を落とす。足を払はらわれて、膝ひざを突く。

「……何？」

　シルルトは目を見開いたまま、愕がく然ぜんとしていた。イルザークは彼の前で姿勢を崩したままだ。イルザークではない。だが、彼以外は誰だれもあの岩の中を飛び込んでは来なかったはずなのに。

　もしも、飛び込んできたとすれば、岩が雨のように降り注ぐ中を、魔ま術じゆつの援護もなしに突っ切ってきたことになる。

「よいしょ、っと」

　かけ声とともに、背後に回った人物はシルルトの腕をさらに捻った。脱だつ臼きゆうするな、とそれを見ていたイルザークは思った。実際、シルルトの顔が一いつ瞬しゆん凍こおり付き、肩が奇き妙みような方向に歪ゆがんだ。背後に回っていた人物が手を放すと、その腕はだらりと重力に従って垂れた。シルルトは垂れ下がった右みぎ肩かたをどうこうしようともせず、振り返って相手を殺すことを優先させた。だが彼の魔術は発動しなかった。彼の魔ま力りよくと意志はいささかも現実世界に影えい響きようを与あたえていなかった。

　その首に、枷かせがはめられていた。

　魔力封ふうじの枷だった。

　見開かれたままの目で、シルルトは自分の背後に立つ男を見た。

　それは彼とよく似た顔をした別人──ロードマスターだった。

　落石が掠めたのか、額から一筋血を流してはいたが、彼はそれを拭ぬぐうこともせず言った。

「《キツネ》のね、魔術があったんだ。自分の存在を相手に感知させないやつ」

　ロードマスターはシルルトの落とした短剣を踏ふみ、敵のいない方へ蹴り飛ばした。《風と八月党》の魔術師たちのうち数名は言葉にならない悲鳴を上げ、ロードマスターに飛びかかってきたが、ロードマスターはそのすべてを素す手ででいなした。一いつ瞬しゆん後おくれて飛び込んできた《学園》の魔術師たちがその残る連中とロードマスターとの間に入り、《風と八月党》は見る間に押されていく。

「キミはね、シルルト」

　ロードマスターは戦いを他の魔術師たちに任せ、視線を再びシルルトに戻もどして言った。

「この切り通しでボクらを襲おそうべきじゃなかったんだ。ここじゃあ大規模魔術は使えないし、一度に相手できる数も限られる。キミには不利な場所だ。キミは素す晴ばらしい魔術の使い手だっただろうけど、だからといって、戦いの専門家じゃなかったんだ。それだけだよ」

「あなたは……」

「ボクはね、魔力だけに頼たよるのは、危険だって知ってた。《キツネ》がボクに教えてくれていたから。いつかボクは魔力を失うって。ボクの魔術ではキミを止められないとわかっていた」

　ロードマスターは、膝を突いたままのシルルトの傍かたわらに屈かがみ込み、その顔を覗のぞき込み、穏おだやかな目で語った。

「だから、ボクは魔力がなくても戦えるようにならないといけなかった。ボクは強くならなきゃいけなかったんだ。キミを跪ひざまずかせられるくらい」

「は……」

　シルルトは、右肩を左手で押さえ──。

「は……っ、はははははははははは！」

　笑った。

「ははっ、そうか、そういうことか！　あなたは越こえたのだ……私を打ち負かすことで、《キツネ》の与えた運命を！　越えようとし続け、今越えたのだ。そしてその向こうにあるものを摑つかんだのだな！」

　その場にいた者で、シルルトの哄こう笑しようの理由がわかった者はロードマスターだけだった。だがロードマスターは沈ちん黙もくを守った。シルルトは、なおも笑い声を漏もらしながら、肩を震ふるわせていた。すでに彼の仲間は洞窟の入り口に押し戻されそうになっていた。イルザークはよく似た男たちの奇妙なやりとりを見てただ黙だまっていた。グレイビルは指揮に忙いそがしかった。ヴォルドはやれやれと呟つぶやいて、手て頃ごろな岩にどっかりと腰こしを下ろした。マッチを探し当て、煙草たばこを口にくわえて一服する。

　紫し煙えんがたなびく空から、やがて雨の最初の一いつ滴てきが降ってきた。

　すべては、結末へ向かっていた。そう、その場にいた誰もが思っていた。

　だから備えが遅れた。突とつ如じよとして突とつ風ぷうが地下への入り口から吹き付け、嵐あらしのごとく切り通しを暴れ回り、砂さ塵じんを巻き上げ石くれを吹き飛ばした。人間たちは誰もが身を低くするか、物もの陰かげに隠れねばならなかった。突風は彼らの頭を撫なで、マントやコートを引きちぎらんばかりに荒あれ狂くるい、中には飛ばされて切り通しを転がり落ちていく者までいた。風は強いだけではなく、身を切るように冷たかった。風にさらされた肌はだは急速に冷え、その冷気は服の内側や、喉を通じて肺はい腑ふにまで至った。胸をかきむしって倒たおれる者もいた。

〈流れ〉魔術の生み出した風に乗って、〈夜〉魔術による圧あつ倒とう的てきな冷気が、その空間をしばし支配した。

　そしてそれが収まった頃ころには、身を守るすべのなかった者たちは、皆倒たおれ伏ふしていた。グレイビルやヴォルドですら部下の幾人かを防護結界で庇かばうのが精せい一いつ杯ぱいで、ロードマスターは護ご符ふを持つイルザークに庇われてはいたものの、体温の低下は避けられず、その場に蹲うずくまっていた。

　シルルトは直ちよく撃げきを食らっていた。

　すぐそばに転がっていた大きな岩まで吹き飛ばされ、そこで浅い呼吸を繰くり返している。

　そして、地下の入り口から、あらゆる人間たちをなぎ倒した魔術の使い手が、音もなく姿を見せた。

　それは、華奢な少年だった。

　少年は、マントのフードから金きん髪ぱつを零こぼれさせ、その金属じみた目でシルルトをじっと見つめていた。少年が口を開くと、よく通る美しい声が周囲に響いた。

「私に何をした、二本足」

　殺し合っていた二つの集団は、どちらも黙り込んでいた。どちらも動けなかった。イルザークすらも、サーベルを手元に引き戻すだけに留めた。少年の注意を引いてはならない、その確信が誰の胸にもあった。ただ一人ロードマスターだけは動こうとしていたが、魔術によって痛めつけられた肉体は思うように動こうとしなかった。

　少年の金属を思わせる目に、激げき烈れつな感情が閃ひらめいた。

「何をしたか、その口で言ってみよ、この未熟な二本足の魔術師が！」

　突如として、少年は怒ど気きを爆ばく発はつさせた。同時に、再び風が人間たちを打ち据える。少年が一歩、シルルトに近づいた。シルルトの仮面はすでに取れ、その顔は少年を向いていた。

「何をしたか？」

　突風と激しさを増す雨が交こう錯さくする中、シルルトは一人、笑えみを浮うかべていた。白く長い髪かみが風にもみくちゃにされ、雨で額に張り付き、その目が爛らん々らんと輝かがやいて少年を見上げる。

「わかっているでしょう。あなたから余計なものを奪うばってさしあげたのですよ。あなたは《ヘビの一族》の作り出した、永えい劫ごうの時を生きる、完かん璧ぺきな使い魔まです、けれどそれには少しだけ余分なものがあった。だからそれを取り去ってさしあげたのです。記き憶おくや、感情がなんです？　自らの意志がなんです？　そんなものがあっては、立派な使い魔にはなれませんよ」

　少年はシルルトの言葉には応こたえず、彼の喉に手をかけた。爪つめが長く伸のびて、皮ひ膚ふを引っ搔かいていた。血が流れるのも構わず、シルルトは笑った。

「私たちにしたことは思いだしましたか？　あなたは一時の慰なぐさみのために、私たちを騙だましたのです。私たちを〈夜の王〉にした。そう、未熟だった私たちは失敗しました。あなたには失敗がわかっていた。あなたは私たちを玩具おもちやにした。あなたが人間を玩具にするのなら、私があなたを下僕にしてあげましょう。それが私の、あなたに与えられた運命の乗り越え方なのです」

「《ヘビあのる一族じ》はもはや必要ない」

　少年の手が、シルルトを持ち上げた。華奢に見えた腕が大人一人の体重を軽々と持ち上げた。

「シルルト！」

　ロードマスターの絶ぜつ叫きようが響ひびいた。少年は、もう一方の手をシルルトの腹に突つき刺さした。

　シルルトのローブの背中が、奇妙な形に歪んだ。それは少年の手が、彼の腹部を貫つらぬいた証あかしだった。少年が腕うでを引き抜ぬくと同時に、その液体は決けつ壊かいした肉体からぼたぼたとこぼれ落ち、地に達して血溜まりとなった。

　少年は、無造作にシルルトの肉体を放り投げた。

　ロードマスターが少年に向かって突っ込んだ。イルザークも別方向からサーベルで斬きりつけた。ロードマスターが少年の首の後ろに手刀を振ふり下ろし、イルザークのサーベルがその胴どうを薙なぎ、さらにはヴォルドとグレイビルの魔術が少年の肉体に襲いかかった。

　だが、少年の放った衝しよう撃げき波はがロードマスターをはね飛ばした。あらゆる魔術は少年に何の影響も与えずに終わった。イルザークのサーベルを二本の指で挟はさんで受け止め、少年はその持ち主を見つめる。

「貴様は魔術が効かないのか」

「──たまたま、おたくの調子が悪かったんじゃない？」

　少年は柄つかを握にぎるイルザークの手を摑み、ぶんと横に振った。

　イルザークの身体からだは、地面に叩たたき付けられた。

「か──は」

「確か、以前の生で聞いたことがあったな。魔術を無効化する護符の話を──」

　ヴォルドの放った風の刃やいばは、少年の防護結界に阻はばまれてその肉体を傷つけることはできなかった。グレイビルの号令で同時に放たれた複数の魔術も、同じだった。

　少年は、イルザークの腹の上に足を乗せ、踏みつけた。イルザークは少年の足を摑み引き倒そうとするが、その前に少年はイルザークの腿ももに彼から奪ったサーベルを突き刺した。

「ぐあっ！」

「──ああ、護符だけではないな」

　少年はイルザークの胸むな倉ぐらを摑むと、乱暴にシャツを引きちぎった。その首にかかった鎖くさりと、その鎖に通された金属板を見つける。

　……そして、もう一つ。

　少年は、金属板ではなく、そちらに手を伸ばした。

　それは、イルザークの腹部に巻き付けられた包帯だった。

　包帯越ごしに見える肉体の線がおかしいことに、少年はすでに気付いていた。服を剝はいだように、今度は包帯を剝ぐ。

　そして、その包帯でしっかりと腹部に固定されていた、小さな石くれを拾い上げた。

　それが、五つ目の欠片かけらだった。

「ぐ……っ」

　イルザークが少年の方へ手を伸ばす。石板を取り返そうというその無む駄だなあがきを、少年は彼の側頭部を蹴けり飛ばすことで、一いつ蹴しゆうした。

「二本足よ。これがそんなに重要か。私にはそうではない。私ではもはや台座に触ふれることも適かなわぬ。せいぜい二本足を踊おどらせるための仕し掛かけに過ぎぬ。おまえは踊るか、二本足よ？　私のために踊るのなら──」

「《始原のキツネ》様！」

　少女の声が、その場の異常な空気に、新たな混乱をくわえた。

　少年は、無ぶ粋すいな声の聞こえた方を振り向むいた。彼が現れたのと同じ地下道の入り口から、今一人の少女が馬に乗って現れたところだった。少女は長いプラチナブロンドを振り乱みだし、涙なみだに濡ぬれたアイスブルーの目で彼を、彼だけを見つめて、悲痛な叫さけびを上げた。

「アタシを導いてください、どうか、今度こそアタシをお選びください！」

　少年は、突とつ然ぜん現れた少女を見て、訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめた。グレイビルは少女が囚とらわれのロリロナであること、その手に抱かかえられた包みが石板の包みであることを見て取って、部下に命じて素す早ばやく彼女の周囲を固めさせた。ロリロナは怯おびえ、地下道の方へ一歩後あと退ずさりした。

「おまえは、」

　少年は、石板を片手に持ったまま、からかうような目で少女を見た。

「踊るか？」

　ロリロナは彼に向かって手を伸ばし、泣き叫ぶように答えた。

「アナタと一いつ緒しよなら！」

「ダメだ、そいつから石板を取り返せ！」

　ヴォルドが叫んだ。少女を囲む輪が縮まり、何本もの手がその手た綱づなや鞍くらや鐙あぶみに置かれた足に伸びた。隙すきを衝ついて放たれた〈夢〉魔ま術じゆつが少女の肉体から意識を奪い、途と端たんに彼女はがくりと力を失い、その身体は魔術師たちの手によって鞍から引きずり下ろされそうになった。

　だが、少年は突然身を屈かがめたかと思うと、一いつ瞬しゆんで自らの手足を、腹を、背中を、頭部を変化させた。着ていた服は破け、筋肉が隆りゆう々りゆうと盛り上がり、全身に毛が生え、少年は一いつ匹ぴきの獣けものとなる。四よつ脚あしの獣は後あと脚あしをたわめ、姿勢を低くした。次の瞬しゆん間かん、その脚は強力なバネとなって彼の身体を宙に躍おどり上がらせた。

　獣は少女を引きずり下ろそうとしていた魔術師たちの真ん中に飛び込み、その牙きばと爪と魔術で自らと少女の間にあるあらゆるものをなぎ倒たおし、蹴け散ちらした。ぐったりとした少女の身体が鞍から落ちた時、彼はその顎あごで少女の身体を抱だき留とめた。彼は少女をくわえたまま、岩がん壁ぺきから剝はく落らくして切り通しに転がっていた岩を蹴り、跳とび上がった。

　そして、そのまま到とう底てい上れまいと思われた急きゆう斜しや面めんを、僅わずかな足がかりを正確に見つけ出し、素す晴ばらしい速度で駆かけ上がっていった。

　地を這はう人間たちには、それを追うことはできなかった。




　リティーヤが駆けつけたのは、騒そう動どうが終わる寸前だった。

　ロリロナの叫びも、少年の答えも、リティーヤは地下道の入り口で聞いていた。

　獣に変じた少年の魔術によって突とつ風ぷうが発生していた。上ってきた地下道を転がり落ちないよう、リティーヤは岩いわ陰かげにへばりつくようにして耐たえた。その岩陰から、獣がロリロナをくわえて岩壁を上っていくのが見えた。獣は、すぐに魔術すら届かない高さに去ってしまった。

　声が出なかった。

　その少年を、獣を、なんと呼べばいいのか、リティーヤにはわからなかった。

《キツネ》とも、バゼルとも、呼べなかった。あるいは、かつて自分がつけた名前でも。

　それとは違ちがう、リティーヤの知らない、生き物だった。

　雨は次し第だいに強くなり、やがて滝たきのような土ど砂しや降りになった。

　雨に包まれた、冷たい夜がやってきた。
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　雨はその勢いを増し、入り口からは冷たい、湿しめった臭においが漂ただよい込んでいた。

　魔ま術じゆつ師したちは岩がん盤ばんに開いた入り口から斜しや面めんを下って地下道に入り、その高い天てん井じようの下に負傷者を寝ねかせて手当てをした。一方で指揮官であるグレイビルは、ヴォルドの他ほか、チームの主立った者たちを集めて話し合いを始めていた。

「《学園》はラガロと接せつ触しよくした《始原のキツネ》の右前まえ脚あしを所有していた」

　その冒ぼう頭とうで、アレはいったいなんなんですか、というリティーヤの問いに、グレイビルはしばらく沈ちん黙もくした後、そう答えたのだ。

「学長に頼たのまれて、ヤムセが切り落とした《キツネ》の腕とそれを比ひ較かくした。一方はキツネの脚で一方は人の腕だったが、類るい似じ点が幾いくつか見つかった。どちらも同じ、強力な魔術によって作り出されたものだった。つまり、三匹目がいたとしても、おかしくはないということだ。我々が今遭そう遇ぐうしたのは、新たなる《始原のキツネ》、前の二匹とはまた別の個体だ。発言からすると、記き憶おくは継ついでいるようだがな」

　リティーヤは小さく呟つぶやいた。

「……でも、あの子、あたしのこと無視していった……」

「別の個体だと言っただろう。考え方も違うかもしれん。好みもな」

「でも、あたしの知る《キツネ》とラガロの遭遇した《キツネ》は、言動とかがよく似てたように思います。飄ひよう々ひようとしてて、人間を小こ馬ば鹿かにしてて……それなのに、あいつにはそういうところがないのは、おかしくないですか？」

　わからん、とグレイビルは言った。

「シルルトの影えい響きようで、違う要素が付け加えられたのかもしれん」

「何な故ぜ我々には伏ふせられていたのですか？　どのような相手と対たい峙じすることになるのか、知っておくことは重要ではないのですか？」

　ゼストガが、そう尋たずねた。不服を口にしたというよりは、事務的に疑問を尋ねたという感じだった。グレイビルが肩かたをすくめて答えた。

「敵が不死の化け物だと知っておく必要があるのか？　士気にも影響する。話したところで対策が立てられるわけでもない。そもそも、《右前脚》の件は極ごく秘ひ情報だ。……トラリズ親子を呼んで来い。話がある」




　石板は五つ揃そろってしまった。ならば、獣とロリロナは台座へ向かったはずだ。石板を取りもどすため、グレイビルらは台座の出現場所へ向かおうとした。

　だが、ゼストガの開いた地図を見つめ、ブローシズは言った。

「──そこには行けないわ」

「行けないとはどういうことだ。そこも地下遺い跡せきの一部のはずだ」

　グレイビルが尋ねると、ブローシズは地図から顔を上げて答えた。

「落らく盤ばんして通れない場所もあるし、地下道も、全部が地下で繫つながってるわけじゃないの。あなた方の行きたい場所には、この道からは行けないのよ」

「ならば別の道から──」

　言いかけたグレイビルを遮さえぎって、ブローシズが言う。

「それはもう全部ベルラインの軍と古王国からの調査チームが押さえてるのよ。町の中にある地下道の入り口は軍が、町の外の入り口は古王国の人間がね。一週間くらい前からよ。いったいここには何があるっていうの？」

「……台座だ」

「なんの──」

　問いかけて、ブローシズは口を噤つぐむ。古王国や魔術師たちがこれだけの騒動を巻き起こしているのだ、どういう種類のものなのか、想像することはできた。

　彼女はそれまでで一番深い溜ため息いきを吐ついた。

「どうりでね。おかしいと思ったのよ、古王国も《学園》も動くなんて。そう──そうね。わかったわ。じゃああなたがたはどうしてもそこに行かなければいけないってことね。なら、方法は一つだけよ。古王国に掛かけ合うの」

「古王国に……？」

　リティーヤは《キツネ》の件での報告が終わった後も、追い出されないのをいいことにぐずぐずしていて、思わず訊きき返してしまった。

　グレイビルには話の邪じや魔まをするなと睨にらまれたが、ブローシズは説明してくれた。

「ベルライン連れん邦ぽうは古王国の緩かん衝しよう国こくみたいなもので、前の戦争でも援えん助じよを受けていたわ。今回の件でも、どうせ古王国の依い頼らいで動いているだけよ。それなら彼らに幾ら頼んだって通してくれないわ。古王国側と直接交こう渉しようして通らせてもらうしかないのよ。ここまで町から離はなれたら、一度町に戻もどるのは結構時間がかかってしまうしね。あ、もしかして時間制限とかあるの？」

「今夜の十二時に台座がそこに現れるはずだ。それまでにそこに辿たどり着くか、やつらを捕つかまえるかせんとまずい。……あと五時間だな」

　グレイビルが懐かい中ちゆう時計で今の時刻を確かく認にんして言った。

「じゃあ今すぐ行きましょう。地下から、クラスターの南側に出られるわ。その近くの入り口を、古王国が押さえてるの」

「わかった。怪け我が人は置いていく──動けるのは何人だ、ゼストガ」

「重傷者は五名ですが、治ち療りようのために無事な者を一人は置いていかなければ危険です。《風と八月党》の残党は拘こう束そくしていますが、それを見張るのにも人員が必要です」

「私も行くわ」

　ブローシズが取り出した手帳と地図を対照させながら言った。

「我々の目的は町からの脱だつ出しゆつではなくなったぞ」

　グレイビルが念を押すように尋ねた。ブローシズは目を上げ、彼をじろりと見て言った。

「私たちをバカにしてるの？　仕事はあなた方とあなた方の持っていた重要な品物を──まあ、あえて中身は言わないわね、私は知らされていないから──クラスターから南部大街かい道どうまで運び出すこと。それなのに、よりによって本命ルートで待ち伏ぶせされてそれを奪うばわれたのよ。私たちの仕事は終わってないわ。あなた方が品物を取りもどすというのなら、取りもどさせてあげる。それから脱出し直せばいいわ。それが私たちの仕事よ」

「……リティーヤ。ヤムセに出発準備を整えるように伝えろ」

「あ、はい」

　これ以上リティーヤが話に首を突つっ込むのは許されないようだ。リティーヤは諦あきらめ、引き下がった。




　ヤムセは集団から少し離れた壁かべ際ぎわにいて、イルザークの太ふと腿ももを貫つらぬく刺さし傷きずを魔ま術じゆつで治療していた。リティーヤはイルザークを挟はさんでヤムセの向かいに腰こしを下ろした。

「大だい丈じよう夫ぶですか」

「当たり前だ。出血が多かったが──」

「イルザークさんが大丈夫なのは顔色見ればわかりますよ。先生の話です。右手、〈夜〉魔術食くらってましたよね。ちゃんと治しました？」

　ヤムセの右手には、今も火傷やけどのような跡あとが見えた。ちょうどその手を摑つかんだ少年の指の形のままに。ヤムセはその傷を見て、嘆たん息そくした。

「もう魔術は使った。跡が残っただけだ、痛みはない」

「そですか……」

「すまなかった」

　呟いたのは、イルザークだった。

　彼は、塞ふさがった自身の傷跡を見つめて言った。

「預かっていた石板を奪われた」

「そう聞いた。護ご符ふのあるおまえが取られるんだから、誰だれが持っていたって同じだったろう」

　慰なぐさめているつもりなのか、ヤムセはぶっきらぼうにそう言って立ち上がった。ロードマスターの様子を見てくる、と言い置いて、背を向ける。リティーヤは一人でイルザークのそばに残り、傷が開かないよう、一度塞がった傷の上から包帯を巻き始めた。

「……あのね、イルザークさん」

　手早く傷口を覆おおっていきながら、リティーヤは視線を手元に固定したまま言った。

「あたし、四つも欠片かけらロリロナに取られちゃったんですよ？　イルザークさんがそこまで落ち込むなら、あたしなんか死んじゃいますよ」

　イルザークはすぐそばで手当てを続けるリティーヤの顔を見つめ、小さく嘆息した。

「俺は君に謝らないといけない。ミカのことだ」

　リティーヤは少し驚おどろいてイルザークを見つめた。自分の手が止まっていることに気付いて、慌あわてて再開し、端はしを割さいてくるりと巻きつけ、結ぶ。

「はい、できあがり、と。……ね、イルザークさん、ミカのこと、ってどういう意味ですか？　別にイルザークさんが悪いわけじゃないですよね、極地のことは──」

「俺は彼女に秘密にしていたんだよ。君が〈昼〉魔ま力りよくを持っているってこと」

　イルザークはユローナの下で働いていたから、リティーヤの力のことも知っている。だが、そう、ミカは知らなかった。極地でシルルトから明かされるまで──。

　イルザークはくすんだ色合いの金きん髪ぱつに指を絡からめ、額を掌てのひらで押さえて俯うつむいた。

「彼女にとって君は本当に大切な存在で……俺は言えやしなかったよ。『君がリティーヤに執しゆう着ちやくしているのは、単に〈昼〉魔力に影響を受けただけかも』なんて。そりゃ俺はそうは思ってないけど、君の魔力のことを知ったら、ミカはきっとそう思うだろうから。だから黙だまってて、そして彼女はシルルトなんかにそれを知らされて、絶望して石板に戻ったんだ」

「ち……違ちがいます！」

　リティーヤは慌てて声を張り上げた。大きすぎたことに気付いて、口を噤んで周囲を見回す。怪我人が寝ねているのだ、静かにしなければ。それに、これは少し、個人的な話になる──リティーヤは声を潜ひそめた。

「ミカがあの時石板に戻ったのは、イルザークさんがひどい怪我しちゃったからです。死んじゃったって思ったのかも。イルザークさんがミカにあたしの魔力のこと黙ってたのだって、ミカのこと気き遣づかってくれたからでしょ？　イルザークさんが悪いわけじゃないんです」

「なんだって俺が死んだくらいで彼女が石板になってしまうんだ？」

「だから……ミカは、イルザークさんが好きなんです」

　イルザークは口元を歪ゆがめるようにして微笑ほほえんだ。

「勘かん違ちがいだよ。俺と彼女はそんなんじゃない、俺たちは、ただ──」

「ただ、なんですか？　ミカは本気でしたよ。これは絶対です」

　リティーヤはミカの感情についてはほとんど確信していたので、友人の想おもいをないがしろにされたように感じて、彼を睨みつけた。イルザークは苦く笑しようした。悲しそうな目をしていた。

「俺たちは、ただ、傷を舐なめ合っていただけだ。ミカ自身がそう言っていたよ」

「そんなことは──」

「いや。たぶん、ミカは正しかったんだ。俺は彼女を助けることで、彼女は俺を頼たよることで、互たがいに辛つらい時期をやり過ごしてきた。だから、俺が今彼女を助けようとしてるのも、また彼女と傷を舐め合いたいだけなのかもしれないな。彼女の弱みにつけ込んで……」

「それで、こんなところまで来たっていうんですか？　こんな怪我を負ってまで？」

　リティーヤは包帯の上からイルザークの腿ももに手を置いた。イルザークは自分の負った傷を見つめた。

「…………わからない」

　はぐらかしているのではなく、それは心の底からの言葉に聞こえた。彼は少し、呆ぼう然ぜんとしていた。自分でも答えを探すような目をしていた。

「たぶん、俺は彼女が幸せになるまで見守りたかったんだ。俺もユローナに手を貸して、彼女から自由を奪っていたから。彼女が幸せになるのを見届けられたら、俺は自分の他ほかの罪も許されるような気がしていたんだ。そんなことは、ないのにな。セリネ様を守れなかったことも、ユローナの下でやったことも、消えてなくなるわけじゃないのにな。上っ面つらだけ優やさしくして、何が許されるっていうんだか……」

　イルザークはミカに対して義務感に近いものを抱いだいている。リティーヤもそれは察していた。セリネやユローナのことが、その義務感の根底にあるのだ。

　だが、彼がミカに抱く感情が、義務感だけとは思えなかった。

　義務感だけなら、どうしてここまで、彼は迷うのだ。

「……ミカのこと、どう思ってますか？」

　イルザークは顔を上げ、見ている方が悲しくなるような、穏おだやかな笑えみを浮うかべた。

「いじらしい子だと思うよ。虚きよ勢せいを張って、精せい一いつ杯ぱい生きようとしていた。彼女との会話は楽しかったよ、いつ切れ味あじ鋭するどい言葉が飛んでくるかっていう緊きん張ちよう感かんがあってね。頭の良い子だ、察しが良くて。俺よりたくさんのものが見えていたのかもな。あの子は、時々自分はここまでだって諦めているところがあった。俺は、たまにどうしようもない気分になった」

「好きですか？」

「あの子はいい子だからね」

「そういう意味じゃないです」

「…………そういうのじゃないって言っただろ。彼女のことをそんなふうに考えたことはない」

　イルザークはセリネという想い人を失い、ユローナが死ぬまで、その復ふく讐しゆうに長く囚とらわれていた。勿もち論ろん、他の女性のことを考えるなど、自分に許す彼ではないだろう。

　だが、セリネは死んで、イルザークは生きている。

　人づてに聞くセリネの人となりに畏い怖ふを抱き、敬意を払はらいつつも、リティーヤはミカのために、イルザークに彼自身を解放してもらいたかった。

「ミカは、イルザークさんを『そんなふうに』考えてます」

「……だが、俺じゃ、」

「イルザークさんじゃ、なんですか？　ミカのこといじらしいって言ったじゃないですか。あのですね、あたしはこれでもミカの親友やってきたんです。あの子は警けい戒かい心強いし、つんけんして、弱みも見せないし、美人だけど性格は可愛かわいくないって有名でした。あの子をいじらしいとかいう人、正直見たことないです。でもあたしは知ってました」

　強く、イルザークの目を見て言う。

「あの子は、何があっても立ち向かっていく強い子です。でも自分の中で抱かかえ込む癖くせがあって、そういうところは、ほんといじらしくて可愛い子なんです。イルザークさんはそれを知ってる。ちゃんとミカを見てる。上っ面だけの優しさじゃそんなことわからない。それなのに、俺じゃ、なんておかしいです。イルザークさんだから、です。あなただから、ミカは好きになったのに」

　イルザークは俯き、頭をがり、と搔かいた。

「……俺は、こんなにろくでもないんだけどな」

　目を上げて、困ったようにリティーヤを見る。

「君はなんだって俺なんかにこんなに構うんだよ。ろくでもないなって思わないのかい？　優しいっていったって、誰にでも中ちゆう途と半はん端ぱに優しいだけだ。君は勘違いしてる。俺はそんな、」

　その投げやりな言葉に、リティーヤは即そく座ざに反応した。

「イルザークさんってなんか放っておけないんです。イルザークさんが辛そうなのは、見てて辛いんです。最初は命の恩人だから憧あこがれてたって感じだったんですけど」

　口に出してそう言いながら、自分でも出てきた表現に納なつ得とくする。

「今は、お兄ちゃんみたいで。放っておけないんです」

「お兄ちゃん……」

「あ、別にイルザークさんがあたしのお兄ちゃんに似てるっていうわけじゃないんですけど。頼れるのにちょっと変なところとか、恰好良いのに不器用なところとか、なんかこー、素す通どおりできないというか。お兄ちゃんっていう存在からあたしが抱くイメージに近いというか」

「君のお兄さんは、大変そうだな」

　心の底から、イルザークはそう言ったようだった。




　重傷者は置いていくことになった。ヤムセの治ち癒ゆ魔ま術じゆつは強力ではあったが、それで失われた血が戻もどるわけでもない。《始原のキツネ》相手では戦える人間は限られ、結局十五名程度の集団になった。

　リティーヤもヤムセも、勿論その中に含ふくまれた。ヤムセは戦力として必要だったし、リティーヤは台座に何かあった時のために外せなかった。イルザークも同行が決まった。

　ただ、ロードマスターは治ち療りようが終わらず、第だい一いち陣じんからは外れた。

「必ず行くから」

　地下道のモルタル塗ぬりの壁かべにもたれ、ロードマスターはいつもよりさらに白い顔でそう言った。バドが治癒魔術をかけ続けていたが、折れたあばらが肺を突つき刺さす寸前だったらしく、治療には慎しん重ちような判はん断だんと十分な時間が必要だった。

「無理しないでください。必ず石板取り返して来ますから」

　そう簡単ではないことはわかっていたが、リティーヤはそう安請うけ合あいして言った。ロードマスターは首を振ふり、溜ため息いきのような呟つぶやきを漏もらした。

「でも、これは、ボクたちの戦いでもあるんだ」

　ボクたち、に誰だれが含まれるか、リティーヤはわかった気がした。

　かつて生み出されたという、幾いくつもの分身。

「これは、我々の戦いです」

　それまで黙だまっていたヤムセが、淡たん々たんとそう言った。

「我々、魔ま力りよく環かん境きよう研究室全体の。ですから、私やリティーヤが戦うということは、バドやテヨルやロードマスターが戦うというのと、同じことなのです」

　相変わらず、先生は先生だなあ、とその論理を聞きながらリティーヤは思った。あまりに強ごう引いんな話だ。

　ロードマスターは、口元だけで微笑んだ。

「ありがと。でも、行くよ。ピンチに駆かけつけるから、期待してて」

　口調の軽さにも拘かかわらず、その顔色はあまりに蒼そう白はくだった。

　彼の右手首には、赤く、人の手の跡あとが残っている。

　シルルトの手の跡だ。

　シルルトもロードマスターも、《キツネ》の魔術によって吹ふき飛ばされて、崩くずれてきた岩がん壁ぺきと地面の間で折り重なるようにして倒たおれているところを発見された。その時、シルルトの手はしっかりとロードマスターの手首を摑つかんでいた。そして、そのまま、死んでいた。

　ロードマスターが、そのことをどう受け止めているのか、シルルトが最後に何を考えていたのか、リティーヤにはわからなかった。ただ、少しの不安を覚えて、ロードマスターの白い顔を見つめた。

「……大だい丈じよう夫ぶだよ」

　ロードマスターは、リティーヤの不安を払ふつ拭しよくするように、優しく微笑ほほえんだ。




　地下道を疾しつ駆くすること一時間で、選せん抜ばつされた第一陣は岩場に開いた狭せまい亀き裂れつから外に出ることができた。そこは古王国側の野営地のそばで、古王国の見張りもいた。グレイビルらは周囲を木々と崖がけに挟はさまれた草地の野営地に連れて行かれ、そこで古王国側の代表者と話し合うことになった。

　代表として出てきたのは、三十代後半とおぼしき男性で、古王国がベルラインに派は遣けんした内務省の調査チームをまとめている人間だと言った。彼らは台座出現を知り、調査のためにここまでやってきたという話だった。

　彼は、《学園》の人間を地下へ入れるわけにはいかない、と主張した。

　グレイビルは、苛いら立だちと不快感を隠かくそうともせず、それを声こわ音ねに込めて言った。

「我々の状じよう況きようはお知らせしたはずです。《始原のキツネ》を名乗る者が〈昼の王〉候補を連れて石板を持ち去ったのです。台座にそれが戻されることをお望みですか？」

「しかし、彼らが石板をすべて持っているというのはあなた方のお話です」

　古王国の代表者は丁てい寧ねいにそう言い、頑がんとして譲ゆずらなかった。

「それは、実際には我々が石板を持っていて、台座に戻そうとしていると疑っておられる、ということですかな」

　グレイビルがよりいっそう不満を募つのらせた様子で言った。案内された天幕は広く、古王国の代表者とグレイビルの他ほかにも、双そう方ほうの補ほ佐さが数名いた。ゼストガはグレイビルに従ってそばにいることが許されていたが、グレイビルの様子に冷や冷やしていた。局長はあまり気の長い方ではない。そろそろ、まずいかもしれない。

「そうは申しておりませんが、私の権限ではできないことなのです」

「あなた方が地下で一人の少年に追い散らされたことは伺うかがっておりますよ。その少年が《キツネ》なのです。彼はあなた方を台座の出現場所から追い出した後、我々の前に姿を現し、石板を奪うばったのです」

「それが不可解なのです。我々はここを見張っていました。市内の入り口もそうです。彼は地下から出られない、そのはずでは？」

「出ましたとも。おそらくはあなた方の知らない道を通って。彼は《キツネ》だと言ったでしょう？　《ヘビの一族》が作り出した道を、当時から生きていたであろう《キツネ》が詳くわしいのは当たり前でしょう」

　グレイビルの声は怒いかりで掠かすれていた。後三分保つかどうかだな、とゼストガは思った。いや、それ以上かかるなら、外交問題を無視してでも彼らを魔術でなぎ倒して強きよう行こう突とつ破ぱせねばなるまい。ゼストガは半ば諦てい観かんを抱いだきつつ、実力行使の機会を窺っていた。




　その頃ころ、リティーヤは天幕の外でなんとか話を漏れ聞くことができないものかと試し行こう錯さく誤ごしていた。天幕の正面には見張りがついていたが、彼らは天幕の裏手までは気にしていなかった。リティーヤはこっそり裏手に近づき、そこに張り付くようにした。努力のおかげで大体の話の流れは理解できたが、その内容はあまりに不安を誘さそうものだった。

「うわ……なんかやばそう」

　口の中で呟く。天幕の中にはヤムセもいたはずだが、どうにも向こうから了りよう承しようを引き出せないようだ。その時、隣となりからもぞもぞと動く気配と、声が聞こえてきた。

「ちっ、らちが明かんな」

　振り向くと、数歩離はなれた場所でも、誰かが似たようなことをやっていた。つまり、天幕に影かげが映らないように気をつけながら、耳を貼はり付けて中の話を盗ぬすみ聞ぎきしているのだ。着ている服からして古王国側の人間のようだったが、なんだか親近感を覚える。向こうも視線に気付いたらしく、リティーヤの方を振り向いた。

　兄だった。

「ちょ……!?」

　天幕の裏手でしゃがみ込んで盗み聞きをしていたファルクロウは、ぴたりと動きを止めてリティーヤを見つめ──息を吸った。

　叫さけばれる！

「リ──」

　リティーヤは自分でも信じられないくらいの速度で動き、落ちていた拳こぶし大の石を彼の口の中に突っ込んだ。仰あお向むけに倒れた彼の上にのしかかり、その耳に小声で囁ささやく。

「黙って！　聞こえるでしょっ！」

「ぬ……っ、もがっ」

　妹にマウントポジションを取られて口の中に石を突っ込まれたファルクロウは、もはや喋しやべるどころではなかった。




　ファルクロウは制止する見張りを振り切って、天幕の入り口から中へ入った。リティーヤはそのすぐ後ろについて、転ばされた見張りをまたぎ、ささっと天幕に潜もぐり込んだ。

「ファルクロウ!?」

　天幕内は、当然だが騒そう然ぜんとなった。ファルクロウは古王国の代表の方に向かって言った。

「この件について、俺は彼らの言い分を信じます」

「それは……何な故ぜだ」

「妹が俺に噓うそをつけるはずがないからです！」

　代表は黙り込んだ。リティーヤは居い心ごこ地ちが悪くなって、彼の脇わきをつついた。

「お、お兄ちゃん、ちょっと」

　冷たいヤムセとグレイビルの視線も感じる。だがファルクロウは構わず、胸を張って言った。

「何か問題があれば俺が責任を取ります」

「責任といっても──」

　責任者である自分が最終的に責任を取らされるに決まっている、とでも言いたそうな顔だ。

「ご心配なら、今から俺に殴なぐられて気絶してたことにしてもいいですよ。俺もレッドロック家の人間です。俺が責任を取るというのは、レッドロック家が責任を取るということです」

「！　お兄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶなの!?」

　リティーヤは驚おどろいてファルクロウの腕うでを摑んだ。ファルクロウはリティーヤににやりと笑いかける。

「任せておけ。おまえの兄ちゃんは結構凄すごいんだぞ」

　リティーヤの頭にぽんと手を置き、顔を上げる。見上げるその横顔に、頭の上に置かれた手に、リティーヤは子どもの頃を思い出した。大人たちを相手にしても一歩も怯ひるむことなく、兄はいつもこうして前を見ていた。彼はリティーヤと離ればなれの間にすっかり大人の男の人になっていて、リティーヤの知らない人生を歩んでいて、けれど、この眼まな差ざしはまったく変わっていないのだ。

「……うんっ」

　だから、リティーヤは子どもの頃のように彼を信じて、力ちからいっぱい頷うなずいた。

　ファルクロウの提案を聞いてしばらく黙だまり込んでいた代表が、溜ため息いきを吐ついて口を開いた。

「わかった。この後のことは、私はもう知らん」

　半ば以上自や棄けになったような口調だった。




　突とつ入にゆう計画が練られる間、リティーヤは天幕の外に放り出されることになった。

「ここにいたのか」

　背後から声が聞こえてきた。ヤムセがリティーヤの方にやってきて、隣に並んだ。それを眺ながめて、彼女はまた、視線を戻もどす。

　地上の光に。

　そこは野営地を囲む森を抜ぬけた先で、目の前は、開けた斜しや面めんになっていた。伐ばつ採さいされたばかりの切り株が幾いくつも残され、先さき程ほどまで降っていた雨に濡ぬれていた。雪面には雨の跡あとが無数について、解け残った雪は踏ふむとシャーベットのようにざりざりといった。

　リティーヤはそこで、斜面の先、崖と森と川を越こえた向こうにある、クラスターの町明かりを見ていた。

「野営地うろついていたら、邪じや魔まだったみたいで追い払はらわれました。あ、もう出発ですか？　すぐ戻るつもりだったんですけど──」

「ああ」

　そう答えつつも、ヤムセはクラスターの町を見下ろしていた。彼にすぐには動く様子がないのを見て、リティーヤももう一度町明かりに視線を戻す。

「……この町、守りましょうね」

　雨上がりの空気は湿しめって重く、リティーヤはそれが肺に満ちていくのを感じながら言った。

「あたしたちが出会った、この町を」

　ヤムセは少しの間黙っていた。

　それから、やはり同じように町の明かりを見つめて言った。

「ああ。私たちが出会った町だ」

「……先生。あの時、助けてくれてありがとう」

　ふっとヤムセが自じ嘲ちよう的に笑う気配があった。

「おまえを助けたのは《キツネ》だ」

　ああ、とリティーヤは思った。だから彼はリティーヤに言ってくれなかったのかもしれない。自分が助けたわけではないと思っていたから。あるいは、単に照れ臭くさかったのかもしれないが。リティーヤはすぐそばにある彼の手に自分の手を伸のばした。指を緩ゆるく絡からめる。

「先生も助けてくれました」

　ヤムセは手て袋ぶくろをしていた。使い込まれ肌はだに馴な染じんだ革かわの感かん触しよくを味わい、その向こうにあるヤムセの存在を感じながら、リティーヤはゆっくりと握にぎる力を強くする。

「……先生は、この後、どうなるんですか？」

「この後か」

　互たがいの口から漏もれる息が白く、温ぬるく、視界を過よぎる。

「全部終わったら、適当に逃にげさせてもらう。南方大陸に行くのもいいかもしれんな。《ヘビの一族》の発はつ祥しようの地だ。台座や石板について、あそこなら他にわかることもあるかもしれん」

　……一いつ緒しよに。

　一緒に行きたいと言ったら、彼はどんな顔をするだろう、とリティーヤは思った。

　だが、口にはしなかった。今のリティーヤではどうしたって迷めい惑わくになる。それは嫌いやだ。自分たちの道は分かれる。もう、決めたことなのだ。受け入れなければいけない。

「無事で、いてください……」

「当たり前だ」

　祈いのるような呟つぶやきへの答えは、笑ってしまいそうなほどの自信に溢あふれた言葉だった。





２






　騎き馬ばの一隊が、前時代の地下道を疾しつ駆くする。

「そこは《風と八月党》に奪うばわれてるの？」

　ブローシズは目的地までの時間を考え、ポニーではなくアヴォロットの馬に乗っていた。鐙あぶみの位置を調整すると、彼女は大変器用かつ大だい胆たんに馬を乗りこなした。

　道案内のためにブローシズの隣を馬で走っていたファルクロウが答えた。

「五時間前に一人の少年が現れて、うちの置いた監かん視し員いんをなぶって追い出したんだ。夕刻偵てい察さつを出した時には、その少年はいなかったが、《風と八月党》の監視がいた」

「今もいるかどうかはわからんな。《風と八月党》の規模と、あの切り通しに送り込んだ人数から考えると、残存勢力はあったとしてもごく少数だ」

　ヤムセが彼らの後方から馬を走らせながら言った。ブローシズはそちらへ首を曲げる。駆け足をさせながらの会話なので、誰だれもが声を張り上げがちだった。

「そうなの？　じゃあ、監視とやり合ってる間に時間切れってこともない──」

　わね、と言い終わらずに、ブローシズは顔を前方へ戻した。隣となりを走るファルクロウも緊きん張ちようした様子で馬を操あやつり、速度を落とした。彼が手を挙げて示した合図を見て、後続も同じように速度を落とし、前方を注視する。

　──リティーヤが最初に感じたのは、小さな、地を蹴ける音だった。

　前方で地下道は別の道と交差しており、そこからぬっと姿を現すものがあった。

　それは、漆しつ黒こくの毛皮に包まれた、有角の獅し子しだった。

　普ふ段だん人里近くではまず見られない、ましてやこんな都市の地下ではお目にかかれないだろう種だが、リティーヤはかつてフレアバタンで見たことがあった。台座が現れた後だったか直前だったかで、それを察知した幾つかの種が、フレアバタンに集まってきていたのだ。

「ヨルノシシ……」

　リティーヤは、畏い怖ふと共にその名を呟いた。

　ヨルノシシは猛もう然ぜんと距きよ離りを詰つめ、先頭にいたブローシズの馬に飛びかかった。ファルクロウの投げたナイフが獅子の背を貫つらぬく。獅子はもがきながらブローシズの馬に体当たりをし、バランスを崩くずしたブローシズは馬から投げ出されそうになる。

　ファルクロウはブローシズの手首を摑つかんで、馬が倒たおれる前に彼女を自分の鞍くらの前に引っ張り込んだ。その間に魔ま術じゆつ師したちが風の刃やいばの魔術を放ち、傷を負ったヨルノシシを追い払う。

　だが。

「こっちもだ！」

　後方から叫さけび声が上がった。振ふり返ると、そちらに、今度は二頭の獅子がいた。部隊の指揮を執とるグレイビルは、舌打ちしてブローシズに叫んだ。

「行ける人間を連れて先に行け！　おそらくきりがないはずだ、こちらは後方を守る！」

「わかったわ！」

　ブローシズは答えたが、ふと自分の乗り捨てた馬が脚を引きずっているのを見て、名残なごり惜おしげに呟いた。

「あの子は今は諦あきらめるわ。あなたの馬にこのまま乗せてちょうだい」

「君一人なら軽いものだ」

　ファルクロウは快かい諾だくし、ブローシズの指示に従って馬の腹を蹴った。リティーヤとヤムセもそれを追い、他ほかにも数名が先行することになった。

　グレイビルの判断は正しかった。現れたのはヨルノシシだけではなかった。目的地に近づくにつれて、様々な生き物が姿を見せ、その中には、飢うえているのか、それとも台座の出現を予感して凶きよう暴ぼうになっているのか、襲おそいかかってくるものもいた。そのたびに部隊の数名が踏みとどまって戦い、残りを先に行かせた。しばらく経たって置いてきた部隊が合流し、また新たな問題が発生して残ることもあった。

　何度かそれを繰くり返した後、辟へき易えきした様子でブローシズが言った。

「なんなの、あの獣けものたちは」

　リティーヤは、手た綱づなを操りながら答える。

「台座の出現を予感して集まってきてるんだと思う。前に台座が地表近くに現れた時も似たようなことになったの。さっきのヨルノシシとか、特定の動物たちは、何か子孫までつたわる命令を受けてるんじゃないかな。前に現れた台座を移動させたのも、彼らだったよ」

「動物が台座を移動させた？　命令を受けてるって、誰に？」

「《ヘビの一族》。人類から、台座を隠かくしておきたかったんだと思う……」

　これ以上詳くわしい説明をすると後でグレイビル辺りに怒おこられそうだなと思い、リティーヤは口を噤つぐんだ。だがブローシズはそれ以上尋たずねる気はないようで、ただ嘆たん息そくして言った。

「台座に、《ヘビの一族》ね。魔術師にも散々関かかわってきたけど、こんな大事は初めてだわ。私たちにはご飯の種だから仕方ないけど、あなたたちはそういうわけでもないでしょうに、よく毎回首を突つっ込むものね」

「魔術師ばかりじゃないさ」

　ブローシズを鞍に乗せたファルクロウが、苦く笑しようして言った。

「俺たちも、台座については色々調べたよ。自分たちの足あし下もとに現れたし、何より台座が大きな力を持ってるのは事実なんだ。俺はこの大陸全体を左右するかもしれないものを気にしないでいられるほど、神経が太くないんでね」

「あら。世の中には色々な考え方があるのよ。私は台座も石板もあんまり興味はないわね。大事なのは、依い頼らい主を目的地に届けること、トラリズ家の評判を落とさないこと、パパと楽しく暮らすこと。そんなものじゃないかしら。今この町の地下で人間じゃないものが暴れてるとか台座が現れるとか、上に暮らしてる人間は誰も知らないし、知ったところでどうもしないわ。せいぜい、危険に巻き込まれる前に逃げないといけないかなってくらいね」

　ブローシズは、率そつ直ちよくに語った。

「……そっか」

　リティーヤは久々に外部の人間の視点を教えられた気がした。自分が魔術に縁えんのない暮らしをしていたとしたら、やはりブローシズのように考えたかもしれない。台座だの、《キツネ》だのが本当に存在して、町の地下では今その問題を解決するために奔ほん走そうしている人間がいると聞かされたとして、興味は抱いだくだろうが、遠い世界のことのように感じてしまうだろう。台座も、《キツネ》も、彼らの世界の出来事ではないし、その延長線上にも現れることはないのだ。

　だが、これが魔術師であることを選んだリティーヤにとっての世界だった。

　この広々とした地下空間が、血ち煙けむりと硝しよう煙えんの渦うず巻まく空気が、リティーヤと、この場にいる者たちの選んだ世界だった。

　なんのことはない。

「ここが、あたしたちの持ち場ってだけなんだなあ」

　途と中ちゆう何度かの離り脱だつと合流を繰り返し、集団はその人数を減らしていた。

　道案内のブローシズとファルクロウ、リティーヤ、ヤムセ、魔導書調査委員会からゼストガとグレイビル、最さい後こう尾びにイルザーク。

「そろそろだ」

　ファルクロウが後続にそう声をかけ、地下道から延のびる細く天てん井じようの低い脇わき道みちのそばで馬を下りた。リティーヤらもそれに続いて下馬する。グレイビルはファルクロウが指し示した脇道を覗のぞき込み、顔をしかめた。彼の体格では、道を通り抜ぬけるのは辛つらそうに見えた。

「仕方あるまい。私はここで肉壁にでもなっておこう」

　肉の壁という表現はグレイビルの口から出ると比ひ喩ゆに聞こえなかった。むき出しになった配管に馬をつないでいたゼストガが、周囲に警けい戒かいの目を向けた。

「……何か、まだ来るのですか？」

「ん？　どういう意味だ」

「局長が残るのはここで攻こう撃げきを食い止めるためだと聞こえました」

「そうは言っておらんだろうが。物理的に無理なだけだ」

　リティーヤには、音も聞こえなかったし、気配も感じ取れなかった。ただ夜になって激しさを増したらしい雨がどこからかこの地下に流れ込み、排はい水すい溝こうを通っていく、こぽこぽという音だけが聞こえていた。

「……わかりました。ご無事で」

　ゼストガはそう言って引き下がった。グレイビルは顎あごをしゃくって脇道を示した。

「おまえは見届けろ」

　ゼストガが、頷うなずいて道に入っていった。リティーヤはその後に続こうとして、立ち止まってグレイビルを見上げた。グレイビルは面めん倒どう臭くさそうに、その視線を受け止めた。

「そこの逃にがし屋や特務警察がなんと言おうと、我々の仕事は決まっている。早く行け」

　実験体としてのリティーヤを手に入れるために、グレイビルはヤムセやロードマスターの失しつ脚きやくを謀はかった。だが今この瞬しゆん間かん、リティーヤは心から彼に頭を下げた。

　そして、ゼストガに続いて、その細く長い道に飛び込んだ。




　脇道には明かりがなかったため、何人かがカンテラを持って進んだ。道は三分ほど歩くと下り始め、緩ゆるやかに曲がっていった。円を描えがいて地下に降りていくのだ。

　道が水平に戻もどったのは、十分以上も歩いてからだった。

　もはやどれほど深い場所なのか、リティーヤにはわからなくなっていた。

　水平に戻った道は、そのまま舗ほ装そうされ石いし畳だたみの小道になっていた。同時に視界が開け、天井がぐんと高くなる。左右に迫せまっていた土壁が、淡あわい紅色の石積みになる。石積みの壁には何ヶ所か原始文字が書き込まれ、それがぼんやりと青白い光を放っている。壁へき面めんに小さな窓と戸口らしきものを見つけ、リティーヤは自分の目を疑う。

　真っ直すぐに延びた小道の左右に、幾いくつもの石積みの建物が並んでいるのだ。

「町……？」

　リティーヤは思わず呟つぶやく。先を歩いていたゼストガも、物もの珍めずらしげに周囲を見回して頷いた。

「そうですね。上には星が瞬またたいていますが、今いま頃ごろ地上は大雨のはずです。あれは実際の空ではなくて、天井にも何らかの光源があるからでしょうね。ここは、《ヘビの一族》が作った地下の町でしょう。ここまで綺き麗れいに残っているのを見るのは初めてです。あれを見てください、かなり高所にも建物がありますね」

　ゼストガが、来た道を振り返って指さした。

　通り抜けてきた入り口をあらためて町側から見て、リティーヤは絶句した。小さな入り口の上にまで、建物が建っていたのだ。壁面は絶ぜつ壁ぺきではなくやや傾けい斜しやがついていたが、それでも緩やかなものではない。人間ならば到とう底てい建物を建てようとは思わないそこに、《ヘビの一族》はしっかりとした土台を造り、必要な建築物を建てているのだ。傾斜にそってさらにその上にまで、何層にも亘わたって密集させて。あのてっぺんは、いったいどれほどの高さだろう？　想像しただけでくらくらしてくるが、研究者の端はしくれとして興味もそそられる。

「遊んでいる暇ひまはない。行くぞ」

　彼らよりも先を歩いていたヤムセが、立ち止まってそう声をかけてきた。リティーヤとゼストガは顔を見合わせ、先を急いだ。




　建材となっている淡い紅色の石は、花か崗こう岩がんに似ており、大きさも形もすべて均質だった。窓まど枠わくや看板などはツタや花弁を模した金属で飾かざられ、それらは錆さびもせずに今も青く鈍にぶい光を放っている。石材の材質のせいか、あるいは繊せん細さいな装そう飾しよくのせいか、どの建物にもどこか優ゆう雅がな雰ふん囲い気きが漂ただよう。

　そういった建築物の並ぶ通りを進み、行き着いた先は、噴ふん水すいのある広場だった。

　幾つもの道がその広場に集まっていた。広場はやはり石畳で、数百人規模の集会ができそうな広さがあった。中央には噴水らしきものがあり、二百年を経へた今でも、水をちょろちょろと零こぼしていた。

　ファルクロウの話では、噴水のある辺りに台座が出現する計算らしい。

　広場の隅すみでは台に固定された松明たいまつが何本か燃えていたので、広場だけはかなり明るかった。松明は特務警察が置いていったものだった。

　そして、その松明の陰かげに、獣がいた。

　黄金の美しい毛並みの、巨きよ大だいな四足獣──《キツネ》だ。

　ロリロナは、その獣の腹にもたれて、眠ねむり込んでいるらしい。

　リティーヤらの接近を感じてか、獣の耳がぴくりと動いた。次の瞬間には立ち上がり、獣はその金属質の、異質な輝かがやきを宿した黄金の目でリティーヤを見つめる。

　獣が動いたことでロリロナも目を覚まし、ハッとした様子で身構え、リティーヤらを見た。

「オマエラモ〈昼ノ王〉ニナリタイノカ」

　せせら笑うような調子で獣は語った。人ならざる喉のどから出すためか、その声はくぐもって少し聞き取りにくい。

　リティーヤは広場の入り口に立ち止まり、獣けものと対たい峙じした。そばにはゼストガが控ひかえてすでに防護結界の準備に入っている。獣とはまだ二十歩程度離はなれていたが、魔ま術じゆつではほとんど意味がない距きよ離りだし、この獣の脚ならば一いつ瞬しゆんで詰つめられる距離だ。

　ここが、リティーヤの決めた仕事場だった。

　イルザークもヤムセも、すでに散開し獣を囲むように動いている。彼らにはすでに相手の意識から存在を隠かくす魔術がかけられていたが、この獣相手では何かの拍ひよう子しに勘かんづかれる可能性も高い。いや、今も獣は彼を挟はさみ込むように動く人間の気配に気付いているはずだ。《学園》で同じ魔術を使った時とは違ちがう。二度も同じ手が通じる相手ではないのだ。

　獣の興味を逸そらさないように、リティーヤははっきりした声で答えた。

「違う。〈昼の王〉になりたいんじゃない。あんたたちを止めに来たの」

「我々ヲ？　何な故ぜダ」

「それがあたしたちの仕事だからだよ」

　リティーヤは、獣の、もはや自分が知るそれとは違ってしまったらしい目を見て言った。

「あんたを止めて、悲しい遊びは終わりにするの。あんたから魔術と石板の欠片かけらを与あたえられた人間の、それが仕事だからだよ」

「ジャア、仕方ガナイ」

　獣は裂さけるかと思うほど口を左右に大きく開き、嗤わらった。長い鼻はな面づらに皺しわが寄る。

　そして、一歩前に出た彼の肉体を中心に、風が鋭するどく唸うなりを上げ始めた。

「オマエハ、ココデげーむカラ下リルンダ」

　ゼストガの防護結界が完成した。リティーヤも準備していたそれを同時に張る。二重の結界は獣の放つ烈れつ風ぷうの刃やいばによって切り裂かれるが、ほんの一呼吸の間だけ猶ゆう予よを稼かせいでくれた。その一瞬の隙すきにゼストガがリティーヤを抱かかえて建物の陰に飛び込む。彼らのすぐそばを、凶きよう器きと化した風が吹ふき抜けていき、石畳には綺麗に三筋の跡あとが付いた。

　獣の注意が逸れた一瞬でイルザークが噴水の陰かげから飛び出し、獣に肉にく薄はくした。そのサーベルが、毛皮に被おおわれた獣の胴どうを撫なでる──が、獣の毛皮を切り裂くには至らなかった。サーベルは毛皮の上を半ば滑すべり、獣は首を捻ひねってイルザークの腕うでに牙きばを突つき立てようとした。その額、瞼まぶたの上辺りを、ヤムセの魔術が切り裂く。傷は浅く血もほとんど出なかったが、魔術の衝しよう撃げきのためか獣は目標を誤り、顎は空を切った。イルザークはさらに刃を翻ひるがえして獣の口の横からサーベルを突っ込み、頰ほおへと切り裂いた。今度は肉が露ろ出しゆつしていたせいか刃は肉を裂いて血が飛び散った。獣は、体当たりをしてイルザークを突きとばし、咆ほう哮こうを上げた。

　その瞬間、地面が揺ゆれた。

　獣を中心として石畳に亀き裂れつが入り、粉々に砕くだけていく。巻き上げられたその欠片がつぶてとなってヤムセとイルザークを打ち据すえ彼らの動きを止める。

　そして、リティーヤらの隠れていた建物も、揺れた。

　息を飲むほどの間に、柱も壁も粉々に砕け散った。リティーヤとゼストガの上に屋根の瓦かわらが大量に降ってくる。それを防護結界と〈流れ〉魔術ではじき飛ばし、ひたすらにやり過ごす。足あし下もとの揺れが収まり、気が付いた時には、リティーヤの周囲の建物という建物がことごとく崩くずれ去っていた。かなり離れた瓦が礫れきの山からブローシズが這はいだしている。お互たがい、よくも生きていたものだ──。

「いやあっ！」

　その時、ロリロナの悲鳴が聞こえて、リティーヤはそちらを振ふり返った。

　ロリロナは一人松明のそばに残って戦せん況きようを見守っていたが、今はファルクロウに腕を摑つかまれ、悲鳴を上げてもがいていた。ファルクロウは騒そう動どうの隙に広場を迂う回かいして別の道を通り、ロリロナの背後に現れたのだ。さすがにロリロナのいる方向は先さき程ほどの《獣》の攻こう撃げきから外れていたらしく、ファルクロウも無事だった。

「悪いな、ちょっとおとなしくしてくれよ」

　ファルクロウはロリロナの身体からだを荷物のように抱え上げた。ロリロナは激しく暴れたが、大人の男の力に敵かなうわけもなかった。イルザークやヤムセを相手にしていた獣が、ロリロナの悲鳴に気付いて、また一声吠ほえた。咆哮は今度は衝しよう撃げき波はとなり、獣を中心にあらゆるものを吹き飛ばし、なぎ倒たおした。先程の揺れでも残っていた石造りの噴水すら壊こわれ、粉々になって吹き飛んだ。

　そして──。




　ロリロナの悲鳴が聞こえ、《キツネ》は苛いら立だった。二本足の相手をするのは嫌きらいではないが、あの少女の悲鳴は嫌いだった。何か、嫌いやな記き憶おくを刺し激げきされる感じがした。それにあのアイスブルーの目だ。あの目を見ていると、《キツネ》はひどくイライラするのだ。

　その精神状態のまま、特別に強力な〈流れ〉魔術を、手加減なしに放った。そこは地下空間ではあったが、切り通しよりも遥はるかに広く、瓦礫に埋うもれるということもなさそうだった。目の前にサーベルを持ったくすんだ金きん髪ぱつの男が現れ、背後からもまたべつの男が迫せまるのを感じていたから、それをなぎ倒してしまいたかった。《キツネ》は魔術を放った。

　その直後、間ま違ちがいに気付いた。

　目の前に迫っていた男は、魔術を無効化する護ご符ふを持っているのだ。先の切り通しの戦いで彼はそのことを理解していたのに、思わず魔術に訴うつたえてしまった。彼とて未来のすべてが見えるわけではない──気まぐれに、唐とう突とつに、人々の未来は彼の鼻先で踊おどるのだ。《キツネ》は唸り、仕方なしに相手の攻撃に備えて身構えた。判断を間違えた、あの目のせいだ、そう胸で呟いて。

　ところが、男は衝撃波を受けて吹き飛んだ。

　一瞬持ちこたえたように見えたが、それはおそらく魔術による防護結界のせいだろう。この男が持っている護符による加護とは、効果の現れ方が違う。

　男は、地面に何度か身体を打ち付けられ、転がりながら、後方へ吹き飛び、噴水の瓦礫に紛まぎれて見えなくなった。

　魔術は無効化されなかった。

　あの男は、今は護符を持っていなかった。

《キツネ》は、まだ衝撃波が大気を揺さぶるその瞬しゆん間かん、事態を完全に理解して振り返った。

　そこに、サーベルを手に突っ込んできた別の男がいた。

　黒くろ髪かみで長身のその男は、《キツネ》の背中に深々とサーベルを突き刺さした。魔術によって力とスピードを増したその男が、やはり魔術で硬こう度どを増した刃を突き立ててきたのだ。《キツネ》は刃を受けた衝撃のために地を転がり、男ははじき飛ばされて柄つかから手を離した。

　男は彼の魔術を至し近きん距きよ離りで食くらったはずなのに、まったく傷ついていなかった。

　だから、今護符を持っていたのは、この男だ。

「《キツネ》!?」

　少女の声が響ひびいた。




　獣の巨きよ体たいが地を転がり、かつて松明があった場所で止まった。松明自体はその台ごと吹き飛ばされて、火も消えていた。それでも周囲が闇やみに包まれていないのは、砕けた石いし畳だたみに転がる石板の欠片のせいだった。欠片は台座の出現を予感しているのか、自ら光を放っていた。崩れた建物の壁かべに書かれていた原始文字の青白い光は、石板の赤い光と周期を合わせて瓦礫の中で明めい滅めつし始め、周囲は闇の世界と光の世界に交こう互ごに支配されていた。

　イルザークは噴水の瓦礫に半ば埋もれてまだ動かず、ファルクロウはロリロナを庇かばって地に倒れていた。ヤムセは、脚を投げ出すようにして倒れた獣に無造作に近づき、背中に突き刺さったままのサーベルの柄に手をかけた。

　それを抜ぬくのではなく、刃を通して直接体内に魔術を叩たたき込むために。

「《キツネ》……っ」

　瓦礫の陰からまろびでたリティーヤの腕を、ゼストガが摑んで止めた。だがリティーヤの声はヤムセの耳にも届いていた。痛々しい声だった。掠かすれ、震ふるえ、動どう揺ようした心がそのまま表に出た声だった。ヤムセの脳のう裏りに一瞬、死んだ《キツネ》の肉体を撫でるリティーヤの姿が浮うかんだ。あの時リティーヤは、微笑ほほえんだのだ。これ以上ないくらい優やさしく、悲しそうに、微笑んだのだ。彼の前で涙なみだを見せる代わりに。

　ヤムセの躊躇ためらいはその一瞬だけだった。

　だが、十分だった。

　獣が、閉じていた目をばっと開けた。その目がヤムセの姿を映した。次の瞬間にはヤムセの魔術より速すみやかに、獣が飛び起きて彼を突き飛ばし、後あと脚あしに力を入れ、跳ちよう躍やくした。

　広場の端はしから端まで、ほんの数歩だった。

　一歩ごとに信じられないほどの距離を詰めてくる獣を前にして、リティーヤは自分の腕を摑んでいたゼストガを反射的に突き飛ばし、物もの陰かげから出てきたばかりで事態を把は握あくできていないブローシズを背後に庇った。そこまでしかできなかった。

　そして、獣はリティーヤの上にのしかかってきた。

　肩かたを前まえ脚あしで摑まれ、押し倒されて、リティーヤは仰あお向むけに倒れた。背中も頭も打ったが、目を見開いて瞬まばたきもしなかった。熱い吐と息いきが頰にかかるのを感じ、前にも似たようなことがあったっけ、と妙みように冷静な頭の片かた隅すみで考えた。あの時は、そう、キスされたのだ。でも今は違ちがう。

　違うのだ。

　気が付いたら視界が歪ゆがんでいた。涙が目を濡ぬらしていた。まだ頰には零こぼれていなかった。その一いつ瞬しゆんは、相手が決定的に変わってしまったことが、やたらと悲しかった。殺されるのだという恐きよう怖ふは、その後にやってきた。

　勝利の雄お叫たけびなのか、獣けものは咆哮を上げ、ゼストガを威い嚇かくし、それからヤムセを振り返った。ヤムセは逃にげられたと悟さとった瞬間に獣を追ったが、まだ距きよ離りはあったし魔ま術じゆつを使うほどの時間もなかった。獣は余よ裕ゆうたっぷりに、口くちの端はしをつり上げて笑ったようだった。

　この口が、顎あごが、牙が、リティーヤの肉体を貫つらぬくのだ。獣の右前脚が、リティーヤの胸にかかった。重みであばらが折れそうだった。圧力がかかる。肺が押しつぶされてしまう。

「あ……うああああああああっ！」

　リティーヤは叫さけんで、右みぎ腕うでを本能的に振り上げた。自分と獣の牙との間に空間を作ろうと、喉のどを摑んで押し返す。だが獣はその抵てい抗こうを嘲あざ笑わらうように、悠ゆう々ゆうと身体を屈かがめ、口をリティーヤの首筋に近づけてきた。リティーヤの腕がその力を支えきれずに肘ひじで曲がる。歯を食いしばり、もはや悲鳴すら上げられなかった。

「切り裂け！」

　ゼストガの声が聞こえた。同時に、押してくる力が緩ゆるむ。獣の目から血がぼたぼたと流れてリティーヤの頰ほおにかかった。ゼストガが〈流れ〉魔術で獣の露ろ出しゆつした目を切り裂いていた。

　だが、この隙すきに逃のがれようとしたリティーヤの希望を、獣は容よう赦しやなく踏ふみにじった。

　リティーヤの胸に乗せていた右前脚で、彼女の胸から腹部にかけて、斜ななめに引き裂いたのだ。リティーヤが最初に感じたのは、殴なぐられたような衝しよう撃げきだった。突つき刺さる爪つめとつき上げる激痛を理解したのは、一いつ拍ぱく置いてからだった。

「ぁあ」

　腹が熱く、痛かった。内臓を傷つけられているのはすぐにわかった。血がこみ上げてきて、口中を満たし、溢あふれたからだ。気管を詰つまらせないよう横を向いて血を吐はいた。だができたのはそれだけだった。

「オマエノ目ガ嫌イダ！」

　獣はそう吠えた。駆かけつけたヤムセがその背に突き刺さったままだったサーベルの柄を摑み、すべてを凍いてつかせる〈夜〉魔ま力りよくを叩き込んだ。獣が暴れて、ヤムセはサーベルをきわめて乱暴に引き抜く。傷口が広がり、血が溢れ、魔術のためにそれが瞬しゆん時じに凍こおり付き、雪のようにきらめいてリティーヤの上にも降り注いだ。まだ獣の爪はリティーヤの腹に食い込んでいた。痛い、死んじゃう、どうして。混乱した頭の中では様々な思考が浮かび、また散っていった。

　どうして。

　不意にその思考がリティーヤの意識を捕とらえた。

　どうして、《キツネ》は以前とは違ってしまったのだろう。

　記憶を封ふうじられシルルトに操あやつられていた、というのなら、どうして記憶が蘇よみがえった今も、こんなふうに変わってしまったままなのだ。以前の《キツネ》は、どこに行ったのだ。

　どこに──。

「オマエノ！　ソノ目ガ！　イヤダ！」

　獣の絶ぜつ叫きようが再び耳を貫き、リティーヤは閉じそうになっていた目を開けた。ハッとした。オマエノ目ガ。獣はそう言ったのだ。かつてリティーヤを失い、同じ目をしたロリロナに代わりを求めた《始原のキツネ》が、そう言ったのだ。

　──彼は、まだ、思い出していないことがある。

　リティーヤは力を振ふり絞しぼって叫ぼうとした。

「……、て」

　声が出ない。

　喉から血が溢れて、言葉が声にならない。リティーヤは激痛と恐怖の中でかろうじて精神を集中させ、〈流れ〉魔術で周囲の大気を震わせた。そして望む言葉を、師の下もとに届ける。

「治して」

　ヤムセは傷ついていた獣の右目をさらにサーベルで斬きりつけたところだった。言葉がまとまらないもどかしさの中で、リティーヤが必死にもう一度意思を伝えようとした時、ヤムセと目が合った。伝わっている。そう確信できた。リティーヤはふっと力を抜いた。

　その時獣が体重を移動させ、リティーヤの腹はさらにかき回された。もはや悲鳴を上げる力もないと思っていたのに、リティーヤの喉からは空気を吐き出すような悲鳴が漏もれた。ヤムセは獣の目にさらにサーベルを突き立てる。強化された刃やいばは獣の肉をえぐるが、脳にまでは到とう達たつしない。獣が暴れたせいで、逆にサーベルが手から弾はじき飛ばされる。

　その瞬間、ヤムセは己おのれの右腕に〈夜〉魔術を重ねがけし、ごく一時的に物理攻こう撃げきを防ぐほどの結界を張り、獣の死角となった右側面から踏み込んだ。獣も頭かぶりを振り、迫せまるヤムセに向かって牙きばを剝むく。ほとんど真っ正面から彼らはぶつかった。ヤムセは右腕を突き出し、獣はそこに食らいついた。右腕を肘まで食いつかれながら、ヤムセの口元には確かに一瞬笑えみが浮かんでいた。獣はリティーヤの腹から引き抜いた爪でヤムセをも切り裂こうとしていたが、それよりもヤムセの方が早かった。彼は右手で相手の舌を摑つかんで引き、獣の頭を力ずくで下げさせた。そして、左ひだり腕うでを獣の首に回し、掌てのひらを獣の肩の辺りに当てて叫んだ。

「癒えろ！」

　獣の肉体を支配する生命の流れを探さぐり、操り、傷を癒いやす。獣はのけぞり、咆ほう哮こうし、ヤムセに体当たりをして彼を振り払はらった。ずるりと血だらけの腕うでが獣の口から抜ける。魔術を使ってもなお嚙かみちぎられかねない危あやうい一いち撃げきだったというのに、ヤムセは顔色一つ変えずに流れるような動作で足下のサーベルを蹴けり上げ左手で受け止めた。彼が獣を警けい戒かいする間に、駆け寄ったゼストガがリティーヤの身体からだを、獣の下から引きずり出した。

　その間、ヤムセが獣に放った治ち癒ゆの魔術は着実に効果を現していた。背中の傷や何度もえぐられた目元の傷はなかなか塞ふさがる気配を見せなかったが、それでもヤムセはリティーヤの意図を正確に把握していたから、それらの傷が問題ではないことはわかっていた。

　問題だったのは、もっと小さな、目に見えないほどの傷だ。

　獣はもがき、俯うつむき、急にその身体を縮めた。手足が細くなり、頭が小さくなり、それでもまだ全身を薄うすい毛が覆おおっている、尾おの生えた状態になった。半獣半人のその頭部には、人間の顔が現れる。バゼルの顔ではない。

　キツネ顔の、若い男だ。

　肉体の流れを支配し傷を癒す治ち癒ゆ魔ま術じゆつは高度な魔術だ。ヤムセ自身もかつては失敗し、ヴォルドの腕や足に後こう遺い症しようを残してしまったことがある。リティーヤも、治癒魔術は使い慣れていない。

　だから、失敗しないまでも、完かん璧ぺきではなかったのだ。

　地下道で傷を癒した時、リティーヤの魔術は彼の原始文字の形に刻まれた傷を、表面的には塞いだ。だが、中で傷はまだ残っていたのだ。そのせいで、シルルトに記き憶おくを封じられていいように使われていたことを理解はしても、記憶は完全には戻もどっていなかった。

　リティーヤのことを、彼は忘れたままだった。

　それでは、リティーヤの知るあのころの《キツネ》と同一であるはずがない。

「ダメだ」

　だが男は──リティーヤの知るたった独りの《始原のキツネ》は、蹲うずくまったままそう絞り出すように言った。

「ダメだ。統一できない。この意識は……長く保たな、」

　リティーヤはまだ声が出ず、ぼんやりとした目を《キツネ》に向けるだけだった。《キツネ》は苦しげに震ふるえ、掠かすれる声を絞り出す。

「長く……記憶を封じられていたから。意識が、乖かい離りして……俺と、こいつとの、連続性が失われてる。別人……統一、できない」

《キツネ》は、自分とリティーヤの間に立ちはだかるヤムセを、ちらりと見上げて言った。

「こいつの意識が戻る前に、俺を殺して」

　リティーヤは目を見開いて起き上がりかけた。ゼストガに肩を摑まれ、無む理り矢や理り動きを封じられる。血は失われたままだが、ゼストガが神経を幾いくらかいじくってくれているせいだろう、痛みは少しずつ引いてきた。掠れた声を、絞り出す。

「いや、何言って……」

「また会えるってわかってた。見えてたよ。俺には。でももうこいつは俺じゃない」

「やめ……」

「リティーヤ、口を閉じろ」

　ヤムセが短くそう言った。リティーヤには彼の背中しか見えなかったが、その声が強こわ張ばっているのがわかった。ヤムセが《キツネ》の死について少なからず責任を感じているのを、リティーヤは理解していた。今度も、その責任を負うつもりなのだというのは容易に察せられた。

　不意に、《キツネ》の顔が大きく歪む。顔を伏ふせ、震える。リティーヤは息を吞のむ。

「！　痛いの、苦しいの!?」

　荒あらい息を吐いて、彼は再び、顔を上げる。汗あせが額やこめかみから流れ、頰や鼻を伝って、顎あごを滑すべり落ち床ゆかに水たまりを作っていた。彼は血と汗を拭ぬぐい、リティーヤの目を見つめて言った。

「俺は〈永遠〉のために作り出された」

　突とつ然ぜんの言葉に、リティーヤはぽかんとする。

「不死の実験だよ……死んだら、用意されている別の肉体に、記憶と……経験と、魔力が、継けい承しようされる。そういう、新しい生命のあり方を、不死を、《ヘビの一族》は模も索さくしてて……記憶も魔力も受け継つがせられるのなら、やつらにとってそれは不死に限りなく近いものだったから。やつらは俺みたいな永遠性を、自分たちの肉体と精神でも再現しようとしていた。うまくはいかなかったみたいだけどね……ふふ、でもね、不思議なんだ、嬢じようさん」

　くすぐったそうに目を細め、《キツネ》は汗の玉を幾つも額に浮うかべ、甘く囁ささやく。

「俺には、嬢さんと過ごした時間の方が、永遠みたいに感じられるよ」

　リティーヤは──呆ぼう然ぜんとその言葉を聞いていた。それを見て、また《キツネ》は笑った。

「ちゃんと伝わってるかな？　こんな気持ちになるなんて思わなかった。長く生きてきたはずなのに……その年月よりも、嬢さんと過ごした何ヶ月か、嬢さんを見てた何年かの方が、ううん、嬢さんが、俺の〈運命〉壊こわしてやるって言ってくれた、あの一いつ瞬しゆんの方が、ずっと、ずっと、永遠に近いものに思えるんだ。ねえ、嬢さん」

《キツネ》は、かぎ爪づめの生えた手をリティーヤの方へ伸のばした。リティーヤはもう一度、必死でその手を取った。出せる限りの力で握にぎりしめた。

「ずっと、前に言えばよかったね。たくさんの人間と関かかわってきて、好きになった人間も結構いたけど、嬢さんだけが、俺の〈運命〉を壊してくれた。嬢さんだけが、俺を……本当に、愛してくれた」
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　彼は長く生きてきた。人間と出会い、深く知り合い、からかい、だが同時に愛してもきた。

　彼は、愛し合いたかったのだ。

「……大好きだよ、嬢さん」

　リティーヤの視界の中で、《キツネ》はにこりと笑った。これでもう最後なのだ、本当に、本当に最後なのだというのが、痛いほどわかった。彼は去っていくのだ。去らせてくれと言っているのだ。

　リティーヤは抗あらがいたかった。何か可能性を探したかった。

　だが、限界がそこまで迫っているのは、もう認めるしかなかった。彼の額には脂あぶら汗あせが浮いて、眉まゆは寄せられ、口からは荒い息が零こぼれている。もう一つの意識を抑おさえ込むのは、彼にとっては大変な苦痛を伴ともなうものなのだ。

　リティーヤは、その苦しみを終わらせることだけを考えて、涙なみだと、絶叫を堪こらえ、彼の手を強く握り、七年前も、今も変わらない想おもいのすべてを込めて、微笑ほほえんだ。

「あたしも、あいしてる」

　それは、遥はるか年上の女のような、美しく、確信に満ちた笑みで──《キツネ》は一瞬切なそうに顔を歪ゆがめ、もう一方の手を彼女の頰ほおに伸ばした。

　だが手が届く寸前、《キツネ》は目を見開き、絶ぜつ叫きようして胸を押さえた。その肉体は再び膨ふくれあがり、毛が全身を覆い、手足に強靭な筋肉がつく。骨格が変異し、彼は一いつ匹ぴきの獣けものとなった。

　獣は咆哮し、地を蹴ってリティーヤ目がけて飛びかかってきた。

　その大きく開いた口の中に、ヤムセはサーベルを刺さし込んだ。

　跳ちよう躍やくのために獣の方に勢いがついており、サーベルの切っ先は獣の喉のどを貫つらぬいた。

　リティーヤは、目を隠かくそうとしたゼストガの手をそっと止め、一部始終を見ていた。

　地に倒たおれ少しの間だけもがき、やがて静かになった獣も、その肉体からサーベルを引き抜ぬき、黙だまって立つヤムセの背中も、床に広がる血も、宙に舞まう獣じゆう毛もうも、見ていた。

　終わったのだ。

　リティーヤは、大きすぎる悲しみのために思考と感覚をどこか痺しびれさせながら、そう感じた。

　だが、実際はまだ終わりではなかった。

　その光景を見て、絶望に染まった叫さけびを上げた者がいた。

「ひっ、い、いやああああああああああああああああああああああ！」

　ファルクロウに庇かばわれて、軽傷で衝しよう撃げき波はをやり過ごすことができた、ロリロナだった。

　リティーヤとゼストガ、ヤムセは絶叫の聞こえてきた方を見た。ロリロナはファルクロウの身体の下から抜け出たばかりで、まだ座り込んだ状態だった。彼女の目には、血に染まった獣の身体が映っていた。そして、彼女の前には、彼女自身が落とした、輝かがやく石板があった。

　ロリロナはその石板に手を伸ばした。リティーヤにはロリロナが何をするつもりなのかすぐにわかった。

「先生、あの子……っ」

「ファルクロウ、起きろ、止めろ！」

　ヤムセがロリロナの方へ駆かけ出した。ファルクロウは呼びかけに答えてか、ぴくりと指先を動かしたが、起きあがることはできなかった。ロリロナは、その間に封ふう印いんを解いていた。

　途と端たん、石板は先さき程ほどまでとは比べものにならないくらい、強い光を放った。リティーヤらは目を焼かれ、顔を背そむけねばならなかったほどだ。そして石板から放たれた熱風が彼らの身体からだを打ち据すえた。火花が散り、転がっていた松明たいまつに引火して燃え上がらせた。

　吐はき気けがするほど強力な〈昼〉魔ま力りよくが、この地下空間に解き放たれたのだ。

　そして、間の悪いことに、予定されていた時刻がやってきた。

「ヤムセさん！　台座の──」

　ゼストガは途と中ちゆうで口を噤つぐんだ。すでにそれを知らせる意味がなくなっていたからだ。

　かつて噴ふん水すいのあった場所に、石の台座が忽こつ然ぜんと現れた。

　魔力はいっそう強さを増し、誰だれもが一瞬動きを止めた。護ご符ふによって魔術の影えい響きようを受けないヤムセにしてもそうだった。あまりに強力な魔力は魔術師の心身に強い衝しよう撃げきを与あたえる。リティーヤを治ち療りようしていたゼストガも、手を床についたきり顔も上げられないでいる。

　ロリロナ以外で最初に動けたのは、瓦が礫れきとなった噴水から身体を起こしたイルザークだった。

　ロリロナが風のように広場を駆け抜け、台座に飛びついた時、イルザークは這はうようにして台座に辿たどり着いたところだった。彼はロリロナの腕うでを摑つかみ、全身の痛みに耐たえながら訴うつたえた。

「やめるんだ！　君も救われるべきなんだ、こんなやり方じゃ──」

「──なら一いつ緒しよに救われてみる？　アンタがアタシのものになるのなら」

　振ふり向むいたロリロナが、彼の目を見つめて囁いた。執しゆう着ちやくとも恋れん情じようともつかないものが一瞬その目に閃ひらめく。イルザークは言葉に詰つまる。

「俺は……」

　はっ、とロリロナは低く笑った。その顔に、みるみるうちに醜しゆう悪あくな笑えみが浮かぶ。

「あの女を返して欲しかった？　それとも、石板を台座に戻もどして、あの女を返してくれって願いたかった？　そしたらアンタの願いは叶かなったかもね──でも、アタシは絶対にアンタにだけは石板を渡わたさないっ!!」

　ロリロナが絶叫し、隠し持もっていたナイフで彼の右目を切りつけた。イルザークは避よけられなかった。切っ先が瞼まぶたと眼球を切り裂さき、頰をえぐる。その血を見て、ロリロナは狂きよう喜きする。さらに〈昼〉魔術を叩たたき込まれ、イルザークが倒れ込む。

「ロリロナ！」

　リティーヤはもがくように立ち上がり、叫んだ。今動けるのは〈昼〉魔力に慣れたリティーヤしかいなかった。どれほどの血を失っていようと、動くしかなかった。腹を押さえ、一歩一歩、足を引きずるようにして近づいた。

「ダメだよ、ロリロナ、こっちを向いて！」

「寄るな！」

「ロリロナ！　ねえ、前に話したでしょ、あんたの意志はどこに行ったの、って。なんだってこんなことするの。もう、石板を台座に戻せってあんたに命令する人はいないんだよ？」

「アタシの意志ですって？」

　ロリロナは、台座にしがみつきながら、痙けい攣れんしたように笑った。

「アンタ、前にもアタシに言ったわね。アタシの意志はどこにあるんだって。じゃあ教えてあげる。アタシはやっとアタシの意志を見つけたの。アタシは、あの御お方かたを蘇よみがえらせるの」

　あの御方。ロリロナが、愛と絶望を込めてそう呼ぶ相手は、一人しかいない。

「アタシを見てくれて、アタシを愛してくれたあの御方を蘇らせるの。アンタの《キツネ》じゃない、アタシだけの《キツネ》を、手に入れる。アタシは──」

　ロリロナが、抱かかえていた石板を台座の上にばらまいた。石板の赤い光が、一ひと際きわ強くなる。

「アタシは、アンタの代わりなんかじゃない！」

「ロリロナ！」

　リティーヤは手を伸ばした。あと少しでロリロナを捕つかまえられるところまで迫せまっていた。

　だが、台座の上に散らばった石板は、勝手に動いて、あるべき位置にはまった。

　隙すき間まなく、ぴたりと。

「〈昼〉の台座よ、アタシにあの御方をちょうだい！」

　ロリロナが絶叫した。赤い光が石板から溢あふれ、空間を満たした。ロリロナの腕に、ようやくリティーヤは触ふれた。時間が引き延ばされたような感覚を覚えた。ロリロナの乱れた精神が伝わってきた。ほんの一いつ瞬しゆんだったはずだが、ロリロナは、すでに〈昼〉魔力に心を壊こわされかけていた。絶望と恐きよう怖ふと混乱が伝わってきた。ロリロナがばらばらになってしまう、とリティーヤは思った。反射的にリティーヤは目だけで背後を見た。ヤムセは場を支配する魔力に抗い、彼女まであと数歩のところにいた。彼は、何か叫ぼうとしていた。

「せんせ。ごめん」

　そう言い終えられたかどうか、自信がない。

〈昼の王〉となった人間に与えられるのは、四分の一秒だけと言われている。ロリロナの精神が壊されきっていない以上、まだその時間は経たっていないはずだった。リティーヤの時間感覚は引き延ばされていたのだろう。だから、その時起こったと思ったことは、実際には起こっていないか、あるいは起こっていても終わっていないはずなのだ。リティーヤがヤムセに言い残したと思ったのも、そう伝えたいと思っただけかもしれないし、自分の言葉を聞いたヤムセが手を伸ばしてリティーヤを引き留めるように見えたのも、単にリティーヤの願望かもしれなかった。だいたいヤムセがこの状じよう況きようでリティーヤを引き留めるなんて、おかしなことだった。魔術師であるリティーヤには、何を置いてもやらなければならないことがある。可能性が少しでもあるのなら、諦あきらめてはダメだと、そう教えてくれたのはヤムセのはずだ。

「リティーヤ！」

　だが、それでは、彼のこの痛ましい叫びはなんだろう。

　リティーヤは自分の身体を石板とロリロナとの間にねじ込んだ。

　意識が、真っ赤な光に満たされた。
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「無む茶ちやをしすぎです」

　グレイビルは不ふ機き嫌げんそうに言って、ロードマスターの傷の状態を見た。ロードマスターは壁かべにもたれ、荒あらい息を吐いている。彼らの周囲には何十匹ものネズミの死体が転がっていた──一匹一匹の大きさが、中型犬ほどもあるネズミだ。

《ヘビの一族》がよく研究施し設せつなどに置いていた、守護者と呼ばれる獣の一種だ。旺おう盛せいな生命力を持つ彼らの多くは今も遺い跡せきとなったそれらの施設で生き続け、あるいは繁はん殖しよくし続けている。このネズミたちも、番犬代わりに飼われていたのだろう。《キツネ》に呼び起こされたか、あるいは元々この辺りに研究施設があってそこで飼われていたのかはわからないが、どちらにしろ守護者というくらいなのだから獰どう猛もうな生き物たちだ。

　グレイビルはまさしく壁となって、この守護者たちからゼストガらの進んだ道を守った。あまりに数が多く、グレイビルのコートはところどころ破け、あちこちに嚙かみ傷きずがあった。援えん軍ぐんが来るのがあと少し遅おそかったら、もっと大きな傷を腹に作っていたかもしれない。

　その援軍は、胸をえぐる傷口を手で押さえながら、それでも薄うすく微笑ほほえんだ。

「命の恩人にひどくない？　ボク、さっさとリティーヤたち助けに行きたいんだけど」

「まだ動く気ですか！　だいたいバドはどうしたんです!?」

「ヴォルドのところに落としてきた。あっちも大変そうだったから」

　グレイビルは首を振って、傷の手当てを始めた。手持ちの消毒薬でざっと傷を洗い、包帯で傷を直接強く圧あつ迫ぱくする。その痛みにロードマスターは呻うめき、目を見開いた。

「ちょ、何すんの。治ち癒ゆ魔ま術じゆつはどうしたの、ねえ」

「治したら動くでしょう。少し安静に──」

「止血だけでもいいんだ。早くしないと」

「焦あせらないでください」

「焦るよ！」

　死にかけたような顔色の割に、強い声が出た。

　驚おどろくグレイビルの前で、ロードマスターは俯うつむき、額を押さえた。

「見えたんだ」

　しわがれたような声だった。まるで、シルルトのような。

「シルルトが死ぬ前に、ボクの手首を摑んで、記き憶おくを分けてくれた。ボクらが〈夜〉の台座に触れたあの時、彼だけが見たものを、見せてくれたんだ」

「何を──」

　ふるふると、ロードマスターが力なく首を横に振る。

「……〈終わり〉だよ。台座の魔力が均きん衡こうを崩くずした未来の光景さ。町の様子からして、何十年も何百年も後のことじゃないんだ。でも彼は誰だれの助けも借りられなかった。誰もそんなこと信じてくれなかった。証しよう拠こはない。ただ、見ただけなんだから。だから、シルルトは、《風と八月党》を利用して、石板を台座に戻そうとしていたんだ。戻すこと自体が目的だから、〈昼の王〉が多少失敗しても、大陸が失われない程度ならいいって考えてた。台座には石板が戻り、元の気候に戻り、人類は大勢死んで、運が良ければ一部は生き残る。彼が望んだのはそういうことだ。ボクは……ボクは受け入れられない。そんなのは。それに、もっと恐おそろしいことが起こる気がして──だから言わなかった」

　ロードマスターが、顔を上げた。グレイビルの腕をすがりつくように摑み、その目を見つめて言った。

「リティーヤにも、ヤムセにも、言ってない。言えなかった。言えば彼らに選せん択たくさせることになる。石板を台座に戻すことを──たくさんの犠ぎ牲せいが出ることを覚かく悟ごで、選ばせることになる」

　かつて必死で弱点を探さぐり追い落とそうと躍やつ起きになっていた相手が、グレイビルに、懇こん願がんした。

「ボクはこの大陸を滅ほろぼす選択をしたかもしれない。だからせめて、あの場に行かせてくれ。何が起こるか、ボクは見届けなきゃいけない」

　グレイビルは、すがりつくその手を摑つかみ、ゆっくりと、はっきりと、首を横に振ふった。

「あなたの研究室の人間が言っておりましたよ。たった一人の人間に一つの大陸を救うことなどできないと。ならば、大陸が滅びたとしても、あなたに全責任があるわけではない。あなたはできることをした、それでいいでしょう！」

「よかないよ！」

「私がいいと言ったらいいんです！」

　グレイビルは強ごう引いんにそう宣言した。

「先に行けば傷が開いて死にます。そうしたからといって、何が変わりますか？　結局は、もう彼らに任せるしかない。こんなどうでもいいところであなたを死なせたくはありません」

「待ってくれよ、それどういう心境の変化だい!?　ボクを追い落とそうとしてただろ、キミ！」

「つまらんのですよ、正直、魔力を奪うばわれるなんて終わり方は！」

　グレイビルは強引にそう宣言して、ロードマスターの額に手を押し当てた。〈夜〉魔術で眠ねむらせるつもりだった。だがロードマスターが抵てい抗こうする。自らの魔力に干かん渉しようし、眠りをもたらすグレイビルの魔術に抗あらがう。

　抗う。

　直後、事態の異常さに気付いて、グレイビルは魔術を中断した。ロードマスターの方も、同じように呆ぼう然ぜんとしている。彼もまた気付いたのだ。彼らは驚きに見開いた目を見合わせ──。

　真っ赤な光が背にした小道からあふれ出たのは、その時だった。




　光の中に、リティーヤはたゆたっていた。

　──ここはどこだっけ。

　ぼんやりと浮うかんだ問いに答えるように、あらゆる〈場所〉が浮かんだ。濡ぬれた落ち葉の裏、雪の中、水の底、夜空に浮かぶ雲の中、暖だん炉ろの前に敷しかれた絨じゆう毯たんの上、微睡まどろむ子どもの隣となり。圧あつ倒とう的てきな情報量にリティーヤは翻ほん弄ろうされ、消し飛びそうになった。

　その寸前で、思い出した。

　ここは、クラスターの地下のはずだ。

　だが、それと同時に、リティーヤは今やあらゆる場所にいた。大陸中の訪おとずれたことがある場所にも、ない場所にもいた。濡れた落ち葉の感かん触しよくと子どもの体温とを同時に感じ、光と闇やみを一いつ緒しよに感じた。なんでもできる気がした。

　そして実際、なんでもできた。

　なぜなら今彼女は〈昼〉の台座と石板──《ヘビの一族》が《扉とびら》と名付けたものと意識を同調させていた。大陸のあらゆる場所にその影えい響きようが及およぶように、リティーヤもあらゆる場所に影響を及ぼすことができた。肉体は意味を持たず、時の流れの中に置いて行かれ、ただ意識だけが大陸中を飛び回っていた。

《ヘビの一族》が何な故ぜこの台座を《扉》と呼んだか、リティーヤは理解した。

　この台座を通じて、リティーヤは大陸のあらゆるところに行くことができた。あらゆる現象に干渉できた。大陸全体に自らの意志を反映させられた。まさにこれは《扉》であり、この《扉》を開けた者は《王》と呼ぶにふさわしい力を得られた。

　リティーヤの記憶の中から、一つの声が浮き上がってきた。

「じんるいにかせられたうんめいを、」

　それは聞き覚えのある声だった。聞き覚えのある言葉だった。だが、どこでだったか思い出せない。そう、けれど覚えている。言葉の続きは──。

「きみは、といてみたいとおもう？」

　思う。

　リティーヤは声に誘さそわれるように、自分の意識を《扉》の中へ飛び込ませた。

　水中を泳ぐような抵抗を感じる。光の粒つぶが肌はだにからみつくようだった。

　それを抜ぬけた先は、美しい世界だった。

　暖かな風がふわりと髪かみを撫なでていく。優やさしい匂においが鼻をくすぐる。花はな園ぞのの真ん中にリティーヤはいた。かすむほど遠くには白い建築物群が見える。あれはどこの町だろう、人の手になるものではない、不思議な均衡を保つ町──。

　意識した時には、リティーヤはその町にいた。人類とはどこか違ちがう雰ふん囲い気きの人々が、静かに町を歩いていく。人類よりも遥はるかに繊せん細さいな感情表現をするらしく、リティーヤには彼らの表情はどれも似たり寄ったりに見えた。しかし、彼らは彼らなりに幸せそうだった。

　これは、過去の世界だ、とリティーヤは気付いた。リティーヤは《扉》を通じて時さえ遡さかのぼり、この大陸の記憶するかつての姿を見ているのだ。

　けれど見る間に時は流れて、リティーヤには見慣れた、《ヘビの一族》にとってはそうではない、冬の時代がやってきた。凍いてつく大気が空から下りてきて、人々や家か畜ちくを死に至らしめ、雪がその上に降りしきる。

　最初の冬で、《ヘビの一族》は消えていった。

　抗おうという動きはあった。最初の冬はこれよりもまだ酷ひどかった、もう一度石板を作り直せば間に合う──そう言う者もあった。

　だが、その技術は遥か古代に失われていた。

　リティーヤは《大図書館》の記録を思い返した。資料が少なかったのは、単に、彼ら自身もそれらの情報を保持していなかったからだ。彼らは原理もわからない古の《扉》を守って、それを開こうともせずに、時を過ごしていたのだ。滅びへの道のりは、《キツネ》が《扉》を開く前から、始まっていたのかも知れない。

　だが、それならば、残された人類は──。

「滅ぶぞ」

《ヘビの一族》の誰かが、そう囁ささやいた。

「雪と氷に覆おおわれた冬が帰ってくる。あらゆる命は熱を奪われ、平らに均され静かになる。寒冷化と平均化の果て、人類は滅ぶ。我々と同様に。それはすでに定められたことなのだ」

　感情を激しく表に出すことのない《ヘビの一族》ではあったが、その声は震ふるえていた。

　罪への恐きよう怖ふと、己おのれの滅めつ亡ぼうへの恐怖のために。

　──そう。滅ぶのね。

　それが、おそらくは《キツネ》も見たという人類の運命なのだ。だからこそ彼は人類に魔術を与あたえ、石板の欠片かけらを与え、その運命に抗わせようとしたのだ。

　時は流れ続け、まるで水の流れのようにリティーヤはそれに押し流されて、また別の場所と時間の中にぽんと放り出された。

　そこは、アパートメントの前の階段だった。

　地じ吹雪ふぶきが勝利の雄お叫たけびを上げ駆かけ抜ける中、一人の少女が階段の上に倒たおれていた。

　リティーヤは彼女を知っていた。その絶望を知っていた。

　──寒かったのよね。

　七年前の自分の頭を撫でてやる。少女は、通り過ぎていく人々を虚うつろに眺ながめるばかりだ。

　──独りが、怖こわかったのよね。

　地吹雪が吹ふき抜け、少女の姿がかき消える。雪もアパートメントも消え去り、雑ざつ踏とうの中でリティーヤはキツネ顔の男と向かい合っている。彼は手を差し出して、その目を細めて囁く。

「失われたものを、取りもどしてみませんか？」

　今なら、彼が言う『失われたもの』の意味がわかる。美しい夏がこの世界からは失われていた。完かん璧ぺきな世界は失われてしまったのだ。

　残されたのは、滅亡の予言。

　けれどリティーヤは男の手を取らず、首を横に振った。

　──あたしが欲しかったのは、それじゃないの。

　七年前のリティーヤが欲しかったのは、ただの人の温ぬくもりだ。握にぎり返してくれる掌てのひらだ。

　寄り添そう、ささやかな熱なのだ。

　──あたしは、もう欲しかったものを手に入れているの。

　冷たい春風が吹き抜ける中、リティーヤは彼と向かい合って微笑ほほえむ。

　再び場面が転じる。そこは春先の街角ではなく、冬の《学園》だった。祭りの人出の中に、男とリティーヤは紛まぎれて、やはり向かい合っている。

「嬢じようさんは、得たものすべてを失うんだよ。つらいつらい別れを何度も経験しなくちゃならない」

　──そんなことも、言われたね。

　その言葉を最初に聞いた時、リティーヤは震えた。孤こ独どくが怖かった。離はなれている間に兄を失ったと教えられ、怯おびえたのだ。だが、リティーヤは結局何も失ってはいなかった。別れはあっても失ってはいない。兄の腕うでを抱だき締しめた感触は、今もはっきりリティーヤの中に残っている。

　だから。

　──あたしは、寒さも、孤独も、もう、怖くない。

　強がりではなく、本心から、彼女はそう言う。あれだけ恐おそれた大気の冷たさを、今は恐ろしいとは思えなかった。冷たい夜にしばしばそうだったように、独りに怯えることはもうない。手を伸のばし、しがみつき、もがき、リティーヤは手に入れたのだから。そうやって手に入れたものは、本当はずっと失われることなんかないのだ。

　時間はかかってしまったが、ようやくわかった。

　心とろかす熱は、もうリティーヤの中にある。

　キツネ顔の男が、ふっと笑う。木こ漏もれ日びのように、その笑えみはリティーヤの胸を温める。

　この笑みが胸にある限り、……町明かりを見下ろして手て袋ぶくろ越ごしに絡からめ合ったあの指が、自分を痛ましい響ひびきで呼んだあの声が胸にある限り、自分はもう、何も怖くはないのだ。

「それなら、君の望みは？」

　口調が《キツネ》とは少し違うことに、リティーヤは気付いた。おそらく、これはリティーヤの記き憶おくから、《扉》が《キツネ》の姿を取って語りかけているのだ。

　ならば、言えることは決まっている。

　──あたしの望みは、寒冷化の前の世界じゃない。あたしが欲しいのは、あたしが生きてきた、この大陸なの。だから、今のままの大陸を、あたしに、あたしたちに──

「ずるい！」

　突とつ然ぜん、少女の叫さけびがリティーヤの言葉を遮さえぎった。目の前に、プラチナブロンドを振ふり乱みだした、人形のように綺き麗れいな少女が現れた。少女は泣きじゃくって、リティーヤの胸を叩たたいた。《王》となったリティーヤにとって肉体はほとんど意味を持っていなかった。少女にとってもまたそうだった。だからこれは、意識の上でのこと、イメージの上でのことだ。

「ずるい、アンタだけ！　どうしてアンタだけ愛されるのよ！　ちょうだいよ、アタシにも熱だの愛だのちょうだいよ！」

　少女の絶望に振り回されて、リティーヤは千々に乱れそうになる。

「こんなの嫌いや！　誰だれもアタシを見てくれない！　誰にも愛されてないなんて、噓うそよ！」

　ここは引き延ばされた四分の一秒、《王》の空間だ。

　──！　待って、ロリロ──。

「そうだわ……そうよ、噓なのよ」

　願えば、それは現実となる。

「こんな世界、溶とけちゃえばいいのよ。アタシも、アンタも、区別がつかなくなれば──」

　──ロリロナ！

　ずるり、と周囲の輪りん郭かくが歪ゆがんだ。キツネ顔の男も、他ほかの人々も、溶けていく。景色すら溶けて、まるで蠟ろうのようにどろどろになってすべてが混ざる。変化は一いつ瞬しゆんだった。

　ロリロナの願いを、《扉とびら》は世界に広げた。




　──その光は、大陸中で確かく認にんされた。

《学園》からそう遠くないある町のホテルで働く少年は、ホテルの裏手で水を汲くみながら、あの手品をする魔ま術じゆつ師したちは今年もやってくるのだろうかと思い、なんとなく空を仰あおいだ時に、西から一瞬で迫せまったその光を見た。北部のブルー峡きよう谷こくに屋や敷しきと土地を持つ夫人は、義理の息むす子ことの不毛な言い争いの末に庭に飛び出して、やはり光を見た。大陸中の人間が、屋内、屋外に拘かかわらず、その光を見た。《学園》ではオルドゥナが、テヨルが、あらゆる魔術師たちがそれを見た。クラスターの町でも、大陸の東部でも南部でも北部でも、人々はその光を見た。

　そして、すべてのものが光に飲み込まれた。




　リティーヤの周囲には、灰色の海が広がった。空も同じ色だった。時間を遡さかのぼって過去を見たわけでも、夢を見ているわけでもなかった。そこは確かにリティーヤの大陸だった。大陸全土に張られた古の結界がその灰色の海を外海とはっきり隔へだてている。この結界内が《扉》の影えい響きようの及およぶ範はん囲い。そしてそれは大陸全土なのだ。

　そこで人の姿をしていたのはリティーヤだけだった。形が残っているものといえば、四つの台座と石板だけだ。誰もいない──これが《キツネ》の予言だったのか？

「ざまあみろ！　あはははは！　あはっ、あはははっ！」

　ロリロナの哄こう笑しようが響く。姿は見えず、思念だけが、リティーヤをいたぶる。

「アンタは独りよ！　ほら、それでもまだ強がっていられるの!?」

　リティーヤは繰くり返されてきた予言に抗あらがうように叫んだ。

　──違ちがう、あたしは独りじゃない！

　周囲に意識を凝こらす。彼女の師はこんな時でも諦あきらめないだろう。どこまでもあがいてみせるだろう。彼は教えてくれたのだ。迷いのないあの目で、背中で、声で。絶望との戦い方を──そう、運命との戦い方を、教えてくれたのだ。

　諦めては、ダメだ。

　その時になって、自分を呼ぶ微かすかな声に気付いた。

　勿もち論ろん、正確には声ではなく思念だ。誰かの思念が、リティーヤの意識を引き寄せたのだ。

　台座の前に、一つの気配があった。ロリロナではない。もっと穏おだやかな、懐なつかしい気配だ。リティーヤはすぐにそれが誰の気配か理解した。すると次の瞬しゆん間かんには、それは人の姿を取った。結ばれていない髪かみと一糸まとわぬ白い肌はだは、別れた状じよう況きようを再現しているせいだろう。彼女の思念がリティーヤを揺ゆさぶった。

「リティーヤ。私がついてるわ。一いつ緒しよにすべてを作り直すのよ。今なら間に合う！」

　引き延ばされた四分の一秒の空間において、涙なみだは遅おそすぎた。流れるのは、きっとすべてが終わった後だろう。だがその一瞬、リティーヤは視界が涙で歪んだ気がした。

　──ミカ、どうして……！

「私は石板の欠片だもの。《王》にだって、消したりできないわ。ほら、あんただって今は〈昼の王〉なのよ。《王》たちはどんなところのものでも見て、感じることができる。あんたが私を認識できるのもそのせい。それなら、私以外の意識だって、読み取れるでしょう？」

　リティーヤはハッとして、言われたとおりに周囲を探さぐった。灰色の海にはまだ色々な人々の意識が残っていた。リティーヤの中にも、彼らの残していった熱があった。

　混こん沌とんの海は終わりではない。始まりなのだ。

　──いる、みんないる！　あたしの中にも……！

　リティーヤは衝つき上げてくる歓かん喜きのままに叫んだ。

　──始めよう、ミカ！

　四分の一秒は、まだ終わっていない。




　生命の源のような、原始の海にも似たその海には、四分の一秒前、世界が変わる前の記憶が残っていた。それらの記憶から、リティーヤは世界を作り直していく。《扉》を開けた《王》にはその力があった。世界の運行に介かい入にゆうし、望む現実を顕けん現げんさせられた。ただしそれには強い意志とイメージが必要だった。海うな原ばらにたゆたう無数の思いが、記憶が、リティーヤを支え、補った。

　それは、限られた時間の中の、永えい劫ごうのような戦いだった。

　焦あせり、何百歳も年を取ってしまったような疲ひ労ろうを感じながら、ひたすら灰色の海から世界の欠片かけらを拾い上げていった。限界を遥はるかに超こえ、途と切ぎれる寸前のリティーヤの意識をつなぎ止めるのは、七年前の記憶だった。あの日リティーヤは手に入れたのだ。あがいて、もがいて、求めたものを手に入れた。そう、だから、あの日リティーヤがヤムセに手を伸ばしたように、あの日ヤムセがリティーヤを抱だき上げたように、本当に欲しいものがあるのならば──。




　──最後の一瞬まで、あがけ！




　カッ、と光が溢あふれた。灰色の海はもはや存在しなかった。融ゆう解かいしたすべては復元され、あるべきようにあるべき場所に収まっていた。

　ただ、一つだけ、そうならなかったものがあった。

　リティーヤは台座の上に膝ひざを抱かかえて座る少女を見上げ、手を伸のばした。

　──行こう、ミカも。

　ミカは優やさしく微笑ほほえみ、首を横に振った。

「私はここにいないといけないわ。私が動いたら、また気候が変わっちゃう。私はいいの」

　リティーヤはミカの手に、自分の手を重ねる。実体はまだない。ミカの肉体は、石板の欠片そのものなのだ。台座から引きはがせば、大陸は結局寒冷化の中に戻もどってしまう。

　だが、ミカを犠ぎ牲せいにした未来など、リティーヤは欲しくなかった。

　──まだ自分が欠片だってこと気にしてるの？　あたしたちが出会った時のこと思い出してごらんよ。あの時あたしのこと好きだった？　違うでしょ。あんたはあたしにハーモニカ投げつけたんだから。あんたが勝手にあたしのところにやってきたんじゃなくて、あたしがあの畑であんたを見つけたんだから。ねえ、あたしたちは、ずっと、ちゃんと、友達だったよ。ミカは石板だからじゃなくて、ミカだから、あたしを好きになったんでしょ。……ミカだから、イルザークさんを、好きになったんでしょ。

「リ──」

　──身体からだなら《王》の力であたしが作る。さあ、選ぶのは、あんたよ。

　力強い言葉に、ミカの顔が歪む。泣きそうに歪んで、それから呆あきれたように笑って、彼女は腕うでを伸ばして台座から飛び降りる。リティーヤも腕を伸ばして、彼女の存在そのものを抱だき留とめる。

　残された時間はごく僅わずかだった。リティーヤは世界にほんの小さな改変をくわえていった。魔ま術じゆつを使う時のように、イメージを膨ふくらませ、自らの意志を世界に投とう影えいさせる。

　それはたぶん、未来を形作るのと似ている。

　四分の一秒後の未来を、リティーヤは思い描えがいた。
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　光は消えた。一秒にも満たない時間だったはずだ。イルザークの耳に、旧友の痛々しい叫さけびが聞こえた。

「リティーヤ！」

　光は収まったが、ごく近くでその光を受けたイルザークの目は、まだ視力を取りもどしていなかった。ロリロナに傷つけられた右目はもう諦めていた。この深さではヤムセの魔術でも光を戻すことはできまい。だがそんなことはどうでもよかった。イルザークは一刻も早く事態を把は握あくしようと、ひたすらに残る左目を凝らした。視界に赤い光が瞬またたき、それがやがて収まり、他ほかの色が、たとえば台座や床ゆかの白い色が見えた時、突とつ然ぜん手に触ふれるものがあった。

　驚おどろいて、一いつ瞬しゆん彼はその手を引っ込めそうになった。

　だが、思い直して、おずおずと手を伸ばし、半ば手探りでその形を確かめた。柔らかく、温かく──それが動いた。五つある細く白いものが蠢うごめいて、彼の手に触れた。

　それは、人の手だった。

　イルザークの目が、目の前に投げ出された白い手首を、肘ひじを、柔やわらかそうな二の腕を、肩かたを認にん識しきした。それは少女の腕だった。もちろん、その先にはやはり白い肉体があって、さらにぼんやりと彼を見つめる顔があった。

「……ひどい傷」

　小さな、か細い声が、その唇くちびるから漏もれた。

　イルザークは、口元を歪ゆがめて、声を絞しぼり出そうとした。笑って、第一声がそれなの、と訊きき返そうとした。だが吐と息いきと共に零こぼれ出たのは別の言葉だった。

「俺は、君を、好きでいていいのか？」

　声が掠かすれてうまく出て来ない。瞼まぶたが涙で重くて熱い。傷つけられた右目すら、痛みより熱の方が強かった。

　彼女はゆっくりと腕を持ち上げ、イルザークの右頰ほおを撫なで、痛ましげにその傷に触れて呟つぶやく。

「わたしのこと、すきで、いてくれるんですか？」

　涙がこぼれてしまう前に、彼はミカを抱き寄せた。

「傷の治ち療りようをさせてください、イルザークさん……」

　ミカが自分の耳元にそう囁ささやくのを、まだ信じられない思いで聞いていた。ミカの柔らかな腕が自分の首にかかり、その吐息が頰をかすめ、唇の温度を耳に感じて、ようやくこれは夢ではないかもしれないと考え始めた。

　そう、夢ではないのかもしれない。

　だが、これが現実だとしたら。

　そうだとしたら、自分はいったい、

「イルザークさん……？」

　いったい、これからどうすればいいのだ。

「ダメだ」

　しゃくり上げる子どものように言葉が喉のどに詰つまる。

「俺の手は汚よごれてる。ユローナの手先になって。人も殺した。ふくしゅうの、」

「すきですよ」

「ふ、く……」

「イルザークさんの手、すきです」

　柔らかな声だった。穏やかな、けれど芯しんの強い声だった。イルザークは彼女を突つき放すこともできない自分の弱さに絶望し、ただその髪の匂においを嗅かぎながら声を絞り出した。

「俺の手じゃダメだ、罪を犯おかした手だ、誰だれ一人救えなかった手だ、ミカ、俺はどうしたら……！」

「罪は、怖こわくないです」

　ごく当たり前のことのように、むしろ今いま更さら何が問題なのかわからない、という口調で、彼女は穏おだやかにそう言った。

「イルザークさんは、どうしたいんですか？」

　ミカの手が、イルザークの頭を優しく撫でていく。

「君に幸せになってほしい……」

「……イルザークさんが、したいことですよ？」

　ミカが笑えみを含ふくんだ声で訊き返してきた。痛みが引いていくのがわかる。ミカの魔術で、彼の傷は少しずつ塞ふさがっていく。だがイルザークには彼女の声や掌てのひらのおかげとしか思えなかった。彼女の存在自体が魔術のようなものだった。

　イルザークは、彼女が幸せになるまで見守りたいと思っていた。今もそう思っている、確かに。だが彼はその時突然一つの選せん択たく肢しに気付いた。それまでまったく考えもしなかった選択肢だ。おそらく、数時間前にリティーヤに指し摘てきされなければ思いつきもしなかっただろう。

「俺は、ミカ、」

　そうだったのだ。彼は、本当は、ずっとそうしたかったのだ。願わくはこの手が汚れる前にそうできたらずっと良かったのに、もはや遅おそすぎた。それでも優しく頭を撫でられ、彼は子どものように彼女の身体を力いっぱい抱き締しめ、悔かい恨こんを込めて囁いた。

「君を幸せにしたい」

　ミカの身体が、腕の中でびくりと跳はねるのがわかった。

「あ、の」

　口にしてしまうと、もう堪こらえられなかった。彼は動どう揺ようするミカの肩を摑つかみ、身体を離はなすと、その目を見て、これだけは言わねばと思ったことを、はっきりと言った。

「結けつ婚こんしてくれ」

　後から考えると、たぶん、段階を一つ二つ踏ふみ飛ばしていた。

　ミカは顎あごが外れるのではないかというほど、ぽかんと口を開けていた。










　──あ、さすがにまずいな、とリティーヤは思った。

　集中力が途と切ぎれていた。多分、達成感で気が抜ぬけたのだ。

　意識が急速に拡散していく。濡ぬれた落ち葉の裏、雪の中、水の底、夜空に浮うかぶ雲の中──灰色の海に過ぎなかった世界は再び情報に溢れていて、今のリティーヤにはそれを押しのけて自分の居場所を確立することができない。世界中に意識が散らばっていくようだ。本当にそうなったら、自分はどうなるのだろう？　〈夜の王〉になったあの少年のように、分身を生み出してしまうのか？　それとも死んでしまうのか？　ああ、ミカはどうなったのだろう──。

　その時、時間が巻き戻もどったように、その叫びが耳を打った。




「リティーヤ！」




　そして、腕を摑まれ、抱き起こされ──ようやくリティーヤは自分の居場所を思い出した。
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　式は、街中に建つ小さな聖堂で執とり行おこなわれた。鐘かねが澄すんだ音を響ひびかせる中、花はな嫁よめは花はな婿むこと腕を組み、多くの人々に祝福されて、聖堂から現れた。春の訪おとずれを告げる花々が宙を舞まい、幸せな夫ふう婦ふに降り注いだ。花嫁は輝かがやくばかりの美しさで、周囲の人々の祝福に応えていた。

　リティーヤは、それを木こ陰かげからこっそりと覗のぞいていた。

「お、お姉ちゃん、綺き麗れいになって……」

　うう、と呻うめいて涙なみだを拭ぬぐう。その台詞せりふは妹じゃないな、親しん戚せきのおばさんか何かだな、とヤムセは思ったが、いいところだろうと思ったので口には出さなかった。

「エル、幸せになってくれよ……くっ」

　リティーヤの隣となりでは、同じ木の反対側から顔を出し、ファルクロウが涙を拭っていた。

　その後ろ姿を眺ながめながら、こいつらは本当に似ているな、とヤムセは思った。

　良く晴れたその日、リティーヤとファルクロウの姉であるエルミナと、彼女の婚こん約やく者は、多くの者に祝福されて夫婦となった。




　──クラスターの地下であったことは、二週間経たった今でもヤムセの脳のう裏りに焼き付いている。

　ロリロナが石板を台座に戻し、リティーヤが台座とロリロナの間に割って入った直後、ヤムセは台座から溢あふれた光で目を焼かれた。視力が戻った時には、リティーヤが台座の上にぶっ倒たおれて、ミカがイルザークに抱だき締められてもがいていた。旧友の何やら唐とう突とつな求愛の言葉も聞いた気がしたが、ヤムセはとりあえずそちらは無視して弟子でしを抱かかえ起こした。その時にはすでにあれほど彼を打ち付けていた〈昼〉魔ま力りよくは、春風のように穏やかなものになっていた。

　リティーヤは、意識がなかった。

　放出された魔力の影えい響きようか、地下空間は崩ほう壊かいが始まっていた。ブローシズの誘ゆう導どうで、彼らはそこを脱だつ出しゆつした。そのどさくさで、ロリロナは行方ゆくえ不明になった。

　ヤムセらは、無事に脱出を終えた後、そのままクラスターに留まった。

　リティーヤの意識が戻らなかったせいもあるが、《学園》の人間も古王国の人間も、騒そう動どうの後始末のためにクラスターに仕事があったからだ。ヤムセの処分は、なんだかんだでまたうやむやになった。石板は台座に戻り、その台座は地下に埋うまってしまったのだ。リティーヤも捕つかまえられた以上、《学園》にとってヤムセはもう用済みだった。誘ゆう拐かいの罪は残っていたが、結局グレイビルの判断もあって事実上見み逃のがされることになり、ヤムセは仕方がないので昏こん々こんと眠ねむり続けるリティーヤの面めん倒どうを見て過ごした。彼自身の右みぎ腕うでの治療もあった。こちらはかなりの惨さん状じようで、治ち癒ゆ魔術を使っても完治にはかなり日数がかかり、おかげで今も彼は右腕を三さん角かく巾きんで吊つっていた。

　リティーヤが目を覚ましたのは、十日目のことだった。

　そこでようやくリティーヤ自身から、いったい何があったのかという話を聞き出すことができた。話を聞いてもなんだかよくわからなかったが、とにかく世界は十日経ってもあまり変化はなかった。寒波が訪れることもなかったし、急速に気温が上がったわけでもなかった。単に例年通り、暖かくなったり、寒くなったりを繰くり返し、徐じよ々じよに春に向けて気温が上がっていった。それだけだ。

　そしてリティーヤは意識を取りもどしたものの、まだ《学園》の人間たちには仕事があった。その頃ころ、ちょうど結けつ婚こん式しきの話がファルクロウから出たのだ。その話を聞いたゼストガがグレイビルに掛かけ合って、どうせ西部に留まるならと、リティーヤに結婚式の行われる町までの外出許可を与あたえてくれた。

　そういうわけで、今、リティーヤ、ヤムセ、監かん視しのゼストガは、クラスターから一日半かかるこの町を訪れていた。ファルクロウはちょうど任務を終えて帰き還かんする直前で、リティーヤが半ば引きずるようにして、強ごう引いんに休きゆう暇かを取らせて連れてきた。

「く……会っておめでとうって言いたい……」

　リティーヤが悔くやしそうに言った。呆あきれた顔で、ゼストガが呟つぶやく。

「会えばいいじゃないですか。せっかく僕が許可とってあげたんですから」

「でもどんな顔で会えばいいのかよくわからないんですっ。《学園》に勝手に入って、家族の縁えん切ったも同然になっちゃって……」

　ゼストガはわけがわからない、という顔で頭を搔かいた。

　ちょうど花嫁がリティーヤの隠かくれている木のそばを通り過ぎようとしていた。リティーヤとファルクロウは、揃そろって頭を引っ込め、必死で身を隠そうとしている。どうやら兄の方も、家族とは顔を合わせづらい理由があるらしい。

　ヤムセはなんだか面めん倒どう臭くさくなってきて、リティーヤの腰こしを、どんと蹴けった。

「いっ!?」

　リティーヤは勢いよく道に飛び出し、小石に躓つまずいて転んだ。肘ひじをすりむいた痛みに顔をしかめ、振ふり返ってヤムセを睨にらみつける。

「先生ってばなんてことをしてくれるんですか！」

「まあ大だい丈じよう夫ぶ？」

　突とつ然ぜん道に出てきた少女を心配したのか、花嫁はそう声をかけ、手を差し出した。リティーヤは反射的に礼を言い、その手を握にぎり返して立ち上がり、そこで自分が何をしているのか悟さとった。

「あ」

　花嫁は呆ぼう然ぜんと目を見開いていた。

　その唇くちびるが震ふるえながら、一つの名前を呼ぶ。

「……リティーヤ？」

　見開かれた美しい目から、大おお粒つぶの涙が溢れる。

「リティーヤ！」

　花嫁はぼろぼろと泣き出して、リティーヤに抱だきついた。リティーヤは自分より少し背の高い姉を支えきれずによろめいて、騒さわぎに気付いた花嫁の父と母、つまりはリティーヤの両親が、悲鳴のような声で末娘の名を叫さけんだ。

「あ、え、あのっ」

　リティーヤは絶ぜつ叫きようする家族にもみくちゃにされた。おまけに木の陰かげに隠れようとしていた息むす子こを父親が見つけてまた叫んだので、家族は実に七年ぶりに顔を合わせることになった。

　そのようすを木陰から眺め、ゼストガは感心したようにヤムセに笑いかけた。

「たまにはいいことするんですね」

「おまえも見習え」

　ヤムセは薄うすい笑えみを浮かべて言い返した。




　季節は順調に移り変わっていった。

　雪が解け、最初の花が咲さき、川はもう凍こおることはなかった。

　台座に石板が戻って、三週間が経ったその日、長い調査を終えた《学園》の魔術師たちは、リティーヤを連れて帰還することになった。

　だから、リティーヤはその日でヤムセと別れることになった。

　リティーヤは、ヤムセと並んでゆっくり駅のホームを歩いた。

　ホームから見える山々は、咲き誇ほこる花々のおかげで、煙けぶるような白っぽい色合いに染まっていた。やがてそれらは結実し初夏には果実で枝を重くするだろう。ヤムセはその山の色合いを見つめて、まだ少し信じられない様子で呟いた。

「このすべてが、一度は溶とけた、か」

　リティーヤは心地ここちよい風と日の光を浴びて伸のびをする。

「んー、よく覚えてないんですけどね。とりあえず温暖化してるわけじゃないし、良かったです。《扉》の中にいた時は、寒冷化が進まないなら今の気候でもいいじゃない、とか思ってたんで、それが反映されてるとしたら、このままの気候で安定してくれるんじゃないかなーと」

「安定するかどうかはまだわからん。長期間の観測が必要だ」

　気を抜ぬくな、と睨みつけるヤムセに手を振って、リティーヤは笑う。

「それはグレイビルさんたちが色々調べてくれますよ。あ、うちの研究室もやるのかな」

「さあ──まあ、そうなるのかもしれん」

「いやー、それにしてもアレですね、あたし結構英えい雄ゆうじゃないですか？　こりゃ《学園》に戻ったらちょっとした経歴になっちゃうかも」

　リティーヤはむふふと気持ちの悪い笑い声を漏もらして言った。

「だって〈昼の王〉ですからね。しかもなんか今のところは世界もあたしも無事みたいだし！」

「十年後にどうなるかわからんぞ。温暖化に転じるか、寒冷化が進むかするかもしれん」

「だから《ヘビの一族》の二の舞まいにならないようにって、ちゃんといろんな組織が連れん携けいして、《扉》の研究進めることが決まったじゃないですか」

　結局、人類がこの大陸で生きるためには《扉》が必要なのだ。だが、《扉》の力にただすがっていては、《ヘビの一族》のように滅ほろんでしまうかもしれない。かといって、《グリーンワードの魔導書》を巡めぐって争ってきたように、《扉》を巡って争うような事態になれば、人類の滅びを招くことになりかねない。だから、オルドゥナは、《扉》の情報を公開することを決めた。今度は、様々な組織の魔術師たちも、各国の政府も、一いつ般ぱんの人間も、皆みんな一いつ緒しよになって、《扉》のまだ解明されていない謎なぞを解くのだ。そのための新しい機関も設立されるらしい。

　……まあ、オルドゥナ自身の狙ねらいは、その機関の設立を主導することによる、石板復活後の大陸での《学園》の影響力維い持じ・拡大にあるらしいのだが。

「十年後、か。ミカも十年後には子どもとか産んじゃったりしてるのかなー」

「……そういえば、別れはアレで良かったのか」

　ミカとイルザークは、地下から脱出した時点で姿を消していた。ミカと《学園》の関係を考えれば仕方のないことだったのだが、リティーヤは意識がなく、せっかく望みを叶かなえたというのにミカに会わずじまいだったのだ。

「んー。まあ、いいです。たぶん、また会えます」

　リティーヤは、割と本気でそう考えていた。とにかく、ミカがイルザークと一いつ緒しよに姿を消したことは、リティーヤにとって喜びでもあった。イルザークのとんでもない求きゆう婚こんの結果がどうなったかは知らないが、ミカとイルザークがどちらも幸せであればいいと思った。

「……そうだな」

　ヤムセも、同じ思いでそう答えた。面倒な幼おさな馴な染じみが長い遠回りを終えたのだから。

「あ、そうそう、お手伝いありがとうございます。ほら、専門課程修しゆう了りよう論文」

《学園》の魔術師たちが台座について調べる間、リティーヤは暇ひまなのでずっと《キツネ》についての論文をまとめていたのだ。ヤムセが手伝ってくれたおかげもあって、だいたいの構成が決まり、草そう稿こうも順調に進んでいた。

「《学園》に戻もどったら資料に当たって調べ直せ」

「わかってますって──今日はちょっと寒いですね。でも晴れて良かったです。ね、先生」

　そこは、すでにリティーヤに割り当てられたコンパートメントの乗車位置だった。汽車も停とまって、乗り込み、あるいは降りる客で、ホームは慌あわただしい雰ふん囲い気きに包まれている。

　リティーヤは、立ち止まって、くるりと振り向く。

　ヤムセを見上げて、もう一度、笑いかける。

「せんせ」

「……ああ」

　その、微かすかな痛みを感じさせる声に、リティーヤは三週間前の地下を思い出す。

　リティーヤが台座に触ふれたあの時、ヤムセはやはり、ひどく痛ましい声で彼女の名を呼んだのだ。あんなふうに彼がリティーヤを呼んだのは、……求めたのは、初めてのことだった。

「身体からだ、ちゃんと大事にしてくださいね」

「……ああ、おまえも」

　リティーヤはヤムセの首に腕うでを回して抱きついた。ヤムセも左手で背中を撫なでてくれた。右みぎ腕うではコートの袖そでを通さずに、まだ肩かたから吊つっているが、随ずい分ぶんよくなったようだった。

　抱ほう擁ようは、ほんの数秒で終わった。

　どちらからともなく離はなれると同時に、汽笛が鳴った。もう発車時刻だった。

「また、会えますよね」

　笑顔を作ってそう尋たずねると、ヤムセは微かに口元に笑みを浮うかべて答えた。

「おまえが一人前の魔術師になったらな」

　ああ、噓うそだなとリティーヤは彼の目を見て思った。自分との約束がリティーヤを縛しばるのを嫌きらう、そういうバカな男なのだ。何年か経たって、迷めい惑わくがかからないくらい成長したら──そういう夢は、彼の前では通用しない。ミカとイルザークとは違ちがう。自分たちには、十年後どころか、未来なんて欠片かけらも存在しない。

　ここで、途と切ぎれる。

　リティーヤはゼストガに促うながされて、汽車に乗り込んだ。同じコンパートメントには、ゼストガとグレイビルが乗った。

　進行方向を向く座席に座ると、リティーヤはそのまま動かず、窓も開けなかった。ゼストガは彼女の隣となりに座って、グレイビルが向かいの座席を一人で使った。

　発車間ま際ぎわになったその時、何やら隣のコンパートメントから、声が聞こえてきた。

「そんなに押さないで！　ひどい話ね、地下から逃にげるのを助けてあげたっていうのに！」

「《学園》の敵を散々逃がしてきた指名手配犯が何を言うか！」

「まあ、パパ、今の聞いた？　ひどいわ、一いつ生しよう懸けん命めいお仕事してるだけなのに！」

　この声は──ブローシズだ。

「ど、どうして？」

　リティーヤは動どう揺ようしてゼストガに尋ねた。ゼストガは肩をすくめて答えた。

「昨日身み柄がらを拘こう束そくしたんですよ。別の事件で《学園》の敵対者を逃がそうとしていて」

「でも、あたしたちのこと助けてくれたじゃないですか」

「それはそれ、これはこれ、ですよ。だいたい、依い頼らいを受ける前に取引の申し出を蹴けったのは向こうなんですから。リティーヤさんもいませんでした？」

「それは聞いてましたけど……」

「きゃっ、この人変態よ！　私のおしり触さわったわ、パパ！」

「おや、それは許せませんねえ」

「ふざけるな、誰だれがおまえみたいな秘術で若返っただけの──」

「あなた今言ってはいけないことを言ったわね……？」

「お、おい──」

　何やら悲鳴が聞こえてきた気もしたが、ゼストガもグレイビルも聞こえないふりをしていた。

　汽車が動き出した。

　見送りの人々が、汽車のそばについて歩いたり、手を振ふったりしている。リティーヤは、できる限り前だけを見ていた。心臓が悲鳴を上げていたが、今は聞こえないふりをした。

　孤こ独どくは、もう怖こわくない。彼に与あたえられたすべてはリティーヤの中にある。何も、恐おそれることはない。それに、《学園》で魔術師になるのはリティーヤの目標だった。虹にじドロさんのような凄すごい魔術師になって、人を助けるのだ。かつてリティーヤ自身が救われたように。

　ヤムセに、救われたように。

　リティーヤは震ふるえる唇くちびるをかみしめた。

　自分は魔術師になって人助けをする。ヤムセが自分を助けてくれたように。

　だが、それでは。




　それでは、誰がヤムセを助けるのだ。




　リティーヤは突とつ然ぜん立ち上がった。グレイビルは黙だまって腕を組み目を閉じていた。ゼストガは、リティーヤの手首を摑つかんだ。

「ゼストガさんっ」

「僕じゃダメですか、リティーヤさん」

　リティーヤは手首を摑むゼストガの手にもう一方の手を重ねた。

　そして、ゼストガの手を振りほどいた。

「ごめんっ、ゼストガさん！」

　リティーヤは足あし下もとに置いていた鞄かばんを引っ摑むと魔ま術じゆつで窓を打ち砕くだき、そこから身を乗り出し──ホームに飛び降りた。

　動き続ける列車の中で、ゼストガは窓ではなく自分の手を見つめ、それから視線を上げて、グレイビルを見た。グレイビルは目を閉じたままだった。

「次の駅に着いたら、出しゆつ奔ぽん者扱あつかいで手配する」

「わかっています。……行かせてくださってありがとうございます」

　ふん、と鼻息を漏らし、グレイビルは薄うすく目を開けた。

「石板が台座に戻った今となっては、〈昼〉魔力も徐じよ々じよに大陸に戻るだろう。魔術師なら誰でも〈昼〉魔術を使えるようになるのだ。あの娘むすめにはもう利用価値はない。散々振り回されたが、恩もあるからな、この程度は見み逃のがしてやる。それに、あの娘が〈昼の王〉として《学園》に戻って力を得るなど、冗じよう談だんではない。じゃじゃ馬な上に英えい雄ゆうなど、扱いにくくて敵かなわん。……だが、おまえはいいのか。力ずくで止めるかと思っていたが」

「それも考えましたが、実際にやったらむしろ殺されかけるのは自分なんじゃないかと思ってやめました。〈昼〉魔術でこのコンパートメント丸まる焦こげはごめんですし、無む駄だな努力って嫌いなんです」

「……おまえは、少し変わったな」

　ゼストガは苦く笑しようした。

「リティーヤさんが誘ゆう拐かいされてからですね、たぶん。自分が許せなくなったんです。あそこまで自分を恨うらんだのは初めてですよ」

「いい男になったよ」

　グレイビルの言葉が意外だったのか、ゼストガはきょとんと目を見開き、それから、今度は苦笑ではない笑えみをうかべた。それは年相応の青年らしい笑みだった。

「少しだけ、遅おそかったみたいですけどね」

「ふん。そのうちいい女が現れるさ」

「いえいえ、当分女性はこりごりですね」

　グレイビルとゼストガは、顔を見合わせて笑い合った。




　これでいいのだと、ヤムセは思っていた。

　別れは辛つらかった。これまでに経験したどの別れよりも、辛かった。

　だが、この執しゆう着ちやくは、きっと彼女を幸せにはしない。この執着が彼に《キツネ》の腕を叩たたき切らせ、それが《キツネ》を死に至らしめた。彼は彼女から大切なものを奪うばった。これからも、この執着が彼女を苦しめることがあるかもしれない。いや、そばにいれば、きっとある。

　だから、これでいいのだと、彼は凪ないだ海のような、静かな心で感じていた。

　裏切られたと恨み、認められていないと苦しみ、憎ぞう悪おと絶望に染められていたユローナの時とは違う。あれから、彼は成長できたのだ。今度は、正しい選せん択たくをできたのだ。

　同じように深く執着する相手を、今度は手放せた。

　春風がプラットホームを吹ふき抜ぬけていく。美しい日だ。美しい一日になるだろう。

　その予兆を、彼はただ静かに、受け止めていた。

　……のだが。

「先生！」

　ヤムセはリティーヤが乗り込んだコンパートメントから目を離さなかった。だからそのコンパートメントの窓がいきなり内側から壊こわれたのも、リティーヤがそこから宙に身を投げ出したのも、見ていた。

　ヤムセは呆ぼう然ぜんとして立ちつくしていた。

　わけがわからん、と思っていた。

　さらに言うと、リティーヤが飛び降りるのを見ていた隣のコンパートメントのトラリズ親子が、その直後にホームに飛び降りた。ホームにはまだ見送りの人間が残っていたので、ちょっとした騒そう動どうになった。リティーヤは人々の間をすり抜け、急いでヤムセの方へ駆かけ寄ってきた。

　そして、いきなり彼の腹に突とつ撃げきして、彼を押し倒たおした。別にリティーヤくらいの体重なら支えられたのだが、ここで抗あらがう意味がよくわからず、ヤムセはされるがままになった。

　リティーヤは座り込んだヤムセの膝ひざの上にのしかかり、えらく真しん剣けんな顔で叫さけんだ。

「やっぱりこれは間ま違ちがってると思うんです！」

　これってなんだ。指示語で話すな。

「あのね、こういうの、ダメですよ、絶対！」

「こう……？」

「だから、あたしと先生が、じゃ、さよなら、っていうの！」

「だが、おまえは《学園》に──」

「あたしと先生は一いつ緒しよじゃなきゃいけないんです！」

　魂たましいを殴なぐりつけるような台詞せりふだった。

　ヤムセはこれまでにないくらいには動揺していたのだが、あまり顔には出なかった。だからリティーヤはヤムセの肩かたを摑み、ゆっさゆっさと揺ゆさぶりながら──待て、私の右みぎ腕うではまだ完治していないんだぞ、それは痛い──言い続けた。

「だって、おかしいじゃないですか、あたしは先生のことすごく大切で、それは七年前のこともあるけど、でもそれだけじゃなくて、ああもうだからっ、」

　七年前、死にかけていた少女が、今彼の肩を揺さぶっている。

　あの時、彼はリティーヤの目に生への執着を見みい出だせなかった。死にたがっているのなら死なせてやろう、そう考えて、最初は回れ右をして彼女を置き去りにしようとした。だが彼女は彼のコートの裾すそを摑んだ。今肩を摑むリティーヤは、その時の、死を恐れ生にしがみつこうともがく七年前の姿と重なった。その力強さが、その必死に彼を見つめる目が。

　だが、七年前より、彼女は遥はるかに美しかった。

　ヤムセはそう感じる自分を殴り殺したいと思いながら、呻うめくような声を絞しぼり出した。

「やめろ、リティーヤ」

「やめませんっ！　先生、あたし先生のそばでも魔術師になれます！　だから、立派な魔術師になるっていうあたしの目標は変わらないんです！　先生、あたしと一緒に、」

　勿もち論ろんそうだ。魔術師にくらいしてやれる。最高の魔術師にだって、いや、違ちがう。そういう問題ではない。何な故ぜならこれは正しくないからだ。この選せん択たく肢しは正しくはない。だからそれ以上口にしてはいけない。そんな言葉は、危険すぎる。

「それ以上言うな」

　声が掠かすれる。なのにリティーヤは容よう赦しやをしない。まったく、一いつ切さい、容赦しない。

「幸いっていうかなんていうか、あたしが出奔しても先生はもう《学園》やめてるから迷めい惑わくも何もかからないしっ！　当たり前だけどあたしまだ教え子とかもいないから身軽だし！」

　出奔すると、周囲に累るいが及およぶこともある。が、この状況なら、そう広い範はん囲いに問題が生じるわけではない。バドやテヨルは同じ研究室だっただけで、リティーヤを直接指導していたわけではない。家族だって逃とう亡ぼう先にさえしなければ、西部にいるのだし《学園》は手出ししてこないだろう。彼らに迷惑はかからない──いや、だからそういう問題ではなくて。

「あたし、先生と一緒がいい！　先生が笑ってるのも怒おこってるのももっと見たい、先生が何考えてるのかもっともっと教えて欲しい！　先生だってあたしと一緒がいいでしょ、あたしいないと困るでしょ、えっと、一人でケーキ食べるの寂さびしいし！　先生が、ゆ、ユローナのこと好きでも、忘れさせたげますから、絶対！」

　何がケーキだ。だいたい前にも言ったがユローナのことはもう──くそ。アホだ。

　あまりにバカバカしい話で、彼は呆あきれていた。何より彼女の言葉に確実に心を揺さぶられている自分自身に呆れ果てた。ああ、これ以上何か一言でも言われれば堪こらえていたすべてが決けつ壊かいする。ヤムセは最後の理性にすがって、掠れきって、ほとんど聞き取れそうにない声を絞り出そうとした。

「それ以上言うなと、」

　涙なみだで濡ぬれた目が春の光に煌きらめいて、彼を貫つらぬく。

　敵は言葉だけではなかったことに、彼はようやく気付いた。

　自然の陽光が。溢あふれる涙が。なめらかな頰ほおが。寄せられた眉まゆ根ねが。目が、鼻が、口が。

　口、が。

「せんっ」

　唇くちびるが彼を呼ぶ。求めている。泣なき叫ぶリティーヤが彼を求めている。

　狂くるおしいほどの歓かん喜きが背筋を駆け上がり胸と頭を侵おかす。




　──二度も手放せるか、こんなもん。




　ヤムセはリティーヤの頭を左手で抱かかえ込んで有う無むを言わせず口づけた。

　リティーヤは何をされたのかわからなかったのか一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくし、それからもがき始めた。ヤムセは拘こう束そくする力を一切緩ゆるめなかった。そうして彼女の身体からだから力が抜け、抵てい抗こうが小さくなった頃ころに、ようやく彼は重ねていた唇を離はなした。
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「ふ……ふえお……？」

　なんだかよくわからない声を漏もらし、リティーヤは目を白黒させていた。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつのリティーヤが何か意味のあることを口にする前に、ヤムセは立ち上がって、そばでにやにやしていたトラリズ親子に言った。

「仕事の依い頼らいだ。《学園》から逃にげたい」

「待ってました！」

　ブローシズが両手を上げて叫び、アヴォロットがその手を摑つかんで一緒になって盛り上がった。

「愛の逃とう避ひ行こうなんて久しぶりですねえ、母上」

「ね、素す敵てきねえ、パパ。うふふ、私も若い頃を思いだ──」

「母上、それは墓ぼ穴けつを掘ほってます」

「あ、あらいやね。とにかく値段交こう渉しようよ、ね、おにいさん、《学園》相手ってことは結構料金跳はね上がるんだけど──」

「リティーヤ、さっさと来い」

　ヤムセはリティーヤの鞄かばんを持って彼女に背を向ける。アヴォロットとブローシズも何やら話し合いながら、ホームを階段の方へ歩いていく。だが、リティーヤは呆然と座り込んでいた。

「せ、せんせ、あの」

「なにをしている」

　ヤムセが面めん倒どうそうに振ふり返った。リティーヤはなんとか立ち上がって、ふらつきながら駆け寄ってきた。頰が今いま頃ごろ赤く染まり、目は動どう揺ようして宙を泳いでいる。

「あの、さっきのって……いや、あたしは、い、いいんですけど、驚おどろいたけど、えっと」

「おまえがうるさいから黙だまらせただけだ」

「だまら……」

　リティーヤの顔が、みるみるうちに真っ赤になっていく。羞しゆう恥ちではなく、怒いかりで。

「先生！　こういうのってどういうアレかその、ちゃんとわかってます!?」

「ルートの選択は任せるが──」

　猛もう抗こう議ぎを無視してトラリズ親子に話しかけるヤムセの背中に、リティーヤは心の底から非難の声を浴びせかけた。

「せんせーのバカァ！」




　幸せそうな顔が、許せなかった。

　ホームには屋根はなかった。だから駅舎の屋上から、リティーヤのへらへらと笑う顔がよく見えた。ロリロナは屋上に寝ねそべり、ライフルを構えていた。絶対に絶対に幸せになんかしてやるものか。激情のまま、ロリロナは引き金に指をかけた。

「はいよ、そこまで」

　そういう声と共に、いきなり腹を蹴けり上げられた。ここ数日はほとんど何も食べていなかったので胃液を吐はきながら振り返ると、《学園》のコートに身を包んだ男が二人、立っていた。三十代くらいの男と、五十代か六十代の男だった。『オッサン』と『ジジイ』だ、とロリロナは思った。

　ロリロナの腹を蹴ったのは、『ジジイ』の方だった。

『ジジイ』は煙草たばこを指ではじき飛ばした。『オッサン』がロリロナの手から離れた銃じゆうを拾い上げた。ロリロナは腹を押さえながら、その二人の顔を交こう互ごに睨にらみつけた。彼らの腕うでには腕わん章しようが巻かれていたが、ロリロナにはそれが何を意味するのかわからなかった。

「ダメだなあ、ガキんちょがこんな玩具おもちや持ってちゃ」

「アンタたちなんなのっ、なんでアタシの邪じや魔ますんのよ！」

「なんで？　そりゃ、それが俺たちの仕事だからなあ。地下から行方ゆくえ不明になったあんたのこと、ずっと追ってたんだぜえ？」

「はっ！　ああ思い出したわ、あのバカ女と一いつ緒しよにいた魔ま術じゆつ師したちね！」

「おー、そのバカ女。なんで殺そうとした？」

　ぎりぎりとロリロナは奥歯をかんだ。

「決まってる！　あの女が許せないからよ！」

「はあ？　わかんねえな。あんた、誰だれかから命令されてるわけじゃねえのかよ。《風と八月党》の残党と繫つながってんじゃねえの？　いったいあのバカ女の何がそんなに気にくわねえんだ」

「何もかもよ！　何よ、アンタたちもあの女の味方ってわけね？　また、なのね！　あの女ばかり、あの女ばかり愛されてる！　おかしいわ、あんなバカが愛されるなんて間ま違ちがってる！　だから殺してやるのよ！　だっておかしいじゃない、どうしてあの女ばかり愛されるの？　どうしてアタシは救われないの？　アタシの方が優すぐれてる、アタシの方が綺き麗れいだわ！　誰かっ、」

　ロリロナは、魂たましいを吐き出すように絶ぜつ叫きようした。

「誰かアタシを助けてよ！」

『ジジイ』はいきなりロリロナの胸むな倉ぐらを摑んだかと思うと、その頰を鉄のような拳こぶしで殴なぐりつけた。ロリロナは吹ふき飛ばされて、屋上から落ちそうになった。

「ボス、やりすぎですよ」

「うるせえーな、てめえは黙ってろ」

『ジジイ』は耳の穴を搔かきながら、ロリロナの前にやってきた。ロリロナはまだ殴られた衝しよう撃げきでくらくらしていた。

「四の五の泣き叫さけぶ前に、やることやれよ」

『ジジイ』が仁に王おう立ちになってそう言った。わけわかんないわよ、と言いたかったが、頰が痛くてうまく言葉にならなかった。胸倉を摑まれて、身体を持ち上げられた。足が浮ういた。

「救われねえ、助けて、愛して、か？　つまんねえな。んなこと言ってる暇ひまがあったら、誰かを愛してみやがれよ。てめえは誰かを愛したか？　救ったか？　てめえに救われる気がなけりゃあ、誰もてめえを救えやしねえ。誰もてめえなんか見もしねえし、ゴミために落ちてても通り過ぎるだけだ。助けて、って言ってるだけで、誰かが自分を愛してくれるなんて考えるなよ、このクソガキが」

　ロリロナは言い返したかった。アンタなんかクソジジイだ、アンタこそ誰にも愛されてなんかない、そう叫びたかった。だが言葉が出なかったので、ただ相手の顔に唾つばを吐きかけた。

『ジジイ』は、容よう赦しやなく彼女を屋上に叩たたき付けた。ロリロナは悲鳴を上げた。

『ジジイ』のやたら嬉うれしそうな声が聞こえてきた。

「おい、これ俺もらうからな」

「何をおっしゃっているんですか、重犯罪人ですよ」

「どうせガキだ、大した処分はできねえよ。せいぜい、更こう生せいがうんぬんとか言って魔ま力りよく封ふうじてどっかの施し設せつにぶち込むんだろ。それでこいつのひねくれ曲がった性格が直るわけねえよ」

「……ボスのところに置いたら、余計ひね曲がります」

「うっせえよ。ヤムセはまともに育っただろ」

「あれも十分ひねてます。ボスはご自分がひね曲がりすぎているのでわからないだけです」

　ロリロナは、頭上でかわされる会話が自分の処しよ遇ぐうに関かかわるものだとは気付いていなかった。そもそも話を聞いていなかった。ただ青い空を飛んでいく鳶とびを見て、あの鳥を撃うち殺してやりたいと思っていた。《扉》の奥で経験したことを彼女はほとんど覚えていなかったが、焼け付くような焦しよう燥そう感かんだけは胸にこびりついて離れなかった。

「決めた、俺がもらうぜ。再教育ってやつだな！」

「……可哀かわい想そうに」

『オッサン』がぼそりとそう呟つぶやくのが、聞こえた気がした。




　丘おかの上は花畑だった。

　可か憐れんな白や青、ピンクの花が咲さき乱れて、春の少し冷たい風に揺ゆれている。初夏には初夏の、盛夏には盛夏の、秋には秋の花が咲き、近くの森から吹き寄せてくる風が落ち葉を積もらせ、駆かけ足あしでやってくる冬には分厚く白い雪がすべてをその下に覆おおい隠かくす。

　丘の上には、赤子ほどの大きさの石があり、その周辺だけは、土がむき出しになっていた。掘り返し、また埋うめた跡あとだった。つい今し方までその作業に没ぼつ頭とうしていたロードマスターは、汚よごれた指でスコップを脇わきに置き、石の表面を撫なでた。石は墓石だったが、名前は何も刻まれていなかった。その下には、幾人かの人間が眠ねむっている。

　ロードマスターと同じようにしてこの世に生み出された者たちが、息絶えて眠っている。

「ボクだって、シルルトみたいになる可能性はあった」

　穏おだやかな声こわ音ねで、彼はそう語る。

「もしもボクにも、彼と同じように、あんなふうに未来が見えていたら……」

「あなたとシルルトでは、同じようにはなりません」

　黒くろ髪かみを風になぶられるままにして、彼の背中を見つめていたテヨルが、そう言った。

「シルルトには誰もいなかったかもしれませんが、あなたには私がいます。あなたはバカなこともよく言いますが、そういう時に噓うそはつきません。バドも、あいつは一言二言多いですが、最終的には信じて協力してくれたと思います」

「……テヨルはほんともー」

　ロードマスターはぼりぼりと頭を搔いた。

「ほんと、そういうとこ、ずるいよね。すごくたまーにだけど、優やさしいの」

　シルルトが見た光景は、現実のものとはならなかった。ある意味ではそれは彼の意図した通りに事が進んだからだ。ロードマスターの背中は、いつもより少し頼たよりなく見えた。

「ボクは運が良かっただけだ。リティーヤがうまくいったのは、ロリロナが先に台座に石板を戻もどしたせいもあるだろうしね。最初の衝撃を、ロリロナが結構吸収してたみたい。彼女たちは、知らないうちに役割分担してたんだ。うまくいったのは、あの子たちのおかげ。あと、運」

　その時、背後の森の中から、去年の枯かれ草くさを踏ふむ、かさかさという音が聞こえてきた。テヨルが振ふり返ると、ちょうど白馬に乗ったオルドゥナが森の中からやってくるところだった。ここは東部とはいえ、本部からは馬で半日以上離はなれている。

「学長!?　いったい──」

　テヨルはハッとしてロードマスターを振り返った。彼は立ち上がり、やってきたオルドゥナに向かって、ひどく生き真ま面じ目めな顔で一礼した。

「ごめん、オルドゥナ」

　厳しい表情で、オルドゥナはその謝罪を受け止め、次の瞬しゆん間かんには、くすりと微笑ほほえむ。

「いいですよ。迎むかえに来たのはついでです」

　テヨルは顔色を変える。それは、まさか──。

「ロードマスター、まさか《学園》に戻られるおつもりですか!?」

　ロードマスターは、申し訳なさそうな顔でテヨルを見た。

「うん。ほら、石板奪うばわれたのって、ボクが見つかった《道標》をちゃんと管理できてなかったせいでもあるし。その責任取らないで逃にげ出すのは、後味悪くてさ。だからオルドゥナに話して、死んだっての無しにしてもらうことにしたから。任務のために死んだことにしてました、って感じで誤ご魔ま化かして」

「し、しかし、魔力は」

「あ、それね、シルルトから死に際にちょっとだけ返してもらってたみたい。最初気付かなくてさ、グレイビルに魔ま術じゆつかけられた時に気付いて、びっくりしたよ。……〈夜〉の台座のこと黙だまってた件もあるし、また研究に戻るには少し時間がかかると思うけど」

　オルドゥナは景色を眺ながめながら、機き嫌げん良よく言った。

「台座は人類が手を出すべきものではない、というあなたの考えはわかりますけれど、状じよう況きようはあれから変わりました。こうなった以上、台座については徹てつ底てい的てきに調べます。あなたのことも、私が評議会に働きかけましょう。そんな初期投資であなたが私の身近な馬車馬になってくれるなら、悪くない買い物です」

「……せめて馬車馬のように働く、とか比ひ喩ゆだってわかる言い方をしてくれないかな？」

「戻らなければ、もっと自由なんですよ？　あなたはそういう生き方を望んでいたんじゃないんですか!?　魔力が戻ったのなら、なおさら──！」

　テヨルの声は知らず上うわ擦ずり、強いものとなっていた。ロードマスターは頭を搔いた。

「ボクだけ自由っておかしいじゃないの。どうせ一回捨てた魔力だもん、戻ってきたからって、使う当てがあるわけでもないしさー。あ、でもやりたい研究はあるんだ。ほら、魔術師同士の子どもって先天的に虚きよ弱じやくだったりするでしょ。あれの原因を突つき止とめて、魔術師同士でも子ども作れたらいいよねーって。そしたらそのうちおつきあいとか禁止されなくなるかなって」

　オルドゥナが馬上からのんびりと口を挟はさむ。

「まあ、魔術師同士の恋れん愛あいを事実上禁じているのは、子どもの問題のせいだけではないのですけれどね。風紀の問題とか、人的資源の問題とか、そもそも子育てさせてる暇なんてない、という裏事情とか。あなたが私の仕事をこなした余よ暇かで研究するなら止めませんけど」

「でも建前なくなったら、ちょっとは締しめ付け緩ゆるくなるでしょ。若い人たちには、支え合う相手が必要なこともあると思うな～。あんまり厳しいと有用な人材逃げちゃうし、改革も必要かもよ？……というわけで、出戻りするから。グレイビル辺りが泣いて喜びそうだよね」

　そういうことだから、バドとちゃんと仲直りした方がいいよ。ロードマスターはオルドゥナに聞こえないように、こっそりとテヨルに言った。

　テヨルは幾つもの感情に翻ほん弄ろうされ、しばらくは呆ぼう然ぜんとしていた。それでも苦労して衝撃を受け止め、泣きそうな顔に、鮮あざやかな笑えみを零こぼした。

「おかえりなさい、ロードマスター」
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「あーもう、船出ちゃいますよ！」

「おまえが買い食いしているからだろう」

「先生だってドロップ買いだめしてたくせにーっ！」

　若い女が、年上の男と言い合いながら、ばたばたと通りを駆かけていく。人混ごみを搔き分わけるようにして、荷物を抱かかえて。長い金きん髪ぱつと綺き麗れいなアイスブルーの目を持った若い女と、厳しいながらもまあまあ整った顔をした、長身の男だ。旅行者らしい彼らは、相手に責任をなすりつけ、色気も何もない会話を繰くり広げながら、南方大陸行きの船が出る港へ向かう。

　彼らはやがて一つの店の前を通り過ぎた。古着屋と古本屋の間の狭せまい場所に、敷しき物ものを敷いて、妖あやしげな商品を並べただけの店だ。店主は帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶった男で、彼らの通り過ぎるのを待って、ひょいと顔を上げた。

　キツネに少し似た、目の細い男だった。

　女の後ろ姿を見送る目に、優しく、穏やかな笑みが浮うかぶ。

　その店主の前に、地元の子どもたちが通りがかった。五歳から十歳くらいまでの子どもたちで、市が立ったので遊びに来たのだった。キツネ顔の男は、通り過ぎようとした一行に呼びかけた。

「ね、ちょっと見てかなあーい？　そそ、そこのお嬢じようさん。手、出してみて」

　キツネ顔の男は、七つか八つくらいの少女に声をかけた。少女は不思議そうな顔をしたが、言われるままに手を差し出す。

　男は、被っていた帽子を取って、少女の掌てのひらに載のせた。

「うう～む、えい！」

　妙みような気合いの声とともに、帽子を取り去る。

　すると少女の手には、美しい色合いのドロップが幾つも現れた。こぼれ落ちそうなそれを、少女は慌あわてて両手で抱え直す。胡う散さん臭くさそうに彼を見ていた周りの子どもたちも、これには目を輝かがやかせ、奪い合うようにドロップに群がった。

　ただ一人最初の少女だけは、もったいなさそうに手元に残ったドロップを見つめ続けている。

「食べないの？」

「綺麗なんだもん……いろんな色になって」

　少女の手の中で、ドロップは光の当たり方によって色合いを微び妙みように変えた。

「ああ、そうだね」

　キツネ顔の男は、ドロップの一つをつまみ、光に透すかして笑った。

「これはね、虹にじ色いろって言うんだよ」

「虹色……」

　そして男はいきなり立ち上がったかと思うと、帽子をもう一ひと振ふりした。帽子からは次から次へとドロップがあふれ出て、それらの一つ一つが太陽の光を浴びて、虹色に輝いた。

　子どもたちの歓かん声せいが、青空の下にこだました。




「あたしの名前はアニィよ。おにいさんのお名前は、なあに？」

　少女はドロップで頰ほおを妙な形に膨ふくらませ、にこにこと笑顔で男に話しかけた。悪ガキどもによじ登られそうになっていた男は、それを好きにさせておいたまま、少女の頭を撫でて、彼女にだけ聞こえるように、耳元に囁ささやきかけた。少女は楽しそうに目を細めて笑った。

「素す敵てきなお名前ね」

「だろ？　大好きな子がつけてくれたんだ。その子も俺のことを大好きなんだ！」

　少女は笑った。彼も笑った。大人たちには内ない緒しよの、彼らだけの遊びだった。大人たちはその騒さわぎに気付きもしない。気付かないから、すぐそばを通りすぎていくのに、叱しからない。

　キツネ顔の男は自身でもドロップを一つ舌の上で転がしながら、大きくのびをした。短い夏をその全身で味わうように。四つ目の肉体は、今までで一番しなやかに動く。主人の命令も、運命の囁きも、もう聞こえない。聞こえたからってどうってこともない。

「さあて、次はどんな遊びをしよっかな！」




　今、彼は、それまでになく自由だった。








あとがき






　こんにちは、喜多みどりです。ここまで読んでくださって、ありがとうございます。

　結局ラストは各人落ち着くところに落ち着いたようです。長くかかってしまいましたが、この長さのおかげで、今のエンディングにたどり着けたのだと思います（特にヤムセ……）。お付き合いくださった読者の皆みな様さまには、ただただ感謝です。なお、最終巻を読んでお手紙くださった方には、リティーヤたちの「その後」を書いたおまけ話同どう封ふうでお返事しようと思っています。ご希望の方はその旨むねを手紙に書いて、返信用にペンでご自分の住所と名前（本名、フルネームで）を書いた宛あて名なシール、80円切手同封でお便りください。感想その他お待ちしてます！

　イラストを担当していただいた宮城先生は、いつも私がどう文章にしたらいいんだろうともどかしく思うところの、さらに先を描いてくださいました。今回、木藤女史から宮城先生のあとがきページを見せていただいた時には、「私死んじゃう！」しか言えなくなりました。長い間リティーヤたちを描いてくださって、ありがとうございました！　そして担当編集者の木藤女史、および前担当編集者中村女史にはシリーズを通しうじうじと悩なやんだり趣しゆ味みに走ったりする私を叱しつ咤た激げき励れい、ご指導いただきました。すいません、深く感謝しております！　最後に、リティーヤ＆ヤムセ、ありがとう！　願わくは、また別のお話でお会いできますように。
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